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例　　言

1．本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分冊

の内、第5分冊である。

2．調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54－58年度に発掘調査、昭和58－60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわ

たった。

3．遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構、遺物を検出しておr上調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡群と呼ぶこととした。また、各調査区はLoc．1－48

と呼称した。

4．本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5．発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6．図中の方位はすべて磁北であり、標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を宗、その他の遺構、断面図及びセクション図を宗とした。遺物実測図の

縮尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を兄、古墳時代以降を％、石器、金属

器を％、木器を％とした。写真図版は約％一％であるが縮尺不同である。

7．遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土拡－SK、清一SD、井戸－

SE、柵列－SA、水溜り状遺構－SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8．調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9．出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。
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1．Loc．35B



Loc．35B

I．位置と調査経過

Loc・35Bは、田村遺跡群の北西部に位置し、小字名は、田村川を挟んで西は横手、東は南土

居の前である0当地点の北は西見当遺跡であり、南西部には弥生後期の集落址を検出したL。C．

34がある。

当地点は、空港拡張事業に伴う田村川改修工事によってその両岸の水田の一部が用水路化さ

れることになったため、急速設定された調査区である。すなわち、田村川の右岸に南北に細長

いトレンチ（Bトレンチ）と小トレンチ（Dトレンチ）とを設定し、左岸の工事区城内に4つ

の小トレンチ（C・E・F・Gトレンチ）を設けた。後に、Bトレンチの北の農道にも拡張工

事が行われることになったため、道路下の部分をAトレンチとして調査した。

各トレンチの試掘調査の結果、Bトレンチでは弥生時代の竪穴式住居址が検出されたため、

工事区城内全面を拡張発掘した。また、E・Fトレンチでは下層より多量の弥生土器を出土し

たため、両トレンチをできるだけ拡張し、結果的には1つのトレンチ（Eトレンチ）とした。

（それに伴ってGトレンチはFトレンチと改称す。）以下、Eトレンチとは旧E・Fトレンチ

を指し、Fトレンチとは旧Gトレンチを意味する。全体図等も新トレンチ名で示している。

2．調査概要

当地点の最終的な発掘面積は、ALトレンチ92mZ、Bトレンチ57m2、Cトレンチ8m2、Dトレ

ンチ8m2、Eトレンチ78mZ、Fトレンチ14mZで、計257m2に及んだ。

弥生時代に関するものだけに限ってみると、Aトレンチでは土拡2基を確認し、Bトレンチ

では竪穴住居址1棟、竪穴状遺構1基、土砿1基、溝状遺構2条、それに性格不明の落ち込み

（SXl）1ヶ所を検出した。また、Eトレンチの下層においては、非常に多量の遺物（弥生

土器、石器）が出土した。このEトレンチは、遺物の出土状況がLoc．35AのSR2およびL。C

36のSR2と類似しており、全体的な位置関係からしても自然流路SR2の一部と考えられる（

3．層序と出土遺物

Loc．35Bの各トレンチの層序は余り整然とはしていないが、基本的には、

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰褐色粘質土層

であり、第III層までは統一的に把握できる。但し、Aトレンチは、旧農道工事によって全面が

撹乱を受けているため、撹乱層を除去した段階がいきなr）遺構検出面（黄褐色粘質土層）とな

っており、また、Bトレンチでは、第II・III層の堆積はみられず、耕作土除去の時点で遺構が

ー　3　－
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II

第I層‘耕作土
第Ⅱ層　撹乱層
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Dトレンチ北壁
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II

I
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lIl
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Fトレンチ北壁

第I層　耕作土
第Ⅱ層　床　土
第Ⅲ層　灰褐色粘質土層
第Ⅳ層　赤灰褐色粘質土層
第Ⅴ層　赤褐色粘質土層

第I層　耕作士
第Ⅱ層　床　土
第Ⅲ層　灰褐色粘質土層
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第2図　調査区セクション
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第3図　調査区セクション（SR2）
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確認された。

C～Fトレンチにおいても、第Ⅳ層以下の層序は、田村川氾濫のためか若干の相違がある。

なお、Eトレンチにおける遺物の出土は第Ⅴ層以下で著しくなっており、同層以下がSR2の

埋土として捉えることができ得る。

出土遺物は、各遺構や自然流路を別にすると、第I～III層より若干の弥生土器片と中世土師

質土器片および近世陶磁類を出土しただけであり、図示できるものはなかった。

4．遺構と遺物

住居址

S TI

STlは、Bトレンチの北部において、耕作土除去直後に検出された。平面形は直径6．10mの

円形を呈するものの、北端は旧農道工事によって破壊されており、東端は田村川に接している

ため、全容を確認することはできなかった。住居址埋土上面には、南西部を中心に木炭片が広

がり、また、木炭塊が弧状をなして並んでいた。

埋土は、黒褐色粘質土をベースとしているが、3層に分層され、第I層が灰黒褐色粘質土、

第II層茶褐色粘質土（両者の差は僅少）、そして第III層が黒黄褐色粘質主であった。深さは

0．30mを測り、床面の標高は7．00m前後である。床面の状況は、住居址としては起伏が多く、

西側に深さ0．10mはどの方形状の掘り込みを有す。なお、東端部は、田村川の氾濫のためか、

埋土に砂礫が混入しており、床面も若干乱れていた。南部は、残存状態が良好であり、壁直下

が段状にやや高くなっていた。その東で浅い壁溝が確認されたが、仝周を巡るものではなから

た。

ピットは、第II層除去の段階から検出されたが、第III層除去後に確認されたものも多い。主

柱穴と考えられるピットはP3－6とP7－10との2組があり、建て替えが行われている。各

柱穴の形状は、平面形が直径35cm前後の円形を呈し、深さ40cmを標準とする。中央ピットと目さ

れるPlは、平面形が直径64cmの円形を呈し、深さは42cmを測り、底面中央が若干凹んでいる。

Plは北のP2とともに第II層除去段階で検出された。なお、STlの南隣で検出されたSK

3は住居址に付属するものと考えられる。

出土遺物の中では、中期II段階を中心とする土器（1－24）の出土が目立ち、また、石器の

出土も著しかった（192、193、200－208、238、241、242、250－253）。遺物は、第II層出土が

主であったが、第III層からの出土も少なくなかった。

ピットのうち第II層除去段階での確認が明瞭であったのは、Pl・2の他にP4・5・6お

よびPllがある。このことから、まずP7－10を主柱穴とする竪穴住居があって、後に第III層

上面を床面としたP3－6を主柱穴とする住居が設営されたのではあるまいか。
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ところで、STlは、SDlによって明確に切られている。また、西側はST2とも切り合

い関係にある。両者の埋土は同一であl上検出段階ではSTlの南端から弧状に並ぶ木炭塊に

治って発掘を試みた。それゆえ、西側の壁の立ち上がりは極めて不明瞭であった。ST2から

の出土遺物は後期的要素が強く、切り合いを逆に判断してしまった可能性がある。

S T2

ST2も、Bトレンチの北西部において、耕作土除去直後に検出された。先述の如く、ST

lと微妙な切り合い関係にあり、北端は旧農道工事によって破壊されておl上　また、南西部は

調査区外であるため、その全容は不明である。

深さは0．20mを測り、底面は比較的平坦であった。但し、底面において検出されたピットは、

数も少なく、小規模なものであl上主柱穴らしきものも確認できなかった。ゆえに、ST2は、

住居址と判断することは難しく、現時点では「竪穴状遺構」として扱った方が妥当と考えられ

る。

埋土は黒褐色粘質土であり、STlにみられた黒黄褐色粘質土は下層にも堆積していなかっ

た。出土土器は25－30で弥生後期1段階のものが主であり、石器は194、195、209、221、

222である。底面よりやや浮いた状態での出土が多かった。

土拡

S KI

SKlは、Aトレンチの中央部東寄りで、撹乱層を除去した段階で検出された。この撹乱は、
t

旧農道工事に伴うものであl上　深さ0．40mに達しておl上遺構の残存状態は不良であった。

平面形は、南北方向に長い不整長方形を呈し、長径1．20m、短径0．28mを測る。長軸方向は、

N－3LWであり、ほぼ真北を指す。埋土は黒褐色粘質土であるが、深さは0．10mと極めて浅

い土成である。東端部より石包丁（240）が出土した。

S K2

SK2は、Aトレンチの東部に位置し、撹乱層除去後に検出された。BトレンチのSTlあ

るいはST2の延長かと期待されたが、南北両端の撹乱が深く、両者の関連は不明であった。

また、平面の形状からしても、STlあるいはST2として扱うことは難しいと判断されたた

め、単独の土蛇として扱った。
ヽ

底面は、西部と南部はほぼ平坦であるが、北部中央がさらに落ち込んでおり、東北端は盛り

上がっていた。また、東半部には大小の礫も混入していた。埋土は、上層が赤褐色粘質土であ

り、落ち込み部は黒褐色粘質土であった。
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遺物は、底面直上より弥生土器片の出土をみたが、図示できるものはなかった。扁平片刃石

斧（187）が、ほぼ底面直上より出土している

S K3

SK3は、STlの南側に位置し、耕作土除去直後に検出された。平面形は直径1．12mの円形

を呈し、深さ0・37mを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近く立ち上がっている。但し、そ

の東西は段状に0．10m程凹をなしている。埋土は黒褐色粘質土である。

遺物は、埋土中位を中心に、弥生土器片および石器が出土している。とりわけ石器類の出土

が目立った（37、220、224、225、239）。SK3はその位置からしても、STlに付属す

る施設であると考えるべきであろう。

溝

S DI

SDlは、Bトレンチ北部において、耕作土除去後に検出された。幅0．60mで断面U字状を

呈し、深さ0・30mを測る。確認長は10mで、東西方向に走る。埋土は、2層に分層され、第1

層が褐色粘質土で、第II層が暗褐色粘質土である。

弥生時代後期のものと考えられる溝であり、出土遺物には31－34および243がある。STl

およびST2のほぼ中央部を切っている。

S D2

SD2は、Bトレンチの南部において、耕作土除去の段階で検出された。南北に縦走する比

較的規模の大きい溝の西肩部と考えられ、底面には不規則な起伏がみられる。埋土は、3層に

分層され、第1層黄灰褐色粘質土、第II層灰褐色土、第III層暗褐色粘質土である。

上層の埋土はどちらかと言えば中世的であるが、出土遺物は弥生土器片のみであった。図示

できる遺物はなかったが、埋土第III層の状況等から考えて、SR2の西肩部である可能性があ

る。この点について確認すべく南側のDトレンチの掘り下げを試みたが、湧水が激しく不可能

であった。

性格不明遺構

S XI

SXlは、SD2の北に接する位置において、耕作土除去の段階で検出された。東西方向に

流れる溝の可能性もあるが、調査区が狭小で断定できないためSXとした。南北幅は3．6仇m、
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深さ0．20mを測る。

埋土は灰黒細色粘質土で、埋土中より多くの弥生土器および石器を出土した（35、36および

211、223）。その東南端はSD2によって切られている。

自然流路

SR2

SR2は、Eトレンチを第Ⅴ層上面まで掘り下げた段階で検出された。

Eトレンチは、第Ⅳ層までは粘質土系であり、遺物の出土も僅少であった。ところが、第Ⅴ

層以下では砂質を帯び、所によっては砂礫を噛むようになり、弥生土器の出土が移しくなった。

発掘当初は、これらは単なる弥生の包含層と考えられたが、その全体的な位置関係および埋土

の状況からして、Loc．36から続くSR2の延長と判断された。

Eトレンチ全体がSR2の中央部になるものと推定され、肩部への立ち上がりは確認できな

かった。弥生土器の出土は非常に多く、特に、第Ⅴ・Ⅶ・Ⅸ層からの出土が著しかった（38～

174）。時期的にも前期から後期に至るまで幅が広い。但し、前期III段階以前および後期II段

階以降の遺物は僅少であった。また、各種の石器（175～255）も出土している。

かかる状況から判断すると、弥生時代に機能したSR2の埋土は、セクション図での第Ⅴ層

から第Ⅸ層までと考えられる。

5．　まとめ

Loc．35Bにおける主要な弥生遺構はBトレンチのSTlと、Eトレンチで検出されたSR2

である。

STlは、中期II段階の住居址と考えられ、田村遺跡群内では比較的例の少ない中期中葉遺

構の1つである。中期後半の住居址は、当地点より約亜Om北方にある正善遺跡でも発見され

ており、この一帯に中期集落が存在していたものと推定される。SR2出土の多くの中期遺物

も、その可能性を強くさせるものである。

ところで、SR2からの出土遺物は前期から後期まで広範囲にわたっており、中期に限らず

弥生時代を通じて、当地点周辺に集落が形成されていたことを示唆している。また、別の視点

から言えば、かかる自然流路の存在そのものが、弥生集落形成のための一大要因となっていた

であろうことも疑いない。
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第1表　竪穴住居地計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模
（m ）

主軸方 向 柱　 穴 面　 積
（nf）

施　 設 備　 考

第　 4　図 S T　 l 円　 形 6 ．10 19 （29．21）

第2表　土拡計測表

‘挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第　 5　図 S K　 l 不整長方形 1．20 0 ．28 0 ．10 N － 30－ W 逆台形

〝 S K　　 2 3 ．96 0 ．25 ′′

〝 S K　　 3 円　 形 1．1 2 0 ．37 ′′

第3表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（c m ） 胴径

庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S T l 士雪E

17 ．4

（ 5 ．8）

口縁 部外 面に扁平 な粘 土帯 を貼付

し，刻 目を施 す 。

2 〝 〝

30 ．8

（ 2 ．9）

口綾 部は下方 に拡張 。

口唇 部に斜格 子文 。

3 〝 〝

16 ．2

（ 5 ．9 ）

大 き く外反す る口縁部 を有す 。

口唇部 は幅広 く凹状 を呈 し，下 端
に刻 目を施す 。

4 ′′ 〝

22 ．2

（ 4 ．5 ）

口縁部 は滑 らか に外反 し，幅 2 cm

の粘土 帯を貼付 。

口唇部 は広い面 をな し下垂 す る。

5 〝 〝

15 錮

（ 8 ．8 ）

頸 部か ら口綾部 にかけて わずか に
外 反す る。頚部 には 7 条 のにぷ い

凹線を有 す。 ロ縁端 部は 内外に肥
厚 し，口唇 部に は 2 条の凹 線を施
す 。

6 ′′ 〝

7 ．0 や や外方 に立 ち上 がる長頸 壷の 口 外 面パ ケ調 整 。

（12 ．5） 頚部 。 内面ナ デ調整 。

7 〝 〝
（1 1 ．2）

4 ．4

上胴部で内側に屈曲す る壷であ る。 内面ナデ調 整。 底 部か ら胴部

にかけて 黒斑
を有す 。

8 〝 〝
（ 7 ．8 ）

8 ．4

上げ底 状の底部 。 〝 底 部か ら下 胴

部 にかけて 黒
斑 を有す 。
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挿 図 番 号 ・遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ ・文　 様 手　　　　　　 ‘法 備　　 考

9 S T l 士官E

（ 5 ．5 ）

（ 8 ．0 ）

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 内 面 が 全 体 的 に 刺 離 して お り ， 調

整 観 察 不 能 。

1 0 ′′ ′′

（ 9 ．2 ）

6 ．3

外 面 ナ デ 調 整 。 底 部 か ら下 胴

部 に か け て 黒

斑 を 有 す 。

1 1 ・〝 〝

（1 7 ．8 ）

9 ．2

上 げ 底 状 の底 部 。

1 2 ′′ 喪

1 4 ．9

（ 8 ．3 ）

□綾 部 滑 ら か に 外 反 。

口唇 部 は 面 を な す 。

ロ 縁 部 外 面 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

1 3 ′′ ′′

1 6 ．2

（ 5 ．0 ）

頚 部 か ら強 く屈 曲 して 外 反 す る 。

口 唇 部 は幅 広 い 面 を な す 。

1 4 ′′ ＝量ご雪E

（ 2 ．9 ）

3 ．0

1 5 ′′ ′′

（ 2 ．9 ）

6 ．6

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 。 外 底 部 に 黒 斑

を 有 す 。

1 6 ′′ ′′

（ 3 ．5）

5 ．5

胴 部 外 面 に

5 c m 幅 の 黒 斑

を 有 す 。

1 7 〝 ′′

（ 4 ．1）

5 ．3

上 げ 底 状 の 底 部 。 内面 に 下 方 か ら上 方 へ 向 か うへ ラ

削 り 。

内面 に 黒 斑 を ．

有 す 。

1 8 〝 〟

（ 3 ．6）

5 ．5

′′ 外 底 部 全 面 に

黒 斑 を 有 す 。

1 9 〝 〝

（ 4 ．9）

4 ．0

2 0 〝 ′′

（ 4 ．6）

5 ．5

外 面 剥 離 が 激 し く ，調 整観 察 不 能 。

2 1 ′′ ′′

（ 6 ．3 ）

5 ．0

内面 ナ デ 調 整 。

2 2 ′′ ′′

5 ．8

6 ．0

上 げ 底 状 の 底 部 。 ′′

2 3 〝 小 型 土 器

9 ．4

9 ．0

4 ．8

小 型 の 喪 。

底 部 を 外 方 に つ ま み 出 し た よ うな

形 を 呈 して い る こ

胴 部 外 面 に 黒

斑 を 有 す 。
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」

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径
法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 4 S T l 小 型 土 器
全 長 （4 ．1 ）

径　 1 ．9

使 途 不 明 土 製 品 。

2 5 S T　 2 窺

1 2 ．1

（ 4 ．3 ）

口綾 部 は 丸 く外 反 し ，‾口 唇 部 は 外

傾 す る 面 を な す 。

2 6 〝 〝

1 4 ．7

（ 5 ．0 ）

口 縁 端 部 を 上 方 へ つ ま み 上 げ て 横
方 向 に ナ デ る。 頚 部 内 面 直 下 よ り
横 方 向 の へ ラ削 り 。

2 7 ′′ 〝
（ 3 ．7 ）

5 ．4

底 部 に黒 斑 を

有 す 。

2 8 〝 ′′
（ 2 ．8）

5 ．2

内 面 に 黒 斑 を
有 す 。

2 9 ′′ 〝
（ 4 ．0）

6 ．5

外 面 パ ケ 調 整 。 底 部 か ら 下 胴
部 に か け て 黒

斑 を 有 す 。

3 0 ′′ 不　 明

14 ．6

（ 4 ．8）

口 径 が 著 し く小 さ い 。 内 外 面 剥 離 が 激 し く ， 調 整 観 察 不
能 。

高 林 か 。

3 1 S D l ＝ヒ璽E

1 2 ．2 直 線 的 に ゆ る く外 反 す る 頚 部 に 外 頸 部 の 上 に粘 土 を 継 ぎ足 して 口縁 擬 口 縁 を 観 察

（ 9 ．3） 反 した ロ 縁 部 が つ く。 口 縁 端 部 を 部 を 成 形 し て い る 。 で き る 。
上 下 に拡 張 させ ， 口 唇 部 に 2 条 の

凹 線 文 を 施 す 。

外 面 パ ケ 調 整 。

3 2 ′′ ′′
（ 2 ．7）

6 ．0

断面 台 形 を 呈 す る上 げ 底 状 の底 部 。

3 3 〝 高　 杯
（ 3．2）

1 3 ．8

内 面 のへ ラ削 りの 方 向 が （右 → 左 ）

で あ る。普 通 は （左 → 右 ） で あ り ，
壷 の 口 綾 部 と す る よ り も 高 杯 の 脚

部 と した 方 が 妥 当で あ ろ う 。

3 4 〝 喪

10 ．6

（ 7 ．3）

ロ 縁 部 は 「く」 の 字 状 に 外 反 ， 口

唇 部 は 面 を な す 。
胴 部 外 面 に 黒

斑 を 有 す 。

3 5 S X l 〝

1 2 ．5 丸 く外 反 す る 口綾 部 を 有 し， 外 面 口 唇 部 は 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 に 内面 に 黒 斑 を

（ 5 ．4 ） に 米 土 を 不　 則 な 幅 で 貝 、して お よ　 凹　 を な す 。　　 は 右 か ら左 有 す 。
り ， そ の 部 分 が 肥 厚 して い る。 へ 強 く削 って い る。

3 6 ′′ 〝

1 2 ．0 口 綾 部 は 強 く外 方 に 屈 曲 し， 上 方 外 面 右 下 りの パ ケ 調 整 を 施 し， 上

（ 7 ．4 ）・ に ム　 し て い る 。 肺 。 は ナ デ 1 して い る 。
口 唇 部 に 2 条 の 弱 い 凹 線 有 り。 内 面 の へ ラ削 り の 有 無 は 不 明 。

37 S K　 3 〝
（ 6 ．6 ）

4 ．9

上 げ 底 状 の底 部 。

3 8 S R　 2 ＝土ご璽

4 3 ．1

（1 0 ．0 ）

大 型 壷 。 口 縁 部 は 強 く外 反 し ，端
部 は 面 を な す 。 ロ頸 間 に 1 条 の へ

ラ描 沈 線 を 有 す 。

口 綾 部 内 面 お
よ び 上 胴 部 に
黒 斑 を 有 す 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

39 S R　 2 ±ヒ・
璽E

11．2

（ 4 ．0）

口綾部 はあ まり発 達 してい ない。

ロ縁端 部は丸 くお さめる。
頚部外 面に 5 条 のへ ラ描 沈線 を有
す。

40 ′′ 〝

15 ．6

（ 6 ．7）

「く」の字状 に外反す る ロ縁 部。

口縁端 部に刻 目を有 し，口唇 部は
外傾す る面を なす。頚 部 に 3 条の

へ ラ描 沈線 ，その下 に刺突文 を配
す 。

4 1 〝 ′′

20 ．8

（ 5．7）

大き く外反す る口綾部外面に 1 cm 幅

の粘土等を貼付。口唇部 は凹状をな
し，上下 に刻 目を配す 。外面 5 条の

ノ＼ラ描沈線 ，上か ら2 条 と3 条の聞
及び 4 条 と 5 条の間に列点文を配す。

42 ′′ 〝

21 ．3

（ 8 ．1）

凹状 をなす 口唇 部の 上下 に刻 目を

配す。 頚部外 面に 7 条 のへ ラ描沈
線帯 を有 し，その下 に双線 によ る
孤文 を 2 列 ，さ らにその下 にへ ラ
描沈線 を 2 粂認 め る。

口唇 部 横方 向の強 いナデ調 整。

43
〝 〝

16 ．0

（13 ．5）

ロ綾部 は頚部 か ら滑 らか に外反 。

ロ縁端 部は面 をな し．下端 に刻 目
を配 す。上胴 部に 2 条の D 突帯を
有す b

胴部外 面に擦

痕 あり。

亜 〝 〝

28 ．4 薄手 式土器。 口唇部 下端 に刻 目。 口唇部 の刻 目は右方 向か らパ ケ状

（4 ．7 ） ロ　　　 に D　 帯 。 。　　 に D 、 によ って　 さ　 て い る。
突帯 3 条 よ りな る上弦の 重孤文を

有 す。

内面 ナデ調整 。

4 5 ′′ ′′

17 ．4 滑 らか に外 反す るロ綾部 を有 し ， 突帯A 貼付 によ って ．へ ラ描 沈 線 突帯 の胎土 は

（8 ．4 ） ロ　 ロ は　　　 る　　 な 。　 ロ 2　 は　 えな くな ってい る。 胴部 と同 じ。
に 9 条のへ ラ描沈 線を施 し， その
上 に2 条の突帯A を貼付 してい る。

内外面 パケ調整 。

46 〝 〝

11 ．4

（ 9 ．0 ）

滑 らか に外 反す るロ縁部 。

ロ縁端部 は面を なす 。
頸 部に15条 のへ ラ描沈 線 と4 条 の

A 突貫 。

47 〝 〝

14 ．4 口綾部 は滑 らか に外反 。口縁部 外 外面 縦方 向のハ ケ担整 。 内面 の突帯 は

（7 ．2 ） 面 に局平 な粘土帯 を貼付 。 ロ縁部
内面 に2 条 ，外面 に 3 条 のA 突帯 。
頸部突帯 間に 2 ～ 3 条 のへ ラ描 沈

線。

内面 横方 向のパ ケ調整 。 一 部つな が っ

て い る。

48 〝 ′′

22 ．8 ロ綾部 は大 き く外反。頚 部 に 3 粂 口唇 部は横方 向の 強い ナデ調整些 田村式土器 の

（9 ．2） の貝 、　 帯A 。　 帯 間に よって凹　 を呈す。 内　 面 パケ調 典 型。
文を施 すが ，磨耗が 激 しい 。

口綾部 内面 にも突帯A 貼付 。

整 。

49 〝 〝

2 1 ．6 直線的 に立 ち上 が った頸部 か ら滑 口唇 部は横方 向 のナデ調整 に より 大 篠式土器 一

（10 ．1） らか に　 反す る口縁 。を　 。 ロ 上下 にや や肥厚 してい る。 の胎土 とは
に効　　 ロ　 ロ　　　 に 2 ロ ＼に　 によ る　 艮 な

ロ　　　　　　　　 ク（　　0
条のA 突帯 ，頸 部外 面 に 3 条 の A
突帯。突帯聞及びその上下に沈線。

規 則に施す 。 I色 を呈す 。

50 ′′ 〝

22 ．2 滑 らかに外反 す るロ縁。頸 部外面 口唇部は横 方向 の強い ナデ調整 に 突帯 と胴 部の

（9 ．0） 3　 1 1 の　　　　　 を 4 帯 ， よ り凹　 をな 。　　 に 2　 の 胎土 とは全 く
その　 にA　 等　 ロ　 。は 凹　 を 帯 を貝 、し，そ の上か らパケ　 、 異な る。

0
な し，上下 に刻 目。

体 によ り押 圧を加 えて いる。

5 1 ′′ ′′

28 ．1 頚部か ら滑 らかに外反する口綾部 。 口縁外面 に断面三 角形 の粘土 等を

（6 ．6） 頸部外 面 に櫛 描直線 文を施 し， そ

の下位 にA 突帯。 口唇部 の 上下 に
刻 目。

貼付 し，厚 い口唇部 をつ くる。

52 〝 〝

25 ．2 滑 らかに外 反す る口綾部で ．外面 口唇部 は横方 向のナ デ調整 によ り

（4 ．7 ） に　 土帯を 貝 、。 口唇 。上 下　 に 凹　 をなす。　 面　　 向 ，　 面
細 い刻 目。 方向の パケ調整 。

53 ′′ 〝

27 ．0 滑 らか に外 反す る口綾部。 口唇部 文様帯 とロ縁問 は縦方 向のパ ケ調

・．－・・す．ユ

突帯 と胴部の

（11 ．8 ） は凹　 を な 。 ロ　 。　　　 l 。 ロ　 。　 は　　 ロのナ丁 調 胎土 が異な る。
口　　 に は　 帯A を 5　 貝 によ ってパケ は？えて い る。

0
付 ，その 間に櫛描 直線文 。

土器 には珍 し く，粘土 帯接合 部が

み られ る。

－14－



挿図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（c m ） 胴径

庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

54 S R　 2 士璽E

17 ．8 口唇部 は面 をな し，パ ケ状原体 に ロ縁端部 に粘土 帯を接続 す るこ と

（4 ．0 ） よる刻 目を施 す。 口縁内面 にパ ケ

原 状体 によ る圧痕 ，そ の上に細 い

へ ラ描沈 線。その 外側 に櫛 描波 状
文 。

によって ，外反する口綾部をつ くっ

てい る。

55 〝 〝

15 ．1

（ 6 ．1 ）

貼付 口縁。 口唇部 はハケ状 原体 に
よる刻 目。 口綾部 内面 も同原体 に

よる刻 目を配 し，その上 を 3 条 の
沈線 が走 る。

56 〝 〝

15 ．4

（7 ．0）

頚部 か ら滑 らかに外 反す る口縁部

で 2 cm 幅の粘 土帯を 貼付。 口唇部
は面 をな し，斜格子 文を配 す。

57 〝 〝

16 ．2

（6 ．0）

やや外 反気味 に立 ち上が る頚部か
らロ綾部 は強 く外反 。 口唇 部上下

にパ ケ状原体 によ る刻 目。
頸部 に櫛描波 状文 。

口縁外面 は幅 2 cm の粘土 帯貼付 。

口唇部は横方向のナデ調整により ，
や や凹状 を呈す 。

58 〝 ′′

24 ．4 口縁部 外面 に粘 土帯 を貼付 して肥 貼付粘土帯の上 に指頭圧痕 が顕著 。

（7 ．9） 厚 させ る。 口唇 部が やや下垂 。 内外面パ ケ調整 。

59 ′′ 〝

15 ．6 直立気味の頸部は粘土帯を接合 し， ロ縁端部に横方 向の強いナデ調整 。

（3 ．8） 外反 した口縁部 をつ くる。 口縁端
部は凹 状をな し，若干下 垂気 味。

外面 ハケ 調整後 に粘土帯貼 付 。

60 ′′ 〝

2 1．4 ロ綾部 は大 きく外 反 し，外面 に粘

・廿
粘土等 貼付の 際の ヒダ状の圧 痕が

（9 ．9 ） 土 市を 貼付。頸 部に円形 浮文 を貼

付 し，その上を 刺突。 その下 には
櫛描直 線文 。

残 る。 口唇部 は横方 向の強 いナデ
調整 によ り凹状 を なす 。

61 〝 ′′

18 ．8 強 く外 反す る口綾部を有 し，口唇 ロ綾部外 面 に幅 2 cm の扁平 な粘土

（6 ．2） 部は面 をなす 。 帯を貼付 す る。

62 〝 ′′

13 ．9 滑 らか に外反す るロ綾部 を有 し ， 口唇部 に横方 向の強 いナデ調 整。

（7 ．8 ） ロ縁部外 面 に粘土 帯を貼 付。 口唇 口綾部 内　 面 ナデ調整 。
部は凹状 を呈 し，上端 に刻 目を施

す。
頸部外面 縦方 向のパ ケ調整 。

63 〝 〝

17 ．6 滑 らか に外反す る口縁 。 幅 3 cm の粘土帯 を項部 に貼付 して

（5 ．7 ） 口唇部 は凹状を な し，わ ずか に肥
厚 。・

ロ縁を形 成。

64 〝 〝

13 ．3

（ 5 ．7 ）

漏 斗状 に外 反す る口縁部 を有 し，
外 面粘土帯 貼付。 口唇部 は外傾す

る面をな し，下方にやや肥厚す る。

貼付 部 には指頭圧 痕が著 しい 。 外面 が煤けて

い る。

6 5 〝 〝

13 ．4

（ 3 ．9 ）

口縁部外面に扁平な粘土帯を貼付 。
端部 をつ まんで水平 に近 く折 り曲
げている。口唇部は丸 くお さめ る。

外 面横方 向のパ ケ調整 。

66 ′′ 〝

18 ．0

′ （5 ．5）

滑 らかに外反 す るロ縁 。

外面幅 2 cm の貼 付 口琴 。

口唇部 は面を なす 。

67 〝 ′′

17 ．3

（ 6 ．3）

粘土帯 貼付 口縁 。

口唇部 は凹状 をな し，わずか に下
垂す る。

口唇 部横方 向の強 いナデ 調整。

68 ′′ ′′

′

20 ．0

（ 6 ．4 ）

ロ縁部 は大 き く外反 し，外面 に幅

1 cm の粘土 帯を貼 付 。
口唇部 は凹状を なす 。

′′
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 9 S R　 2 ＝量ご雪E

2 1 ．1

（’1 2 ．5 ）

長 い 頸 部 か ら滑 らか に 外 反 す る 口

綾 部 を 有 す。口 綾 部 外 面 に 幅 2 ．5c m

の 粘 土 等 貼 付 。

内外 面 共 に 調 整 観 察 不 能 。

7 0 〝 ′′

17 ．8 滑 ら か に 外 反 す る ロ 綾 部 を 有 し ， 外 面 に へ ラ磨 き を 認 め る 。

（1 3 ．0 ） ロ綾 部 外 面 に 粘 土 帯 を 貼 付 。 口 唇 口頚 部 内面 横 方 向 の パ ケ 調 整 。

部 は 凹 状 を な す 。 上 胴 部 内面 に 指 頭 圧 痕 顕 著 。

7 1 ′′ ′′

17 ．0

（ 5 ．0 ）

薄 手 で 大 き く外 反 す る □ 縁 部 を も

つ 。 端 部 は 丸 くお さ め ，下 端 は 刻
目 を 有 す 。

内 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。 薄 手 式 土 器 。

7 2 ′′ ′′

2 8 ．6

（ 2 ．7 ）

強 く大 き く外 反 す る 口 綾 部 。 口 唇

部 は 面 を な し， 下 端 に 刻 目。 ロ 縁

端 部 近 く に 突 帯 B ，頚 部 近 く に 突

帯 D を 貼 付 。

〝

7 3 ′′ ／′

17 ．8

（ 3 ．8 ）

由縁 部 は 強 く外 反 ，端 部 は厚 い 。

面 を な す 口唇 部 の 下 端 に 刻 目 。 口

縁 部 外 面 に突 帯 D ，そ の 上 下 に 櫛

描 直 線 文 。

〝

7 4 〝 ′′

14 ．8

（ 3 ．7 ）

口綾 部 は 強 く外 反 ， 外 面 を 厚 くつ

く り ， 端 部 下 端 に 刻 目。 刻 目直 下

に 突 帯 B を 貼 付 。

′′

7 5 ′′ ′′

1 5 ．6

（ 3 ．0 ） 〝
〝

7 6 ′′ ′′

1 3 ．6 ロ頚 部 は わ ず か に外 反 し て 立 ち上 口 綾 部 上 端 外 面 に は 扁 平 な 粘 土 帯

（ 7 ．9 ） が る 。

口唇 部 は外 傾 す る 面 を な す 。

を 貼 付 し， 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

7 7 ′′ ′′

1 4 ．2 球 形 に 近 い 胴 部 を もつ も の と考 え ロ‘縁 部 外 面 に幅 1 c m 余 りの 粘 土 帯

（ 7 ．4 ） ら れ ， 口縁 部 は 頚 部 か ら 滑 らか に

外 反 。

上 胴 部 に 3 条 の C 突 帯 。

を 貼 付 。

7 8 〝 〝

1 7 ．3 口 綾 部 は 滑 ら か に 外 反 。 ロ 縁 部 外 面 に 幅 1 ．5 c m の 扇 平 な 粘

（ 4 ．6 ） 口唇 部 は面 を な し， 下 端 に 列 点 文

状 の 刻 目 。

土 帯 を 貼 付 。

7 9 ′′ ′′

1 9 ．0 滑 らか に外 反 す る 口 綾 部 。 幅 広 い ロ 縁 部 外 面 に 幅 2 c m の 粘 土 帯 を 貼

（ 7 ．6 ） 口唇 部 は 凹 状 を な し ，パ ケ 状 原 体 付 。 端 部 を 指 頭 で 強 くお さ え ， 外

で 縦 及 び 斜 め 方 向 の 圧 痕 を 施 す 。 方 につ ま み 出 す 。

8 0 ′′ ′′

1 5 ．6 直 線 的 に外 方 に 立 ち 上 が る頸 部 に ロ 縁 部 に 粘 土 帯 貼 付 。

（1 0 ．9 ） 外 反 す る 口 綾 部 が つ く。 口 唇 部 は 内 面 上 胴 部 以 下 左 か ら右 へ の へ ラ

面 を な す 。 削 り 。

8 1 〝 ′′

9 ．6 外 反 気 味 に 立 ち上 が る頸 部 か ら 口 口録 部 外 面 に 扁 平 な粘 土 帯 貼 付 。

（ 4 ．0 ） 綾 部 は 短 く外 方 に 屈 曲 。

口縁 下 に双 孔 。頚 部 下 端 に 刺突 文 。

穿 孔 は 焼 成 前 。

8 2 ′′ ′′

（ 3 ．8 ）

9 ．4

直 線 的 に 外 方 に の び る 口 縁 部 。

端 部 は 丸 く仕 上 げ る 。

8 3 ′′ ′′

2 3 ．0 ロ 縁 部 は 滑 らか に 外 反 。 口 唇 部 は ロ縁 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。

．．・．－す．ニ（ 5 ．4 ） 凹 状 を 呈 し， 下 端 に 刻 目 を 配 す 。 口唇 部 は 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

ヽ
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量 ‘器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

糾 S R　 2 壷

1 2 ．7 外 反 して 立 ち 上 が る 口 綾 部 。 端 部 口 綾 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。 □綾 部 口 綾 部 に 黒 斑

（ 5 ．5 ） は肥 厚 。 口唇 部 に 2 条 の 凹 線 文 。

頸 部 内 面 が 段 状 を な す 。

内 外 面 ナ デ 調 整 。 を 有 す 。

8 5 ′′ ′′

1 7 ．6

（ 5 ．0 ）

強 く外 方 に カ ー ブす る 口 縁 部 。 口

唇 部 は 厚 く ， 3 条 の 凹 線 文 ， 上 下

端 は わ ず か に 拡 張 。

8 6 〝 〝

2 7 ．8

（ 9 ．8 ）

大 型 壷 の 口頚 部 。 口 綾 部 外 面 は 肥

厚 し ， 口唇 部 に は 2 条 の 凹 線 文 。

8 7 ′′ ／′

3 3 ．4

（12 ．0 ）

口綾 部 が 強 く外 反 。・口 唇 部 に半 裁

竹 管 に よ る 刺 突 文 を 2 列 配 す 。

（は ば ，同 方 向 な る も ． 5 ～ 7 個

毎 に逆 方 向 ）。

8 8 ′′ 〝

14 ．9 ・

（ 5 ．8 ）

外 方 に 強 く カ ー ブ す る 口・綾 部 。

口 唇 部 凹 状 。 口 縁 部 外 面 に パ ケ 状

工 具 に よ るや や 長 日の 刻 目 。

口唇 部 は 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

8 9 ′′ 〝

1 9 ．8 滑 らか に 外 反 す る ロ綾 部 。 口唇 部 外 面 縦 方 向 の パ ケ 調 整 の 上 を 部 分

（ 6 ．9 ） は 面 を な し ，下 端 に ノ．、ケ 状 原 体 に

よ る刻 目 。

的 に 横 方 向 の へ ラ磨 き 。

9 0 ′′ ′′

1 6 ．6

（ 5 ．8 ）

頸 部 か ら口 綾 部 へ 滑 らか に 外 反 。

端 部 は 面 を な し ， パ ケ 状 原 体 に よ

る 刻 目。 頸 部 に 列 点 文 。

口 縁 部 内 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

9 1 ′′ ′′

1 3 ．9 球 形 に 近 い 胴 部 か ら外 反 す る ロ頸 口 唇 部 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

（ 7 ．0 ） 部 。 口唇 部 は 外 傾 す る面 を な し ，

下 端 に へ ラ 状 原 体 に よ る 刻 目。

頚 部 外 面 縦 方 向 ， 内 面 横 方 向 の パ

ケ 調 整 。

9 2 ′′ 〝

1 1 ．2 胴 部 中 位 に 最 大 径 。 口 綾 部 は 頸 部 口 唇 部 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

（ 9 ．3） か ら滑 ら か に 外 反 。

口唇 部 は 凹 状 を な す 。

口 縁 部 内 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

9 3 ′′ 〝

10 ．6

（ 6 ．8 ）、

滑 らか に短 く外 反 す る 口縁 部 。

口唇 部 は 面 を な す 。 全 体 的 に 器 壁

が 厚 い 。

上 胴 部 内 面 左か ら右 へ の へ ラ削 り。

9 4 ′′ ′′

1 2 ．4

（ 5 ．8 ）

直 立 気 味 に立 ち 上 が る 頚 部 か ら短

く外 反 す る 口 綾 部 。 口 唇 部 は 上 下

に わ ず か に 拡 張 され ， 面 を な す 。

9 5 ′′

′°

′′

1 8 ．0

（ 6 ．5 ）

滑 らか に 外 反 す る ロ綾 部 を 有 し ，

口 唇 部 は 面 を な す 。

9 6 ′′ ′′

1 3 ．2

（ 5 ．3 ）

滑 らか に 外 反 す る 口 縁 部 を 有 し ，

端 部 は 凹状 を な す 。

口 唇 部 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

9 7 〝 ′′

2 3 ．2 滑 らか に外 反 す る 口 綾 部 。 口 綾 部 外 面 は 縦 方 向 の ハ ケ 調 整 の

（ 6 ．2） 口唇 部 は 外 傾 す る面 を な す 。 上 を 横 方 向 に 強 く ナ デ て い る 。

9 8 〝 ′′

2 4 ．0

（1 0 ．0 ）

大 き く外 反 す る ロ縁 部 を 有 し ，器

壁 は厚 い 。 口 唇 部 は 凹 状 を な す 。
大 型 壷 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 9 S R　 2 ＝ヒ璽E

9 ．6

（ 4 ．6 ）

ロ 綾 部 は 強 く外 反 。

口 唇 部 は 凹 状 を な す 。

口唇 部 横 方 向 の 強 い ナ デ 調 整 。

1 0 0 ′′ ′′

15 ．6

（ 6 ．2 ）

磨 耗 が 激 しい が ， 外 傾 す る 口唇 部

に 2 条 の 凹 線 を わ ず か に 認 め る 。

1 0 1 ′′ ′′

15 ．2

（ 7 ．3 ）

口 唇 部 は下 方 に拡 張 され ， 沈 緑 化

した 凹 線 文 が 2 条 入 る 。

1 0 2 ′′ ′′．

（19 ．6 ）

5 ．9

上 胴 部 に 櫛 描 波 状 文 2 帯 。

原 体 は 5 条 で 右 廻 り ，不 連 続 点 有

り。

長 胴 の 壷 。

1 0 3 ′′ ′′

（ 1 ．8）

7 ．7

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 。

薄 手 。

1 0 4 ′′ ′′

（ 3 ．6）

8 ．0

薄 手 式 土 器 。

10 5 〝 ′′

（ 5 ．3 ）

7 ．8

10 6 ′′ ′′

（ 4 ．6）

4 ．4

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 。

10 7 〝 ′′

（ 4 ．5 ）

5 ．2

′′ 胴 部 の 一 部 に

黒 斑 。

10 8 〝 〝

（ 5 ．0 ）

8 ．6

′′ 外 面 パ ケ 調 整 。

擬 口 縁 を 観 察 で き る 。

下 胴 部 に黒 斑 。

1 0 9 〝 〝

（ 3 ．8 ）

8 ．8

上 げ 底 気 味 の 底 部 。

1 1 0 ′′ ′′
（ 4 ．1）

7 ．0

わ ず か に外 に 張 り 出 した 底 部 。 ． 胴 部 内面 が 煤

け て い る 。

1 1 1 ′′ 〝
（ 4 ．1 ）

9 ．5

厚 い 底 部 。 擬 口縁 の 一 部 が 観 察 で き る 。

1 1 2 〝 ′′

（ 5 ．4 ）

1 3 ．4

′′ 接 合 部 で 剥 離 して い る 。

1 1 3 ′′ ′′

（ 6 ．8 ）

9 ．2

上 げ 底 状 の 底 部 。 内 面 に 黒 斑 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 14 S R　 2 士雲E
（ 6 ．3）

7 ．2

内 外 面 と も磨 耗 。

1 15 ′′ 〝
（ 6 ．1）

4 ．0

底 部 内 外 面 に

黒 斑 。

1 16 〝 〝
（ 5 ．2）

1 1 ．6

1 17 〝 〝
（ 9 ．3）

8 ．0

外 面 パ ケ調 整 の 上 を ナ デ 調 整 。

底 部 と胴 部 と の 接 合 部 を 明 瞭 に観

察 で き る 。

1 1 8 〝 〝
（ 9 ．4）

9 ．0

内外 面 と も 調 整 観 察 不 能 。

1 1 9 ′′ 〝
（ 6 ．0）

8 ．8

上 げ 底 状 の 底 部 。

1 2 0 〝 聾
（ 7 ．5 ）

7 ．6

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。

1 2 1 ′′ ＝ヒ璽E

（ 7 ．6）

8 ．8

内 外 面 器 表 の 荒 れ が ひ ど く ， 調 整

観 察 不 能 。

1 2 2 〝 〝
（ 7 ．1）

6 ．8

上 げ 底 気 味 の 底 部 。

1 2 3 ′′ 〝
（ 6 ．9）

8 ．8

上 げ 底 状 の 底 部 。 外 底 の 一 部 及

び 下 胴 部 に 大

き な 黒 斑 。

1 2 4 ′′ 〝

（1 1 ．1 ）

8 ．8

内 面指 頭 に よ るナ デ 調 整 が著 し い 。 胴 部 下 端 に 黒

斑 。

1 2 5 ′′ 〝

（ 7 ．2）

5 ．7

外 面 器 表 が 荒 れ て お り ，調 整 観 察

不 能 。

1 2 6 ′′ 〝

（ 8 ．5 ）

8 ．4

上 げ 底 状 の 底 部 。 内 外 面 と も器 表 磨 耗 。

1 2 7 ′′ ′′
（ 6 ．7 ）

9 ．8

内 外 面 剥 離 が 著 し い 。

1 2 8 ′′ ′′
（ 6 ．1 ）

8 ．2

胴 部 下 端 に黒

斑 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 2 9 S R　 2 ＝ヒ璽

（ 4 ．8 ）

8 ．0

底 部 外 面 に 黒

斑 。

1 3 0 ′′ ′′
（1 1 1 ）

7 ．8

下 胴 部 と 底 部

の 一 部 に 黒 斑 。

1 3 1 ／′ 〝
（ 5 ．9 ）

6 ．5

上 げ 底 状 の 底 部 。 内 外 面 と も器 表 磨 耗 。

1 3 2 ′′ ′′
（ 9 ．3 ）

5 ．8

外 面 わ ず か に パ ケ 調 整 が 認 め られ

る占

胴 部 外 面 は 煤

け て い る 。

1 3 3 ／′ ′′
（1 3 ．1 ）

7 ．0

上 げ 底 状 の 底 部 。 内 外 面 調 整 観 察 不 能 。

1 3 4 〝 〝
（ 5 ．9 ）

8 ．8

〝

1 3 5 ′′ ′′
（ 7 ．3 ）

9 ．5

底 部 内面 に 黒

斑 。

1 3 6 ′′ ′′

（1 3 ．1 ）

9 ．2

下 胴 部 に黒 斑 。

1 3 7 ′′ 〝

（ 6 ．8 ）

1 0 ．0

1 3 8 ′′ 〝

（ 6 ．1 ）

1 3 ．8

内 外 面 磨 耗 。

1 3 9 ′′ 聾

1 4 ．5 滑 らか に外 反 す る 口 縁 部 。 ロ 頚 部 外 面 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

（1 0 ．1 ） ロ　 。 は　　　 る　 を な し， 下 、 胴 口　　　 及 び　　 口の ハ ケ 調 。
に パ ケ　 工　 に よ る刻 目 。 ロ 縁 下 を パ ケ 調 整 ノ　に　　 に 強 く
上 胴 部 に突 帯 B 2 条 。 lナ デ る 。

1 4 0 ′′ ′′

18 ．1 口 縁 端 部 は外 傾 す る 面 を な し ，下 ロ 縁 端 部 の 肥 厚 は つ まみ 出 し に よ

（1 2 ．7 ） が 。　 的 に わ ず か に 肥 厚 。 る　 の か 。

上 胴 部 に 突 帯 C 。 胴 部 内面 板状 工 具 に よ る擦痕 あ り 。

外 面 ハ ケ 調 整 。

1 4 1 ′′ ′′

2 6 ．1

（ 7 ．4 ）

口綾 部 緩 や か に外 反 ，端 部 に刻 目 。 擬 口 縁 を 観 察 で き る。 縄 文 系 の 延 長

上 に 位 置 付 け

ら れ る新 段 階

の 喪 。

1 4 2 〝 ′′

13 ．1

（ 4 ．5 ）

ロ 縁 端 部 つ ま み 上 げ 。

内 面 頚 部 直 下 よ り へ ラ削 りあ り 。

14 3 ′′ ′′

14 ．8

（ 4 ．5 ）

跳 ね 上 が り ロ 縁 。 口 縁 端 部 を つ ま み 上 げ て ， 横 方 向

に 強 く ナ デ る 。 内 面 頚 部 直 下 よ り

左 か ら右 へ の へ ラ 削 り 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（c m ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

144 S R　 2 喪

15 ．3 ロ縁 部 「く」 の字状 に外反 。 頚 部内面 直下 より右か ら左 へのへ

（4 ．7 ） 上下 に拡張 された幅広 い 口唇 部に

2 条 の凹線文 。
ラ削 りあ り。

145 ′′ 〝

14 ．0 ロ綾部 は 「く」 の字状 に屈曲 。 口唇部 に横 方向 のナデ調整 。

（4 ．1 ） 口唇部 はやや上下 に肥厚 し，凹状 項 部内面 直下 に下 か ら上 へのへ ラ
を呈す。口綾部内面が段状を呈す 。 削 りあ り。

146
〝 〝

12 ．9 ロ縁部 は一旦水平 に開 き，上方 に ロ綾 部内外 面横方 向の ナデ調整 。
（7 ．2 ） 立 ち上 が る。 内面屈曲部 は稜を な

す。 口唇部 1 条 の凹線文 。
胴部 外面パ ケ調整 。

147 ′′ 〝

17 ．3 ロ綾部 は内面 に稜 をな して水平 に 上胴 部内面以 下右 か ら左へ のへ ラ 胴 部中位 に最

（7 ．6） 近 く屈 曲 し，跳 ね上が りロ縁を呈
す。

口唇部 に 3 条の 凹線文 。

削 り。 大径 を有す る
ものか。

148 〝 ′′

（3 ．2）

6 ．2

上 げ底状 の底部 。
器壁が著 しく薄 い。

胴部 内面が煤
けて い る。

149 〝 ′′
（3 ．1）

5 ．5

〟

150 〝 〝
（4 ．0 ）

6 ．2

′′

151 ′′ ′′
（5 ．8 ）

6 ．5

内面 下か ら上方 向へのへ ラ削 り。

底 部内面 に指頭圧 痕顕著 。

胴部外面 火を

受 けて変 色 ，
内面煤 けてい

る。

15 2 ′′ 〝
（6 ．2 ）

6 ．0

153 ′′ ′′
（・6 ．1）

5 ．0

上 げ底 気味の底 部。 外面 へ ラ磨 き。
内面指 頭に よる強い ナデ 調整 。

154 〝 〝
（6 ．6 ）

7 ．8

上げ底 状の底部 。

155 〝 高　 杯

脚部 に鋭利な工具 によ る沈線 6 条 。 据端部 に横方 向の強 いナデ 調整 縦 方向の 沈線

（8 ．8 ）

13 ．8

その下 に縦方 向の沈線 。
据 端部 はやや凹状 。

0内面 は荒れが ひ どい （へ ラ削 りが
あ った ものか） 。

は 3 粂 1 単位

か 。

156
′′

′

′′
（8 ．8）

7 ．2

据 部に 7 条 のへ ラ描 沈線 。 内面 に しぼ り目あ り。

157
〝 〝

（3 ．0）

10 ．6

脚端 部は凹状 をなす 。 内面右 方向へ のへ ラ削 り。

15 8
′′ 〝

（3 ．7 ）

12 ．0

据部 に三角形 の透か しを有す 。 透か しは外面か ら入れ てい る。
据 端部外 面をつ まみ ，横 方 向の ナ

デ調整 。
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挿 図 番 号 ・遺 構 番 号 器　 種

口径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径
庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

15 9 S R　 2 高　 杯
（ 5 ．5 ）

5 ．4

器 壁 が 厚 い 。

接 合 部 で 欠 損 して い る 。

16 0 ′′ ′′

2 2 ．3

（ 3 ：3 ）

外 面 に 5 条 の擬 凹 線 。

口唇 部 は 面 を な す 。

16 1 〝 〝

19 ．4 林 部 立 ち 上 が りは 稜 を つ く らず 滑 口 縁 部 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

／
（ 4 ．1 ） らか に カ ー ブ　 る 。 パ ケ調 整 を　　 ロに　 した ，

端 部 は 外 傾 す る 面 を な す 。 中 心 部 に 向 か っ て 調 整 。

16 2 ′′ ′′

26 ．0

（ 3 ．2 ）

口 綾 部 は 内 傾 に 立 ち 上 が り ， 端 部

は 面 を な す 。 外 面 に 2 条 の 凹 線 文

を 認 め る 。

16 3 〝 鉢
（ 7 ．0 ）

4 ．1

7 ．7

脚 付 鉢 。

外 方 に し っ か りふ ん ば った 脚 を 有

す 。

16 4 ′′ ′′

（ 7 ．4 ）

7 ．0

脚 付 鉢 。

脚 端 部 は 外 反 気 味 に 開 く 。

16 5 ′′ 〝

（ 4 ．8 ）

4 ．2

上 げ 底 状 の 底 部 。 下 胴 部 か ら底

部 外 面 に か け

て 黒 斑 。

1 6 6 〝 〝
（ 5 ．2 ）

5 ．0

指 で つ ま み 出 し た よ うな 脚 状 の 底

部 。

1 6 7 ′′ ′′

（ 5 ．5 ）

5 ．8

台 付 鉢 。

1 6 8 ′′ ′′

底 部 は 断 面 台 形 状 で ，上 げ 底 状 を 底 部 は 指 頭 に よ っ て 外 方 に つ まみ 製 塩 土 器 の可

（ 6 ．3 ）

4 ．3

呈 す 。 出 し て い る 。 能 性 大 。

1 6 9 ′′ ′′

（ 6 ．7 ）

5 ．3

脚 状 を 呈 す る底 部 。 下 胴 部 か ら底

部 外 面 に か け

て 黒 斑 。

1 7 0 ′′ ′′

（ 8 ．8 ）＿

5 ．5

断 面 台 形 を 呈 す る 厚 い 底 部 。 胴 部 外 面 に パ ケ 調 整 が 残 る 。

1 7 1 ′′ 小 型 土 器

1 ．8

3 ．0

1 ．2

ミニ チ ュア 。

手 捏 土 器 。

1 7 2 ′′ 〝

2 ．6

3 ．3

1 ．4

〝

1 7 3 ′′ ′′

（ 2 ．5）

2 ．8

小 型 土 器 の 底 部 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

174 S R　2 紡錘車

直径　　 5 ．2

厚 さ　　 1．1

重量（g）34．0

土器転用紡錘車。 剥離している部分が粘土帯接合部
と考えられる。

第4表　遺構出土石器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 夏 至 欝

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

1 7 5 S R　 2 石　 斧

（1 1 ．2 ）

5 ．9

（ 2 ．8 ）

3 3 0 ．0

緑 色 片 岩

大 型 蛤 刃 石 斧 の 下 半 部 欠 損 品 で あ る 。

残 存 面 は よ く研 磨 され て い る 。

1 7 6 〝 ′′

（1 4 ．5 ）

6 ．3

4 ．2

7 5 5 ．0

〝

大 型 蛤 刃 石 斧 で あ る が ， 基 端 部 が 欠 損 して

い る。 後 に 叩 石 に 転 用 さ れ た も の と考 え ら

れ ，刃 部 先 端 も 潰 され て い る 。

1 7 7 ′′ 〝

（15 ．7 ）

7 ．5

5 ．2

1 1 1 5 ．0

′′

大 型 蛤 刃 石 斧 の 末 製 品 。 整 形 段 階 で 刃 部 が

欠 損 し た もの と 考 え ら れ る 。

1 7 8 ′′ 〝

（10 ．9 ）

6 ．1

4 ．0

4 2 2 ．0

〝

大 型 蛤 刃 石 斧 の 下 半 部 欠 損 品 で あ る 。

表 面 は よ く研 磨 さ れ て お り ． ま た ， 短 側 綾

部 の 一 部 に も敲 打 痕 が 残 る 。

1 7 9 〝 〝

6 ．4

1 ．7

9 ．0

1 5 ．7

′′

小 型 の 局 部 磨 製 石 斧 で あ る 。 下 半 が 縮 小 し

て い るの は ， 使 用 に よ っ て 欠 損 した 後 も 使

用 した 為 と 考 え ら れ る 。

1 8 0 ′′ 〝

8 ．0

1 ．2

2 ．2

3 5 ．0

－4

〝

柱 状 片 刃 石 斧 の 未 製 品 と考 え ら れ ， 側 縁 部

を研 磨 す る こ と に よ って ， 刃 部 を 作 り 出 そ

うと して い る 。

1 8 1
〝 ′′

5 ．4

1 ．5

0 ．7

7 ．6

粘 板 岩 （頁 岩 ）

・柱 状 片 刃 石 斧 の 側 辺 部 破 片 。 刃 部 の 形 状 か

ら して ， よ く使 い込 ま れ て い た も の と考 え

られ る 。

1 8 2
〝 〝

（ 9 ．7 ）

5 ．3

2 ．2

19 2 ．5

砂　　 岩

上 半 部 が 欠 損 して お り ， 表 面 の 風 化 が 激 し

い 。 短 側 綾 部 ， 長 側 綾 部 と も に敲 打 痕 が 残

る 。

磨 製 。

1 8 3 〝 ′′

（1 3 ．2 ）

6 ：8

3 ．9

5 2 0 ．0

緑 色 片 岩

大 型 蛤 刃 石 斧 の 刃 部 欠 損 品 で あ る 。 表 面 の

研 磨 は 全 面 に は 及 ん で お らず ，製 作 段 階 で

の 欠 損 の 可 能 性 が あ る 。

18 4 ′′ ′′

（1 3 ．2 ）

5 ．0

2 ．6

2 9 1 ．0

′′

磨 製 石 斧 の 刃 部 欠 損 品 で あ る 。 全 面 に 研 磨

が 施 さ れ て い る が ，側 縁 部 に 敲 打 痕 が 残 っ

て お り ，欠 損 後 叩 石 に 転 用 され た 可 能 性 も
ある 。

1 8 5 ′′ 〝

6 ．2

1 ．8

0 ．7

1 2 ．0

′′

自然 石 を そ の ま ま 利 用 した 両 刃 の 局 部 磨 製

石 斧 で あ る 。

1 8 6 〝 〝

6 ．2

2 ．2 、

1 ．5

3 2 ．0

頁　　 岩

両 刃 の 局 部 磨 製 石 斧 で あ る 。

基 部 に 横 方 向 の 擦 痕 が 残 る 。
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挿図番 号 遺構番号 器　 種

最 大長

計 測値 霊 至厚

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

187 S K 2 石　 斧

（6 ．6 ）

4 ．6

2 ．4

128 ．0

頁　　 岩

基端部を欠損 してい るが ，全面を研 磨 によっ

て整形 してい る。
刃部に刃 こぼれ が見 られ る。

188 S　R 2 〝

（5 ．1）

3 ．9

7 ．5

45 ．0

蛇 紋 岩

扇平 片刃石 斧の 刃部欠損 品であ る。
欠損 後 も新 しく刃部 を作 り出 して 使用 して

いる。

189 〝 〝

7 ．0

4 ．0

1 ．5

79 ．0

〝

よ く使い込 まれた扁 平片刃 石斧で あ り，刃
部 の一方の 磨耗が著 しい 。
長側 綾部 と短側綾部 とに決 りが作 られて い

る。

19 0 〝 〝

（5 ．4 ）

3 ．3

1 ．0

35 ．0

緑泥 片岩

基部 を損傷 した扇平片 刃石斧 の末製 品 と考
え られ る。

刃部 に もシ ャープ さがない 。

19 1 〝 〝

8 ．1

3 ．3

1 ．5

6 5 ．0

泥　　 岩

よ く使 い込 まれて おり，刃部 か ら基 部 にか

けて縦 に割れ てい るが，扁平 片刃石 斧の類
で あろ う。

19 2 S T l 叩　 石

（9 ．8 ）

5 ．4

4 ．7

30 2 ．0

砂　　 岩

棒状 の叩石で あ るが ，上半部 を欠損 してい

る。短 側綾 部 に荒 い敲打痕が残 る。
床 面出土 。

19 3 〝 〝

（9 ．3 ）

4 ．3

（2 ．4 ）

16 8 ．0

貢　　 岩

棒状 の叩石で 基端部 が欠損 してい る。短側
綾部 のみで な く，長 側縁部 の一部 に も敲打

痕が 見 られ る。

194 S T　 2 ′′

10 ．6

2 ．7

1 ．5

89 ．0

〝

細い棒状 の叩石 であ る。

短側綾 部に 敲打痕 を残す 。

195 〝 〝

7 ．7

3 ．9

2 ．1

97 ．5

砂　　 岩

河原石 を利用 した もの で，両短 側線部 に敲

打痕 が見 られ る。

196 S　R 2 〝

12．‾0

6 ．4

3 ．7

436 ．0

泥　　 岩

両短側綾 部に 敲打痕 が見 られ ，表面 中央部

に も敲打 痕を残 す。 表裏両面 と も研磨 され
ており，擦痕 も確 認で きる。

197 〝 〝

1 1．2

49 ．5

2 ．7

362 ．5

砂　　 岩

棒 状の叩石 で ，両 短側縁 部に敲打 痕が残 る。

198 ′′ 〝

12 ．5

6 ．5

2 ．7

302 ．5

〝

河 原石を そのま ま利 用 した もので ，両短側

縁 部に敲打 痕が残 る。

199 　 〝 〝

15 ．5

4 ．2

1 ．5

105 ．0

粘板 岩 （頁岩 ）

短側綾部及 び長側綾部の片側に敲打痕 が残 る。

但 し，主面 は研磨 されて お り，石斧 類の未
製 品を転用 した もの と考え られ る。

200 S T l 〝

9 ．3

8 ．4

3 ．4

395 ．0

砂　　 岩

河原石 を利用 した もので ，周縁部 に若干の

敲 打痕 を残 す 。

201 ′′ 〝

10 ．9

8 ．6

2 ．6

37 5 ．0

〝

河原石 を利用 した もの で，主面 中央部 と長

側 綾部 の一 部 に敲 打痕 が見 られ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 霊 莫 筐

（c m ，∂　 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 0 2 S T l 叩　 石 ．

12 ．4

8 ．6

2 ．9

4 7 2 ．0

砂　　 岩

河 原 石 を 利 用 した も の で ， 表 裏 両 面 の 中央

部 に 敲 打 痕 が 見 られ る 。

長 側 縁 部 に も 2 ヶ 所 に 敲 打 痕 を 残 す こ

2 0 3 〝 ′′

10 ．3

8 ．3

3 ．5

4 2 8 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 し た も の で ， 表 裏 両 面 の 中 央

部 及 び 周 縁 部 に 敲 打 痕 を 残 す 。

2 0 4 〝 〝

12 ．0

9 ．9

4 ．3

7 4 0 ．0

〝

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し た もの で あ る。 周

縁 部 に 若 干 の 敲 打 痕 を 残 す が ， あ ま り使 い

込 まれ て は い な い 。

2 0 5 〝 〝

7 ．0

6 ．5

2 ．2

1 5 5 ．0

′′

円形 の 河 原 石 を 利 用 した も の で ， 周 縁 部 に

若 干 の 擦 痕 を 残 す の み で あ る。

2 0 6 〝 ′′

1 1 ．0

8 ．9

3 ．0

4 3 3 ．0

〝

河 原 石 を そ の ま ま利 用 し て お り ，両 短 側 綾

部 に 若 干 の 擦 痕 が 確 認 で き る 。

2 0 7 〝 〝

9 ．8

8 ．0

2 ．9

3 6 0 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 した も の で ． 表 裏 両 面 及 び 周

縁 部 に 敲 打 痕 を 残 す 。

2 0 8 〝 ′′

9 ．1

8 ．6

1 ．8

3 2 0 ．0

′′

河 原 石 を そ の ま ま利 用 し た も の で ， 表 裏 両

面 の 中 央 部 に 敲 打 痕 が 見 ら れ る 。

特 に 表面 の 方 は ，敲 打 に よ る凹 み が 激 し い 。

2 0 9 S T　 2 ′′

9 ．0

7 ．5

3 ．0

3 台3 ．0

′′

表 裏 両 面 中 央 部 と周 縁 部 に 浅 い 敲 打 痕 を 残

す の み で あ る 。

2 1 0
S T l

P　　 6
〝

（ 8 ．5）

8 ．2

3 ．2

3 3 5 ．0

′′

河 原 石 を 利 用 した も の で ， 中 央 部 の 敲 打 痕

を 残 す 部 分 か ら半 分 を 欠 損 して い る 。 全 体

の 形 状 は 長 円 形 を 呈 す る も の と考 え られ る 。

短 側 縁 部 に も 若 干 の 敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 1 1 S X l 〝

9 ．7

7 ．3

1 ．8

2 9 2 ．0

′′

河 原 石 を そ の ま ま利 用 した も の で ， 主 面 中

央 に 敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 1 2 S R　 2 〝

6 ．5

6 ．5

3 ．7

2 1 7 ．5

′′

円形 の 河 原 石 を そ の ま ま利 用 した も の で ，

中央 部 に 若 干 敲 打 痕 が 残 る が ，磨 石 の 範 疇

に 入 れ る べ き も の か も し れ な い 。

2 1 3 〝 〝

10 ．5

7 ．8

2 ．6

3 1 5 ．0

′′

’河 原 石 を そ の ま ま利 用 し た もの で ， 主 面 中

央 部 と 周 縁 部 に敲 打 痕 を 有 す 。

2 1 4 〝 〝

9 ．5

9 ．1

4 ．0

4 9 0 ．0

〝

向 原 石 を そ の ま ま利 用 し た も の で ， 中 央 部

に 敲 打 痕 が 残 る 。

2 1 5 ′′ ′′

9 ．9

7 ．9

2 ．9

3 5 5 ．0

′′

よ く使 い 込 ま れ て お り， 表 裏 両 面 の 凹 み も

著 し く ，ま た ， 長 側 縁部 の 敲 打 痕 も顕 著 で あ

る 。

2 1 6 ′′ ′′

1 1 ．9

9 ．1

4 ．0

6 6 0 ．0

′′

表 面 は 中 央 部 が 凹 む 一 般 的 な 形 状 を 呈 し て

い る が ，裏 面 は 中央 部 の 潰 痕 が 微 弱 で ，上

方 に 丸 い 凹 み が あ り ， 下 方 に も横 に 長 い 敲

打 痕 が 残 って い る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 霊 奈 淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 1 7 S R 2 叩　 石

10 ．9

12 ．1

5 ．1

9 2 5 ．0

砂　　 岩

表 裏 両 面 の 中央 部 が 敲 打 に よ り凹 ん で い る 。

周 縁 部 に も 若 干 の 敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 1 8 〝 〝

2 4 ．7

（15 ．0 ）

5 ．0

2 5 0 0 ．0

〝

大 型 の 叩 石 で あ り ， 中 央 部 の 凹 状 の 使 用 部

を 中 心 に半 損 し て い る 。

台 石 と し て 利 用 さ れ た も の と考 え られ ， 主

面 の 一 部 に 研 磨 面 も 有 す 。

2 1 9 〝 〝

8 ．2

6 ．7

1 ．8

1 4 0 ．0

〝

自然 面 と剥 離 面 と か らな る 。

周 縁 部 に 敲 打 痕 を 有 す 。

2 20 S K　 3 ′′

6 ．9

4 ．4

1 ．2

4 1 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 し た も の で ， 自然 面 と 剥 離 面

と か らな る 。

あ ま り使 い 込 まれ て は い な い 。

2 2 1 S T　 2 ′′

9 ．1

6 ．3

1 ．8

1 3 4 ．0

′′

自然 面 と剥 離 面 と か らな り， 形 状 は 叩 石 の

よ うで あ る が ，片 側 の 長 側 縁 部 を 研 磨 し た

形 跡 が あ る 。

2 2 2 〝 〝

8 ．5

5 ．4

1 ．3

7 5 ．5

〝

自然 面 と剥 離 面 と か らな る 。

使 用 痕 は 少 な い 。

2 2 3 S X l 〝

1 0 ．8

6 ．4

1 ．6

1 5 2 ．0

〝

自然 面 と剥 離 面 と か らな る。 剥 離 面 側 の 中

央 部 に も 敲 打 痕 が 見 られ る 。

短 側 縁 部 の 一 方 に も敲 打 痕 が 確 認 で き る 。

2 2 4 S K　 3 〝

8 ．8

5 ．2

1 ．5

7 5 ．0

′′

河 原 石 を 利 用 し た もの で ， 自然 面 と剥 離 面

と か らな る 。 長 側 縁 部 を 中 心 に若 干 の 敲 打

痕 が 見 られ る 。

2 2 5 〝 〝

9 ．5

6 ．5

1 ．6

1 1 0 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 し た も の で ， 自然 面 と剥 離 面

と か らな る。 長 側 綾 部 の 両 端 に 敲 打 痕 が み

られ る 。

2 2 6 白 R　 2 〝

6 ．4

7 ．1

1 ．8

1 2 0 ．0

〝

自然 面 と 剥 離 面 と か らな る 。 弧 状 の 周 縁 部

に 敲 打 痕 が 残 る 。

2 2 7 〝 ′′

1 4 ．2

8 ．1

2 ．2

3 2 5 ．0

〝

河 原 石 を 打 劃す る こ とに よ り製 作 して い る 。

周 縁 部 の 敲 打痕 は 微 弱 で あ る 。

2 2 8 〝 〝

8 ．4

6 ．2

1 ．8

1 0 0 ．0

〝

自然 面 と 剥 離 面 と か らな る 。

側 綾 部 に 敲 打 痕 が 残 る 。

2 2 9 ′′ ′′

8 ．0

7 ．5

2 ．0

1 4 0 ．0

′′

自然 面 と 剥 離 面 と か らな る 。 よ く使 い 込 ま

れ て お り ， 周 縁 部 に 敲 打 痕 が 著 しい 。

2 3 0 ′′ ′′

9 ．1

4 ．6

1 ．1

4 5 ．0

′′

自然 面 と 剥 離 面 と か らな る 。 周 縁 部 に 浅 い

敲 打 痕 が 残 る 。

2 3 1 ′′ 〝

1 1 ．0

5 ．8

2 ．2

1 5 9 ．0

〝

長 側 綾 部 に 敲 打 痕 が 認 め られ ，扁 平 叩 石 の

欠 損 品 と 考 え られ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 豊 美 淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 3 2 S R　 2 叩　 石

1 4 ．6

6 ．7

1 ．4

1 4 0 ．0

砂　　 岩

自然 面 と 剥 離 面 と か らな る。 長 側 縁 部 に 敲

打痕 が 残 っ て お り ， 扁 平 叩 石 の 範 噂 に 入 る

も の と考 え られ る 。

2 3 3 ′′ 〝

7 ．3

4 ．9

1 ．2

5 1 ．0

！′

自然 面 と 剥 離 面 と か ら な る 。 小 型 で 周 縁 部

の 敲 打 痕 は 微 弱 で あ る 。

2 3 4 〝 〝

1 0 ．1

8 ．6

1 ．5

1 6 2 ．5

′′

河 原 石 を 利 用 し た もの で ， 自然 面 と剥 離 面

と か ら な る 。 周 縁 部 に 敲 打 痕 が 残 る 。

2 3 5 〝 ′′

9 ．5

．8 ．4

2 ．2

2 2 2 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 し た もの で ， 自然 面 と剥 離 面

と か ら な る 。 周 縁 部 に 敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 3 6 〝 ′′

1 1 ．4

7 ．4

2 ．2

18 9 ．0

′′

自然 面 と剥 離 面 と か らな る 。

周 縁 部 に浅 い 敲 打 痕 が 残 る 。

2 3 7 〝 〝

9 ．9

7 ．8

1 ．4

13 4 ．0

〝

自 然 面 と剥 離 面 と か ら な る 。

周 縁 部 に 敲 打 痕 が 残 る 。

2 3 8
S T l

砥　 石

17 ．5

〝

4 面 を 使 用 して い る 。 そ の うち 2 面 は 水 平 流 紋 岩 か も し

12 ．1 で シ ャ ー プ な 面 を も つ が ． 他 の 2 面 は 使 用 れ な い 。

P　 12 7 ．5

2 0 8 5 ．0

に よ っ て 凹 状 に な っ て い る 。

2 39 S K　 3 ′′

4 ．6

2 ．6

1 ．9

3 2 ．0

流 紋 岩

4 面 を 使 用 して い る 。 小 型 で あ るが 研 磨 面

は 緻 密 で ， よ く使 い 込 ま れ て い る 。

2 4 0 S K l 石 包 丁

（ 5 ．2 ）

4 ．0

0 ．8

2 5 ．0

貢　　 岩

外 湾 刃 両 刃 で あ る。 全 体 の ％ ほ どを 欠 損 し

て い る が ， 1 つ の 円孔 の 一 部 を 確 認 で き る 。

磨 製 。

2 4 1 S T l 〝 1 ．3

9 3 ．0

′′

外 湾 刃 両 刃 の 形 状 を 呈 して い る が ， 決 りの

位 置 か ら して ， 元 は 直 刃 で あ っ た 可 能 性 も

あ る 。

〝

2 4 2 ′′ 〝

5 ．0

9 ．5

8 ．5

6 5 ．0

〝

打 割 に よ って 整 形 した 両 端 に決 りを 有 す る

直 刃 片 刃 的 な 石 包 丁 で あ る 。

背 部 も直 線 的 に仕 上 げ られ て い る 。

〝

2 4 3 S D l ′′

（ 7 ．0 ）

4 ．2

8 ．8

4 5 －．0

砂　　 岩

双 孔 の 直 刃 型 の 石 包 丁 で ， 欠 損 品 で あ る 。

自然 面 と 剥 離 面 と か ら な る が ，全 面 に研 磨

が 施 され て い る 。

2 4 4 S R　 2 ′′

4 ．5

1 2 ．8

0 ．8

8 4 ．0

粘 板 岩 （頁 岩 ）

刃部 の 片方 が若 干 外 湾 す る両 刃 の 石 包 丁 で ，

刃 部 の 一 部 を 欠 損 して い る 。

双 孔 を 持 つ が ， 両 面 よ り穿 孔 し て い る 。

背 部 の 一 部 も研 磨 に よ って調 整 され て い る 。

2 4 5 ′′ 〝

（1 1 ．8 ）

4 ．7

0 ．9

7 5 ．4

緑 色 片 岩

双 孔 を 有 す る 磨 製 石 包 丁 で あ る。 刃 部 は直

刃 型 の 片 刃 で あ る 。

背 部 ま で 研 磨 され て い る 。

2 4 6 〝 〝

（1 2 ．0 ）

4 ．9

0 ．7

7 0 ．0

貢　　 岩

双 孔 を 持 つ 直 刃 型 の石 包 丁 で あ る 。．穿 孔 の

際 の 敲 打 痕 が 両 面 に 見 られ る 。 刃 部 は 片 刃

で あ るが ，よ く使 い込 ま れ て お り ，刃 こぼ れ

が 見 られ ，‘端 部 を 欠 損 ‘して い る 。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

最大長

計測値 霊套淫

（c m ．∂　 重　 量

材　　 ．質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

24 7 S R　 2 石包丁
6 ．5

42 ．0

細粒砂岩

双孔 を持つ 石包丁 で，両側 か ら穿 孔 され て

いる。端部 が欠損 してい るが ，全 面研磨 さ
れ てお り，刃部は両 刃で直 刃型で あ る。

248 〝 〝

（4 ．7 ）

5 ．5

0 ．7

27 ．0

千 枚 岩

双孔 の両 刃石包丁 の欠損 品であ る。全面 が
研磨 によ って調整 されて いる。

背部 が外湾 して おり，刃部 は直 刃型の もの
と考 え られ る。

249 〝 〝

（7 ．4 ）

5 ．0

1．3

55 ．0

泥　　 岩

磨製 石包丁 の末製 品であ る。・
穿孔 の際 の敲打 によ って欠 損 したもの と思

われ る。

250
S T l
P　　 2

石　 錬

2 ．5

1．8

0 ．4

1 ．7

サヌカ イ ト

扁平 な凹基式 打製石 錐で ある。基部 刃部 と

も両 面か ら押 圧剥離 によ って調整 されて い

る。

25 1 S T l 〝

2 ．0

2 ．0

0 ．4 〝

平基 式石 錐で，刃部 ・基部 とも，両面 を押圧

剥離 によ って調整 されて い る。

252 ′′ 〝

3 ．1

2 ．3

0 ．4

2 ’5

〝

平面 形は三 角形で扁平 な平 基式打製 石錐で

ある。刃部 ・基 部 とも，両面 か－ら押圧 剥離 に
よって調整 されて いる。

25 3 〝 〝

2 ．8

1 ．7

0 ．3

1 ．5

′′

凹基式の打製石 鎌である。刃部 ・基 部 とも ，

両面か ら押圧剥離によって調整 され てい る。

254 S R　 2 石　 剣

9 ．9

3 ．3

1 ．3

55 ．0

千 枚 考

表 裏両面 に しっか りした鏑 を有す る鉄剣 型
石剣 で ある。よ く研 磨 され てい るが ，基端
部 を若干欠 損 して い る。 断面菱形 を呈す る

が，刃部は意識的に面取 りがなされ てい る。

25 5 〝 紡 錘車

直 径　　 5 ．3

厚 さ　　 0 ．6

重量（g）17 ．5

頁　　 岩

石 製紡錘車 の半損 品で ある。全面 よ く研磨
されてお り，縁部 は稜を な して屈 曲す る。
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第I層　灰黒褐色粘質土
第Ⅱ層　茶褐色粘質土
第Ⅲ層　黒黄褐色粘質土
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第12図　SR2出土遺物
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2．Loc．35C



Loc．35C

1．位置と調査経過

Loc・35Cは、田村遺跡群の西北端、Loc．35Aの更に西に位置し、小字横手の北端にあたる地

点である。当調査区は、空港周辺整備事業の一環として行われた農道拡幅工事に伴い、急遽水

田部分に設定された小トレンチである。

2．調査概要

Loc・35Cは幅0．70m、長さ3．80mの小さな東西トレンチであl上　明確な遺構は検出されなか

った。しかし、下層より多くの弥生遺物を出土しており、調査区全域が溝状遺構あるいは自然

流路の一部にかかっていたものと考えられる。

3．層序と出土遺物

Loc．35Cで確認された層序は、

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　青灰色砂層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　黒灰褐色粘質土層

第Ⅶ層　砂礫層

であと上第Ⅴ層から第Ⅶ層上面にかけて弥生遺物が大量に出土した（1－13）。土器は中期II

から後期Iの時期のものであr上石器の中では磨製石包丁の出土が著しかった。

4．　まとめ

Loc・35Cは、極めて狭小が調査区であり、多くの弥生遺物を出土した第Ⅴ層以下が、いかな

る平面形を有しているのか不明である。とは言え、その遺物出土量の多大さ、なかんずく石包

丁の著しい出土は、調査面積に比して異常とも言うべきものがある。

幸いにも、当調査区周辺は空港用地とされていないので、今後の調査が期待される。
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第5表　包含層出土土器観察表

挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅴ層 ＝土ご璽

15 ．8 口綾部 は大 きく外 反 し，端部 は上 頚部 の圧痕 はパケ状 原体 によ る。

（8 ．0 ） 下 に拡　 され ， 4　 の 凹　 ， ロ縁 ロ　　　　　　　 ロの　 い ナ デ
に部分的 にヘ ラ状 原体で 圧痕 を 配

す 。
頚部隼も羽状文状に圧 痕を巡 らす 。

調整 。

2 〝 窺

17 ．4

（ 7 ．8 ）

肩 の張 った上胴部 に短い頚 部。 ロ
綾 部は大 き く外反 し，端 部はや や

肥 厚 ．。口唇 部は凹状 をな す。

3 第 Ⅵ層 〝

13 ．2 胴 部中位 に最大径 を有す 。ロ綾部 ロ 綾部 内外 面横 方 向 の強 いナ デ

（6 ．4 ） は 「く　 の　　 に　 反 ， 。を上 調整 。 同。　　 巨頭 によ る　　 口
につ　 み　 ．て ム　 し　 ロ　 ロ の ナ デ壬　　　　　　　　 ロの パ ケ

，は凹状を なす。 ，
調整 。

4 第 Ⅶ層 ′′

18 ．6 肩 の張 った胴部か ら口綾部 は「く」 口縁部 内外面横 方 向のナデ調 整。

（8 ．8 ） の　 に強 く屈曲 し，内面 に　 を な 胴 日　 面は　 理 の　 いパ ケ状原
す 。口唇部 は凹状 を呈す 。 に よる右下が りのパ ケ調整 。

5 〝 高　 林
（ 5 ．3 ）

12 ．2

「ハ」の字状 に開 く脚部 。端部 は
上方 に拡張 し，2 条 の凹線 を配す 。

据部 には貫通 しな い円孔 を施す 。

6 〝 〝

「ハ」の字状 に開 く脚部で ．据部 杯 底部 は円板充 填で あ るが剥 落 し 外面 に黒斑 あ

（7 ．4 ）

13 ．4

で水平 に屈 曲 し，端 部は丸 くお さ

め る。
てい る。 り。

第6表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層　 位 器　 種

最大長

計測値 霊至淫

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

7 第 Ⅴ層 叩　 石

11 ．0

8 ．8

3 ．0

44 5 ．0

砂　　 岩

河 原石を その まま利用 した叩石 であ る。
表面中央 部及び 両長側綾 部 に敲打痕 を残す 。

8 ′′ 石包丁

（7 ．7 ）

4 ．9

0 ．8

38 ．9

粘 板 岩

外 湾型磨製 石包丁 であ る。円孔 は 1 つ しか
確 認で きないが ，双孔を持 つ もの と考 え ら

れ る。敲打 に よる穿孔で 両面か ら穿 たれ て
いる。刃 部は片 刃であ る。

9 第 Ⅶ層
〝

（ 5 ．7 ）

4 二6

0 ．5

2 1．7

′′

双孔 を持つ 磨製石包 丁の半 損品で あ る。

刃部は両刃 で若干 外湾す る。円孔 は両面 よ
り穿 たれて い る。 全面研磨 されて お り，擦
痕 が残 る。

10 ′′ 〝

（4 ．3 ）

4 ．2

0、7

19 ．1

千 枚 岩

外湾 刃両刃磨 製石包 丁で ある。決 りと双 孔

とを併せ持 つ タイプであ る。
円孔 は両面 か ら穿 たれて いる。
刃部 はよ く研 磨 され てい る。

11 ′′ ′′

（ 7 ．7）

5 ．7

0 ．8

46 ．5

粘 板 岩

双孔 を持つ直 刃型磨製 石包 丁の半損 品で あ

る。 敲打 によ る穿孔 で両面 か ら穿 たれて い
る。 両面 に研 磨擦痕 が見 られ る。

12 〝 〝

（12 ．7 ）

3 ．7

0 ．8

71 ．5

砂質 片岩

双孔 を有す る磨製石包 丁で あ る。
穿孔 に際す る敲打 は見 られ ない 。

刃部 は内湾気 味で ある。

13 〝 ′′

8 ．6

4 ．5

1 ．2

52 ．9

石英質 緑色岩

両端 に挟 りを有す る打製石包 丁で あ る。

刃部 は両面 よ り調整 されて い る。
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第33図　第Ⅴ～Ⅶ層出土遺物
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第34図　第Ⅴ～Ⅶ層出土遺物
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3．Loc．36A



Loc．36A

I．位置と調査経過

Loc．36は、田村遺跡群の北西部に位置しておl上　小字は、旧田村川を境にして西側が横手で、

東側が南土居の前である。

当調査区は、場闇道路の工事及び田村川の改修工事等の関係で、昭和56年度と昭和57年度の両

年度にわたって調査を実施した。昭和56年度に試掘調査を実施した箇所をA地点（Loc．36A）

とし、設定した各トレンチを西部からAトレンチ、Bトレンチ、Cトレンチとする。昭和57年

度にはLoc．36AのAトレンチの南部の発掘調査を実施しており、この箇所をB地点（Loc．36B）

とする。

2．調査概要

Loc．36Aは、昭和56年度に試掘調査を実施した箇所であるが、場闇道路及び田村川の改修工

事等の関係から、各トレンチで検出した遺構を完掘せざるを得ない状況であった。

Aトレンチは、旧田村川の西側に設定した東西方向に細長いトレンチで、中央部が南側に方

形状に突出している。Aトレンチでは弥生時代の土成、溝、自然流路等の遺構を確認するこ

とができた。

Bトレンチは、Aトレンチの南東方向に近接して設定した南北方向のトレンチで、自然流路

（SR2）の中に入り込んでいるが、北東部では縦方向に現代の撹乱を受けた箇所がある。

Cトレンチは、旧田村川の東側に設定した縦方向に細長いトレンチであり、遺構及び遺物を

確認することはできなかった。

3．層序と出土遺物

Loc．36AのBトレンチは、自然流路（SR2）の中に入り込んでおり、Cトレンチは遺構、

遺物共に皆無であるために、B、C両トレンチの層序は省略し、Aトレンチの層序についての

み記述する。

第I層　耕作土

第II層　淡黒灰色粘質土層
1．

第III層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　淡褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡黒褐色粘質土層

第Ⅶ層　淡茶褐色粘質土層

第Ⅷ層　黒灰色砂質土層
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第35図　調査区設定図
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第36図　調査区セクション

第I層　耕作土

第Ⅱ層　淡黒灰色粘質土層

第Ⅲ層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　淡褐色粘質土層
第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡黒褐色粘質土層

第Ⅶ層　淡茶褐色粘質土層
第Ⅷ層　黒灰色砂質土層

第Ⅸ層　明黄褐色シルト層

第Ⅹ層　黄灰色シルト層

第氾層　黄灰色粘質土層

第期層　黄灰色砂層

第）皿層　黄灰色砂礫層
舞XIV層　灰色砂層

第W層　灰色砂礫層

第ⅩⅥ層　灰色粘質土層
第朋曙　淡灰色砂礫層

（小さな礫がかなり多量に
混入する）

第翼Ⅶ曙　灰色シルト層

第恐喝　淡黄褐色粘質土に
黒褐色粘質土と灰

褐色粘質土のブロ
ックが混入した土層

第XX層　遺構埋土

i

i
l

I

L

l

l

が



J

第Ⅸ層　明黄褐色シルト層

第Ⅹ層　黄灰色シルト層

第刀層　黄灰色粘質土層

第Ⅱ層　黄灰色砂層

第湖層　黄灰色砂礫層

第IⅣ層　灰色砂層

第ⅩⅤ層　灰色砂礫層

第ⅩⅥ層　灰色粘質土層

第m層　淡灰色砂礫層

第ⅩⅧ層　灰色シルト層

第ⅩⅨ層　淡黄褐色粘質土に黒褐色粘質土と灰褐色粘質土のブロックが混入した土層

第I層は耕作土で全域に堆積がみられた。第II層の淡黒灰色粘質土層は、中世の遺物包含層

であり、西部ではやや厚く堆積している0第III層の黄褐色粘質土層は、中世の遺構検出面である。

第Ⅳ層は、淡褐色粘質土層で無遺物層である。第Ⅴ層の黒褐色粘質土層は西部に堆積がみられ

るが、無遺物層で、弥生時代の遺構検出面である。第Ⅵ層の淡黒褐色粘質土層は、Ⅴ層に酷似

しており、無遺物層である。第Ⅶ～刀I層に至る土層は、自然流路（SR2）に堆積した土層で

複雑な様相を呈している。

4．遺構と遺物

Aトレンチのほぼ全域で弥生時代の遺構がみられ、西部では土砿群及び溝を検出し、東部で

は自然流路を確認した。

土拡

S KI

SKlは、現代の腐乱蛇で、SDlの南部を切り取っておr上現代の瓦等が出土している。

S K2

SK2は、西端部付近で検出された不整円形の土蛇で深く、断面形は捨鉢形を呈す。長径0．

88m、短径0・80m、深さ約0・52mを測る。長軸方向はN－72LE、埋土は暗茶褐色粘質土で、

ごく少量の弥生土器片が出土している。
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S K3

SK3は、西部で検出された楕円形の土蛇で、南東部はSK4に切られており、上層は撹乱

を受けている。長径0．88m、短径0．76m、深さ約0．28mを測る。長軸方向はN－59Lw、埋土

は暗茶褐色粘質土であり、弥生土器片が数点出土している。

S K4

SK4は、西部で検出された円形の土蛇で、北西部と南東部の2箇所に小段を有し、・SK3

の南東部を切り取っている。長径0．78m、短径0．76m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN－40

－W、埋土は茶褐色粘質土であり、壷（1）の他に少量の弥生土器片が出土している。

S K5

SK5は、西部で検出された不整楕円形の土砿で、北半部が調査区外に延びているため、全

体の形状は不明である。長径0．88m、短径の残存長0．36m、深さ0．26mを測る。長軸方向はN

－62Lw、埋土は茶褐色粘質土であり、ごく少量の弥生土器片が出土している。

SK6

SK6は、西部で検出された不整円形の土砿で、南端部は調査区外に延びている。長径1．04

m、短径の残存長0．76m、深さ0．36mを測る。長軸方向はN－80LE、埋土は茶褐色粘質土で

少量の弥生土器片が出土している。

溝

S DI

SDlは、西端部で検出された溝で、北部から南部に向かって縦走する。北部と南部の両端

部が調査区外に延びているため、全長は不明であるが、検出長は約3mである。断面形はゆる

やかなU字状を呈し、幅0．54m、深さ0．30mを測り、南部は現代の撹乱蛇に切られている。

埋土は茶褐色粘質土であり、かなり多量の弥生土器片が出土している。SDlからは壷（2、

3）、婆（4～7）、小型土器（8）等の遺物が出土している。

SDlは、中期IIIの時期に機能し、廃絶した溝で、自然流路（SR2）に向かって流れたと

考えられる。
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SD2

SD2は、Aトレンチのほぼ中央部で検出した溝で、北部は調査区外に延びているため、全

長は不明である。検出長約3．40m、幅0．68m、深さ0．52mを測る。断面形はⅤ字形を呈し、埋

土は5層に分層される。

第I層は、淡黄褐色粘質土に黒褐色粘質土と灰褐色粘質土の小ブロックが混入した土層で、

約0．10mほど堆積しており、少量の弥生土器片を含んでいる。第II層は、淡黒灰色砂質土で、

約0．30mほど堆積しており、多量の弥生土器片を含んでいる。第III層は、黒灰色砂質土で、約

8cmほどレンズ状に堆積しておr上　少量の弥生土器片を含んでいる。第Ⅳ層は、黒灰色シルト

で、約8cmほどが西寄りに堆積しており、多量の弥生土器片が出土している。第Ⅴ層は、灰褐

色粘質土で黒褐色粘質土と黄褐色粘質土の小ブロックが混入しており、約4cmほど堆積し、多

量の炭化物と弥生土器片が出土している。

SD2からは壷（9－22）、婆（23－27）等の遺物が出土しており、中期Iの溝か、もしく

は細長い溝状の土蛇と考えられる。

S R2

SR2は、Aトレンチの東半部で検出された自然流路で、北東方向から南西方向に向かって

南流する。Aトレンチの中央部でSR2の西壁を確認したが、端部が調査区外に延びているた

めに、全長や全幅等は不明である。残存長約9．0m、残存幅10．2m、深さ1．9mを測る。

SR2の基底部には島状の高まりがあり、その西側はやや低くなっており、拳大程度の自然

礫が集中して堆積している。また、島状の高まりの東側はかなり傾斜して低くなっている。

AトレンチのSR2から出土した弥生土器は、壷（28－274）、婆（275－346）、要用の蓋

（347）、鉢（348－350）、高杯（351－366）、小型土器（367）等である。石器は、石斧（368

－379）、穿孔具（380）、叩石（381－387）、砥石（388－396）、石包丁（397－406）、石

金族（407、4（冶）等が出土している。

Aトレンチで検出したSR2からの出土遺物は、前期Ⅳから後期Iの時期であり、SR2は、

前期Ⅳの時期にはすでに機能しており、後期Iの時期に廃絶したと考えられる。

Bトレンチ及びCトレンチがSR2の東壁付近であろうと考えて調査を進めたが、SR2の東

壁を確認することはできなかった。

以上のことから、Bトレンチのすぐ東側に旧田村川が隣接していることを考えると、SR2

の東壁は旧田村川に切られていることが判明した。

BトレンチのSR2からも弥生時代の遺物が多量に出土している。BトレンチのSR2から

出土した弥生土器は、壷（409　－443）、蛮（444－460）、高杯（461）等であり、石器は、

石斧（462）、叩石（463）、石包丁（464－467）等が出土している。
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5．　まとめ

Loc・36Aでは、Aトレンチの西半部で弥生時代中期の溝及び土地群を検出したが、その中

でも、SD2から出土した弥生土器は中期Iの非常に良好な一括資料である。また、Loc．36A

のA～Cの各トレンチを調査した結果、SR2の推定幅は、約36mと非常に広大であることが

判明した。
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第7表　土拡計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

S K　 l 不整円形 1 ．3 6 （0．8 4） 0 ．6 0 N － 7 2 0－W か まばて 形

第 3 7 図 S K　　 2 〝 0 ．8 8 0 ．8 0 0 ．5 2 N －　7 2 0－E 括 鉢形

′′ S ．K　　 3 楕円形 0 ．8 8 0 ．7 6 0 ．2 8 N －　59 0－W 逆台形

′′ S K　　 4 円　 形 0 ．7 8 0 ．7 6 0 ．3 2 N － 4 0－ W ・ ヰ富鉢形

′′ S K　　 5 不整楕円形 0 ．8 8 （0．3 6） 0 ．2 6　r N－ 6 2 0－W 逆台形

／′ S K　　 6 不整円形 1 ．0 4 （0．7 6） 0 ．3 6 N －　80 0－E 〝
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第8表　遺構出土土器観察表（Aトレンチ）

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K　 4 ＝ヒ璽

14 ．3

（ 4 ．7）

かなり鋭 く外反する口頸部である。 ロ綾部 外面 は ヨコナデで ，内面 は

ヨコパケのあとに ヨ コナデ であ る。
頸部 はナデで 仕上 げる。貼付 口縁

・で ある。

2 S D l ′′

18 ．8

（．2 ．1）

口縁部 は鋭 く外 反す る。 ロ綾部 は貼付 口縁 で ヨコナデで仕

上 げる。

薄手 の壷 であ

る。

3 ′′ ′′
（ 7 ．3 ）

10 ．1

平 底 で ある。 ナデ で仕上 げる 。

4 〝 窺

16 ．5

（ 2 ．7 ）

くの字状 にかな り鋭 く外 反す るロ

綾 部で跳 び上が り口縁で あ る。 口
唇 部に 2 条 の凹線 文を施 す 。

口縁部 は ヨコナデ で仕 上 げる。 口唇 部に小 さ
な黒斑が ある。

5 ′′ 〝

14 ．0

（ 3 ．1）

くの字状 に鋭 く外 反す る口綾部 で

口唇 部 に 3 条の 凹線文を 施す 。
′′ 口綾 部外面 に

煤状 炭化物 が
付着 す る。

6 ′′ ′′

19 ．7 くの字状 に鋭 く外 反す る口縁部 で 口縁 部は ヨコナデ で仕上 げる。上

（ 3 ．5 ） 胴 はかな り張 る。口唇部 に 2 条 の

凹 線文を施 す 。
胴部外 面は ナデで仕 上げ ，内面 は
横方 向のへ ラ削 りで仕上 げる 。

7 ′′ ′′

15 ．4 くの字状 に鋭 く外反す る口縁部 で ロ縁 部は ヨコナデ で仕上 げる。上

（16 ．7 ）

19 ．4

胴 もやや 張 り出す。 口唇 部 に 1 条 胴部 はナ デで仕上 げ る。下 胴部外
の凹線文 を施す 。 面 はナデの あ とに縦方 向のへ ラ磨

きで 仕上 げ， 内面 はへ ラ削 りで あ
る。

8 ′′ 小型土器
（ 1．6 ）

2 ．7

小 型土器 底部で 上げ底 を呈す 。 ナデで仕上 げ る。 焼 成は良 好で

ある。

9 S D　 2 ＝土ご璽E

19 ．0

（5 ．8）

かなり鋭 く外反する口頸部である。 ロ縁 部外面 は タテパケの あ とに ヨ

コナデで仕 上げ ，内面 は ヨコパ ケ
の あ とに ヨ コナ デで仕上 げ る。

10 ′′ ′′

17 ．2

（3 ．4）

ゆ るく外 反す る口縁部 で ロ綾 部内
面 に 2 条 の貼付 突帯を 施す。 口唇
部上端 に刻 目を施す 。

ロ縁部外面 はヨコナデで仕 上げ る。

1 1 ′′ ′′

22 ．7

（6 ．0）

かな り鋭 く外反 す るロ縁部で 口唇

部の上下 両端 に刻 目を施 す。

ロ縁 部は ヨコナ デで仕上 げ る。

12 〝 ′′

16 ．3 ゆ るや かに外反 す る口縁部 に長胴 口縁部外面はタテパケのあとにヨコナ 上胴部 に施 し

（19 ．1）

22 ．1

の 胴部 が続 く。口唇部 下　 に刻 目 デで仕上げ，内面は ヨコパケの あとに た 1 条 のへ デ
を施す 。上胴部に 1 条 のへ ラ描 沈線 ヨコナデで仕上げる。頸部はパケ調 整 描 沈線 の上下

を施 す。 のあとにナデで仕上げる。上胴部外 面

はパケ調整のあとにへ ラ磨きを施す。

両 端に刺 突文
を め ぐらす。

13 ′′ ′′

17 ．4 か な り鋭 く外反するロ綾部であ る。 器 表面が磨 耗 し，調整 は不明 であ

（6 ．6 ） 口唇部 下端 に刻 目を施 す 。 る。貼付 口縁で あ る。

14 〝 ′′

23 ．5 ゆ る く外反す る頚部 に続 くロ縁部 口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ 完形 でロ綾部

38 ．1

28 ．4．

9 ．4

は 鋭 く　 反す る。胴 部は 卵型で あ コナデで　 上 げ，　　 は ヨコナデ に　 4
る。頸 部を櫛 描直線 文 と 4 条の貼 であ る。 頸部 はナデで仕 上 げる。 の細 い突帯 を

付突帯 で飾 る。 胴部外面は タテパケの あ とにナデ ，
内面 はナデで あ る。

貼付 す る。

15 ′′ ′′

15 ．0 ゆ る く外反す る 口縁 部に続 く胴部 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 薄手 の壷で あ

（ 8 ．4 ） はや や張 り出す。上 胴部 に 3 条 の
微隆起 帯が ある 。

以下 はナデで仕 上げ る。 る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S D　 2 一土宝E

（ 8 ．6）

18 ．4

ゆ る く外 反 す る 口 縁 部 に 続 く胴 部

は 張 り が 弱 い 。 上 胴 部 に 3 条 の 微
隆 起 帯 を 施 し ， そ の 下 に 円 形 浮 文

を つ ら ね る 。

ナ デ で 仕 上 げ る 。 薄 手 の 壷 で あ

る 。

17 〝 〝

長 胴 の 胴 部 で あ る　 上 胴 部 に 1 0 粂 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

（ 7 ．6 ） 0
の や や 乱 れ た 櫛 描 波 状 文 が 施 さ れ

上 げ ， 右 下 が りの へ ラ磨 き を 加 え

1 6 ．2 る 。 る。 内 面 は ナ デ で 仕 上 げ る 。

18 ′′ ′′

（1 6 ．8 ）

2 8 ．2

卵 型 の や や 長 胴 の 下 胴 部 で あ る 。 外 面 は 右 下 が り方 向 の パ ケ 調 整 の

あ と に ナ デ を 施 し ， 縦 方 向 の へ ラ

磨 き を加 え る。 内 面 は ナ デ で あ る 。

19 〝 ′′

（1 4 ，5 ）

1 6 ．8

卵 型 の や や 長 胴 の 胴 部 で あ る 。 外 面 は ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は 縦 方

向 の 指 ナ デ で 仕 上 げ る 。

2 0 ′′ ′′

（2 3 ．4 ）

2 6 ．6

8 ．1

卵 型 を 呈 した長 胴 の 下 胴 部 で あ る 。 外 面 は 右 下 が り 方 向 の パ ケ 調 整 の

あ と に ナ デ を 施 し ，へ ラ磨 き を 加

え る。 内 面 は 縦 方 向 の 指 ナ デ で あ

る 。

2 1 ′′ ′′

（ 5 ．2 ）

1 0 ．5

平 底 の 底 部 で 器 壁 は 非 常 に 厚 い 。 ナ デ で 仕 上 げ る 。

2 2 〝 ′′

（ 6 ．7 ）

9 ．5

平 底 の 底 部 で あ る 。 器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。

2 3 ′′ 蛮

1 5 ．0 は ば 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 口 綾 部 口綾 部 は 丁 寧 な ヨ コナ デ で 仕 上 げ ， 外 面 の ロ綾 部

（1 2 ．8 ）

1 7 ．4

に 続 く胴 部 は や や 張 る 。 上 胴 部 は ナ デ で 仕 上 げ る 。 か ら上 胴 部 に

か け て の 部 分

に 煤 状 炭 化 物

が 付 着 す る 。

2 4 ′′ ′′

（ 4 ．8 ）

4 ．8

平 底 の 底 部 で 胴 の 張 りが 弱 い 。 ナ デ で 仕 上 げ る 。

2 5 ′′ ′′

（ 4 ．2 ）

6 ．5

′′ 〝 下 胴 部 内面 に

黒 斑 が あ る 。

2 6 ′′ ′′

（ 3 ．5 ）

7 ．8

平 底 の 底 部 で あ る 。 器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。

2 7 〝 ′′

（ 3 ．6 ）

10 ．2

′′ 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内面 は ナ デ で あ る 。

壷 底 部 か も し

れ な い 。

2 8 S R　 2 ・＝量ご宝E

18 ．9

（ 3 ．2 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口綾 部 で あ る 。 ロ縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

29
′′ 〝

17 ．8

（ 3 ．1 ）

鋭 く外 反 す る 口綾 部 で あ る 。 ロ縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

30 〝 ′′

2 0 ．4

（ 3 ．5 ）
′′ ロ縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（c m ） 胴径
庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S R　 2 ＝ヒ璽

17 ．7

（ 2 ．9 ）

鋭 く外反 す る口縁 部で ある 。 口綾 部は ヨコナ≠で仕 上 げる。

32 ′′ 〝

15 ．0

（ 2 ．2 ）

かな り鋭 く外反す る口縁 部で 3 個
1 対の穿孔 があ る。

′′

33 ′′ 〝

17 ．6

（ 5 ．5 ）

ゆる く外反 す るロ縁部 であ る。 口綾部 外面 は ヨコナデで仕 上げ ，

内面 は ヨコパ ケの あとに ヨコナデ

で仕上 げ る。

34 〝 ′′

20 ．6 口綾 部は ゆるやか に外反 す る。 ロ 口縁部 外面 は ヨコパ ケの あとに ヨ 薄 手の壷 か ？

（8 ．0 ） 唇 部の綾取 りを してい る。 コナデで仕上 げ ，内面は ヨコナデ

で仕 上げ る。

35 ′′ ′′

16 ．6

（ 4 ．0 ）

ゆる く外反 す る口綾部で あ る。頚
部 に 2 条 のへ ラ描沈線 があ る。

ロ綾部 外面 はタテハ ケの あとに ヨ

コナデで仕上 げ ，内面は ヨコパケ
の あとに ヨコナデで仕 上 げる。

36 〝 〝

10 ．7

（ 5 ．4 ）

直 立す る頸 部 に続 く口綾 部は ゆる

やかに外 反す る。頸部 に 6 条 のへ
ラ描沈線 が ある。

口綾 部は ヨコナデ で仕 上 げ，頸部

は ナデで仕上 げ る。

やや細項 の壷

であ る。

37 ′′ ′′

15 ．1 ・ 直 立気味 の頚部 に続 くロ綾部 はゆ 口縁 部外面 は タテパケの あとに ヨ

（7 ．1） るやか に　　　 る。　 ロ　に 7　 の コナデで　　　 ，　　 は ヨ コナデ
へ ラ　 沈線を施 し，そ の下 に刺 突文 で ある。　 。　　 は タテハケの あ

をめ ぐ らす 。 とにナデで仕 上 げ，内面 はナデで
ある。

38 ′′ ′′

18 ．8 ゆ るや かに外反 す るロ縁部で．口唇 口縁 部外面 は タテハケの あ とに ヨ

（2 ．4） 。に刻 目を　 。 。に 1　 のへ フ コナデで　 上げ ，　　 はヨ コナデ
描 沈線 があ る。 で仕 上げ る。

39 ′′ ′′

9 ．7 ゆるやか に外反するロ頚部である。 ロ綾 部外面 は タテパケの あ とに ヨ やや細項 の 壷

（5 ．7） ロ　 。に 2 個 1 、の　　 が ある。 コナデで　 上げ ，　　 は ヨコパ ケ であ る。
頸部 に 7 条のへ ラ描沈線 と 3 条の貼

付 突帯 があ る。
のあ とにヨ コナ デで仕上 げ る。．

40 〝 ′′

19 ．4 かな り鋭 く外反 す る口縁部で 頚部

一　　　　　　ヽ

器 表面が磨 耗 し，調整 は不明で あ

（7 ．0） に6 条のへ フ描沈線 と2 条の貼付 突

帯が ある。

る。

4 1 〝 ′′

18 ．4 直立す る頚部 に続 くロ縁部 はかな ロ縁 部外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（6 ．9） 鋭 く　 反　 る。 。をへ ラ ・糸 コナデで　 上げ ，　　 は ヨコパケ
と貼付 突帯で飾 る。 のあ とに ヨコナデで仕上 げ る。頚

部 はナデ で仕上 げ る。

4 2 〝 ′′

26 ．4

（5 ．2）

ロ頸部 はゆ る く外反 す る。 口唇部
下端に刻 目を入れ る。頚 部にへ ラ描

沈線 と貼付 突帯 があ る。

口縁部 は ヨコナデで仕上 げ る。 広口壷である。

口縁部 に 2 個
1 対 の穿孔 が

ある。

4 3 〝 ′′

2 2 ．8 直立す る頸部 に続 く口碑部 は鋭 く ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。 頸 広 口壷

（10 ．0 ） 反す る。 。をへ フ ’彩 と貝 、 。　　 はナデで　 上 げ，　　 は ヨ
突帯で 飾 る。 コパケ のあ とにナデで仕 上 げ る。

44 ′′ ′′

11 ．8 わず かに外反 す る頚 部に続 く口縁 ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頚部 ロ綾部 内面 に

（5 ．0 ） 部 はかな り鋭 く外 反す る。 頚部 を
貼付 突帯 とへ ラ描沈線 で飾 る。

はナデ で仕上 げ る。 も 2 条 の幅 の
狭 い貼 付突帯

が ある。

45 ′′ 〝

18 ．8

（ 3 ．7 ）

やや ゆ るや かに外 反す るロ縁部 で

あ る。 ロ縁 部外面 に 2 条 の微隆起
帯 があ る。

ロ疲部 は ヨコナデで仕 上げ る。 薄手 の壷
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S R　 2 士宝E

18 ．5

（ 3 ．°7）

ゆ るく外 反す るロ綾部 であ る。口

綾部 に 1 条の微 隆起等 があ る。

／□縁 部は ヨコナデで仕 上 げ る。 薄 手の 壷であ

る。

47 〝 〝

23 ．7

（3 ．1）

かなり鋭 く外反す る 口縁 部で ある。 ロ縁 部は ヨコナデで仕 上 げる。 口
唇部 を ヨコナデに よ り拡張 す るJ

48 〝 ′′

14 ．6

（3 ．0）

ゆ るく外 反す る口縁部で あ る。口
唇 部下端 に刻 目が ある。 〝

49 〝 ′′

18 ．6

（3 ．4 ）

かなり鋭 く外反す る口綾 部で ある。
頸部に 2 条 のへ ラ描 沈線 があ る。口
綾 部に小穿 孔がめ ぐらされ る。

口綾部はヨコナデ によ り仕 上げ る。

50 〝 〝

20 ．9 かなり鋭 く外反す るロ綾 部で ある。 ロ縁 部外面 は タテパケの あと にヨ

（5 ．3） 口唇部 に刻 目が施 され る。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨ コナデ

で ある。 口唇 部を ヨコナデ に より
拡張 す る。

51 〝 〝

16 ．0 かなり鋭 く外反す る口綾部 で ある。 口縁部 外面 はタテ パケの あ とにヨ

（2 ．8 ） 口綾部 内面に 2　 の貼 、突貫 があ コナデで仕上 げ ，内面は ヨ コナデ
る。 口唇部上端 に刻 目があ る。 で ある。

52 ′′ 〝

18 ．6 ゆ るや かに外反す る頚部 に続 くロ 口綾 部外面 は タテパ ケの あ とにヨ

（5 ．3 ） 縁 。は鋭 く　 反す る。 口唇 部下 コナデで仕上 げ ，内面は ヨ コナデ
に刻 目があ る。頚 部に櫛描 波状 文 で ある。頚部 外面 はタテパ ケの あ
と直線文 があ る。 とにナデで仕 上げ ，内面 はナデで

あ る。

53 〝 〝

2 1．8 わずか に外反す る頚部 に続 く口縁 口縁部外面 はタテパケのあとにヨコ

（10 ．5） 。は鋭 く　 反す る。 ロ　 。下　 に ナデで　 上げ ，内面 はヨコパケのあと
刻 目があ る。 にヨゴナデで仕上げ る。頚 部外面は タ

テパケのあとにナ デで仕上 げ ，内面
はヨコパケのあとにナデで仕上げる。

54 〝 〝

2 1．0 非常 に鋭 く外反す る口縁部 で ある。 器表面 が磨耗 し，調整 は不 明で あ

（2 ．6） 口唇部下 端に刻 目が あ る。 る。

55 〝 ′′

22 ．0 鋭 く外反 す る口縁 部で 口唇部下端 器表面 が磨耗 し，調 整 は不 明で あ

（2 ．3） に刻 目があ るふ　口綾部 内面 に櫛 状
原体 によ る施文 があ るが判然 と し
な い。

る。貼 付 口縁 であ る。

56 ′′ ′′

22 ．6 かなり鋭 く外反す るロ縁 部で ある。 口縁部 外面 はタテ パケの あ とにヨ

（2 ．5） 口唇部の上下両端 に刻 目を施す 。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコナデ

で ある。貼付 口縁 であ る。

57 〝 ′′

19 ．8 鋭 く外反 す る口縁 部で ある。 口唇 ロ縁 部は ヨコナデ で仕上 げ る。貼

（2 ．2） 部下端 に刻 目があ る。 付 口縁 で ある。

58 ′′ ′′

20 ．9 かなり鋭 く外反す る 口縁 部で ある。 器表 面が磨耗 し，調 整は不 明で あ

（3 ．5 ） ロ縁部 内面 に 2 条 の貼付 突帯 があ

る。 口綾 部に 3 個 1 対 の小円孔 が
ある。

る。

59 ′′ 〝

28 ．5

（ 2 ．3 ）

鋭 く外反 す る口縁 部で あ る。 口縁
部 に小 円孔 がめ ぐらされ る。 ロ綾
部 内面 に 3 条の貼 付突帯 が ある。

′′

60 ′′ ′′

14 ．4

（ 2 ．1）

鋭 く外反 す る口縁 部で あ る。 口唇
部 の上下 両端 に刻 目があ る。ロ縁
部 内面に 2 条の貼付 突帯が あ る。

ロ縁 部は ヨコナデ で仕上 げ る。 口綾部 に小円

孔 がめ ぐ らさ
れ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴径

庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 S R　 2 ＝量ご宝E

2 1．2

（ 3 ．7 ）

・ゆ るやか に外 反す る頚部 に続 くロ
綾部 は鋭 く外 反す る。 口唇 部に刻

目があ る。 ロ綾部 内面 に 2 条の貼
付 突帯を施 し，その間 に櫛描波 状
文 があ る。

口綾 部は ヨコナデ であ る。 口綾部 内面の
波状文 はかな

り乱れている。

62 ′′ ′′

27 ．2 鋭 く外反 す る口縁 部で あ る。 口唇 口縁 部外面 は タテパケの あ とにヨ

（3 ．2 ） 部 の上下 両端 に刻 目を 施す。 口綾
部に小 円孔 がめ ぐらされ る。

コナデで仕上 げ ，内面は ヨ コナデ

で ある。貼付 口縁 であ る。

63 ′′ 〝

‘26 ．4 か な り鋭 く外反す る ロ縁 部で頚 部 ロ縁部 は ヨコナデで 仕上 げる。貼

（4 ．3 ） に 5 条の櫛 描直線 文が ある 。 付 口縁 で ある。

64 〝 〝

26 ．2

（ 2 ．9 ）

鋭 く外反す る口縁 部で あ る。 口唇
部 の上下両端 に刻 目を 施す。頚 部

に 3 条の櫛描 直線 文が ある。

′′

65 ′′ 〝

26 ．4

（ 4 ．8 ）

かな り鋭 く外反す るロ綾部 で ある。

口唇 部上端 に刻 目を施す 。頭部 に
5 条の櫛 描直線 文を施 す 。

口縁部 は ヨコナデで仕 上 げる。

66 〝 ′′

24 ．4

（ 3 ．4 ）

鋭 く外反す る 口縁 部で ある。 口唇
部 の上下両端 に刻 目を施 す。頚 部

に 1 条の へ ラ描 沈線が あ る。

〝

67 ′′ ′′

20 ．3 わず か に外 反す る頚 部 に続 く口縁 ロ縁部外面は タテパケのあとにヨコ

（8 ．2 ） 。はかな　 鋭 く　 反す る。 。を ナデで　 上げ， 面 はヨコパケのあと
、　 帯 と櫛　　　　　　　　　 で に ヨコナデで　　 ’る　 。　　 は

飾 る。 0
タテパケのあとにナデで仕 上げ，内面
はヨコパケのあとにナデで仕上げる。

68 ′′ ′′

20 ．7 ゆ るやか に外反す る頸部 に続 くロ ロ縁部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ ロ綾 部 内面 に

（7 ．2 ） 綾 部はか な り鋭 く　 反す る。 ロ縁 コナ デで　 上 げ ，内面 は ヨ コナデ 3　 の幅 の 、
部 には小 円孔がめ ぐらされ る。 で仕上 げ る。 頸部 はナデで仕 上 げ

る。

い貼 付突帯 が
ある。

69 〝 ′′

23 ．3 ゆ るやか に外反す る頸部 に続 く口 口縁部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ □綾部 内面に／ト

（9 ．6 ） 綾部 は鋭 く外反す る。 ロ縁部 内面 コナ デで仕上 げ， 内面 は ヨ コナデ 円孔がめ ぐらさ
に 2 条の貼付 突帯 があ る。 であ る。頚部外 面 はタテパ ケの あ

とに ナデで仕 上げ ，内面 はナデで

あ る。

れる。頚部外面

を貼付突帯 と櫛
描直線文で飾 る。

70 ′′ 〝

23 ．6 ゆ るやか に外 反す る頚部 に続 く口 口綾部 は ヨコナデで仕 上げ ，頚部 頸部 外面 を貼

（10 ．0 ） 縁部 はか なり鋭 く外 反す る。 口綾
部 内面 に 3 条 の貼付 突帯 があ る。

ロ縁 部 に小 円孔が め ぐらされ る。

はナ デで仕上 げ る。 付突 帯 と櫛描
直線文で飾 る。

71 ′′ ′′

15 ．4

（ 6 ．7 ）

ゆ る く外反 する頸部 に続 くロ綾部

は鋭 く外反 する。 ロ綾部 に 3 個 1
対の小 円孔 があ る。頚部 を貼付突
帯 と櫛 描直線 文で飾 る。

〝

72 ′′ ′′

21 ．0 ゆ るやかに外反す る口縁部で ある。 器表面 が磨耗 し，調整 は不 明であ

（6 」0 ） 口唇 部 に刻 目を施 す。頚 部を貼 付

突 帯 と櫛描 波状文 と直 線文で飾 る。

る。

73 ′′ ′′

20 ．8

（ 5 ．0 ）

鋭 く外反す るロ縁部 であ る。 口縁
部 内面に 2 条の貼付 突帯 があ る。 ′′

74 ′′ ′′

26 ．6

（ 3 ．9 ）

鋭 く外 反す るロ縁部 で ロ縁 部 内面

に 2 条の貼付 突帯 があ る。．口縁部
に 3 個 1 対 の小円孔 があ る。

ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

75 ′′ ′′

18 ．0 鋭 く外 反す るロ縁部 で ，内面 に 3 器表面 が磨耗 し，調整 は不 明であ

（4 ．0 ） 祭の貼 付突帯 があ る。 口綾 部 に 3

個 1 対 の小 円孔が あ る。
る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S R　 2 一土宝E

20 ．2

（ 4 ．2 ）

かな り鋭 く外反 す るロ綾部で 内面
に 3 条 の貼付突 帯が あ る。 口綾部

に 3 個 1 対の小 円孔が あ る。

口縁部は ヨコナデ で仕上 げ る。

77 ′′ ′′

22 ．8 ゆ るく外反 す る頚 部に続 くロ綾 部 ロ縁部外面はタテパケのあとにヨ コ 頚部を貼 付突

（8 一．1） はなめ らかに　 反 す る。 ロ縁部 内 ナデで仕上げ，内面 は ヨコパケの あ 帯 とへ ラ描沈

線で飾 る 。面 に 2 条 の貼付突 帯が ある。 ロ縁 とにヨコナデで仕 上げ る。頚部外 面

部 に 6 個 1 対の小 円孔が あ る。 はタテパケのあとにナデで 仕上 げ ，
内面はヨコパケのあとにナデであ る。

7 8 〝 〝

23 ．7 や や斜行 する頸部 に続 く口縁部 は ロ綾 部は ヨ‘コナデで仕 上 げ る。頸

（9 ．8 ）－ ゆるやか に外反す る。 口唇 部下端

に刻 目があ る。上 胴部 に 2 条 の微
隆起等 があ る。

部 はナデで仕 上げ る。

79 ′′ 〝
（7 ．2 ）

か な り胴 の張 る上胴 部で あ る。上

胴部に 4 帯 の櫛描直 線文帯 を配 し，
そ の下 に乱 れた櫛描 波状文 を施文
す る。

上胴 部は ナデで仕上 げ る。

80 〝 〝

16 ．9

（4 ．4）

かな り鋭 く外反す る口縁部で あ る。＿

口唇部の上下両端 に刻 目を施 す 。

ロ綾 部は ヨコナデで仕 上げ る。

8 1 ′′ 〝

25 ．3 鋭 く外 反す る口縁部で あ る。 口唇 口綾部外 面 はタテパ ケのあ とに ヨ

（3 ．1） 部の上 下両端 に刻 目を施す 。 コナデ で仕上 げ， 内面 は ヨコパケ

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。

82 ′′ 〝

16 ．4

（ 2 ．7 ）
′′

口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ

コナデで仕 上 げ，内面 は ヨコナデ
で あ る。貼 付 口縁であ る。

83 ′′ ′′

10 ．0

（ 2 ．5 ）
′′

器 表面が磨 耗 し，調整 は不明 であ
る。 貼付 口縁で ある。

84 ′′ ′′

21 ．3 かなり鋭 く外反す るロ綾 部で ある。 口綾 部は ヨコナ デで仕上 げ る。貼

（4 ．7 ） 口唇部の上下両端 に刻 目があ る。 付 口縁で ある。

85
′′ ′′

23 ．4 鋭 く外反 す るロ縁部で ある。 口唇 □縁部 外面 は タテパケの あ とに ヨ

（3 ．8 ） 部の上下 両端 に刻 目があ る。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコナデ

であ る。貼付 口縁 であ る。

86 ′′ ′′

20 ．6 鋭 く外反 す る口縁 部で ある。 口唇 器表面 が磨耗 し，調 整は不 明で あ

（2 ．3 ） 部 の上下 両端 に刻 目を入 れ る。口
綾部 内面に櫛状 原体 によ る刺 突文

が ある。

る。貼付 口縁 であ る。

87 〝

14

〝

19 ．2

（ 5 ．1 ）

や やゆ るやかに外 反す る口綾部で
ある。 口唇 部の上下 両端 に刻 目を
施す 。

′′

88 ′′ 〝

25 ．2 ゆ るやか に外 反す る頸部 に続 くロ 口綾部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部

（7 ．1） 縁部 は鋭 く外 反す る。口唇 部の上 はナデで仕 上 げる。 貼付 口縁であ
下両端 に刻 目が ある。 る。

89 ′′ 〝

23 ．1

（10 ．6）

直立気 味の頸 部に続 く口縁 部はか
な り鋭 く外反 す る。 口唇部 の上下
両 端 に刻 目があ る。

′′
上 胴部外 面に
も楕 円形 の刺

突 文がめ ぐら
され る。

90 ′′ 〝

20 ．0

（ 7 ．0 ）

ゆ るく外反す る口縁 部であ る。 口
唇部の 上下両端 に刻 目を施 す 。項
部下 端 に刺突文 があ る。

〝
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

91 S R　 2 ＝ヒ
璽E

23 ．3

（ 6 ．0 ）

直 立気味 の頚部 に続 くロ縁部 はか

な り鋭 く外反す る。 口唇部下 端に
刻 目が ある。

星置 芸警 孟議 蓋喜芸 吉富 云

ナ デで仕上 げ， 内面 は ヨコパケ の
あ とにナデ 。

92 ′′ ′′

13 ．8 ゆ るく外 反す る口綾部 であ る。 ロ 器表 面が磨耗 し，調整 は不 明で あ

（4 ．9 ） 唇部の上 下両端 に刻 目が ある。 るが， 口綾部 内面 には右下 が り方

向 のパケ 目痕 が残 る。

93 ′′ ′′

14 ．．0 ゆ るく外 反す る口綾部 であ る。口 口綾 部外面 は タ．テパケ のあ とにヨ

．．．・一・°（5 ．4 ） 。　　 に勿 目が　 る。　 。 コナデで　　　 ，　　 は ヨコナ丁
に も列点文 がめ ぐ らされ る。 で仕 上げ る。

94 ′′ ′′

15 ．6 ゆ るや かに外反 す るロ綾部で 口唇 口縁 部外面 は タ．テパケ のあ とに ヨ

（3 ．7 ） 部下端 に刻 目があ る。 コナデで仕 上げ ，内面 は ヨコナデ

で仕 上げ る。

95 ′′ ′′

14 ．8

（ 4 ．8）

かなり鋭 く外反す る口縁部で あ る。

口唇部下 端 に刻 目があ る。

口縁 部は ヨ コナ デで仕上 げ る。

96 ′′ ′′

18 ．5

（4 ．8）

ゆるやかに外反す るロ縁部であ る。 ′′

9 7 〝 ′′

14 ．6 か な り鋭 く外 反す るロ縁部 で 口唇 ロ縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ

（3 ．2 ） 部下端 に刻 目が ある。 コナデ で仕上 げ， 内面 は ヨコパケ

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。

98 ′′ ′′

17 ．6 直 立す る頸 部樗続 く口縁 部はゆ る ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 上 胴 部外 面 に
ノ

（9 ．5 ） く外 反す る。 口唇 部下端 に刻 目が
あ る。 ロ縁部外 面に 2 条の微 隆起
帯 があ る。

はナ デで仕上 げ る。 3 条 の微 隆 起
帯 があ る。頸 部

にも縦方向の微
隆起 帯が ある。

99 ′′ ′′

19 ．6 わ ずか に斜 行す る頚部 に続 くロ縁 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げる。頸 上胴部 に も 3
ノ　　　　　　　廿

（8 ．5 ） ロは　　　　　　 る。　 ロ　に　　 ロ ロ　　　 は タテハケ の　　 にナデで の　　　 己簡・
の微隆起 帯が ある。 仕上 げ， 内面 は ナデであ る。 が ある。

100 ′′ 〝

12 ．7 鋭 く外反 す る口縁部で あ る。 口唇 口縁 部外面 は タテパケの あ とにヨ
一ナ

（3 ．5 ） 部 下端 に刻 目があ る。 コナデで仕 上げ ，内面は ヨ コナァ

で仕 上げ る。

10 1 ′′ ′′

20 ．7 ゆるやかに外反す る口縁 部で あ る。 口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。貼 ロ縁 部内面 に

J
（4 ．0 ）

口唇部下 端に刻 目があ る。 付 口縁で ある。 黒斑 があ る。

102 ′′ 〝

10 ．6

（ 5 ．0 ）

直 立気 味の頚部 に続 く口縁部 はゆ

るやか に外反す る。 ′′
細頸 壷か ？

10 3 ′′ ′′

11 ．4

（ 1 ．9）

かな り鋭 く外反す る口縁部で あ る。

口唇部 下端 に刻目が ある。
′′

細 頸壷か ？頚

部に櫛描 直線
文 があ る。

104 ′′ ′′

11 ．2 わず かに外 反す る頸 部に続 くロ縁 口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ やや頚 の細い
壷で ある。

（4 ．7 ） 。は余　　　　　 る。 口　 。　　 に コナデ で　　 ，　　 は ヨコパケ
亥1日があ る　 口　 。　　 には　 圧 の　 とに ヨコナデで　 上 ．る。

0
痕が あ る。 部外面 は タテパケの あ とにナデで

仕上 げる。

105 ′′ ′′

12 ．9 かな り鋭 く外反す るロ綾 部であ る。 口縁部 外面 はタテパ ケのあ とに 至、

（3 ．7 ） ロ層 部下端 に刻 目があ る。 コナ デで仕上 げ ，内面は ヨコナデ

で仕上 げ る。貼 付 口縁 で ある。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 0 6 S R　 2 ＝量＝軍

14 ．3

（ 4 ．6 ）

ゆ る く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る。 口

唇 部 下 端 に 刻 目 が あ る 。
ロ綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

1 0 7 〝 〝

1 8 ．2

（ 2 ．8 ）

か な り鋭 く外反 す る 口 綾 部 で あ る 。

口 唇 部 下 瑞 に 刻 目 が あ る 。
′′

1 0 8 ′′ ′′

1 7 ．4

（ 3 ．4 ）

〝
口 綾 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

内 面 は ヨ コ パ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 0 9 〝 ′′

2 0 ．4 ゆ る や か に 外 反 す る 口 綾 部 で 口唇 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で仕 上 げ る 。 貼 薄 手 の 壷 で あ

（ 3 ．0） 部 下 端 に刻 目を 施 す 。 付 口縁 で あ る 。 る 。

1 1 0 ′′ ′′

19 ．9 ゆ る く外 反 す る頚 部 に 続 く口 縁 部 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ， 頸 部

（ 4 ．6） は鋭 く　 反 す る。　 部 に 1　 の 突 は ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ

帯 を 貼 付 し ， そ の 下 に 櫛 描 波 状 文

を 施 す 。

る 。

1 1 1 ′′ 〝

17 ．5

（ 6 ．0 ）

ゆ る く外 反 す る頸 部 に 続 く ロ 綾 部

は 鋭 く外 反 す る。 口 唇 部 下 端 に 刻

目 を 施 す 。 頸 部 外 面 に 縦 方 向 の へ

ラ描 沈 線 が あ る 。

〝

1 1 2 ′′ ′′

2 2 ．3 鋭 く外 反 す る 口 綾 部 セ あ る。 口 唇 口 縁 部 外 面 は ＿ヨ コナ デ で 仕 上 げ ，

（ 4 ．7） 。上 」に　　 原　 に よ る刻 目 が 。 は ヨ コパ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ

分 的 に 残 る 。 口綾 部 内 面 に 櫛 描 簾

状 文 が あ る 。

で 仕 上 げ る 。

1 1 3 ′′ ′′

16 ．1 直 立 気 味 の 頸 部 に 続 く口 縁 部 は ゆ ロ 綾 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 頸 上 胴 部 に 1 粂

（ 6 ．1） る く　 反　 る 。 ロ　 。 に 対 日 が あ ロ　　　 は タ テ パ ケ の　 と に ナ デ で の へ ラ ． 彩
る 。 仕 上 げ ， 内 面 は ナ デ で あ る 。 を 施 し， そ の

下 に刺 突 文 を

め ぐ らす 。

1 1 4 ′′ 〝

18 ．0 か な り鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 3．2） 口唇 部 に 刻 目 を 施 す 。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ナ デ

で あ る 。

1 1 5 ′′ 〝

13 ．0 は ば 直 立 気 味 に 立 ち 上 が る 頸 部 に

士

口 縁 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 頸

（ 7 ．0） 続 く口 縁 。 は ゆ るや か に　 反 す る 。 部 は ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 、口 縁 で
口唇 部 に 刻 目が あ る 。 あ る。

1 1 6 ′′ 〝

1 5 ．2

（ 6 ．2 ）

わ ず か に 斜 行 す る頸 部 に 続 く ロ縁

部 は ゆ るや か に 外 反 す る。 口 唇 部

に 刻 目を 施 す 。

器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。 貼 付 口 縁 で あ る。

1 1 7 ′′ ′′

1 3 ．8

（ 7 ．2 ）
′′

器 表 面 が 剥 落 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。 貼 付 口 縁 で あ る。

1 1 8 ′′

′．

′′

15 ．0

（ 5 ．4 ）
′′

口 縁 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ ，頚 部

は ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼 付 口 縁 で あ

る 。

1 19 〝 ′′

2 0 ．8

（ 4 ．6 ）

わ ず か に 外 反 す る頸 部 に 続 く口 縁

部 は 鋭 く外 反 す る。 口 唇 部 に 刻 目

を 施 す 。
′′

1 2 0 ′′ ′′

2 6 ．0
鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る。 口 唇 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ 施 文 は パ ケ 状

（ 4 ．0） 口 に′、　 目　 に 対 日 を入 れ る 。 口 コ ナ デ で　　　 ．　　 は ヨ コ パ ケ ノ、 で　 して
縁 口 内 面 に は パ ケ状 原　 で 羽 、 の あ と に ヨ コ ナ デ で　 上 げ る　 貼 い る 。

を 施 す 。 0付 口 縁 で あ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

U 径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 S R　 2 ＝ヒ官E

2 0 ．8 か な り鋭 く外 反 す る ロ縁 部 で あ る。 口縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

（ 5 ．0 ） 口　 。 に ハ ケ　 ノ、 に よ る刻 目を 内　 は ヨ コ ハ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ
施 す 。 で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 2 2 ′′ ′′

2 6 ．9 鋭 く外 反 す る 口 綾 部 で 口 唇 部 に ハ 口綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

（ 4 ．6 ） ケ 状 原 体 に よ る 刻 目 を 施 す 。 付 口縁 で あ る 。

1 2 3 ′′ 〝

3 1 ．0 か な り鋭 く外 反 す る 口縁 部 で あ る。 口 綾 部 外 面 は タ．テ ハ ケ の あ と に ヨ 広 口 壷 で あ る。

（ 2 ．8 ‘） 口唇 部 に列 点 文風 の 刻 目が あ る。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コナ デ

で 仕 上 げ る 。

1 2 4 ′′ ′′

1 9 ．4 や や 斜 行 す る頸 部 に 続 く口 縁 部 は 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で仕 上 げ ， 頚 部

（ 7 ．8 ） 鋭 く　 反 す る。 口 唇 。 に 刻 目 を 施 は ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 、口 縁 で あ
し ，頸 部 下 端 に 1 条 の 貼 付 突 貫 が

あ る 。

る 。

1 2 5 ′′ ′′

2 4 ．2 鋭 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る。 口 唇 口 縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

（ 4 ．5 ） 。 に 刻 目 を 施 し ， 口縁 。 内面 に 櫛 内 面 は ヨ コ ハ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ
状 原 体 で 扇 形 文 を め ぐ らす 。 で 仕 上 げ る。 貼 付 口縁 で あ る 。

12 6 ′′ 〝

1 6 ．5

（ 4 ．2 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ縁 部 で あ る。 ロ縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は 器 表 面 が
磨 耗 し ，不 明 で あ る 。 貼 付 口 縁 で

あ る 。

12 7 ′′ ′′

1 5 ．1

（ 4 ．2 ）

鋭 く外 反 す る 口 綾 部 で あ る 。 口綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ ・

の あ とに ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 貼
付 口 縁 で ．あ る 。

1 2 8 ′′ ′′

15 ．3

（ 3 ．9 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。

”

1 2 9 ′′ ′′

15 ．6

（ 2 ．2 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 ／′

1 30 〝 ′′

1 2 ．0

（ 4 ．4 ）

ゆ るや か に外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，貼 付

口 縁 で あ る 。

1 3 1 ′′ ′′

15 ．1 直 立 す る 頚 部 に 続 く ロ 縁 部 は 鋭 く ロ 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 5 ．7） 外 反 す る。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ パ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 貼
付 口 縁 で あ る 。

1 3 2 ′′ 〝

16 ．0

（ 3 ．4 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 器 表 面 が磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。

1 3 3 ′′ ′′

1 5 ．9

（ 3 ．0 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 ロ 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ パ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼
付 口 縁 で あ る 。

1 3 4 ′′ ′′

1 7 ．0 わ ず か に 外 反 す る頚 部 に 続 く口 縁 ロ 綾 部 外 面 は タ テ ハ ケ の あ と に ヨ

（ 5 ．4 ） 部 は鋭 く外 反 す る 。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内面 は ヨ コ パ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 頸
部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で

仕 上 げ る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 3 5 ′′ ′′

16 ．2

（ 2 ．0 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 ロ 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。
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庭 径
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1 3 6 S R　 2 ＝土＝宝E

14 ．0

（ 3 ．1 ）

鋭 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。 口縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

内 面 は ヨ コ パ ケ の あ と ヨ コ ナ デ で

仕 上 げ る。 貼 付 口縁 で あ る 。

1 3 7 〝 ′′

2 0 ．2

（ 3 ．1 ）

／′ ロ 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ
の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

1 3 8 〝 〝

1 8 ．5 ゆ る や か に 外 反 す る 頚 部 に 続 く口 ロ 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ， 頸 部 口 唇 部 は ヨ コ

（ 5 ．6 ） 綾 部 は 鋭 く外 反 す る 。 は ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 付 口縁 で あ

る 。

ナ デ に よ り偽

凹 線 文 風 に な

る 。

1 3 9 〝 〝

1 7 ．2

（ 3 ．2 ）

鋭 く外 反 す る 口綾 部 で あ る 。 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

14 0 ′′ ′′

1 8 ．4 ゆ る く外 反 す る頚 部 に 続 く口 縁 部 器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

（ 6 ．2 ） は 鋭 く外 反 す る 。 る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 4 1 〝 ′′

1 5 ．0

（ 3 ．4 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内面 は ヨ コ ナ デ
で仕 上 げ る 。 貼 付 口縁 で あ る 。

1 4 2 ′′ ′′

17 ．8

（ 3 ．9 ）

鋭 く外 反 す る ロ 縁 部 で あ る 。 器 表 面 が 剥 落 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る。 貼 付 口 縁 で あ る。

1 4 3 ′′ 〝

18 ．0

（ 4 ．8 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ綾 部 で あ る 。 口縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コナ デ
で 仕 上 げ る。 貼 付 □ 縁 で あ る 。

1 4 4 ′′ ′′

1 1 ．6

（ 4 ．4 ）

ゆ るや か に外 反 す る 口綾 部 で あ る 。 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 頸

部 は ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼 付 口 縁 で

あ る 。

1 4 5
′′ 〝

1 7 ．9 ゆ る く外 反 す る 頸 部 に続 く 口縁 部 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 7 ．2） は 鋭 く外 反 す る 。 コナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る。 頸 部 外 面 は タ テ ハ ケ

の あ と に ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ナ

デ 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

14 6
′′ ′′

2 0 ．7

（ 5 ．9 ）

ロ 頸 部 は鋭 く外 反 す る 。 器 表 面 が 磨 耗 し， 調 整 は 不 明 で あ

る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

14 7
′′ 〝　′

1 1 ．1 や や 斜 行 す る 頚 部 に 続 く ロ 綾 部 は ロ 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ， 頸 部

（ 3 ．8 ） 鋭 く外 反 す る 。 は ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 付 口縁 で あ

る 。

1 4 8
〝 ′′

2 0 ．7

（ 3 ．7 ）

鋭 く 外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

1 4 9 ′′ 〝

19 ．5 ゆ る や か に 外 反 す る頸 部 に続 く口 ロ 縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

（ 6 ．9） 縁 部 は 鋭 く外 反 す る 。 内面 は 横 方 向 の へ ラ磨 き で 仕 上 げ

る。 頸 部 は ナ デ で あ る。 貼 付 口 縁

で あ る 。

1 5 0 ′′ 〝

1 1 ．5 直 立 気 味 の 頸 部 に 続 く口 綾 部 は ゆ 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 5 ．6） る や か に 外 反 す る 。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ パ ケ

の あ と に ヨ コナ デ で あ る 。 頸 部 は

ナ デ で 仕 上 げ る 。貼 付 口 縁 で あ る d
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高
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庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 5 1 S R　 2 ＝土ご璽

1 9 ．8

（ 3 ．7 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 ロ 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ナ デ
で 仕 上 げ る 。 貼 付 口縁 で あ る 。

1 5 2 ′′ ′′

1 2 ．7 や や 斜 行 す る 頸 部 に続 く ロ 綾 部 は ロ 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

・．・．．J（ 5 ．2 ） 鋭 く外 反 す る 。 コ ナ ァ で仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ハ ケ

の あ と に ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 貼

付 口 縁 で あ る 。

15 3 ／′ 〝

17 ．3

（ 1 ．9 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ナ デ

で あ る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

15 4 ′′ ′′

2 0 ．1 ゆ るや か に 外 反 す る頸 部 に続 く口 口 綾 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ ，頸 部

（ 7 ．9） 縁 部 は 鋭 く外 反 す る 。 は ナ デ で 仕 上 げ る 。 口唇 部 は ヨ コ

ナ デ に よ り凹 ん で い る 。 貼 付 口 縁

で あ る 。

1 5 5 ′′ ′′

1 6 ．0 直 立 す る頸 部 に 続 くロ 縁 部 は 鋭 く ロ 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ 上 胴 部 外 面 に

（ 2 ．8 ） 外 反 す る 。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ パ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口縁 で あ る 。

煤 状 炭 化 物 が

付 着 す る。

1 5 6 ′′ 〝

24 ．6 鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る。 口 縁 ロ 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 貼 や や 広 口 の 壷

（ 2 ．9） 部 外 面 に 刻 目を 施 す 。 イ寸口 縁 で あ る 。 で あ る 。

1 5 7 〝 ′′

1 5 ．8 ゆ る や か に外 反 す る 口 縁 部 外 面 に 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 3 ．2 ） 刻 目を 施 す 。 コナ デ で 仕 上 げ ， 内面 は ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 5 8 ′′ 〝

2 3 ．8

（ 1 ．6 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口縁 で あ る 。

1 5 9 ′′ ′′

2 4 ．4

（ 3 ．8 ）
′′

口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 口

唇 部 は ヨ コ ナ デ に よ りや や 凹 ん で

い る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 6 0 〝 〝

2 2 ．8 －

（ 2 ．8 ）
′′

口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内面 は ヨ コ ナ デ

で あ る 。 貼 付 口 縁 で あ る。

1 6 1 〝 〝

2 4 ．3

（ 1 ．7 ）

／′
器 表 面 が 磨 耗 し ，調 整 は 不 明 で あ

る 。

1 6 2 〝 ′′

2 2 ．9

（ 3 ．3 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ綾 部 で あ る 。 口綾 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

内 面 は ヨ コパ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

や や 広 口 の 壷

で あ る 。

1 6 3 ′′ ′′

2 4 ．3

（ 3 ．9 ）
〝

ロ縁 部 外 面 は タ テ ノ、ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼
付 口 縁 で あ る 。

1 6 4 〝 ′′

2 2 ．5

（ 4 ．5 ）
〝

器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は不 明 で あ

る。 貼 付 口 縁 で あ る。

ロ綾 部 内 面 に

黒 斑 が あ る 。

16 5 〝 〝

2 0 ．9

（ 4 ．9 ）

ゆ るや か に 外 反 す る ロ縁 部 で あ る 。 口 縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

内面 は ヨ コ パ ケ の あ と に ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 6 6 S R　 2 ＝量ご宝E

2 4 ．2

（ 5 ．3 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ
の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

1 6 7 〝 ′′

2 2 ．8

（ 3 ．1 ）

ゆ るや か に外 反 す る ロ 縁 部 で あ る 。 ロ 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼

付 口 縁 で あ る 。

1 6 8 〝 ′′

2 3 ．5

（ 3 ．4 ）

か な り鋭 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。 ′′

1 6 9 〝 〝

1 8 ．5

（ 4 ．8 ）

ゆ る や か に 外 反 す る 頸 部 に 続 く 口

綾 部 は 鋭 く外 反 す る 。 〝

1 7 0 〝 （′

1 3 ．8

（ 3 ．7 ）

ゆ るや か に外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コパ ケ

の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼
付 口 縁 で あ る 。

1 7 1 〝 〝

1 8 ．1 斜 行 す る頸 部 に 続 く口 縁 部 は ゆ る 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 5 ．9 ） く外 反 す る 。 コナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コナ デ

で あ る 。 頚 部 は ナ デ で 仕 上 げ る 。
貼 付 口 縁 で あ る 。

1 7 2 ′′ 〝

1 2 ．6

（ 3 ．1 ）

ゆ るや か に外 反 す る ロ 綾 部 で あ る 。 器 表 面 が 磨 耗 し ，調 整 は 不 明 で あ

る。 貼 付 口縁 で あ る 。

1 7 3 ′′ 〝

1 4 ．0

（ 3 ．0 ）

′′
口 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 貼

付 口縁 で あ る 。

1 7 4 〝 〝

1 5 ．4

（ 3 ．3 ）
〝 ′′

1 7 5 〝 〝

1 5 ．4

（ 2 ．7 ）

鋭 く外 反 す る 口縁 部 で あ る 。 ′′

1 7 6 〝 〝

1 7 ．0

（ 4 ．0 ）

ゆ るや か に外 反 す る 口 綾 部 で あ る 。 〝

1 7 7 〝 〝　　■

1 2 ．1 や や ゆ る や か に 外 反 す る ロ 縁 部 で 口 縁 部 外 面 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，

（ 3 ．1） あ る 。 内 面 は ヨ コパ ケ の あ と に ヨ コ．ナ デ

で 仕 上 げ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 7 8 〝 〝

1 5 ．0

（ 2 ．7 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 ロ 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。貼

付 口 縁 で あ る 。

1 7 9 〝 ′′

1 4 ．8

（ 2 ．7 ）

や や ゆ るや か に 外 反 す る ロ 綾 部 で

あ る 。

口縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 口 縁 部 外 面 に

煤 状 炭 化 物 が

付 着 す る 。

1 8 0 〝 ′′

6 ．9 ゆ る や か に 外 反 す る 口 綾 部 に 卵 型 口綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ， 胴 部 完 形 で あ る 。

1 5 ．7

1 1 ．4

4 ．5

の 胴 部 が 続 く形 態 で あ る 。 外 面 は ヨ コ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内面 は ナ デ で あ る 。 貼 付 ロ

縁 で あ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

18 1 S R　 2 ＝ヒ’己E

1 6 ・4

（ 3 ．0 ）

ゆ るや か に外 反 す る 口綾 部 で あ る。 ロ 綾 部 は パ ケ 調 整 の あ と に ヨ コ ナ

デ で 仕 上 げ る。 貼 付 口縁 で あ る 。

18 2 〝 ′′

1 6 ．8

（ 4 ．2 ）

′′
口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

1 8 3 〝 〝

19 ．8

（ 7 ．6 ）

′′
器 表 面 が磨 耗 し ， 調 整 が 不 明 で あ

る 。 貼 付 口 縁 で あ る 。

18 4 〝 ′′

17 ．0

（ 3 ．7 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る。 ロ 綾 部 外 面 は ヨ コ ハ ケ の あ と に ヨ

コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ヨ コ ナ デ

で 仕 上 げ る 。 頸 部 外 面 は ナ デ で 仕

上 げ ， 内面 は 縦 方 向 の ナ デ 。貼 付

口 縁 で あ る 。

18 5 ′′ ′′

17 ．0 直 立 す る 頸 部 に 続 く ロ 綾 部 は鋭 く 口 綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 貼 薄 手 の 壷 で あ

（ 3 ．3） 外 反す る。 口唇 部 に 刻 目 を 施 す 。 付 口 縁 で あ る 。 る 。

18 6 〝 〝

2 1 ．6

（ 4 ．0 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口 綾 部 で あ る 。 ロ 縁 部 外 面 は パ ケ 調 整 の あ と に ヨ ′′
口 唇 部 下 端 に 刻 目 が あ る 。 コ ナ デ で 仕 上 げ ， 内面 は ヨ コ ナ デ

で あ る。 貼 付 口 縁 で あ る 。

1 8 7 〝 ／′

2 0 ．0 鋭 く外 反 す る 口 琢 部 で あ る。 口 唇 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

一す

薄 手 の 壷 で あ

（ 4 ．0 ） 。　　 に 対 日 が　 る 。 口　 。 コナ デ で　　 ．　　 は ヨ コ ナ 丁 る 。 ロ　 ロ

に 2 条 の 微 隆 起 帯 が あ る 。 で あ る 。 面 に櫛 描 直 線

文 が あ る 。

1 8 8 ′′ ／′

2 0 ．6

（ 4 ．8 ）

ゆ るや か に外 反 す る ロ 縁 部 で あ る 。

口唇 部 に 刻 目が あ る。 口 綾 部 外 面

に 2 条 の 微 隆 起 帯 が あ る 。

口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 薄 手 の 壷 で あ

る 。

1 8 9 〝 ′′

2 0 ．2

（ 3 ．7 ）

ロ綾 部 は 鋭 く外 反 す る。 口 唇 部 に

刻 目が あ り ， 口綾 部 外 面 に 2 条 の

微 隆 起 帯 が あ る 。

′′ 〝

1 9 0 ′′ 〝

1 9 ．7 か な り鋭 く外 反 す る ロ 縁 部 で あ る 。 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。貼 〝

（ 2 ．2 ） 口唇 部 に 刻 目 が あ る 。 口縁 部 外 面

に 2 条 の 微 隆 起 帯 が あ る 。

付 口 縁 で あ る 。

1 9 1 ′′ ′′

2 0 ．8

（ 2 ．8 ）

鋭 く外 反 す る ロ 縁 部 で あ る 。 口縁

部 外 面 に刻 目 を 入 れ ， そ の 下 に 2

条 の 微 隆 起 帯 を め ぐ ら し， 列 点 文

を 加 え る 。

′′
′′

1 9 2 〝 ′′

1 9 ．5

（ 2 ．7 ）

鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。 口唇

部 下 端 に刻 目 を 入 れ る 。 ロ綾 部 外

面 に 1 条 の 微 隆 起 帯 が あ る 。

口綾 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 薄 手 の 壷 で あ

る。 ロ 縁 部 外

面 に 縦 方 向 の

へ ラ描 短 直 線
が あ る 。

1 9 3 〝 ′′

2 3 ．4

．（ 1 ．5）

鋭 く外 反 す る 口縁 部 で 口 唇 部 下 端

に 刻 目 を 入 れ ， そ の 下 に 1 条 の 微

隆 起 帯 を め ぐ らす 。

′′ ロ 縁 部 外 面 に

縦 方 向 の 棒 状

浮 文 が あ る 。

薄 手 の 壷 で あ

る 。

1 9 4 〝 〝

2 7 ．0

（ 1 ．7 ）

非 常 に鋭 く外 反 す る ロ縁 部 で 口 唇

部 に 刻 目 を め ぐ らす 。 ロ 綾 部 外 面

に 2 条 の 微 隆 起 帯 が あ る。

〝
薄 手 の 壷 で あ

る 。

1 9 5 ′′ ′′

2 0 ．6

（ 2 ．6 ）

ほ ば 直 立 気 味 に ゆ る く外 反 す る 口

縁 部 で あ る 。口 唇 部 に 刻 目 を 施 す 9 ′′
薄 手 の 壷 で ，

ロ 縁 部 外 面 に

煤 状 炭 化 物 が

付 着 す る 。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

196 S R　 2 士璽E

16 ．6 ゆ るく外 反す る頸 部に続 く口綾 部 口綾部外 面は ヨ コナデ で仕上 げ ， 口頚 部外 面に

（5 ．4 ） はなめ らかに　　　 る。 ロ　 ロ ロ　　　 はナ デで　 る。ロ　 ロ ロの
端 に刻 目があ る。 面は器 表面が磨 耗 し，調整が 不明

であ る。

浮 文が ある。

薄手 の壷 であ

る。

197 〝 ′′

11 ．0 ゆるやかに外反す る 口頸 部で ある。

ノ　　　　　　 ・出・
ロ綾 部は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 薄手 の壷 か ？

（6 ．0 ） 口縁部外 面には 2 条の微 隆起宵 が
あ る。

は ナデで仕上 げ る。

198 ノ／ ′′

12 ．1 直立気 味の頸部 に続 く口縁部 はゆ 器表 面が磨 耗 し，調 整が不 明で あ

（6 ．5） るやか に外反す る。 ロ縁 部外面 に
列点文 を施 し，その下 に突帯 を貼
付す る。

る。

199 ／′ ′′

12 ．4 内湾 して屈曲す る頸部 に続 く口縁 口綾 部は ヨコナデ で仕上 げ，頸 部

（7 ．0） 部は ゆるやか に外反す る。 は ナデで仕上 げ る。

200 ′′ ′′

13 ．8 かな り鋭 く外反す る口縁部で あ る。 ロ縁 部は ヨコナデ で仕上 げ る。 口縁部 内面 に

（2 ．3） 口縁部 内面 に櫛 状原体 に より山形

文を め ぐらす 。

貼付 口縁で あ る。 1 条の 沈線を

入れ ，施文部
位 の 区画を し

てい る。

20 1 〝 〝

19 ．0

（ 3 ．2）

鋭 く外 反す る口縁部 であ る。 口縁

部 内面 には幅 の狭い 2 条の貼 付突
帯をめ ぐらし，その上にへ ラ描列点
文を加 え る。

′′

20 2 ′′ ′′

17 ．1 ゆ るやかに外 反す る頸 部 に続 く口 口綾部外面 は タテハケの あ とに ヲ 口綾 部外面 の

（4 ．5） 。は　　　　　　 る。ロ　 ロ コナデで　　 ．　　 は ヨコナデ 一にはパ ケ
に2　 のへ ラ ・、糸を　 し　 その 上 で あ る　　 。　　 は タテハケ のあ 、 によ る

I
にへ ラ状原体 で 刻 目を 施 す。

0
とにナデ で仕上 げ， 内面 はナ デで
ある。

圧痕がある。貼

付口縁であ る。

20 3 ′′ ′′

23 ．7 鋭 く外 反す るロ縁部 で一内面 に 3 条 口縁 部は ヨコナ デで仕上 げ る。

（2 ．5 ） の微 隆起帯 を施 して い る。 貼付 口縁 であ る。

204 ′′ ′′

14 ．3 直 立気味 の頸部 に続 く口縁 部はゆ 口縁部外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（4 ．7 ） るやか に　　　 る。ロ　 ロ　　　 に コナデ で　　 ，　　 は ヨコパケ
櫛描 波状文 があ る。 のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。頸

部はパ ケ調整 のあ とにナデ で仕上
げ る。貼付 口縁で ある。

205 ′′ ′′

11 ．2 かなり鋭 く外反す る口縁 部であ る。 ロ縁部 は ヨコナデで あ る。貼 付 口

（3 ．6 ） 口縁部 内面に櫛描 直線文 と扇形文

があ る。

縁で あ る。

206 ′′ ′′

16 ．3 ゆ るく外 反す る細 い頚部 に続 く口 ロ縁部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ

（7 ．1） ロは　　　　　　　 る。　 ロ に 即 コナ デで　　　 ，　　 は ヨ コハ ケ
描直線 文を施す 。 の あとに ヨコナデで仕 上 げる。頚

部 はナデで仕 上げ る。貼付 口縁 で

あ る。

207 〝 ′′

16 ．7 直立気 味の頸部 に続 くロ縁部 はゆ 口縁部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ 上胴部外 面昼

（14 ．3） るやか に　　　 る。 口　 。に 2 コナ デで　　 ，　　 は ヨコハ ケ タテパ ケで 工
の凹線文 があ る。 の あとに ヨコナデで仕 上 げる。頸

部 はパケ調整 のあ とにナデ で仕上

げ る。

上げ ，内面 は

ナデで あ る。

208 〝 ′′

27 ．6 ゆ るく外 反す る頸 部 に続 くロ縁 部 ロ縁 部外面 はタテパ ケの あとに ヨ

（12 ．9 ） は鋭 く外 反す る。 口唇部 に 3 条 の

凹線文を施す 。上胴部にへ ラ描列点

コナデで仕上 げ ，内面は ヨコナデ

で ある　 頸部外 面 はタテハ ケの あ
文を加 え る。 0

とにナデで仕 上げ ，内面 はナデで
あ る。

209
′′ ′′

2 1．9 かな り鋭 く外反 す る口縁部で 口唇 器表 面が磨耗 し，調 整が不 明で あ

（5 ．7） 部に 3 条の凹線 文が施 され る。 る。

210
′′

l
′′

22 ．0 ゆ る く外反す る頚部 に続 くロ縁部 ロ縁部外面 は タテパケの あ とに ヨ

（8 ．4） は重　く　 反　 る。 ロ　 ロ　に 4　 の コナデで　 上げ ，　　 は ヨコナデ
凹線文 がめ ぐ らされ る。 であ る。頸 部外面 は タテパケの あ

とにナデ で仕上 げ， 内面 はナデ で

ある。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 11 S R　 2 ＝ヒ寛

21 ．8 かな り鋭 く外 反す る口縁部 で口唇 口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ

（5 ．1） ロ に 5　 の 凹　　 が あ る。 口縁 ロ コナ デで仕上 げ， 内面 は ヨコパケ
外面 にヘ ラ描 列点 文がめ ぐらされ

る。

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。

2 12 〝 ′′

14 ．3 直立気 味の頸 部に続 く口縁 部はゆ ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 頸 部外面 には

（7 ．0） るや かに外反す る。 口唇部 に 4 条

の凹線 文を施 し、 その上 に刻 目を
部分 的に入れ る。

はナデ で仕上 げる。 パ ケ状原体 で
羽状 文を施 す 。

2 13 〝 〝

16 ．6 わずか に斜行す る頸部 に続 く口縁 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 口唇 部に 円形

（8 ．9） 部は鋭 く　 反す る。上 胴部 もやや はナデで 仕上 げる。上胴 部　 面は の竹管 文を施
る。 ロ　 ロに 1　 の 、、凹 タテハ ケの　　 にナデ で
入れ る。 I内面は ナデで ある。 0　　　　ロ

に も刺突文 を
め ぐ らす。

2 14 ′′ 〝

18 ．2

（ 3 ．1）

鋭 く外反 す るロ縁部で 口唇部 に 2

条 の偽 凹線文を施 す。 口唇部 に円
形 竹菅 文がみ られ ，口縁部外 面に

は列点 文があ る。

口綾 部は ヨコナデで仕 上げ る。

215 〝 ′′

13 ．7

（ 2 ．9）

直立気 味の頚部 に続 く口綾部 はゆ

るやか に外反す る。 口唇 部 に 2 条

の偽凹 線文が ある。

′′

2 16 〝 ′′

18 ．8

（ 2 ．5）

ゆ るや かに外反 す るロ綾部で 口唇
部に 2 条の凹線 文が ある。

′′
ロ縁部 内面 に

小 さな黒斑 が
あ る。

2 17 〝 〝

17 ．2

（ 3 ．0）

かな り鋭 く外反 す る口綾部で 口唇
部に 2 条の凹線 文が ある。

′／

2 18 〝 ′′

15 ．4 直立す る頸部 に続 く口縁部 は鋭 く 口縁部 は ヨコナデで仕上 げ る。 頸

（4 ．2） 反 し，口　 。に 2　 の凹　　 が ロ　　　 はタテパ ケの　 とにナ デで
あ る。 仕 上げ ，内面 はナデで あ る。

2 19 〝 ′′

14 ．6 ゆ るや かに外反 す る口頸部で 口唇 口縁部外面 は タテハケ のあ とに ヨ

（7 ．3） 部に 3 条の偽 凹線文 があ る。 コナデで仕 上げ ，内面 は ヨコナデ

であ る。頚 部外面 は タテパケ のあ
とにナデ で仕上 げ， 内面 はナ デで

仕 上げ る。

220 〝 〝

17 ．0

（ 3 ．3）

ややゆ るやか に外 反す る 口縁 部で

口唇部 に 2 条の 偽凹線 文が ある。
ロ縁部 はヨ コナ デで仕上 げ る。

22 1 〝 ′′

14 ．1 斜行す る頚部 に続 くロ縁部 はかな 口綾部 は ヨコナ デで仕上 げ ，頸 部

（3 ．9） り鋭 く外 反す る‾。 口唇 部に 3 条 の
偽凹線 文があ る。

はナデで仕 上げ る。

222 ′′ 〝

13 ．3

（ 3 ．5）

ゆ るや かに外反 す る口縁部で 口唇
部に 3 条の凹線 文を施 す。

口縁部 は ヨコナ デで仕上 げ る。

223 ′′ ′′

15 ．2

（ 3 ．4）

直立気 味の頸部 に続 く口縁部 は鋭

く外反 す る。 口唇部 の縁取 りを し

て 2 条 の凹線文 を入れ る。

′′

224 ′′ ′′

16 ．4 ゆ るや かに外反 す る頸 部 に続 く口 口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ

（4 ．4） 縁部 は鋭 く外反 し，口唇部 に 2 条 コナデで 仕上げ ，内面 は ヨコパケ
の凹線 文を入れ る 。 のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。

225 〝 ′′

14 ．0 ゆ るや かに外反 す るロ頸部で 口唇 口縁部 は ヨコナデで仕上 げ ，頚 部

（6 ．1） 部に 2 条の凹線 文を入 れ る。 はナデで仕 上げ る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（c m ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

226 S R　 2 士宝E

18 ．0 直立気 味の頚 部に続 くロ縁 部は鋭 口綾部 はは ヨコナデで仕 上げ ，頸

（6 ．2 ） く　 反 し，口唇部 に 2　 の 偽凹 部　 面 は タテパ ケの あとに ナデで
文を施 す 。 仕 上げ ，内面 は ヨコパ ケのあ とに

ナデで仕 上げ る。

227 ′′ 〟

15 ．0 かな り鋭 く外反す る口縁部で あ る。 器 表面 が磨 耗 し，調整 は不明 であ

（5 ．0 ） 口唇部 に 2 条 の偽凹 線文が あ る。

頚部外 面 に櫛 描直線 文が残 る。

る。

228 ′′ 〝

10 ．8 ゆ るや かに外 反す る頸 部 に続 くロ 口縁部 は ヨコナデで仕上 げ ，頸 部 頚部下 端 にハ

（5 ．0 ） 縁部 は鋭 く外 反す る。口唇部 に 2

条の 凹線文が あ る。

はナデで仕 上 げる。 ケ状原 体 によ

る列点 文が め
ぐらされ る。

229 ′′ 〝

20 ．0 ゆ るや かに外反 す るロ頚部で 口唇 口綾 部 は ヨコナデで仕上 げ．頚 部

（5 ．3） 部に 1 条の凹 線文が残 る。 はナデで仕 上げ る。貼付 口縁で あ

る。

230 〝 〝

19 ．4 非 常 に鋭 く外反 す るロ縁部で 口唇 ロ綾 部は ヨ コナ デで仕上 げ る。

（3 ．5） 部に 1 条 の偽 凹線文 があ る。 貼付 口縁で あ る。

231 〝 〝

16 ．0

（ 2 ．4 ）

鋭 く外反 す る口綾部で あ る。 器表面 が磨耗 し，調整は不 明で あ

る。

232 ′′ 〝

17 ．4

（ 3 ．6 ）

かな り外反 す る口綾部で あ る。 器表面 が剥落 し，調整 は不 明であ

る。

233 〝 〝

11 ．7 直立 気味の頚 部 に続 く口綾 部はや 口綾部 は ヨコナデで仕上 げ ，頸部

（5 ．0 ） や ゆ るやか に外反 する。 はナデ で仕 上 げ る。

234 ′′ ′′

18 ．4 ゆ る く外反 して立 ち上が るロ頸部 口縁部外 面は タテハ ケのあ とに ヨ

（7 ．0 ） で ある 。 コナデで仕 上 げ， 内面 は ヨコハケ

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。

2 35 ′′ 〝

14 ．9 直立 気味 の頸部 に続 く口縁 部はゆ ロ縁部外 面は タテハ ケのあ とに ヨ 口頚 部外 面に

（6 ．7 ） るやか に外 反す る。 コナデで仕 上 げ， 内面 は ヨコパケ

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。頚
部はパ ケ調 整の あ とにナデ 。

大 きな黒斑 が
ある。

2 36 ′′ 〝

13 ．3 直立気 味の頚 部に続 く口綾部 は短 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頸部 頸 部上端 に も

（3 ．7 ） い が鋭 く外反 す る。 口唇部 に竹管
状工具による円形の 刺突文が あ る。

はナデで仕 上げ る。 刻 目が め ぐら

され る。

237 ′′ 〝

（11 ．1） 直立気 味 に立 ち上が る口頸部 に卵 頸 部外面 は タテパケの あとに ナデ

（23 ．6）

17 ．6

5 ．8

型の胴 部が続 く。 で仕 上げ ，内面 はナデで あ る。
胴 部は器表 面が磨 耗 し，調整 は不
明 であ る。

238 ′′ 〝

13 ．2 直立す る頚部 に続 く口縁部 はゆ る 器表 面が磨耗 し，調整 は不 明で あ

（6 ．の やか に外反す る。 る。

239 ′′ 〝

13 ．2

（ 3 ．5）

ややゆ るやか に外反す るロ頚部 で
あ る。

口縁 部は ヨコナデ で仕上 げる。

240
′′ 〝

15 ．4 わずか に外反気 味に立 ち上が る口 口縁 部外面 は ヨコナデで仕 上げ ，

（10 ．1） 頸部で ある。 内面 は ヨコハケの あ とに ヨ コナデ

で仕 上げ る。 頸部外 面 はタテパ ケ
の あとに ナデ， 内面は ナデで仕上
げ る。
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挿 図番 号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（c m ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

24 1 S R　 2 ＝量ご璽

14 ．7 ゆる く外反気 味 に立ち上 が る口頸 口綾部 は ヨコナデで仕 上げ ∴頸部

（5 ．5 ） 部 であ る。 はナ デで仕上 げ る。

242 〝 ′′

12 ．6

（ 5 ．7）

ゆ るやか に外 反 しなが ら立 ち上が

る頚部 に続 く口縁部 は短 いが ，鋭
く外反 す る。

′／

243 ′′ 〝

14 ．4 直立気 味に立 ち上 がる口頸部 に続 器表面 が磨 耗 し，調整 は不明 であ

（12 ．0） く上胴 部は張 りが弱 い。 る。

244 ′′ ′′

14 ．2 わずか に斜行 す る頚部 に続 く口縁 ロ縁部 は ヨコナデで仕上 げ ，頸 部 頸部外面 に縦

（5 ．0 ） 部は短 いが ，鋭 く外 反す る。 はナデで仕 上げ る。 方向の 2 条の

箆描沈線 があ

る。

245 〝 ′′

12 ．0 ゆ る く外反す る頸部 に続 く口縁 部 口綾 部外面 は タテパケの あ とに ヨ

（2 ．8 ） は短い が鋭 く外 反す る。 口唇部 は コナデで仕 上げ ，内面 は ヨコパ ケ
ヨコナデに よりやや くぼむ 。 の あとに ヨ コナ デで仕上 げ る。

246 ′′ ′′

8 ．6 はば直 立 しな が ら立 ち上が る細 長 ロ頸 部外面 は タテパケの あ とに縦 細 頸壷か ？

（11 ．5） い ロ頚 部に続 く上 胴部 は張 りが弱 方 向のへ ラ磨 きで仕 上 げ，内面 は

い。 ヨコパケのあとにナデで仕上 げる。
上胴 部は ナデで仕 上げ る。

247 〝 ′′

16 ．0 はば直立 す る頚部 に続 く口縁部 は 口縁 部外面 は タテパケの あ とにヨ 器 表面 が磨耗

（6 ．0 ） なめ らかに外反 す る。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコナデ

で あ る。頸 部は ナデで仕 上げ る。

も しくは剥落

す る。

248 〝 〝

16 ．4 かな り鋭 く外反 す るロ頸 部 に続 く ロ縁 部外面 は タテパケの あ とにヨ

（8 ．8 ） 上胴部 は張 りが 弱い。頸 部下端 に コナデで仕上 げ ，内面 はヨ コパ ケ
1 条の へ ラ描 沈線が あ る。 の あとに ヨコナデ で仕上 げ る。上

胴 部はナ デで仕上 げ る。上胴部 内
面は縦 方向の指 ナ デで仕上げ る。

249 〝 ′′

17 ．4 ゆ るく外 反 しなが ら立 ち上が る頸 口縁 部外面 は タテパケの あ とに ヨ 頚 部内面 に輪

（6 ．4 ） 部に続 く口縁部 はか なり鋭 く外 反 コナデで仕上 げ ，内面 はヨ コナ デ 積 み成形痕 が
す る。 で ある。頚 部外面 は タテパケの あ

とにナデ ，内面はナデで仕上 げる。
残 る。

250 ′′ ′′

17 ．0 直立 して立 ち上 が る頚 部 に続 く口 ロ綾 部は ヨコナデ で仕上 げ，頸部

（5 ．6 ） 縁部は ゆ るく外反 す る。 は ナデであ る。

2 51 ′′ 〝

27 ．0 ゆる く外反 して立 ち上が る頸部 に 口縁 部外面 はタテ パケの あとに ヨ

（6 ．3 ） 続 く口綾部はなめ らか に外 反す る。 コナデで仕上 げ ，内面は ヨコパケ

の あとに ヨコナデで仕 上 げる。

2 52 ′′ 〝

24 ．1 ゆる く外反 して立 ち上が る頸部 に 口縁部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ

（11 ．9 ） 続 くロ縁部はゆるやかに外 反す る。 コナデで仕上 げ， 内面 は ヨコナデ

であ る。頸部外 面 はタテハ ケのあ
とにナデで仕 上げ ，内面は ナデで
あ る。上 胴部は ナデ で仕上 げ る。

2 53 〝 〝

15 ．6

（ 4 ．8 ）

ゆる く外反 す る口縁部で あ る。 ロ綾部 外面 はタテパ ケの あとに ヨ

コナ デで仕上 げ ，内面は ヨコパケ
の あとに ヨコナデで仕 上 げる。
貼付 口縁で ある。

頸部 外面 に輪

積 み成形痕 が
残 る。

2 54 ′′ ′′

13 ．1 直 立気味 の頸部 に続 く口綾部 はゆ ロ縁 部外面 はタテパ ケの あとに ヨ 上胴 部内面 は

（8 ．3 ） る く外反す る。上 胴部の張 りは弱 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコパケ 縦方 向の指 ナ

デで仕上げ る。
貼付 口縁で あ

る。

い。 のあ とに ヨコナデで仕 上 げる。上

胴部外 面は タテパ ケのあ とにナデ
で仕上 げ る。

25 5 ′′ ′′

15 ．5 直 立気味 に立ち上 が る頸 部に続 く ロ縁部 外面は タテパ ケのあ とに ヨ

（8 ．2 ） ロ綾部は短 いが鋭 く外反 す る。 コナ デで仕上 げ ，内面 は ヨコナデ

であ る。‘上胴部 外面 は タテ ハケの
あ とにナデで仕 上げ ，内面 は ヨコ

パケの あ とに ナ・荒貼付 口縁で ある。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（c m ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

256 S R　 2 ＝ヒ宝E

20 ．8 直立気 味の頚 部に続 く口綾部 はゆ 口縁 部外面 は ヨコナデで仕 上げ ，

（8 ．0） るや かに　 反す る。上 胴部 の張 り 内面 は ヨコパケの あとに ヨ コナ デ
は弱い。頚部下端 にへ ラ描列点文が
あ る。

で仕 上げ る。 貼付 □縁で ある。

257 ′′ ′′

14 ．0 はば直 立気味 に立 ち上 が るロ頚部 器表 面が磨耗 し，調整 は不 明な点

（9 ．6） に続 く上胴 。は非常 に強 く張 り出 が多い が，上胴 部内面 は右下 が り
す 。 方 向のへ ラ削 りで仕 上げ る。

258 ′′ 〝

14 ．4 直立 して立 ち上 が る頚部 に続 く口 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ ，頚部 ロ頸部外面 に

（4 ．2） 綾部 はゆ るやか に外反す る。 は ナデで仕上 げ る。 煤 状炭化物 が

付 着す る。

259 ′′ ′′

14 ．6

（ 3 ．5）

かなり鋭 く外反す る ロ縁 部で ある。 器表 面が磨耗 し，調整 は不 明であ

るが ，口縁部 外面 にハケ 目痕 が残
る。

260
〝 ′′

15 ．9 はば直立 して立 ち上が る頸 部 に続 口縁部 外面 はタテパ ケのあ とに ヨ

（7 ．8 ） く口綾部 はゆ る く外 反す る。 コナ デで仕上 げ ，内面 は ヨコハケ

のあ とに ヨコナデで仕 上げ る。頚
部はパ ケ調整のあとにナデであ る。

261 ′′ 〝

1．3 ・7

（3 ．9 ）

ゆるやかに外反す る□縁部 であ る。 ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

26 2 ′′ ′′

18 ．8

（ 2 ．5 ）

かな り鋭 く外反す る口縁部で あ る。 ′′

26 3 ′′ ′′

17 ．0 はば 直立 して立ち上 が る頚部 に続 口縁 部外面 は タテパケの あ とに ヨ

（6 ．3 ） くロ縁部 はなめ らか に外反す る。 コナデで仕 上げ ，頚部外面 は ナデ

で あ る。 内面 は器 表面が磨 耗 し ，
調整 は不 明であ る。

264 ′′ 〝

27 ．8 ゆ る く外反 して立 ち上が る頸 部に
士

ロ綾 部外面 は タテパケの あ とに ヨ

（5 ．8 ） 続 くロ綾部 は鋭 く外反 す る。 口唇
部 に二枚貝 の腹綾部 で施文 した刻

コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコパケ

の あとに ヨコナデ で仕上 げ る
目があ る。 0頸部 はパ ケ調 整 のあ とにナデで あ

る。

26 5
′′ ′′

14 ．9

（ 2 ．9 ）

ゆ るやかに外反す る口縁部で あ る。 口縁 部は ヨコナ デで仕上 げ る。 喪の ロ綾部 か
もしれ ない 。

口綾部 外面 に
煤状炭化 物が
付 着す る。

266
〝 ′′

17 ．3

（ 3 ．5）

斜行す る頚部 に続 く口縁 部 は短 い

が鋭 く外反す る。 ′′

267 〝 〝

14 ．2 直立す る頸部 に続 くロ綾 部は ゆる ロ綾 部外面 はタ テパケの あと に ヨ

（4 ．7） やか に外反す る。 コナデで仕上 げ ，内面は ヨ コパ ケ

の あとに ヨコナデ で仕上 げる。頸
部外面 は タテパ ケのあ とにナデで

仕上 げ る。 頸部 内面は ナデ。

268
〝 ′′

11 ．1 斜 行す る頚部 に続 くロ縁 部はや や 器表面 が磨耗 し，調 整は不 明で あ

（4 ．1） ゆ るや かに外反 す る。 る。

269 ′′ ′′

13 ．9

（ 3 ．9 ）

ゆるやかに外反す る 口縁部 で ある。 ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。 喪の 口縁 部か
も しれ ない。

270 ′′ ′′

14 ．1 ． わ ずか に外 反 して 立ち上 が るロ縁 口綾部 外面 はタ テパケの あとに ヨ

（5 ．5 ） 部 であ る。 コナ デで仕上 げ ，内面は ヨ コナデ

で仕上 げ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

27 1 S R　 2 ＝土ご寛

11 ．4 ゆる く外反 す るロ綾部で やや胴 が ロ綾部外 面は ヨ コナデ で仕上 げ ，

（4 ．7） 張 る。 内面 は ヨコパ ケのあ とに ヨコナデ

で仕上 げ る。貼付 口縁 の名残 りを
と どめ る。

27 2
〝 ノ′

16 ．6 わず かに斜行 す る頚 部 に続 く口縁 ロ綾部 は粗い ヨ コナ デで仕上 げ ，

（5 ．9 ） 部 はゆ るや かに外 反す る。 頚 部 はナデで仕 上げ る。

273
′′ 〝

15 ．2 斜行 す る頚部 に続 くロ綾 部はか な 器表面 が磨耗 し，調整 は不明 であ

（4 ．9） り鋭 く外反す る。 る。

274
〝 〝

17 ．9

（4 ．8）

なめ らかに外反す るロ縁部 であ る。 口縁部は粗い ヨコナデで仕上げる。

275
′′

窺

21 ．6 如意 形に外反 す る口縁部 に続 く上 器 表面 が磨耗 し，調整 は不明 であ

（5 ．5） 胴部 の張 りは弱い 。 る。

276
′′ ′′

24 ．7 如意 形にゆ る く外反 す る口縁部で 口縁部外 面は粗 い タテパケの あと

（4 ．4） 胴 の張 りは弱 い 。 に ヨコナデで仕 上げ ，内面 は ヨコ

ナデで ある。

27 7 ′′ ′′

21 ．2 如意 形に非常 に鋭 く外反 す る口縁 器表面 が磨耗 し，調整 は不 明であ

（5 ．3 ） 部 で胴の張 りは弓凱 。ヽ る。

27 8 〝 〝

19 ．4 如意 形 にか な り鋭 く外 反す るロ縁 口縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ 上胴部 外面 に

（7 ．8 ） 部で胴 の張 りは弱い。 口唇部 に刻 コナ デで　 上 げ， 内面 は ヨコナデ 黒斑 があ る。
目を施す 。 で仕上 げ る。上 胴部外 面は タテパ

ケの あとに ナデで仕上 げ ，内面は

ナデ 。

27 9 ′′ 〝

21 ．0 如意 形 にゆる く外 反す る口縁部で 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。上

（4 ．6 ） 口唇 部 に刻 目を施 す 。 胴部外 面はナ デで仕上 げ ，内面は

ヨコパケのあとにナデで仕上げる。

280 〝 〝

20 ．0

（ 2 ．5 ）
′′ 口綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。

281
′′ ′′

21 ．9 如意 形に ゆる く外 反す る口綾部で ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

（3 ．2 ） あ る。上胴部 に 3 条のへ ラ描沈線 が
ある。

器表面 が磨耗 す る。

282
′′ 〝

23 ．0 如 意形 にゆるやか に外反 す る口縁 ロ縁部 外面 は ヨコナデで仕 上げ ，

（3 ．5 ） 。であ る。口 。に対 日を　 し ，上 は ヨコパ ケの あとに ヨコナデ
胴部 に 6 条の へ ラ描沈線がある。 で仕上 げ る。上胴 部は ナデで仕 上

げる。

283
〝 〝

20 ．9

（ 4 ．0 ）

逆L 字状 口縁の喪 でやや 胴が張 る。 ロ縁 部は ヨコナデで仕 上 げ，上胴
部 はナデで仕 上げ る。

2糾
〝 ′′

24 ．5 逆 L 字状 口縁 の嚢で 口唇 部 に刻 目 ロ綾部は丁寧 なヨコナデで仕上げ ， 胎土 は精選 さ

（3 ．9 ） を施す。上胴部に10条のへ ラ描沈線

を施す 。

胴部 は丁寧 なナデ で仕上 げる。 れ ，焼成 も非
常 に良好 な精

製の喪であ る。

285
〝 ′′

16 ．0

（ 4 ．4 ）

如 意形 にゆ るや かに外反 す る口綾
部 であ る。

口縁 部は ヨコナデ で仕上 げる。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

286 S R　 2 璧

20 ．8 如意形 にゆ るや かに外反 す る口縁 口綾 部は ヨコナデで仕 上げ ，上胴

（9 ．8 ） 部に続 く胴部 はやや張 り出す。 上

胴部に 3 条の微隆 起帯が あ る。

部 はナデで仕 上げ る。

287 〝 ′′

17 ．4 如 意形 に鋭 く外反 す る口縁部で 胴 口綾部 外面は タテパ ケのあ とに ヨ

（6 ．4 ） の　　 は弱い。 口唇 。に対 日を施 コナ デで　 上 げ， 内　 は ヨコナデ
し，上胴部に 1 条 の突帯が あ る。 で仕上 げ る。上 胴部 はナデで 仕上

げ る。 貼付 口縁 であ る。

28 8 〝 〝

14 ．9 如意 形 にややゆ るやかに外 反す る
士

口縁部 は ヨコナデで仕上 げ ，上胴

（7 ．4 ） 口綾部 に続 く胴部 は張 りが弱い 。 部は ナデで仕上 げ る。

289 ′′ 〝

12 ．6 如意形 に ゆる く外反 す る口綾 部 に
士

ロ縁部 は ヨコナデで仕上 げ ，上胴 やや小 型の窺

（8 ．9 ） 続 く胴部 は張 りが弱 い。 部 は ナデで仕上 げ る。 口唇部 は ヨ

コナデ で仕上 げる。
で ある。上胴
部 内面 にか な
り大 きな黒斑
があ る。

290 〝 〝

13 ．4 如意形 にか なり鋭 く外反 す るロ縁 口綾 部外面 は・ヨコナデで仕 上 げ ， 貼 付 口縁の喪

（15 ．8）

13 ．1

ロで 同の　　 の弓　い　 同の ロロが は ヨコパケ の　 とに ヨコナデ で下胴 部外面

にかな り大 き
な黒斑がある。

続 く。 で仕 上げ る。胴部 外面は タテパ ケ

の あとに ナデで仕 上げ ，内面は ナ
デで仕 上 げる。

291 ′′ ′′

14 ．0 くの字状 に鋭 く外反す る口縁部 に
士

口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ，上胴 跳 び上 が り口

・（3 ．9 ） 続 く上 胴部はや や張 り出す。 口唇
部の綾取 りを して 2 条の 凹線文 を

入れ る。

部は ナデで仕 上げ る。 縁 であ る。

292 〝 ′′

16 ．0

（ 3 ．4 ）

くの字状 にかな り鋭 く外反 す る白

綾 部で 口唇部 に 3 条の凹 線文を施
す 。

ロ綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。
′′

29 3 ′′ ′′

16 ．8

（ 2 ．4 ）

くの字状 に鋭 く外 反す る口綾部で

口唇部 の綾 取 りを して 2 条 の凹線
文 をめ ぐ らす 。

′′ ′′

294 ′′ ′′

15 ．2 くの字状 に鋭 く外 反す る口綾 部で ロ綾部は ヨコナ デで仕上 げ る。 上

′′（3 ．3 ） 口唇 部 に 2 条の偽 凹線文を施 す 。 胴 部外面 はタ テパケの あと にナデ

で仕 上げ ，内面 はナデで あ る。

295 〝 〝

14 ．8 くの字 状 にかな り鋭 く外反 す るロ 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ る。上

（3 ．7） 縁部 で 口唇 部に 2 条 の凹線 文を施 胴部 外面 は タテパケ のあ とにナデ

す 。 で仕 上げ ，内面 は横方 向のへ ラ削

りであ る。

296 ′′ 〝

15 ．2

（ 2 ．5）

くの字 状 に鋭 く外反 する ロ縁 部で

口唇 部に 3 条 の凹線文 を施す 。
口綾 部は ヨコナデ で仕上 げ る。 跳び上 が り口

縁で ある。

297 〝 〝

12 ．9 くの字 状に鋭 く外反す るロ縁部 で 口綾 部は ヨコナデ で仕 上 げる。上

′′（2 ．6 ）、 口唇部 に 2 条 の偽凹線文 が施 され 胴部外 面は タテパ ケのあ とにナデ
る。 で仕上 げ ，内面は ナデで ある。

298 〝 〝

13 ．8

（ 3 ．2 ）

くの字状 に非常 に鋭 く外 反す る口

綾部で 口唇 部の縁 取 りを して 2 条

の凹線文 を施す 。
〝

や や跳び 上が
り口縁であ る。

29 9 〝 ′′

14 ．4

（ 2 ．4 ）

くの字状に鋭 く外 反す るロ縁部で ，

口唇部の縁取 りを して 3 条 の偽 凹
線 文を施す 。

口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

300
′′ 〝

13 ．1 くの字状 にやや鋭 く外反す る 口縁 口縁部 は ヨコナデで仕上 げ る。上 跳び 上が り口
（2 ．8） 部 で口唇 。の縁取 りを して 3　 の 胴部　 面 は タテパケの あ とにナデ 縁で ある。

偽 凹線文を施 す 。 で仕上 げ，内面 はナデ であ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

30 1 S R　 2 窺

15 ．2

（ 3 ．1 ）

くの 字 状 に ゆ るや か に 外 反 す る 口

縁 部 で あ る 。 口 唇 部 の 綾 取 りを し

て 3 条 の 凹 線 文 を ．施 す 。

口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

3 0 2 〝 ′′

1 3 ．6

（ 3 ．1 ）

くの字 状 に や や ゆ る や か に 外 反 す

る 口 縁 部 で 口 唇 部 の 縁 取 りを し て

2 条 の 偽 凹 線 文 を 施 す 。

／′
口 縁 部 外 面 に

煤 状 炭 化 物 が

付 着 す る。

3 0 3
〝 ′′

1 2 ．5 く の字 状 に ゆ るや か に 外 反 す る 口 口 縁 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

（ 3 ．5 ） ロ で ロ　 ロ に 1　 の い凹 コ ナ デ で　 上 ， 内面 は ヨ コ パ ケ
施 す 。 の あ と に ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

3 0 4

l

〝 ′′

17 ．4 くの 字 状 に鋭 く外 反 す る ロ 縁 部 で ロ 縁 部 外 面 は タ テ ハ ケ の あ と に ヨ

（ 3 ．0） 口唇 。 を 拡　 し 2　 の 凹　　 を 施 コ ナ デ で　 上 げ ，　　 は ヨ コ ナ デ
す 。 で あ る 。

3 0 5
′′ ′′

1 3 ．3

（ 2 ．6 ）

くの 字 状 に鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で

口唇 部 を 拡 張 して ， 2 条 の 偽 凹 線
文 を 施 す 。

口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 跳 び 上 が り 口

縁 で あ る。

3 0 6
〝 ′′

1 2 ．1

（ 2 ．9 ）

くの字 状 に鋭 く外 反 す る 口 縁 部 で

口唇 部 が や や く ぼ ん で い る 。
′′ ′′

3 0 7
′／ 〝

1 6 ．2

・（ 3 ．5 ）

くの 字 状 に ゆ る く外 反 す る ロ縁 部

で 口唇 部 に 2 条 の 偽 凹 線 文 を 施 す 。
′′

3 0 8 ′′ ′′

1 6 ．9 くの 字 状 に か な り 鋭 く外 反 す る ロ ・口縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 上

（ 4 ．5 ） 縁 。 で 口 唇 。 に 2 条 の 。凹　　 を 胴 。　　 は ナ デ で　 上 げ ，　　 は
施 す 。 横 方 向 の へ ラ 削 り で あ る 。

3 0 9 ′′ 〝

1 6 ．2

（ 3 ．0 ）

くの 字 状 に か な り 鋭 く外 反 す る 口

綾 部 で 口 唇 部 に 1 条 の 偽 凹 線 文 を

施 す 。

ロ縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。

3 1 0 ／′ ′′

14 ．8

（ 3 ．2 ） ′／

ロ綾 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 上

胴 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ

で 仕 上 げ ， 内 面 は 横 方 向 の へ ラ削
りで あ る 。

3 1 1 〝 ′′

1 6 ．6 くの 字 状 に か な り鋭 く外 反 す る ロ 口縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 上

（ 3 ，8） ロ で ロ　 ロ に 2　 の 。凹 糸　 が 胴 。　　 は ナ デ で　 上 げ ， 内面 は
施 され る 。 横 方 向 の へ ラ 削 りで 仕 上 げ る 。

3 1 2 〝 ′′

1 5 ．8 くの 字 状 に 鋭 く外 反 す る ロ 縁 部 で ロ縁 部 は ヨ コナ デ で 仕 上 げ る。 上

（ 4 ．5） 口 唇 部 に 1 条 の 偽 凹 線 文 が あ る 。 胴 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ

で 仕 上 げ ， 内 面 は 横 方 向 の ヘ ラ 削

り で 仕 上 げ る 。

3 13 〝 ′′

16 ．4 くの 字 状 に 非 常 に ゆ る く外 反 す る 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ，上 胴 口 唇 部 に 小 さ

（ 4 ．9） ロ 縁 部 で 口唇 部 に 3 条 の 偽 凹 線 文

が 施 さ れ る。 上 胴 部 は か な り 強 く

張 り 出 す 。

部 は ナ デ で 仕 上 げ る 。 な黒 斑 が あ る 。

3 14 ′′ ′′

1 5 ．6 くの 字 状 に か な り鋭 く外 反 す る ロ 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る。 上 口 縁 部 外 面 に

（ 5 ．1 ） 縁 。 で 口唇 。 に 2　 の 。凹 糸　 が 胴 。　　 は タ テ ハ ケ の あ と に ナ デ 煤 、 化　 が

あ る 。 で仕 上 げ ，内 面 は ナデ で 仕 上 げ る 。 付 着 す る。

3 1 5 ′′ 〝

1 8 ．5

（ 3 ．4 ）

くの字 状 に鋭 く外 反 す る ロ縁 部 で ，

口唇 部 を 拡 張 して 3 条 の 凹 線 文 を

施 す 。

ロ 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 跳 び 上 が り 口

縁 で あ る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

316 S R　 2 窺

20 ．0

（ 3 ．0 ）

くの字状 に鋭 く外 反す る口綾部 で

口唇部 を拡 張 して 2 条の偽 凹線文
を施す 。

口縁部 は ヨコナデで仕上 げ る。 跳び上 が り口
縁で あ る。

3 17 ′′ ′′

21 ．2

（ 3 ．3 ）

くの字状 にかな り鋭 く外反 す る口
綾 部で 口唇 部に 3 条 の凹線 文を施

す 。

／／ ロ綾部外 面 に
煤 状炭化 物が

付 着す る。

3 18 〝 〝

21 ．2

（ 3 ．6 ）

くの字状 にやや鋭 く外反す る 口縁
部 で口唇部 を拡張 して 3 条 の偽凹

線 文を施す 。

′′ 跳び上 が り口

縁で ある。

3 19 ′′ 〝

19 ．5

（ 2 ．8 ）

くの字 状 に鋭 く外反 す るロ縁 部で

口唇 部の縁取 りを して 2 条 の偽凹
線文 を施す 。

′′ □縁部外 面 に

煤 状炭化 物が
付 着す る。跳
び上が り口縁

であ る。

320 ′′ ′′

19 ．4 くの字 状 にゆる く外反 す るロ縁部 ロ縁部外 面は ヨコナデで 仕上 げ ，

（3 ．1 ） で 口唇部の綾取 りを して 2 条 の偽 内面は ヨコパ ケのあ とに ヨコナデ
凹線文 を施す 。 で仕 上 げる。

32 1 ′′ ′′

17 ．4 くの字 状にか な り鋭 く外 反す る 口 口縁部 は ヨコナデで仕上 げ る。 上

（7 ．4） 縁部 で口唇部 の縁取 りを して 2 条 胴部 外面 はタ テパケの あとに ナデ
の偽 凹線文を施 す。 で仕 上げ ，内面 はナデで あ る。

322 〝 ′′

16 ．5 くの字 状にやや 鋭 く外反 す るロ縁 口綾 部は ヨコナ デで仕上 げる。上 上 胴部外 面に
（7 ．3） 部で 口唇 部を拡 張 して 2 条の 凹線 胴部 外面 はナデで仕 上げ ，内面 は は 煤状炭化 物

文を施 す。 横方 向のへ ラ削 りで仕上 げる。 が付 着す る。

323 ／′ ′′

20 ．3 くの字状 に鋭 く外 反す るロ縁部 で 口綾 部外面 は ヨコナデで仕上 げ ；

（6 ．1） 口唇部 に 2 条の偽 凹線文 を施す 。 内面 は ヨコパ ケの あとに ヨコ ナデ

で仕上げる。上胴部 外面 は タテパケ
のあとにナデで仕 上げ る。上胴部 内
面 は横方向のへ ラ削 りで仕上げる。

324 ′′ ′′

20 ．3 くの字状 にゆ るやか に外 反す るロ ロ縁部 外面は ヨコナデで仕上 げ ， 上胴 部 内面 に
（6 ．3） 縁 部で 口唇部 に 2 条の偽 凹線文 が 内面 は ヨコパ ケの あとに ヨコナデ 輪積 み成形 痕

あ る。 で仕上 げ る。上 胴部外 面は ナデで
仕上 げ，内面 は横方 向のへ ラ削 り

であ る。

が残 る。上 胴

部 内面に 大き
な黒 斑があ る。

325 〝 ′′

19 ．0 くの字状 にゆ る く外反 した 口縁部 ロ綾部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ 上胴 部外面 に
（7 ．5） でやや胴 が張 る。 コナデ で仕上 げ， 内面 は ヨコナデ

で仕上 げる。上 胴部外 面は タテパ
ケのあ とにナデ で仕上 げ ，内面は
横方 向のへ ラ削 りで仕 上げ る。

黒斑 があ る。

326 ′′ 〝

13 ．4

（ 2 ．5 ）

くの字状 にゆ るく外 反す る口縁部

で 上胴部 はやや張 り出す 。
口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

3 27
′′ ′′

14

14 ．6 くの字 状 に鋭 く外反 す る口綾 部で ロ縁部 は ヨコナデで仕上 げ る　 上 跳び上 が り口
（2 ．4 ） あ る。 0 ・胴 部外面 はナデ で仕上 げ，内面 は

横 方向のヘ ラ削 りで仕上 げ る。

縁で ある。 ロ
綾部外 面に煤
状炭化物 が付

着す る。

328
〝 〝

19 ．9

（ 3 ．3 ）

くの字 状にや やゆ るやかに外 反す

るロ縁 部で ある。
□縁 部は ヨコナ デで仕上 げ る。

329
′′ ′′

14 ．7 くの字 状にや や鋭 く外 反す る口縁 口綾 部は ヨコナデ で仕上 げる　 上 口唇部 に小 さ．
（6 ．0） 部で上 胴部の張 りは弱 い。 0胴部 外面は タテパ ケのあ とに ナデ

で仕 上げ ，内面は横 方向 のへ ラ削
りで あ る。

な黒斑がある。

330 ／′ ／′

18 ．8 くの字状 にやや鋭 く外反 す る口縁 ロ綾 部外面 は タテパケの あと にヨ
（3 ．5） 部であ る。 コナデで仕上 げ ，内面は ヨ コナデ

で仕 上げ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 躍

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

33 1 S R　 2 襲

20 ．0 くの字 状にや やゆ るやか に外 反す □綾 部外面 はハケ調整 の あとに ヨ

（7 ．4） る口綾 部で上胴 部の張 りは弱 い。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨ コナデ

で ある。上胴 部外面 は ヨコハケの
あ とにナデ で仕上 げ，内面 はナデ

で ある。

332 ′′ 〝

19 ．0 くの字 状に鋭 く外反す る ロ縁 部で 器表面 が磨耗 し，調整 は不 明で あ

（9 ．8） 上胴部 はやや張 る 。 る。

333 ′′ ′′

13 ．0
くの字 状に鋭 く外 反す る 口綾 部で 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ る。上

（5 ．9） 口の　　 は 、い。 ロ　 ロに 1　 の ロロ　　　 は タテパ ケの　　 にナデ
偽 凹線 文があ る。 で仕上 げ ，内面は横方 向のへ ラ削

りで仕 上げ る。

334 〝 〝

16 ．2 口縁部 は くの字状 にゆ る く外反 す ロ縁部 外面 はタテハ ケのあ とに ヨ

（3 ．7 ） る。 コナデで仕上 げ， 内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。 ロ縁部外 面に横 方向

のへ ラ圧痕が残 る。

335 〝 ′′

14 ．5 くの字状 にやや鋭 く外反 す る口縁 口綾部 は ヨコハケの あとに ヨ コナ

（2 ．2） 部であ る云 デで仕 上げ る。

336 ′′ ′′

14 ．8 くの字状 に非常 にゆ る く外反す る 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。上

（4 ．3） 口綾部 であ る。 胴部外 面は ナデで仕上 げ ，内面は
縦方向の粗いへ ラ削りで仕上げ る。

337 〝 ′′

16 ．3 くの字状 にか な り鋭 く外 反す る口 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。上 ロ縁部 内面に

（4 ．8） 縁部に続 く上胴部はや や張 り出す。 胴部外 面は ナデで仕上 げ ，内面は
横方 向のへ ラ削 りで あ る。

輪積 み成形痕

が残 る。

338 ／′ ／′

12 ．7 くの字 状にかな り鋭 く外反す るロ 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ ，上胴

（4 ．9） 綾部 で上胴部 の張 りは弱い。 上胴
部外面にへ ラ描列点文をめ ぐらす。

部 はナデで仕 上げ る。

339 〝 〝

14 ．2

（ 3 ．2）

くの字 状に鋭 く外反す る 口縁 部で

あ る。
ロ縁 部は ヨコナデで仕 上げ る。

340 ′′ 〝

16 ．2 くの字 状に鋭 く外反す る ロ縁 部に 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ る。上 上 胴部 内面 に

（4 ．4） 続 く上 胴部の張 りは弱 い 。 胴部外 面は ナデで仕上 げ ，内面は
横方 向のへ ラ削 りで あ る。

輪積 み成 形痕

が残 る。

34 1 ′′ ′′

15 ．7 くの字 状にか な り鋭 く外 反す る口 口縁 部は ヨコナデで仕 上げ る。上

（5 ．7） 綾部で 上胴部 の張 りは弱い 。 胴部外 面は ナデで仕上 げ ，内面は

ヨコハケのあ とにナデで仕上げる。

342 〝 〝

14 ．2 くの字状 にやや ゆ るや かに外反 す 口綾部 外面 は ヨコナデで仕上 げ ， ロ縁部外面 に

（ 3．5） る口綾 部であ る。 内面 は ヨコハ ケの あとに ヨコナデ
で仕上 げ る。

煤 状炭化物 が

付 着す る。

343 ′′ ′′

19 ．5 くの字状 に鋭 く外 反す る口縁 部に
士

口縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，上胴

（5 ．1） 続 く上 胴部の張 りは弱 い。 部外面 は タ丁パケの あ とにナデで

仕上 げ， 内面 は横方 向のへ ラ削 り

で仕上 げ る。

344 〝 〝

12 ．8 くの字 状にゆ る く外反す る口縁 部
士

ロ縁 部外面 はタテパ ケのあ とに ヨ 上胴部内面は横

（4 ．7） に続 く上胴部 の張 りは弱い 。 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコパケ

の あとに ヨコナデで仕 上げ る。上
胴部外 面は タテパ ケのあ とにナデ

で ある。

方 向のへ ラ削り

で仕上げる。口縁
部外面に煤状炭
イ物 が付着する。

345 ′′ ′′

15 ．6 くの字状 にか な りゆ る く外反す る ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。上 外 面全体 に煤

（5 ．3） 口綾部 で上胴部 はやや 張 る。 胴部外 面は叩 き調整 のあ とに タ丁

パケで仕上げ ，内面 はナデである。

状 炭化物 が付
着 す る。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（c m ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

346 S R　 2 嚢

14 ．4 くの字 状 にや やゆ る く外反す る □ ロ綾部外面 は タテパケの あ とにヨ ロ縁部外 面に

（3 ．4 ） 縁部で あ る。 コナデで仕 上げ ，内面 は ヨコパ ケ

の あ とにヨコナデ で仕上 げ る。 口
唇 部に もヨ コパ ケが残 る。

煤 状炭化 物が
付 着す る。

347 ′′ 蓋

17 ．2 傘形 の蓋で器 高の割 りに 口径 が小 休 部外面 はタテパ ケの あとに ナデ

°

器表面 がやや

11 ．2

5 ．2

さい。なだ らかに　　 に下 がる で仕 上 げ，内　 はへ ラ　 きで　 上 磨耗す る。
部に続 く口綾部は鋭 く外方 に開 く。 げる。 口綾 部外面 は タテパケの あ

とに ヨコナデで仕 上げ ，内面 はヨ

コパケの あとに ヨ コナデ 。

34 8 ′′ 鉢

17 ．0 平底 のかな り安定 した底部 に続 く ロ縁部 は ヨコナ デで仕上 げ ，休部

14 ．9

10 ．1

休部はゆる く外反 して立 ち上 が る。 はナデで仕 上げ る。
底 部 内面 に大 きな黒斑が あ る。

349 ′′ 〝

2b ．5 ゆ るやか に外 反 して 立ち上 が る体 ロ縁部外 面は横方 向のへ ラ磨 きで 焼 成 は非常 に

（8 ．5 ） 部 に続 くロ綾部は 内湾す る。 仕 上げ ，内面は ヨコナ デで奉 る。
休 部外面 は右下 が り方 向のへ ラ磨
きで仕上 げ ，内面はナ デであ る。

良好 であ る。

3 50 ′′ ′′

19 ．6 如意 形に ゆる く外反 す るロ縁部で ロ縁部 は ヨコナ デで仕上 げ ，休 部

（4 ．9 ） ある。 口唇 部に 1 条 の偽凹線 文が 外 面は タテパケ のあとにナ デで 仕
ある。 上 げ ，内面はナ デであ る。

3 51 〝 高　 杯

21 ．0 か な り鋭 く外 反す る休 部 に続 く口 ロ綾 部 はヨ コナ デで仕上 げ ，休 部 焼 成 は良好で

（4 ．0 ） 縁部 は直立気 味 に立 ち上が る。口 はパケ調整 のあ とにナデ で仕上 げ あ る。
綾部 に 2 条 の凹線文 があ る。 る。

35 2 〝 〝

20 ．1 外反 す る休 部に続 く口縁部 は直立 口綾 部は ヨコナデ で仕上 げ ，休 部

（2 ．9 ） 気味 に立 ち上 が る。 ロ縁部 に 2 条

の 凹線文が あ る。

は ナデで仕 上げ る。

3 53 〝 〝

19 ．9 外反 す る休部 に続 く口綾部 はわず 器表 面が磨耗 して 調整は不 明で あ

（4 ．5 ） か に内湾 して立 ち上 が る。 口綾部

に 4 条の偽 凹線文 があ る。

る。

354 ′′ 〝

21 ．3

（ 4 ．4 ）

わ ずか に外 反 して立 ち上 がる口縁
部 であ る。 口唇部 に 2 条の 凹線文 一

があ る。

ロ綾 部は ヨコナデ で仕上 げ る。

355 ′′ 〝

14 ．6 外 反す る休 部に続 くロ縁部 はわず 口綾部外面 は ヨコナデ のあ とに縦

（3 ．9 ） かに外反 して立 ち上が る。 方 向のへ ラ磨 きで 仕上 げ， 内面 は

ヨ コナデ であ る。 休部 はナデ で仕
上 げ る。

356 ′′ ′′

4°

23 ．7 かな り鋭 く外 反す る休部 に続 く口 口縁部 はヨ コナ デで仕上 げ る。体

（5 ．4 ）

■ト．一一．．．．一一一一

綾 部はわず かに外反 して立 ち上が 部 は タテパケの あ とにナデで仕 上
る。 げる。

357 〝 〝

19 ．3 外 反 して ひ ら く休 部 に続 く□ 縁 口綾部外面 は ヨコナデで 仕上 げ ，

（7 ．4 ） 。は　 立 して立 ち上 が る。 かな り 内面はへ ラ削 りで仕上 げる。 。

器 高の深 い杯 部で あ る。 外 面は ナデで仕上 げ ，内面はへ ラ
削 りで仕 上げ る。

3 58 〝 ′′

24 ．6 外 反 して ひ ら く休部 に続 く口 縁 器 表面が磨 耗 し，調整 は不明 であ 口綾 部外面 に

（4 ．5 ） 部はわずかに外反 して立 ち上 が る。 る。 小 さな黒斑 が

あ る。

3 59 ′′ 〝

26 ．2 外 反 して大 き く開 く休部 に続 く口 口縁部外 面は ヨコナデで 仕上 げ ， 口縁部 外面 に

（9 ．2 ） 縁 部は直立 して立 ち上が る。 内面は ヨコパ ケのあ とに ヨコナデ

であ る。休 部外 面は縦方 向のへ ラ
削 りで仕 上げ ，内面は縦 方向 のへ
ラ磨 きで あ る。

黒斑 があ る。

36 0 〝 〝

20 ．2 外 反 して開 く休部 に続 く口縁部 は 口綾部 は ヨコパ ケの あとに ヨコナ 杯部外 面に黒

（7 ．6 ） 直立 気味 に立 ち上 が る。器 高の探 デで仕上 げ る。休 部外 面は タテハ 斑が ある。

い杯 部で あ る。 ケのあ とにナデ で仕上 げ， 内面は

ナデで仕 上げ る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

U 径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

361 S R　 2 高　 杯

かな りゆ るやか に外方 に開 く脚 部 脚部 はナデで仕 上 げる。 基 部内面 に黒

（10 ．7） で中空 であ る。 粘土板 充填 法 であ る。 斑 があ る。

362 ′′ 〝

かな りゆるやか に外方 に開 く脚 部 外面 は丁 寧な ナデで仕 上げ ，内面 脚 部の中央 部

（8 ．2）

8 ．2

で 中空で あ る。脚 部外面 に櫛描 直 は横方 向のへ ラ削 りで あ る。 に4 孔 を穿 ち，
線 文が施 され る。 粘土板 充填法 で基部 内面 に絞 目が

残 る。
据部 には 2 個

1 対 の穿孔 が
4 箇 所あ る。

36 3 ′′ ′′

柱状 部か ら据 部 に向か ってゆ るや 脚部外面 は丁寧 なナデ で仕上 げ ， 口唇 部を拡張

（8 ．4 ）

10 ．4

か に開 く。 脚部外 面に櫛描 直線文 内面は横方 向の へ ラ削 りで仕上 げ して 2 条の 凹
が ある。 る。柱状 部内面 に絞 り目が残 る。 線文 をめ ぐ ら

す 。

3 64 ′′ ′′

かな り深い杯 部に 中空の脚 部が続 口綾部 は ヨコナデで仕上 げ る。体 基部外 面 に縦

（9 ．5 ）
く形態 で ある。 部外 面は タテパ ケのあ とにナデで

仕 上げ ，内面は ナデで ある。脚部

外面 は タテパケで ，内面 はへ ラ削
りであ る。

方 向のへ ラ削

りの痕 跡が あ
る。

3 65 ′′ 〝

柱状部 か ら据 部に 向か って外 方 に 脚部 外面 はタテパ ケのあ とにナデ

（4‾．3 ）

15 ．0

大 き く開 く脚 部で ある。 で仕 上げ ，内面 は ヨコパ ケのあ と

にナデで仕 上げ る。 据端部 は ヨコ
ナデによ り，わず かに くぼ む。

366 ′′ 〝

柱状部 か ら据 部に 向か って外 方に 器表 面が剥落 し，調 整は不 明であ

（6 ．0 ）

16 ．8

大 き く開 く脚 部で ある。据端 部に

2 条の 凹線文 を入れ る。
る。

36 7 ′′ 小 型土器

3 ．9 器高 の割 りに口径の 広い壷 の小型 口縁 部は ヨコナデで仕 上 げる。胴 口唇部 と口縁

4 ．5

4 ．2

2 ．9

口で 氏ロ は　　 氏で　 る。　 口 。　　 は ヨコパケ の　　 にナデで 部内面 に も円
形 の刺突 文が
ある。底部外面

に黒斑がある。

部 に竹 管状工 具に よる円形 の刺突

文が あ る。 完形で ある。

仕上 げ， 内面 はナ デであ る。

第9表　遺構出土石器観察表（Aトレンチ）

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 柁

最 大 長

計 測 値 霊 至 淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

3 6 8 S R　 2 石　 斧

（17 ．3 ）

（ 7 ．5 ）

4 ．2

9 8 5 ．0

緑　 色 岩

大 型 蛤 刃 石 斧 で 刃 部 を 欠 損 す る 。 全 面 に 擦

痕 が 残 る が ， 周 辺 部 は 横 方 向 の 擦 痕 で 中 央 部

は 縦 方 向 の 擦 痕 で あ る 。

3 6 9 ′′ ′′

（10 ．1 ）

6 ．9

4 ．0

4 8 9 ．0

〝

大 型 蛤 刃 石 斧 で 基 部 は 全 て 欠 損 す る 。 全 面

に 擦 痕 が 残 る 。 刃 部 の 先 端 部 は 磨 滅 が か な

り 著 し い 。

3 7 0 ′′ ′′

1 6 ．6

7 ．3

5 ．2

1 0 3 9 ．0

は ん れ い 岩 質 緑 色 岩

太 型 蛤 刃 石 斧 の 末 製 品 で 両 面 に 敲 打 痕 が 残

る 。

3 7 1 ′′ ′′

1 6 ．7

6 ．8

4 ．4

8 3 4 ．0

〝

大 型 蛤 刃 石 斧 の 未 製 品 で 両 面 に 擦 痕 が わ ず

か に 残 る 。

3 7 2 ′′ ′′

（1 3 ．4 ）

（ 6 ．4 ）

（ 3 ．2 ）

5 0 0 ．0

′′

太 型 蛤 刃 石 斧 で 刃 部 を 欠 損 す る 。 両 面 に 擦

痕 が 残 る 。

3 7 3 ′′ ′′

8 ．8

0 ．8

1 ．6

2 2 ．8

黒 色 片 岩

小 型 の 柱 状 片 刃 石 斧 で 完 形 で あ る 。 全 面 に

擦 痕 が 残 る 。 ま を ， 表 裏 両 面 に 小 さ な 決 り

が あ る 。

－　98　－



1

1

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 霊 套 淫

（c m ，g ） 重　 量

l

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

3 7 4 S R　 2 石　 斧

（ 4 ．5）

3 ．7

0 ．9

2 6 ．8

白　　 岩

扁 平 片 刃 石 斧 で 基 部 が 全 て 欠 損 す る。 全 面

に 擦 痕 が 残 る 。

3 7 5 〝 ′′

（ 3 ．9）

（ 4 ．6 ）

（ 1 ．3 ）

4 5 ．3

′′

扇 平 片 刃 石 斧 で 刃 部 を 全 て 欠 損 す る。 全 面

に 擦 痕 が 残 る 。

3 7 6 〝 〝

1 1 ．5

10 ．9

3 ．7

7 9 5 ．0

は ん れ い 岩 質 緑 色 岩

環 状 石 斧 の 未 製 品 で は ば 全 面 に 敲 打 痕 が 認

め ら れ る 。

3 7 7 〝 〝

9 ．7

3 ．2

1 ．5

6 5 ．8

白　　 岩

小 型 の 両 刃 石 斧 で 完 形 で あ る 。 刃 部 に 明 瞭

な 擦 痕 が 残 る 。

3 7 8 ′′ 〝

5 ．9

1 ．8

1 ．0

17 ．6

千 枚 岩

非 常 に 小 型 の 両 刃 石 斧 で 完 形 で あ る 。 全 面

に擦 痕 が 残 る 。 基 部 の 両 側 に 小 さ な 決 りが

あ る 。

3 7 9 ′′ ′′

8 ．7

2 ．0

1 ．0

2 9 ．0

緑　 色　 岩

不 整 の 長 楕 円形 を 呈 した 細 長 い 両 刃 の 石 斧

で 完 形 で あ る 。 基 部 は 不 定 形 で 全 面 に 擦 痕
が わ ず か に 残 る 。

3 8 0 〝 穿 孔 具

12 ．7

2 ．8

2 ．6

1 4 4 ．3

砂 質 頁 岩

環 状 石 斧 用 の 穿 孔 具 で 先 端 部 に 横 方 向 の 擦

痕 が 残 る 。 細 長 い 不 定 形 な 形 で あ る が 完 形

で あ る 。

3 8 1 〝 叩　 石

8 ．9

砂　　 岩

両 面 に 自 然 の 礫 皮 面 を 大 き く残 し ，周 縁 部 小 型 の 石 斧 の

4 ．4

1 ．3

8 7 ．2

に 小 剥 離 痕 を 残 す 。 表 面 に 縦 方 向 の 擦 痕 が

残 る。 敲 打 痕 は認 め られ な い 。

末 製 品 か も し

れ な い 。

3 8 2 〝 ′′

9 ．9

′′

不 整 円形 を 呈 し た 叩 石 で 周 縁 部 と 表 裏 両 面 表 裏 両 面 の 中

8 ．5

3 ．5

3 6 3 ．0

の 中 央 部 に 明 瞭 な 敲 打 痕 が 残 る 。 央 部 が くぼ ん

で い る 。

3 8 3 ′′ ′′

1．5 ．3

5 ．0

3 ．1

2 9 8 ．0

′′

細 長 い 長 楕 円 形 を 呈 し た 叩 石 で 上 下 両 端 部

に 明 瞭 な 敲 打 痕 が 残 る 。

3 8 4 ′′ 〝

9 ．7

8 ．1

4 ．4

4 7 5 ．0

〝

楕 円 形 を 呈 し た 叩 石 で 両 面 に 自 然 の 礫 皮

面 を 大 き く残 す 。 周 辺 部 の 一 部 に 剥 離 面 を

残 す 。 周 縁 部 に 明 瞭 な 敲 打 痕 を 残 す 。

3 8 5 ′′ ′′

14

（ 7 ．8 ）

砂 質 片 岩

不 整 長 方 形 を 呈 し， 両 面 に 自然 面 を 大 き く 小 型 の 石 斧 の

3 ．9

1 ．0

4 7 ．4

残 す 。 周 辺 部 に剥 離 面 を 残 す 。 敲 打 痕 は 認

め られ な い 。

末 製 品 か も し

れ な い 。

3 8 6 ′′ ′′

9 ．8

1 1 ．3

2 ．2

2 3 0 ．0

砂　　 岩

扁 平 叩 石 で 表 面 は礫 皮 面 を 大 き く残 し ，裏

面 は 主 剥 離 面 で あ る。 両 面 の 周 辺 部 に 小 剥

離 痕 が あ る。 周 縁 部 に 敲 打 痕 の残 る箇 所 が

あ る 。

3 8 7 〝 ′′

8 ．5

（ 6 ．7 ）

1 ．4

7 3 ．1

〝

扁 平 叩 石 で 兢 程 度 が 欠 損 す る。 表 面 は 自然

の 礫 皮 面 で 裏 面 は 主 剥 離 面 で あ る。 明 瞭 な

敲 打 痕 は 認 め られ な い 。

3 8 8 〝 砥　 石

9 ．4

9 ．1

3 ．7

5 3 9 ．0

′′

不 整 方 形 を 呈 した 砥 石 で 表 裏 両 面 と 左 側 面

の 3 面 に研 磨 痕 が残 る。 表 裏 両 面 の 中央 部

に 敲 打 痕 が 残 る 。

I



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 掩

最 大 長

計 測 値 霊 套 隻

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

3 8 9 S R　 2 砥　 石

（ 9 ．5 ）

（ 6 ．4 ）

（ 3 ．1）
砂　　 岩

砥 石 の 破 片 で 表 面 と右 側 面 の 2 面 に 研 磨 痕

が 残 る 。

3 9 0 〝 ′′

9 ．9

′′

不 定 形 の砥 石 で 表 裏 両 面 に 研 磨 痕 が 残 る 。 や や 大 型 の 砥

9 ．5

4 ．5

4 5 2 ．0

裏 面 は 火 熟 を 受 け ， 薄 赤 く変 色 し て い る 。 石 で あ る 。

3 9 1 〝 ′′

1 3 ．6

1 1 ．9

3 ．6

8 6 4 ・0

〝

不 整 方 形 を 呈 し た 砥 石 で 全 面 に研 磨 痕 が 残

る 。
′′

3 9 2 ′′ 〝

1 5 ．5

1 3 ．8

4 ．4

1 3 9 2 ．0

′′

不 整 方 形 を 呈 し た 砥 石 で 表 裏 両 面 と左 側 面

の 3 面 に 研 磨 痕 が あ る。 裏 面 は 火 熟 を 受 け ，

黒 変 した 簡 所 が あ る 。

′′

3 9 3 〝 〝

（ 7 ．4 ）

軽　　 石

不 定 形 な 形 を し た 砥 石 で 表 裏 両 面 と下 面 の

一七▼一

表 裏 両 面 と下

5 ．5

1 ．9

3 面 に 研 磨 痕 が 残 る 。 荒 砥 と し て 使 用 さ れ

た もの か ？

面 の 3 面 に 擦

痕 が 残 る 。 小

型 の 砥 石 で あ

る 。

3 9 4 ′′ ′′

8 ．3

6 ．4

5 ．7

3 3 4 ．0

砂　　 岩

不 整 長 方 形 を 呈 し た 砥 石 で ，表 裏 両 面 と 左

側 面 の 3 面 に 研 磨 痕 が 残 る。 表 面 に は 火 熱

を 受 け ， 赤 変 した 箇 所 が あ る 。

3 9 5 ′′ ′′

9 ．4

粘 板 岩

楕 円 形 の や や 細 長 い 砥 石 で 縦 方 向 に 破 損 す 小 型 の 砥 石 で

（ 2 ．7 ）

1 ．6

7 9 ．8

る。 破 損 部 以 外 の 全 面 に 擦 痕 が残 る 。 あ る 。

3 9 6 ′′ ′′

1 0 ．9

7 ．3

2 ．7
砂　　 岩

不 整 長 方 形 を 呈 した 砥 石 で 表 面 と左 側 面 の

2 面 に研 磨 痕 が 残 る 。

3 9 7 ′′ 石 包 丁

5 ．8

千 枚 岩

表 裏 両 面 に か な り大 き な 剥 離 面 を 残 し た 粗

や

磨 製 の 小 型 の

3 ．8

0 ．9

2 8 ．5

製 の 石 包 丁 で あ る 。 刃 部 は 両 面 か り研 き 出

す が 片 刃 で あ る 。

石 包 丁 で 完 形

で あ る 。

3 9 8 ′′ ′′

（ 5 ．3 ）

′′

外 湾 す る 背 部 に 直 線 状 の 刃 部 が 続 く形 態 で 磨 製 の 石 包 丁

5 ．1

0 ．6

2 1 ．1

半 分 以 上 を 欠 損 す る。 両 面 に擦 痕 を 残 し ，

中 央 部 付 近 に 紐 孔 1 個 が 認 め られ る 。

で あ る 。

3 9 9 ／′ ′′

（ 4 ．9 ）

′′

外 湾 す る 背 部 に 直 線 状 の 刃 部 が 続 く形 態 で

　ヽ′

紐 孔 の 部 分 の

（ 4 ．8 ） 両 刃 で あ る 。 大 半 を 欠 損 す るが ， 両 面 に 擦

痕 が 残 る　 ま た　 中 央 部 付 近 に 紐 孔 1 個 が

両 面 に 明 瞭 な

敲打 痕 が 残 る
8 ．0

1 9 ‾．5

O　　　　　　　　　I残 る 。 0磨 製 で あ る 。

4 0 0 ′′ ′′

1 0 ．7

′′

外 湾 す る 背 部 に 直 線 状 の 刃 部 が 続 く形 態 の 両 側 辺 部 が わ

4 ．1

0 ．7

4 3 ．0

石 包 丁 で 中 央 部 に 1 個 の 紐 孔 が あ る。 片 刃

で 両 面 に 擦 痕 が 残 る。

ず か に 欠 損 す

る が は ば 完 形

で あ る 。

磨 製 で あ る 。

4 0 1 ′′ ′′

8 ．6

〝

外 湾 す る 背 部 に 直 線 状 の 刃 部 が 続 く形 態 の 両 面 に 擦 痕 が

4 ．2

0 ．8

4 6 ．2

石 包 丁 で 片 刃 で あ る。 中 央 部 に 紐 孔 1 個 が

あ り ，両 側 辺 部 に 小 さ な 決 り が あ る 。

わずか に残 る。

磨 製 で あ る 。

完 形 で あ る 。

4 0 2 ′′ ′′

（ 9 ．1）

′′

横 方 向 に か な り 細 長 い 形 態 の 石 包 丁 で 中 央 石 包 丁 の 未 製

（ 3 ．2） 部 に 1 個 の 紐 孔 が 穿 た れ るが 刃 部 は 全 て 欠

・さ

品 か も しれ な

1 ．0

3 4 ．2

損 す る。 両 面 に 擦 痕 が 残 る 。 い 。
磨 製 で あ る 。

4 0 3 〝 〝

（ 7 ．8）

〝

背 部 と刃 部 が 直 線 状 を 呈 し， 両 側 辺 部 に 挟 両 面 に 擦 痕 が

（ 4 ．5）

（ 0 ．9 ）

3 6 ．9

り の あ る形 態 で あ る が ， 刃 部 の 大 半 を 欠 損

す る 。 表 裏 両 面 に か な り 大 きな 剥 離 面 を 残

す 。

残 る。

磨 製 で あ る。

ー100－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計測 値 霊譜

（c m ，g ） 重　 量

l 材　 質

特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

404 S R　 2 石包丁

7 ．4

千 枚 岩

両側辺部に決 りのある打製の石包丁 であ る。 両 面共 に器表

4 ．3 表面 は主剥離 面で裏 面に も大 きな 剥離面 を 面 がやや 磨耗

0 ．8

3 1 ．7

残す。両面の刃部に小剥離痕を残 してお り．
両 刃であ る。

す る。

405 〝 ′′

10 ．2

′′

刃部 と背部 は共に直 線状を 呈 し，両 側辺部 両 面共 にかな

4 ．5 に決 りの ある形態 であ る。 刃部の み粗い磨 、
り大 きな 剥離

1 ．1

72　5

製で仕 上 げた局部磨製 の石 包丁で ，両刃で

あ る。

面 を残す。 刃
部 に横方 向の
擦痕 が残 る。

406 〝 ′′

（5 ．4）

（5 ．3）

（ 1．2）

37 ．4

粘 板 岩

外湾 す る背 部に直線状 の刃 部が続 く形態 の
石包丁 で大半 を欠損 す る。 両面 に擦 痕が残
り・，・片 刃で あ る。磨製 の石 包丁で ある 。

407 〝 石　 鍍

3 ．2

1 ．2

0 ．3

1 ．6

サ ヌカイ ト

柳葉型 を呈 した凸基無 茎式 の打製石 鉄で は
ば完形 であ る。先端 部にはや や大 きな剥離
面を残 すが ，基部 は入 念な押 圧剥離 によ り
小 さな剥離面 を残す 。

4 08 〝 ′′

6 ．0

2 ．3

0 ．5

9 ．4

黒色片岩

磨製の石 鉄で 先端部 しか残存 しない。 両面

に右下 が り方 向の擦痕 が残 る。

第10表　遺構出土土器観察表（Bトレンチノ

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（c m ） 胴径
庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

40 9 S R　 2 ＝ヒ雪E

14 ．0 ゆ る く外反 す る頚部 に続 く口縁部 口縁 部は ヨコナデ で仕上 げ る。 貼付突 帯上 に

（ 8 ．2 ） は短 いが鋭 く外反す る。・頸 部下端
に断面台形 の突帯を 貼付す る。

頸部 以下 はナデで仕 上げ る。 1 条の へ ラ描
沈 線を 施す 。

4 10 〝 ′′

6 ．3 は ば直立気 味に立 ち上が る細長い 口綾 部は ヨコナデ で仕上 げ，頸部 細頸壷であ る。

（13 ．3 ）

15 ．0

ロ　 部に続 く胴部 は張 りが 弱い。 は ナデで仕上 げ る。 上胴部　 面 は 上胴 。内面 に
頸部 以下を へ ラ描沈線等 で飾 る。 タテパケの あと にナデで仕 上 げ ，

内面 はナデ で仕上 げ る。
輪積 み成形痕

が残 る。

4 11 〝 〝

18 ．2

（ 3 ．6）

か な り鋭 く外 反す るロ縁部 で口唇
部下 端に貼付 突帯を 施 し，その直
下 に小穿孔 をめ ぐ らす。 口縁 部内

面 にも 3 条 の突帯を 貼付す る。

ロ綾 部は ヨコナデ で仕上 げ る。 頸部 は刻 目を
施 した貼付突

帯 と櫛 描直線
文 で飾 る。

4 12 〝 〝

3 1 ．0 や やゆるやか に外反 する 口縁 部で ， ロ縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 広口壷である。

（4 ．8） 頚部 に櫛描直 線文を施 す 。 貼付 口縁で ある。

413 〝 〝

J°

15 ．9 は ば 直立気味 に立 ち上 が るロ縁部 口縁部 は ヨコナデで仕 上 げる。頸 薄 手の壷 であ

（ 6 ．1） に続 く　 部 はわずか に斜 行す る。 部外 面は ヨコパケ のあ とにナデで る。
口唇部下 端 に 1 条の貼付 突帯 をめ

ぐらす 。
仕上 げ，内面 はナデ であ る。

414 ′′ 〝

19 ．6 か な り鋭 く外反す るロ縁 部で 口唇 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。

（ 4 ．7 ） 部下瑞 に刻 目を 施す 。 ロ縁部外 面 に指 頭圧痕 が残 る。

4 15 ′′ ′′

14 ．0 ゆ るく外 反 して立 ち上 が る頚部 に 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ ，頚部

（ 5 ．2 ） 続 く口縁部はゆるやか に外反す る。

口唇 部 にへ ラ状原 体 によ る斜格 子
状 の刻 目があ る。

はナデ で仕上 げる。

4 16 〝 ′′

16 ．6

（ 2 ．4 ）

かな り鋭 く外反す る 口縁 部で 口唇
部 下端 に刻 目を 施す。 口縁部外 面
に 1 条 の微隆起帯 をめ ぐらし，そ

の下 に櫛描直線 文が あ る。

口綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 17 S R　 2 壷

17 ．5 ゆ るやかに外反 して立 ち上 がる口 ロ綾 部は ヨコナデで仕 上げ ，頚部

（7 ．8） 頸部 であ る。 口綾部外 面 に 3 条の

突帯 を貼付す る。

は ナデで仕上 げ る。

4 18 ′′ ′′

26 ．0

（6 ．0）

直立気 味の短 い頚部 に続 く口縁部

は鋭 く外反す る。 口唇 部下端 に刻
目を施す 。頸部下端にへ ラ描列点 文
をめ ぐらす 。

′′
広 口壷 か ？

419 〝 ′′

17 ．6 直立気 味に立 ち上が る頚 部 に続 く ロ綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。

（7 ．1） 口縁部 はゆ るや かに　 反す る。 部　 面は ナデで仕上 げ ，内面は
部下端 に突帯を 貼付 し，刻 目を入

れ る。
ヨコパケのあとにナデで仕上げる。

420 ′′ ′′

13 ．4 ゆ るく外反 して 立 ち上 が る頸 部に ロ縁部 外面 はタテパ ケのあ とに ヨ 貼付 口縁 であ

（4 ．1） 続 く口縁。 は鋭 く　 反 す る。 口唇 コナ デで仕上 げ， 内面 は ヨコナデ る。
部にパ ケ状原体 によ る刻 目がある。 で仕上 げ る。 頚部外面 は タテパケ

Fのあ とにナデ で仕上 げ，内面 はナ
デで ある。

42 1 ′′ ′′

24 ．3

（ 9 ．8）

ゆ るく外反 して 立 ち上 が る頸 部に
続 く口綾部はゆるやか に外反す る。

口唇部 にハケ状 原体で斜 格子 目状
に刻 目を入れ る 。

〝

貼付 口縁 でロ

縁 部内面 にパ
ケ状原体 によ
る列点文 をめ
ぐ らす 。

422 ′′ ′′

17 ．8 ゆ るく外反 して 立ち上 が る頸 部に ロ縁部 外面 はタ．テパ ケのあ とに ヨ 貼付 口縁 で口

（5 ．7） 続 く口綾部は鋭 く外反す る。 コナデで仕上 げ， 内面 は ヨコパケ

の あとに ヨコナデで仕 上げ る。頸
部外面 は タテパケ のあ とにナデで
仕上 げ， 内面 はナ デであ る。

唇 部は綾取 り

を して下 方に
たれ下が る。

42 3 ′′ ′′

18 ．5

（13 ．5）

わず かに外反 して立 ち上が る頸部

に続 くロ綾部 はゆ るやか に外 反す
る。 口唇部 にはパ ケ状原体 によ る
斜格子 目状の 刻 目があ る。

′′

ロ綾部内面には

パケ1犬原体によ
る列島丈がある。
上日脚 Cは櫛描
直線文がある。

4 24 ′′ ′′

ゆ る く外反 して立 ち上が る頚 部に 頚部 外面 はナデで仕 上げ ，内面 は

（14 ．5）

11 ．8

5 ．2

続 く胴部は長 胴で最 大径 はかな り ヨコパケのあとにナデで仕上げ る。
下位 にあ る。 胴部 外面 はハケ調整 のあ とにナデ

で仕 上げ ，内面 はナデで ある。

4 25 ′′ ′′

無果実 形を呈 した胴部 で最大 径は 上胴 部は ナデで仕上 げ，下 胴部 は 上胴部 内面に

（15 ．4）

15 ．5

5 ．4

やや上 位に ある。頸 部下端 に円形
刺突文 があ る。

パケ調整のあとにナデで仕上 げる。 かな り大きな

黒斑が ある。

4 26 ′′ ′′

20 ．4 やや ゆるやか に外反 す る口縁 部で 口縁 部外面 はタ テパケの あとに ヨ

（6 ．2） 兆び　 が　 ロ　 で　 る。 口　 。に コナデで　 上 ，　　 は ヨ コパ ケ
は列点 文風の 刻 目が ある。 の あ とにヨコナデ で仕上 げる。頚

部外 面は タテパ ケのあ とにナデ 。
内面 はナ デ。

4 27 〝 〝

10 ．4 やや ゆ るやか に外反 す る口綾 部で ロ縁 部外面 は タテパケの あとに ヨ

（4 ．9） 口唇部 に 2 条 の偽凹 線文が施 され コナデで仕 上げ ，内面は ヨ コナデ
る。 で あ る。

4 28 ′′ ′′

19 ．6 直立気 味 に立 ち上が る頸部 に続 く 口綾部は ヨコナデ で仕上 げ る。頸 口唇部 を縁取

（7 ．9 ） ロ縁 。は鋭 く　 反す る。 口唇。に ロ　　　 はタテハ ケのあ とにナデで りして拡 張 し
3 条 の凹線文 を施す 。 仕 上げ ，内面は ナデで ある。 てお り，下方

にたれ下がる。

4 29 ′′ 〝

15 ．6 ゆ る く外反す る口縁 部で 口唇部直 □縁部 は ヨコナ デで仕上 げ る。 薄手 の壷で あ

（3 ．8 ） 下 に刻 目を施 す 。 貼付 口縁 であ る。 る。

430 〝 ′′

19 ．6

（ 3 ．6 ）

ゆ るやか に外 反す る口縁 部で 口唇
部直 下に刻 目を施す 。

′′ ′′

431 ′′ ′′

16 ．8 直立 して立 ち上が る短い頸 部に続 器表面 が磨耗 し，調整 は不明 であ

’（6 ．3 ） くロ縁部 はややゆ るやか に外反す

る。

る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 3 2 S R　 2 ＝土ご翌

1 5 ．4 わ ず か に 斜 行 して 立 ち 上 が る 短 い 器 表 面 が 磨 耗 し ， 調 整 は不 明 で あ

（ 5 ．2 ） 頚 部 に続 く ロ縁 部 は 鋭 く外 反 す る 。 る 。

、、、4 3 3

ヽ

〝 〝
（ 7 ．1）

7 ．4

平 底 の 底 部 で 胴 の 張 り は 弓凱 。ヽ 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内面 は ナ デ で あ る。 器 表 面

が 磨 耗 す る 。

4 34 〝 〝
（ 5 ．7）

8 ．0

平 底 の 底 部 で や や 胴 が 張 り 出 す 。 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内 面 は ナ デ で あ る 。

l

4 3 5 〝 ′′
（ 5 ．5 ）

8 ．9

平 底 の 底 部 で 胴 の 張 りは 弱 い 。 ナ デ で 仕 上 げ る 。

4 3 6 〝 〝
（ 4 ．0 ）

9 ．4

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内 面 は ナ デ で あ る 。

4 3 7 〝 〝
（ 5 ．3 ）

7 ．4

平 底 の 底 部 で 器 壁 は か な り 厚 く ，

中 央 部 が や や くぼ む 。

ナ デ で 仕 上 げ る 。

4 3 8 〝 〝
（ 8 ．0 ）

8 ．0

平 底 の 底 部 で 胴 の 張 りは 弓凱 、。 器 表 面 が磨 耗 し ， 調 整 は 不 明 で あ

る 。

4 3 9 ／′ 〝
（ 5 ．8 ）

9 ．0

′′ 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内 面 は 横 方 向 の へ ラ削 り で

あ る 。

4 4 0 ′′ ′′
（ 6 ．1）

8 ．0

′′ ナ デ で 仕 上 げ る 。

4 4 1 〝 ′′
（ 8 ．4 ） ・

7 ．8

〝 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ナ デ で 仕

上 げ ， 内 面 は ナ デ で あ る。

4 4 2 〝 〝
（1 3 ．8 ）

7 ．6

平 底 の 底 部 で ，長 胴 の 胴 部 で あ る 。
〝

4 4 3 〝 〝
（ 8 ．2）

＿－

9 ．8

平 底 の 底 部 で や や 胴 が 張 る 。 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に へ ラ 磨 き

で 仕 上 げ ， 内面 は パ ケ 調 整 の あ と

に ナ デ で 仕 上 げ る。

4 4 4 〝 聾

1 5 ．2 逆 L 字 状 口 縁 の 喪 で 口唇 部 に パ ケ 口 綾 部 外 面 は タ テ パ ケ の あ と に ヨ

・・－．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－－′（ 4 ．7 ） 、 に よ る対 日 が　 る。　 ロ。 コナ 丁 で　　 ，　　 は ヨ コ ナ 丁
に 5 条 の へ ラ措 沈 線 を 施 す 。 で あ る。 上 胴 部 外 面 は タ テ パ ケ の

あ と に ナ デ で 仕 上 げ ， 内 面 は ナ デ

で あ る 。

4 4 5 〝 〝

1 4 ．3 逆 L 字 状 口 縁 に類 似 した 喪 で あ る 。 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 上

．．t・一°
（ 5 ．3） 朝 鮮 系 無 文 土 器 か 。 胴 部 外 面 は ナ 丁 で 仕 上 げ る が 、 内

面 は 器 表 面 が 磨 耗 し て 調 整 は 不 明

で あ る 。一貼 付 口 縁 で あ る 。

4 4 6 ′′ ′′

1 8 ．0

（ 6 ．3 ）

′′ 口縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ る 。 上

胴 部 外 面 は パ ケ 調 整 の あ と に ナ デ

で 仕 上 げ ， 内 面 は ナ デ で あ る 。 貼
付 口 縁 で あ る 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

447 S R　 2 喪

15 ．6 如意形 にゆ る く外反 する 口縁部で 口綾 部は ヨコナデで仕 上 げ．上胴

（4 ．3） 呂雪 雲冨禦 鮎 姦禁書 も子 胴部 部 はナデで あ る。

448
〝 〝

21 ．6 如意形 にゆ る く外反 す るロ縁 部 に
士

口綾 部外面 はタテハ ケの あとに ヨ 口径 ≒胴 部最

（12 ．3 ）

22 ．4

続 く胴 部はや や張 る。上胴部 に 3 コナデで仕上 げ ，内面 は ヨコナデ 大径
灸の徴 隆起帯 があ る。 で ある。上胴 部外面 は タテパケの

あ とにナデで仕 上 げる。
上 胴部外面 に

煤 状炭化物 が
付 着す る。

4 49
〝 〝

16 ．9 如意形 にゆ る く外反す る ロ綾 部で 口綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。上 ロ綾部外面 に

（3 ．8 ） あ る。 胴部外 面は タテパケ のあ とにナデ

で仕上 げ， 内面 は ヨコパケ のあ と
にナ デで仕上 げ る。
貼付 口縁であ る。

煤 状炭化物 が
付 着す る。

450
〝 〝

10 ．4 如意形 にゆ る く外 反す る口縁部 で 口稼部 は ヨコナデで仕 上げ ，頚部

（6 ．1 ） 口唇部 に 2 条の 凹線文 があ る。 はナデ で仕上 げ る。

4 51
〝 〝

13 ．0 くの字状 に鋭 く外 反す る口綾 部で ロ綾部 は ヨコナデで仕 上げ る。 上

（7 ．2 ） やや胴 が張 る。 口唇部 に 3 条 の偽
凹線文 があ る。

胴部外 面はナ デで仕上 げ ，内面は
縦方 向の指ナデ で仕上 げ る。

4 52
〝 〝

15 ．1 くの字状 に鋭 く外 反す るロ縁部 で 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。 上

（4 ．4 ） やや胴 が張 る。 胴部外面 は タテパケの あ とにナデ

で仕上 げ， 内面 はナ デであ る。

4 53 〝 〝

15 ．0 くの字状 に鋭 く外 反す る口縁 部で ロ縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。 胴 上胴部内面は横

（14 ．0 ）

19 ．2

やや胴 が　 る。 ロ　 ロは ヨコナデ 。　　 はパケ調 整で　 上 ， 方向のへ ラ削り
によ り．，やや くぼむ 。 はへ ラ削 りで あ る。 で ．下胴部内面 ・

は縦方向のへラ
削りである。

4 54 〝 〝

15 ．5　－ くの字状 にやや鋭 く外反 す る口縁 口縁部 は ヨコナデで仕 上げ る。 上

（8 ．6 ） 部で胴 がかな り張 り出す。 胴部外 面はパ ケ調整の あ とにナデ

で仕上 げ， 内面 は ナデであ る。

455 〝 〝

23 ．2 くの字状 にやや ゆ るや かに外反 す ロ縁部外 面は タテパ ケのあ とに ヨ や や大型の喪

（5 ．4 ） る口綾部 であ る。 コナデ で仕上 げ， 内面 は ヨコナデ

であ る。 上胴部 内面 に輪積み成 形
痕が ある。

で ある。

456 〝 〝
（3 ．8 ）

6 ．8

平 底の底 部で器壁 は非常 に薄 い。 ナデで仕 上げ る。

4 57 〝 〝
（4 ．3 ）

5 ．2

平 底の底 部で胴 の張 りは弱い 。 〝

4 58 〝 〝
（5 ．4 ）

5 ．3

平 底の底 部で器壁 は薄 い。胴 の張
りもやや 弓凱 、。

〝

4 59 〝 〝
（3 ．8 ）

7 ．9

平 底の底 部で ある。 外面 はタテパ ケのあ とにナデ で仕

上げ ，内面は ナデで ある。

4 60
〝 〝

平 底の底 部で器壁 はや や厚い が ， 外面 はタテパ ケのあ とにナ デで仕

（5 ．8 ）

7 ．3

胴の張 りは弱 い。 上げ ．内面は ナデで あ る。

4 61
〝 高　 杯

（6 ．7 ）

充実 した柱 状部 であ る。 タテパ ケのあとにナデで仕上げる。 外面 にかな り
大 きな黒斑 が

あ る。
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第11表　遺構出土石器観察表（Bトレンチ）

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器 ‾　種

最 大 長

計 測 値 豊 美 厚

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

462 S R　 2 石　 斧

6 ．6

3 ．5

1 ．0

27 ．8

千 枚 岩

粗 い打 製 の 石 斧 で あ る が 表 面 の 刃 部 の み 研
磨 し ， 擦 痕 が 残 る。 両 面 に か な り大 き な 利

離 面 を 残 し た 局 部 磨 製 石 斧 で 完 形 で あ る 。

463 〝 叩　 石

10 ．0

5 ．9

1 ．9

14 1 ．1

砂　　 岩

扁 平 叩 石 で 表 面 に は 自 然 の 礫 皮 面 を 大 き く
残 し ， 裏 面 は 主 剥 離 面 で あ る 。 表 面 の 中 央
部 及 び 周 縁 部 に 明 瞭 な 敲 打 痕 が あ る 。

464 〝 石 包 丁

（ 3 ．5）

（ 4 ．9）

0 ．6

12 ．8

千 枚 岩

磨 製 の石 包 丁 の 破 片 で 大 半 を 欠 損 す る 。 両
面 に擦 痕 が 残 る 。 両 面 に 穿 孔 を 意 識 した 敲

打 痕 が残 る 。

465
〝 〝

（ 6 ．7 ）

′′

磨 製 の 石 包 丁 の 破 片 で 大 半 を 欠 損 す る 。 外 両 面 に 擦 痕 が

（ 4 ．9 ）

0 ．6

17 ．6

湾 す る 背 部 に直 線 状 の 刃 部 の 続 く形 態 で 両

刃 で あ る 。

残 り ， 中 央 部

の や や 上 に穿
孔が 1 個 残 る 。

466 〝 〝

10 ．0

3 ．9

1 ．1

51 ．1

砂 質 頁 宕

両 面 に大 き な 剥 離 面 を 残 す 打 製 の 石 包 丁 で

粗 い つ く りで あ る 。 両 刃 で 側 辺 部 に 決 りは
み られ な い 。

4 67
〝 〝

（ 9 ．1）

結 晶 片 岩

表 面 に 自然 の 礫 皮 面 を 大 き く残 し， 裏 面 は 器 表 面 が 磨 耗

4 ．5 主 剥 離 面 で あ る。 外 湾 す る 背 部 に 続 く両 側

ナ　　　　　　　　　　　　°

す るが 背 部 上

0 ．8

43 ．9

辺 部 に は小 さな 決 りが あ る が 刃 部 を 全 て 欠
損 す る 。

端 に 研 磨 痕 が

残 る 。
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4．Loc．3GB



Loc．36B

I．位置と調査経過

Loc．36Bは、田村遺跡群の北西部に位置し、小字横手の東南端にあたる地点である。北は

Loc．36AのAトレンチに接し、西は弥生後期の集落址を検出したLoc．34に接している。

当地点は、空港拡張事業に付随した田村川暗渠化工事に伴って、まず東側（A3－22－12－

B3－7－2以東）の田村川右岸城175mZの調査を緊急に行い、後に西側675mZの調査を行っ

た。順序としては、最初東側の中世遺構を調査し、続いてその下層の弥生遺物包含層を発掘、

次に西側の中世遺構を調査し、最後に弥生遺構の発掘を行った。

2．調査概要

当地点の最終的な発掘面積は850mZに及び、多くの中世遺構と若干の弥生遺構を確認した。

弥生時代に関するものは、竪穴住居址1棟、土拡2基（北部トレンチを入れると計8基）、そ

れに南北方向に流れる大きな自然流路を検出した。住居址および土蛇は完掘できたが、自然流

路は、長大であるため西側肩部の確認後、本体部に3本のトレンチを入れて調査した。この自

然流路は北部のLoc．35A・35Bから続くSR2である。よって、Loc．36B東側調査区下層の弥

生包含層も、SR2の埋土の一部としてこれを新たに把握した。

3．層序と出土遺物

Loc．36の基本的な層序は、

第I層　耕作土

第II層　床土

第1II層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

である。但し、第Ⅳ層の堆積が確認できたのはSR2の西肩部以西であり、それより東はすべ

て、SR2の埋土上層が中世遺構の検出面となっていた。すなわち、弥生時代には当地点の大

半は自然流路が占めておl上　西部のみが微高地状をなしていたものと考えられる。

なお、第III層は弥生および中世期の遺物を包含していたが、それらについては『中・近世編』

で紹介する。

4．遺構と遺物

住居址
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第66図　調査区設定図
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STI

STlは、調査区の西端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は、ほぼ円形

であるが南北にやや長く、長径5．84m、短径5．40mを測り、長軸方向はN－21LEを指す。

壁は垂直に近く立ち上がり、壁高は0．30mを測る。床面の標高は6．86mである。床面は、ほ

ぼ平坦であるが、北東部に若干の凹凸がみられ、小ピット状に凹をなしている箇所もあった。

また、西の壁際にベット状の0．15mほどの段が設けられており、壁溝は東南部でわずかに確認

されただけであった。

埋土は、黒褐色粘質土をベースとしており、第I層が灰黒褐色粘質土、第II層が茶黒褐色粘

質土、そして第III層が黄黒褐色粘質土であった。なお、第I層と第II層とは酷似しており、第

II層と第III層の間ほど境界が明瞭でなかった。

ピットは、合計13個確認された。各ピット

の形状・規模は右の表の通りである。ピット

の深さから考えると、P2・6・7・10・11

が主柱穴を構成していたものと考えられる。

中央ピットは、平面形が楕円形を呈しており、

埋土中位までは炭化物を多く含んでいた。そ

の下位では、一回り小さなピットが確認され

た。

STlピット計測表

No． 径 （．cm） 深 さ（＿cm） 備　 考

1 13 31

2 19 42 主　 柱　 穴

3 25 3 9

4 2 4 7

5 2 8 2 2

6 2 2 24 主　 柱　 穴

7 25 41 ／／

8 96 ×76 4 2 中央 ビット

9 63 ×52 43

10 32 50 主　 柱　 穴

11 2 1 13 ／／

12 42 22

13 23 10

遺物の出土は埋土全層よりみられたが、特に、第II層からの出土が顕著であった。出土土器

は後期I段階のものが大半を占めている（1－10）。特に、9と10は、同一個体と判断され、

搬入品と考えられる高杯である。石器類の出土も極めて多かった（177、178、183、191～

196、199－203、206、210、211、218、219）。

土砿

S K7

SK7は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は、不整楕円

形を呈し、長径1．74m、短径0．74m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN－60Lwを指す。

底面はほぼ平坦であり、壁は断面U字状を呈して立ち上がる。埋土は黒褐色粘質土であり、

埋土中位より弥生土器片を出土した。

S K8

SK8は、調査区の西部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は、不整

楕円形を呈し、長径0．72m、短径0．36mを測り、長軸方向はN－70Lwを指す。
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底面はほぼ平坦であl上　壁は断面日宇状を呈して立ち上がる。深さは0．18mを測り、埋土は

黒褐色粘質土である。埋土中位から底面にかけて多くの弥生土器片の出土をみたが、図示でき

たのは11のみである。

SK8は、STlより南へ4m程の所に位置しており、同住居址に付属する貯蔵穴ではない

かと考えられる。

自然流路

SR2

SR2は、その西側の肩部の立ち上がリが調査区西部において、第III層除去後に検出された。

一方、東側の肩部は調査区東端においても検出されず、そのまま現在の田村川に至っている。

少なくとも当地点においては、S R2は幅40mを越える大きな流路であったと考えられる。

自然流路であるため埋土の堆積状況も極めて乱雑であり、粘質土層と砂層とが交錯し、また、

粘質土中に砂層あるいは礫層をサンドウィッチ状に噛むところも多く、逆の場合もみられた。

ところで、S R2の肩部調査の際、A3－21－23－A3－21－25ラインの下層セクション図

にみられるように、流路底面（図の㍑層上面）は一度隆起して再び東に向かって落ち込んでい

ることが確認された。この隆起が南部のLoc．33・41において三角州状をなしていたと考えられ、

Loc．36のSR2は、その本流はLoc．41の東半部を南流し、支流はLoc．33のSR2からLoc．32の

SR3へと注いでいたものと判断される。

SR2からは、極めて多くの弥生遺物が出土した（12－176の土器および179－217の石器

の大部分）。出土遺物は、時期的にも広範囲にわたっており、前期のものから後期のものまで

多種多様である。特に、黒褐色粘質土系の埋土と砂礫を含む層からの出土が目立った。但し、

前期1トlII段階の遺物および後期lI段階の遺物の出土は僅少であった。出土状況も、下層から

も後期土器が出土し、埋土堆積の乱雑さに比例して法則的なものはみられなかった。

5．　まとめ

Loc．36Bにおいて検出された弥生遺構は、STlとSK7・8およびS R2である。

STlは、後期1段階に属する一括資料を出土しており、Loc．34の集落の一環をなすものと

考えられる。なお、STlの主柱穴は5個と考えられ、特異な形態である。形状的にはP3・

7・11・13の4個を主柱穴とすることが妥当であるが、ピットの位置および深さからしてP2

・6・7・10・11を主柱穴と判断した。

SK7・8はSTlの付属施設として捉えられる。特に、SK8は、遺物出土状態からして

STlと密接な関連をもっていたものと考えられる。

SR2は当地点において非常に大きな規模をもっていたことが確認された。Loc．35から当地
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点を経てLoc．41に流れるSR2は、現在の田村川と重複する部分が多く、「古田村川」とも呼

ぶべき存在であったと考えられる。そして、その規模は現在の田村川に数倍しておl上　田村弥

生集落形成において重要な役割を果していたものと推定される。

第12表　竪穴住居地計測表

挿図番号 遺構番 号 平 面 形 ‘規　 模

（m ）
主軸方向 柱　 穴 面 （慧 ） 施　 設 備　 考

第 6 7　図 S T l 円　 形 5．6 2 N － 2 10－ E 13 24．8

第13表　土拡計測表

挿図番号 遺構番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 6 7 図 S K　7 不整楕 円形 1．74 0 ．74 0 ．28 0N － 60 － W 逆台形

〝 S K　8 〝 0 ．72 0 ．36 0 ．18
0N － 70 － W 〝
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第14表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

■
形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S T l ＝l＝・璽E

12 ．7 直立 す る長 し．、頚部 か ら口綾部 は滑

1h

ロ縁部 内外面横 方 向の強い ナデ調 頚部 に内偵接

（16 ．0 ） b かに外反。口唇部 は面をなす。 整 。
項部下 半 ，上胴 部 内面に指頭 圧痕
顕著 。

胴頚部 接合部 内面 に しぼ り目d

合痕を認め る。

2 〝 〝

16 ．3

（ 9 ．8 ）

直線 的 に立 ち上が る頚部 か ら口縁
部 は短 く屈 曲。 ロ綾 部外 面に 3 条

のへ ラ描 洗練 。

頚部 内面に指頭 圧痕顕 著 。
〝

3 〝 窺

12 ．1

（ 5 ．2 ）

ロ綾 部は丸 く外反 。雑な つ くり。 口綾部 を指頭 によ り強 く折 り曲げ

・てい る。

外面煤 けて い

る。 脚部外面
に黒斑 。

4 ′′ 〝

13 ．5 「く」の字状 に屈 曲す る口縁部 。 口唇部 上下端 をつ まんで横方 向に

（7 ．7 ） 口唇 部は上下 にや や肥厚 し， 2 条

の細 い凹線 文を配 す 。

ナデ る。

5 〝 ′′

13 ．6

（ 5 ．1 ）

口綾部 は丸 く外反 。 口唇 部は外傾
す る面を なす 。

内外面 剥離が著 しい。‘

6 〝 〝
（ 7 ．3 ）

6 ．3

底部外 面ナデ調 整 。
内面 にへ ラ削 りが認 め られ る。

外面 は煤 け，
火を 受けて変

色 してい る。

7 〝 〝
（ 8 ．6 ）

5 ．7

下胴 部外面横 方 向のナデ調 整。 外面 煤けて い

る．。

8 〝 〝
（10 ．8 ）

5 ．0

胴 部外面 に黒
斑 。

9 〝 高　 林

29 ．2 杯休部 か ら強 く屈曲 して立 ち上が 口唇 部下端 をつ まみ出す よ うに し 粘 土帯接合 部

（5 ．2 ） ，口　 。 は　 反。 ロ　 ロ は て　　 ロに　 くナデ る。　 。 を観察で きる。
す る面 をなす 。 面 パケ調整 。

10 〝 〝
（ 9 ．7 ）

14 ．0

脚端部 に 2 条 の凹線 文ム
脚部中 ，下位 に小円孔 あ り。

脚部内面下半右方 向へのへ ラ削 り。 9 の脚部 か。

11 S　K 8 士璽E

13 ．4 ロ縁部 がわず かに外 反。 刻 目はパ ケ状原体 に よる。

（6 ．8） 口唇部 は外傾す る面 をな し，刻 目

を施す 。

口縁部外面 に横方 向の ナデ調整 。

12 S R 2 〝

12 ．6 内側 に直線 的に立 ち上が る頸 部か 屈 曲部外面 に指頭 圧痕 あ り。 頚 部 に黒 斑。

（8 ・0 ） ら，ロ綾部 は強 く外 方に屈 曲 。 外 面に細 やかなへ ラ磨 き。

13 〝 ′′

17 ．2

（ 4 ．2）

口縁 部は滑 らか に外 反 。

端部 は丸 くお さめ る。

ロ頸 間 に一条 のへ ラ描沈線 。

内外面へ ラ磨 き。

14 〝 〝

14 ．1

（ 4 ．0）

口縁 部 には内か ら外に 向けて ，小

孔 を貫通。 頸部外 面に貼付 突帯 。
その上下 にへ ラ描 沈線 。

ロ綾部外 面 に粘 土帯貼付 。 貼付 は埋 め込

むよ うに行わ
れて い る。

15 〝 〝

14 ．4 頚部が直線的に外方に立ち上 がる。 口唇部 に横方 向の強 いナデ調 整 。

（4 ．4） 口綾部 は発 達せず ， 口唇 部は凹状
を なす。下 端 に刻 目。頸 部外面 に

7 条のへ ラ描沈線 。

刻 目はパケ状原 体 による。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S R 2 ＝ヒ宝E

14 ．2

（6 ．1）

頚部か ら口縁 にかけ て滑 らか に外

反。端 部は面を なす。頚 部 にへ ラ
描 沈線 を施 し，突帯A 貼付 。

ロ縁端 部 は横 方向 のナデ調 整 。 突帯 は埋め込
む よ うに貼付

され てい る。

17 〝 〝

17 ．8

（ 7 ．9）

頚 部か ら滑 らか に外反 して 口縁 部
に至 る。 端部 は面 をなす 。外面 に
10数条 のへ ラ描沈 線を有 し，その
中の 3 条 に突帯B を貼付 。 〝

18 ′′ 〝

8 ．5 口綾部 は頚部か ら滑 らか に外反 。 口握部 内外面 ，口唇部 は横方 向の ナ

（4 ．6 ） 頚 部 にへ ラ描沈線 を施す 。 デ調整 。

19 〝 ′′

9 ．4

（5 ．9 ）

細 めの頸部 か ら直線 的 に外 方 に立
ち上が り，口綾部 は外方 に屈曲 。
端 部は丸 くお さめ る。頚部 外面 に
貼付 突帯及 びへ ラ描 沈線 。

口綾 部 内面 に も 1 条 の貼付 突帯 。

全 体 的 に堅級 。

20 ′′ 〝

7 ．7 球形 に近 い胴 部。 ロ綾 部 は滑 らか 外 面 は全 面へ ラ磨 きがか け られ て 外 面 に黒 斑。

15 ．1

10 ．8

4 ．2

に　 反。 。　　 に勿目　 帯月 、。 いた　 の と　 ス＿りれ るが， ロ。
そ の上下 にへ ラ描沈線 を施す 。 位 に下地 のパ ケ調整がみ られ る。

21 ′′ 〝
（6 ．9）

細 くしまった頚 部 に 8 条 のへ ラ描
沈線 と 4 条 の突 帯を確認 で きる。

擬 口縁を観 察

で き る。

22 〝 〝

やや肩 平気味 の球形を呈 す る胴 部 胴部 外面縦方 向 のパケ調整 後 ，へ 搬入 品か 。

（17 ．0）

40 ．4

の中位 。 3 条 の太い突帯 を貼付 。
上下 2 条に は且 殻腹縁で 圧痕を施

す。突帯 の上下 にへ ラ描 沈線 。

ラ磨き。内面は横方 向のへ ラ磨 き。

23 〝 〝

24 ．0 大 きく外 反す る口綾部。 口唇部 は 外面縦 方向 ，内面横 方向の パケ調

（9 ．5 ） 凹状を な し，上下 に刻 目。口縁部

に貫通 す る刺突 文。
頚 部 に突 帯及 びへ ラ描沈 線。

整 。

24 〝 〝

25 ．4

（ 7 ．0 ）

頸部か ら滑 らかに外反す る口綾部 。

口唇部 は厚 く，上下にパ ケ状原体
によ り刻 目。

口綾部 外面 に粘 土帯 を接続貼 付 。

25 〝 〝

．20 ．8 大 き く外 反す る口綾部。 ロ綾部 に 口縁部外 面横方 向の ナデ調整 。 ロ綾部 内面の

（3 ．8 ） 刺 突文 。

口綾部 内面 及び頚 部に突帯 。
頸 部突帯 上に櫛描 直線文 あ り。

刺突文 は内面か ら外面 へ貫通 。 突帯 は環 状を

呈す 。

26 〝 〝

26 ．4 滑 らか に外 反す るロ頚部。 口唇部 ロ綾部 に粘 土帯 を接合貼 付 （貼 付

（8 ．2 ） は凹　 を な し，上　 にパ ケ　 、 。　　 に　 い 旨頭 圧痕 。 口　 。
によ る刻 目を配す。 横 方向の ナデ調整 。頚 部外面 ，縦

方 向のパ ケ調整 。

27 〝 〝

一t

27 ．2

（9 ．0）

大 き く外反 す る口頸 部。 口唇 部は

凹状 をな し，上下 に刻 目。 内外面
に櫛描 直線文 及び突 帯を交互 に配
す 。

28 〝 〝

23 ．4 大 き く外反す る口頚部 。 口唇 部は ロ綾 部に粘土 帯 を接 合貼位 。

（4 ．8 ） 凹　　 な し，　　 に勿 目。 ロ　 。 ロ　 ロ　　　 ロの　 いナデ 調 ，勿
内面 に列点文 を配 し，その上 に 6
条の細 い沈線 を巡 らす 。

目及び列点文はパ ケ状原体 によ る。

29 ′′ 〝

24 ．8 大 き く外反す る口綾部 。口唇部 上 口唇 部は横方 向の強 い ナデによ り

（11 ．0 ） 下に刻 目。 ロ綾 部 内面 に 2 条 の突
帯。頸 部外面 に櫛 描簾状 文及 び櫛

描直線 文。

凹状 を呈す 。

30 ′′ 〝

20 ．0

（ 8 ．7 ）

口縁部 内面に 3 列の刺突文を配す 。

口唇部 は凹状を な し，上下 に刻 目
を施す 。

口唇 部横方 向の強 いナデ調 整。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 S　 R 2 ＝量コ・璽E

17 ．4 緩 や か に 外 反 す る 口 頚 部 。 端 部 突 帯 は 肩 平 な 粘 土 帯 で ．頭 状 の も

（ 6 ．6） は 面 を な す 。 頚 部 に 3 条 の 突 帯 を

貼 付 し ， そ の 間 に 櫛 描 直 線 文 を 配

す 。

の で 刻 目風 に お さ ぇ て い る 。

3 2 〝 ／′

18 ．9

（ 6 ．0 ）

直 立 気 味 の 頚 部 か ら外 反 す る 口 綾

部 に 至 る 。 頸 部 外 面 に 7 条 1 帯 の

櫛 描 直 線 文 及 び 波 状 文 を 施 す 。
r＼ノ

3 3 ′′ ′′

3 7 ．・6

（13 ．1 ）

口 綾 部 は 滑 らか に 外 反 。 ロ 縁 部 に

1 条 ，肩 部 に 4 条 の 細 い 突 帯 を 有

し， 下 端 の 突 帯 に 接 し て ， 楕 円 形

浮 文 を つ け る 。

大 型 壷 。

3 4 ′′ ′′

1 7 ．7

（1 9 ．0 ）

1 9 ．4

頚 部 か らロ 綾 部 に か け て 滑 らか に

外 反 。 端 部 は 丸 くお さめ ， 下 端 に

刻 目を 配 す 。

肩 部 に 3 条 の 突 帯 が 認 め られ る 。

3 5 ′′ ′′

1 4 ．9

（ 7 ．0 ）

頸 部 か ら口 縁 部 に か けて 滑 らか に

外 反 。端 部 は面 取 り ，下 端 に刻 目 。

肩 部 に断 面 三 角形 の 突 帯 を貼 付 し ，

そ の 下 に棒 状 浮 文 を 配 す 。

口 縁 部 は粘 土 帯 を 付 け 足 して い る 。

3 6 ′′ ′′

1 6 ．9 張 り出 した 肩 部 に 3 条 の 突 貫 が つ 口 頸 部 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。 薄 手 式 土 器 。

（1 1 ．5 ） く。 ロ縁 部 は 滑 ら か に 外 反 し ，端 胴 部 内 面 ナ デ 調 整 、 外 面 に は 擦 痕

部 に 肩 平 な 刻 目突 帯 を 有 す 。 を 認 め る 。

3 7 ′′ ′′

1 4 ．5 口縁 部 は 頸 部 か ら滑 らか に外 反 し ， 口縁 部 外 面 パ ケ 調 整 の 後 に ， 粘 土

（ 7 ．0 ） 端 部 は 面 を な す 。 帯 を 貼 付 。

3 8 ′′ ′′

17 ．6

（ 4 ．7 ）

頚 部 か ら漏 斗 状 に 開 く 口 綾 部 。

口 唇 部 は 面 を な す 。

ロ綾 部外 面 に肩 平 な 粘 土 帯 を貼 付 。

3 9 ′′ ′′

1 5 ．2

（ 5 ．7 ）

わ ず か に 外 反 気 味 に 立 ち 上 が る頸

部 か ら ， 口 綾 部 は 強 く外 反 。

ロ綾 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。・

4 0 ′′ 〝

1 4 ．4

（ 6 ．4 ）
〝

口縁 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。 貼 付 部

に 強 い 指 頭 圧 痕 。 口 唇 部 横 方 向 の
強 い ナ デ 調 整 。

口縁 部 内 面 に

黒 斑 あ り 。

4 1 〝 ′′

1 7 ．0 滑 らか に外 反 す る ロ 縁 部 。 ロ綾 部 外 面 に 厚 い 粘 土 帯 を 貼 付 。・

（ 8 ．0 ） 口唇 部 は 凹 状 を な す 。 外 面 縦 方 向 ， 内 面 横 方 向 の パ ケ 調

整 。

4 2 ′′ ′′

1 7 ．6 内傾 気 味 の 傾 部 か ら大 き く外 反 す ロ縁 部 外 面 に 厚 い 粘 土 帯 を 貼 付 。

（ 9 ．0 ） る ロ 綾 部 。

上 胴 部 に突 帯 を 貼 付 。

口 唇 部 は 凹 状 を な す 。

口唇 部 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

4 3 ′′ 〝

15 ．8 口 頸 部 は滑 らか に 外 反 。 口綾 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 ， 接 合 部

（ 7 ．1） 口　 。 は 凹　 を 呈 し ，　 ロ は や や を ナ デ て ・ して い る 。 口　 。

下 垂 す る 。 向 の ナ デ 調 整 。

4 4 ′′ 〝

19 ．0

（ 3 ．3 ）

滑 らか に外 反 す る ロ 綾 部 。 口縁 部 外 面 に 粘 土 罵 貼 付 。

外 面 縦 パ ケ の下 地 の 上 を ナ デ調 整

（粘 土 帯 貼 付 は パ ケ 調 整 後 ） 。．

4 5 ′′ ′′

19 ．0

（ 6 ．5 ）

〝
ロ綾 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。

貼 付 部 に指 頭 圧 痕 顕 著 。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（c m ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S R 2 ＝量ご雪E

1 1．6

（ 4 ．7 ）

漏 斗状 に開 く口綾部 。

口唇 部 は外傾 す る面 をな す。 口縁
部 内面 に櫛描 波状文 をわず か に認
め る。

ロ綾 部外面 に粘 土帯貼付 。

4 7
〝 〝

17 ．9 漏 斗状 に開 く口綾部 。 口唇 部は丸 口綾部 外面 に粘 土帯貼付 。

（9 ．8 ） 味 を帯び ，下 端に刻 目を配 す。頚

部下 端 に細 いへ ラ描 沈線 2 条 。

口唇部横 方 向のナデ調整 。

4 8 〝 ′′

21 ．9 直線 的 に外方 に立 ち上が る頚 部か 口綾部 外面 に粘 土帯貼付 。

（7 ．0 ） ら口綾部 はさ らに外 反。 ・口唇部横 方 向のナデ調 整。

49 〝 〝

20 ．0 直線 的 に外 方に立 ち上が る頚 部か ロ縁部 に粘土帯 を接続貼 付 。

（5 ．5 ） らロ縁部 は水 平に近 く外反 。
端部 は外傾す る面を な し，部 分的

に下垂 。

内外面 と も調整 不明 。

50 〝 〝

16 ．6

（ 4 ．8 ）

直線的に外方に立ち上が る口頚部 。 口綾部外 面に粘 土帯貼付 。
頸 部外面 に擦痕 。

外面煤 けて い

る。

5 1 ′′ 〝

19 ．2 直立気 味の頸 部に短 く外反 した 口 □綾 部外面 に粘土 帯貼付 。

（6 ．3） 綾部 が 付く。 口唇部 は凹状 をなす。 貼付 部外面 に強 い指頭圧痕 。

口唇 部横方 向の 強いナ デ調整 。

52 〝 ′′

25 ．4

（9 ．4）

直線的 に外方 に立 ち上 が る頸部 に
滑 らか に外反 した 口綾部 が付 く。

口唇部 は凹状 をなす 。

ロ縁 部外面 に厚 い粘土帯貼 付 。

53 〝 〝

22 ．4 頸 部か ら滑 らかに外反 して 口綾 部 ロ綾 部外面 に粘土帯 貼付 。

（8 ．6） に至 る。口唇部 は凹状 をなす 。 口唇 部横方 向の ナデ調整 。

54 〝 〝

18 ．0 わずか に外反気 味の頸部 か ら，口 刻 目はへ ラ状 原体 によ って右方 向 外 面煤 けてい

（6 ．1） 縁ロ は短 く外反 。　 ロ は面 をな し， か ら施 。　　 文 は　 か ら右へ施 る。
下端 に刻 目。頸部 に櫛 描波状 文 。 文 。

55 ′′ ′′

18 ．6 内傾気 味の頸部 に外方 に屈曲 した ロ縁部外面 に肩平 な粘土帯 を貼付 。

（7 ．0） 口綾部が付 く。口唇部は面をな し， 刻 目はパ ケ状 原体 によ うて左方 向
刻 目を 配す 。 か ら施 文 。

56 ′′ 〝

14 ．8 滑 らか に外反す る口綾部 。 口縁部 外面 に粘土帯 貼付 。

（5 ．8 ） 口唇部 には右 上が りの刻 目を配す 。 貼付部 外面 に指頭圧 痕 。

57 ′′ ′′

11 ．9 直 立気味 の頚部 か ら外反 す る口縁 口縁部 内外面横 方 向のへ ラ磨 き。 ロ綾部の／ト孔

（7 ．0 ） 部 。 口縁 部に貫通 孔。頸 部下端 に 頸部 内面横方 向 ，外 面縦方 向のへ は，焼成 前に
櫛描 波状 文，上胴 部に直線 文及 び
波 状文 。

ラ磨 き。 内か ら外 へ貫
通 。

58 〝

14

′′

14 ．1

（ 4 ．0 ）

口綾 部 は頚 部か ら滑 らか に外反 。

口唇 部 は面 をな し，パケ状 原体 に
よる刻 目を配す 。

59 ′′ ′′

15 ．0 や や外方 に立ち上 が る頚部 か ら口 口綾部 に粘土帯 を接続 （パ ケ調整

（5 ．7） 縁部 は水平 に近 く外反。 口唇部 は 後） 。
凹状 をな し，パ ケ状 原体 によ る刻

目を配す 。

口唇部横 方 向のナデ調 整。

60
′′ ′′

17 ．4 滑 らか に外反 す るロ綾部 。 外面縦方 向の パケ調整 後 ，横 方向

（5 ．5） 厚 い口唇部 にはパ ケ状原体 による
右 上が りの刻 目を配す 。

のパ ケ調 整 。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

61 S‘R 2 ＝ヒ宝E

13 ．2

（ 5 ．3 ）

口頸部滑 らか に外反 。

口綾部 内面 刻 目突貫 2 粂貼 付 。小

．孔 を有す 。頚 部内面 にも刻 目突 帯 2 粂 貼付 。

／ト孔は 内側か ら外 面へ貫 通 。

6 2 〝 〝

17 ．8 直 立気味の頚 部か ら． ロ綾 部に 向 口綾部外面 に粘土 帯貼付 。貼付 部

（6 ．9 ） か っ緩や かに外反 。

口唇 部 にハ ケ状原体 によ る刻 目。

ナデ調整。（パケ調整 後 に貼 付 して

いるが ，貼 付後 も一部 ハケ調整 ）。

63 〝 ′′

22 ．0

（9 ．0）

頚部か ら滑 らかに外反 す る口縁部 。

口唇部 は厚 く，パ ケ状 原体 によ る
刻 目。

口縁部 内面 に同原体 によ る羽状圧
痕 。

ロ縁 部外面 に粘土帯 貼付 。

64 〝 ′′

20 ．4 直立気 味の頚部 か ら強 く外反 す る 口綾 部外面 に粘土罵 貼付 。

（8 ．0） ロ綾部 。 ロ綾部 に小孔 。 口唇 部は
幅広 く凹状を なす。頸 部 に突帯 を
有す 。＿

小孔 は内側 か ら外側 へ貫通 。

65 ′′ 〝

20 ．1 厚め の貼付 口縁 。 ロ綾 部外面 に厚い粘 土帯貼付 。

（5 ．6 ） 口唇部 は面を な し，パケ状原体 に
よ る斜 格子文を配 す 。

口綾 部内面横 方向 のナデ調整 。

66 ′′ 〝

19 ．2

（ 6 ．8 ） 〝

67 〝 ′′

18 ．4

（ 5 ．3 ）

滑 らか に外反す る ロ縁部 。端 部は

凹状を な し，下 端 に深 い刻 目を有
す。外 面縦方 向に沈線 を数条 ずつ
配す 。

外面横 方 向のナデ調整 。

68 ′′ 〝

19 ．2 口頚部 滑 らか に弱 く外反 。 口‘縁部 外面 に粘土帯貼 付 。

（6 ．4 ） 端 部 は外傾す る面を なす。 内外面 全体的 にナ デ調 整 。

69 〝 〝

18 ．0

（ 6 ．1）

口頸部 は短 く外 反気味 に立 ち上が

る。 口唇 部の 内外 に太 い刻 目。肩・
部 に刺突文を有 す 。

70 ′′ ′′

21 ．6 口縁部 は大き く外反 。 口綾部外 面 に粘 土帯貼付 。

（6 ．3 ） 口唇部 は下方 に肥 厚 。 口唇部横 方 向のナデ調 整。

71 ′′ 〝

11 ．0

（ 2 ．5 ）

口綾部 は滑 らか に外反 し， 口唇 部

下端 に刻 目。 ロ縁 部外面 に微隆起
帯 。

薄手式土 器 。

7 2 〝 ′′

17 ．2

（ 2 ．4 ）

大 き く外反 す るロ縁部 。

口唇部下端 に刻 目。
口綾部外面 に断面 三角形 の細 い突
帯 。

刻 目は右 方向か ら施す 。
〝

7 3 〝 〝

21 ．8

（ 4 ．6 ）

直 線的 に外 反す るロ綾部 。
外 面に突帯 貼付 。

74 〝 ′′

23 ．‾3

（3 ．8 ）

大 き く外 反す るロ縁部。‘外面 に突
帯 。 口唇 部下端 に刻 目。
頚 部外面 に縦方 向のへ ラ描沈線 。

薄手式土 器 。

75 〝 ′′

20 ．0

（ 2 ．6）

大 き く外反 す る口縁部。 端部が下
方 に肥厚。口縁下 に刻 目突 帯貼付 。

その下 に櫛 描直線 文 と縦 方向のへ
ラ描 沈線 を配す 。

〝
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法・ 備　　 考

76 S R 2 士璽

26 ．7

（ 4 ．5 ）

ロ綾 部は強 く外反 。

口唇 部は面 をな し，下端 に刻 目。

口綾部 外面 に 2 条の 突帯 。

刻 目は右 方向か ら施す 。 薄 手式土 器 。

77 〝 〝

18 ．2 滑 らかに大 き く外反す る 口頚部 。 口綾 部外面 に粘土 帯貼付 。 頚 部 に櫛描 直

（7 ．2） ロ綾部 下端 にパケ状原体 に よる刻
目。

器表 の荒れ がひ ど く，調整 不明 。 線 文を有 す る
可能 性 あ り。

78 〝 〝

17 ．6 滑 らか に外反 する ロ頚部 。 頸部 内面 に指 頭圧 痕。

（7 ．9 ） 口唇部 は若干上 方に拡張 され ， 2
条 の凹 線文。頚 部下端 に刺突文 。

口綾部 内面横 方 向のナデ調 整 。

79
〝 〝

23 ．6

（ 9 ．4 ）

ロ縁部 が大 き く発達 してい る。 ロ綾部 外面 に粘土等貼 付 。

ロ縁部 内外面横 方 向のナデ 調整 。

80
〝 〝

15 ．2

（ 6 ．5 ）

口縁 端部 を下方 に拡張 し， 2 条の

凹線 文を施 す 。

8 1 〝 〝

9 ．2 わず かに肩 の張 った上胴部 か ら口
　ヽ　　　つh

口綾 部外面 に粘土 帯貼付 。 外面上胴 部 と

17 ．2

11 ．4

4 ．4

頚部 は滑 らかに外反 。 上胴 部及 び底 部 内面 に指 頭圧痕 。 下胴部 に黒斑

が対称 的につ
いてい る。

82 〝 〝

12 ．4 滑 らかに外反 す るロ綾 部。 口綾 部外面 に粘土帯 貼付 。

（4 ．6 ） 口唇部 は丸 くお さめ る。 外面 に指頭圧痕 。

83 〝 〝

10 ．2

（ 3 ．0 ）

わずか に内傾気 味に立 ち上が る頸
部か ら短 く外反 す る口縁 部に至 る。

口唇部 は横方 向の ナデ調整 。

糾 〝 〝

5 ．5

8 ．8

8 ．6

4 ．3

胴部中位 に最大径 を有 し，口綾部

が短 く直線 的に外 反す る小 型土器 。
外 面 に指 頭圧痕 顕著 。

8 5 〝 〝

8 ．9

（5 ．0 ）

直 立気味 の頚部 か ら外 反す る口縁

部 に至 る。
口唇部 ナデ調整 。

86 〝 〝

15 ．2

（4 ．6）

内偵 気味 の頚 部か らロ綾部 は強 く
屈 曲。 口唇 部に凹線 文 。

胴部 外面 に木 口によ る擦痕 。 外面 は煤 けて

い る。

87 〝 〝

19 ．0

（ 5 ．2 ）

弓状 に外反す る口頚部 。
端部 は丸 くおさめ る。

88 〝 〝

′15 ．8

（ 4 ．5 ）

外方 に直線的 に立 ち上 が る頚部 か
ら短 く外 方に屈 曲す る口綾部 に至

る。
端 部は やや下方 に肥厚 。

口唇部 横方 向のナ デ調整 。

89 ′′ 〝

15 ．6

（4 ．5）

口唇部 は幅広 くや や外方 に拡張 。
球 形の休 部が付 くもの と考 え られ

る。

90 ′′ ′′

14 ．6

（ 7 ．6 ）

球形 に近 い休 部か ら，ロ頚 部 は外
反気 味 に立 ち上が る。

口唇 部 は凹 状をな す。

口唇部横 方向 のナデ調整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 S　R 2 ＝ヒ雪E

1 3 ．9

（ 5 ．2 ）

直 立 気 味 の 頚 部 か ら， 短 く屈 曲す

る ロ 綾 部 に至 る 。

口 綾 部 外 面 に 粘 土 帯 貼 付 。

貼 付 部 に指 頭 圧 痕 顕 著 。

9 2 〝 〝

1 2 ．2 わ ず か に外 反 気 味 に 立 ち上 が る 長 屈 曲 部 に指 頭 圧 痕 が 残 る 。

（ 8 ．5 ） い 頚 部 か ら，ロ縁 部 は 短 く外 方 に 屈

曲 。

内 外 面 パ ケ 調 整 。

9 3 〝 ′′

1 0 ．9 内湾 して 立 ち 上 が る 上 胴 部 か ら 口 粘 土 を 折 り返 して 口 縁 部 を づ くる 。

．

胴 部 は煤 け て

（ 5 ．0 ） 綾 部 は 短 く外 反 。 口 唇 部 及 び 口綾 部 内 外 面 横 方 向 の

ナ デ 調 整 。

上胴 部 外 面 に右 下 が りの パ ケ 調 整 。

い る 。

9 4 ′′ ′′

（ 5 ．0 ）

9 ．2

厚 め の 底 部 。

9 5 ′′ 〝

（ 6 ．9 ）

7 ．4

異 常 に 厚 い 底 部 で ， 上 げ 底 状 を 呈

す 。

9 6 ′′ 〝

（ 5 ．5 ）

7 ．4

底 部 内 面 ナ デ 調 整 。

9 7 ′′ ′′

（ 6 ．2）

9 ．2

〝

9 8 〝 〝

（ 5 ．1）

8 ．2

や や 上 げ 底 気 味 。

9 9 ′′ ′′

（ 4 ．4）

7 ．1

擬 口 縁 部 で 欠 損 し て い る 。

1 0 0 〝 ′′
（ 4 ．3）

8 ．5

異 常 に 厚 い底 部 。 〝

1 0 1 ′′ ′′
（ 9 ．5 ）

1 8 ．8

大 型 壷 の 底 部 。

10 2 〝 〝
（ 6 ．4 ）

9 ．8

上 げ 底 気 味 の 底 部 を 有 し ， 下 胴 部

は 大 き く外 方 に 張 り出 す 。

10 3 ′′ ′′
（ 4 ．2 ）

9 ．0

外 面 火 を 受 け

て 変 色 （要 の

底 部 か ？ ）。

1 0 4 ！′ ′′
（ 9 ．0 ）

8 ．4

胴 部 外 面 パ ケ調 整 。

1 0 5 ′′ ′′
（ 6 ．9 ）

8 ．0

底 部 の粘 土 板貼 付 部 が 刺 落 して い

る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 0 6 S R　 2 ＝ヒ宝E
（ 4 ．9 ）

8 ．2

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 。

1 0 7 ′′ ′′

（ 3 ．4）

5 ．7

1 0 8 ′′ 〝

（ 7 ．0）

9 ．8

前 期 の 壷 の 底 部 か 。 下 胴 部 か ら 底

部 外 面 に か け

て 黒 斑 。

1 0 9 〝 〝

（ 3．4）

4 ．8

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 外 面 煤 け て い

る 。

1 1 0 〝 ′′

（ 4 ．4 ）

10 ．9

胴 部外 面 及 び 底 部 外 面 に へ ラ磨 き 。

1 1 1 〝 〝

（ 5 ．0 ）

9 ．8

下 胴 部 は 大 き く外 方 に 張 り 出 す 。

1 1 2 〝 〝

（ 4 ．2 ）

4 ．2

底 径 が 小 さ い 。

1 1 3 ′′ 〝

（1 0 ．0 ）

8 ．2

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 か ら ， 長 め

の 胴 部 に至 る 。

1 14 〝 〝
（ 7 ．3 ）

4 ．0

′′
内面 に 指 頭 圧 痕 が 顕 著 。 外 面 下 胴 部 か

ら底 部 に か け

て 黒 斑 。

1 15 ′′ 〝

（ 6 ．2 ）

8 ．0

外 面 に パ ケ調 整 の 痕 が 若 干 残 る 。

1 16 〝 〝

（1 9 、3 ）

8 ．6

厚 め の 底 部 か ら胴 部 に 至 る 。 下 胴 部 外 面 に

黒 斑 。

1 17 〝 〝

（ 4 ．3 ）

7 ．4

断 面 台 形 状 を 呈 す る底 部 。

1 1 8 ′′ 〝

（ 5 ．6 ）

6 ．0

異 常 に 厚 い 底 部 を 有 す 。

1 1 9 〝 蛮

19 ．0 上 胴 部 に 最 大 径 を 有 し， 頚 部 は 内 列 点 文 は パ ケ 状 原 体 に よ る 。

（2 0 ．4 ） 傾 し て 立 ち上 が り ，．ロ 縁 部 は 滑 ら 頸 部 外 面 縦 方 向 の 粗 い パ ケ 調 整 p

2 0 ．7 にゝ　 。 ロ　 。　　 に 身　 。 ロロ　　　 に ．、艮　 そ の ／ に ナ デ 三
胴 部 に へ ラ描 沈 線 。 そ の 下 に 列 点

文 。
整 ） 。

1 2 0 〝 ′′

．19 ．4 口 綾 部 は 頚 部 か らわ ず か に外 反 。 口綾 部 内 外 面 ナ デ 調 整 。

（ 7 ．6 ） 端 部 は 丸 く お さ め る 。 頚 部 に 削 り

出 し状 の 突 農 を 有 し ， へ ラ描 沈 線

3 条 を 確 認 で き る 。

頚 部 内 外 面 パ ケ 調 整 。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 S　R 2 窺

14 ．4 逆 L 字状 口縁 。 口綾部端 部外面 に粘土 帯貼付 。 胎土 に雲母 を

（3 ．3 ） したロ　　 ロにパ ケ　 、　 に ロ　 ロ　　 に 旨　　 肢。 含む 。
よ る刻 目。 外面 のハケ調整 は突帯 貼付後 。

122 ′′ ′′

17 ．4 逆 L 字 状 口縁 を呈 す 。 端 部 に 右 口縁部端 部外面 に断面 三角形 の粘

（4 ．3 ） 方向か らの刻 目を配 し，その直 下

にへ ラ描 沈線 4 条を施す 。

土帯貼付 。

123 〝 ′′

20 ．6

（ 2 ．1）

口縁下 に鍔状の突 帯を有 し，先端

に刻 目を施す。 突帯下 にへ ラ描 沈
線 を 2 条 まで認 め る。

l

ロ縁下 に肩平 な粘土帯 を貼付 。

124 〝 〝

15 ．2 上 胴部 やや張 り出す。直 立気味 の

1b

頚部 内外面パ ケ調整 。 外面 全面が煤

（17 ．0 ）

17 ．7

頸 部か り口綾部 は短 く外反 。 口綾

部外面 に 1 条 ，上胴部 に 3 条 の突
帯 を有す 。

胴部外面 下半 に擦痕を 認め る。 けてい る。

125 〝 ′′

19 ．4

（ 6 ．0 ）

滑 らか に外反す る ロ縁 部を有 し，
端部 は面をなす 。

ロ縁部 内外面横 方 向のナデ調整 。

126 〝 ′′

17 ．0

（ 4 ．4 ）

□縁部 は頚部 か ら滑 らかに外反 。
端 部 は面をな し，外面 に突帯 を貼

付 。

内外面 パケ調整 。

127 〝 ′′

15 ．6

（12 ．7 ）

直立気 味の長 い頚部か ら， ロ縁 部

はわず かに外反。端部 は面をな し，
下 方 にやや肥厚 。

外面 パケ調整 。 外 面全面 が煤

けてい る。

128 ′′ 〝

15 ．8 胴部 か ら直線 的に外傾 して立 ち上 胴部 内面下半 に左方 向竺のへ ラ削 外 面全面 が煤

（9 ．2） が ，ロ　 ロは　 か　　 反。 口唇 。　　　　 ロの パケ調　 が てい る。
部 は面 をなす 。 か に残 る。 外 面火を受 け

て変色 。

129 〝 〝

やや 肩の張 った胴部 を有す る小型 内面 に粘土帯 接合部 が確認 でき る

（1 1．3）

11 ．5

4 ．6

の窺 。 （4 帯 で成形 ） 。
内外 面に指頭 圧痕 が顕 著 。

130 ′′ 〝

26 ．0 上胴部 や屈 曲す るタイプの大 型喪 口縁端 部 に断 面三 角形の 粘土 帯貼

（9 ．5 ） 形土器 。 口唇 部は水平 な幅広 い面

をなす 。

付 。

13 1 ′′ 〝

13 ．6 球形 に近い胴 部か ら，ロ綾部 は強 内面木 理の粗 いパ ケ調整 。 外 面は煤 け ，

（10 ．4 ）

16 ．4

く外反 。 口唇 部に 2 条 の凹線 を有
す 。

内傾接 合部 あ り。 火を受 けて変

色 して い る。

132 〝 ′′

15 ．8 最大径 を胴部 に有 し， 口綾 部は外 ロ縁 部上端 をつ まんで横方 向に強

（7 ．5 ） 方 に鋭 く屈 曲。 口唇 部は 内傾 した
面を な し， 1 条のへ ラ描沈 線を施
す 。

くナデ る。

133 ′′ 〝

9 ．0 大 きく張った胴部か ら，細 くしば っ 口綾 部上端 をつ まんで横方 向 に強

（5 ．9） た 。へ 轟き，口 。は　　　 。 ナデ る。
口唇 部 に 2 条 の凹線 を有す 。 内面上胴部に右方 向へのへ ラ削 り。

134 ′′ 〝

16 ．4 上 胴 部 に最 大 径 を有 し，頸 部 は 口唇 部及 壁口縁部 内外面横 方 向の 外面 は煤 けて

（20 ．2）

2 1 ．8

「く」の字 状に強 く屈曲 。口唇部

は凹状 をなす 。

強 いナデ調 整 。 い る。

135 〝 ′′

10 ．7

10 ．2

10 ．2

4 ．0

上 胴部が張 り出 して ，外 方に強 く

屈 曲 したロ縁部 に至 る。底 部 は厚

い。

外面 に指頭 圧痕 を残す 。
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挿 図 番 号 ・遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　 ・考

1 3 6 S R 2 喪
（ 9 ．2）

4 ．8

し ゃ くれ た 底 部 か ら 胴 部 上 方 へ 至

る 。

外 面 パ ケ 調 整 。 胴 部 外 面 が 煤

け て い る 。

1 3 7 〝 〝

（ 5 ．1）

6 ．5

上 げ 底 気 味 で 断 面 台 形 状 の 底 部 。 下 胴 部 内 面 か

ら底 部 に か け

て 黒 斑 。

1 3 8 〝 〝

（ 3 ．9 ）

5 ．4

1 3 9 〝 〝

（ 6 ．3 ）

5 ．9

外 面 ノ．、ケ 調 整 。

1 4 0 〝 〝

（ 8 ．7 ）

7 ．0

比 較 的 厚 い 底 部 か ら 直 線 的 に 外 方

に の び る 。
〝

1 4 1 〝 〝

（ 4 ．2 ）

6 ．2

断 面 台 形 状 の 厚 い 底 部 。

1 4 2 〝 〝

（ 4 ．4 ）

5 ．9

1 4 3 〝 〝

（ 5 ．3 ）

7 ．4

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 内 面 横 方 向 の へ ラ削 り 。 外 面 が 痩 け て

お り ， 内 面 は

火 を 受 け て 変

色 。

1 4 4
・′′ 〝

（1 9 ．2 ）

9 ．0

比 較 的 薄 い 底 部 か ら球 形 に 近 い 胴

部 に至 る 。

1 4 5 〝 〝

（ 6 ．7 ）

6 ．2

上 げ底 状 の 厚 い 底 部 。

1 4 6 〝 〝

（ 4 ．2 ）

7 ．2

外 面 パ ケ 調 整 。

内 面 ナ デ 調 整 。

下 胴 部 か ら底

部 外 面 に か け

て 黒 斑 。

1 4 7 〝 〝

．‾‾‾‘．‾‾‾‾‾‾‾－tr
（ 6 ．0 ）

6 ．2

外 面 パ ケ 調 整 。 外 面 煤 け て い

る 。

内 面 に 黒 斑 。

14 8 〝 〝

（ 4 ．0 ）

6 ．9

14 9 〝 〝

（ 4 ．0 ）

5 ．2

1 5 0 〝 ′′

．（ 3 ．5 ）

5 ．8

内 外 面 に 指 頭 圧 痕 が 残 る 。 下 胴 部 外 面 に

黒 斑 。
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挿図番 号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（c m ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

15 1 S R 2 喪
（4 ．1）

3 ．5

下 胴部か ら底
部外面 に黒斑。

152 ′′ 〝
（9 ．8 ）

9 ．1

底部 が異常 に薄 い。 内面へ ラ磨 き。
底 部の粘 土板を貼 付す る以前 の段
階 の ものか。

153 〝 甑
（15 ．6 ）

7 ．4

外 面にパ ケ調整痕 が若干 認め られ
るものの ，器表 の荒れ がひ ど く，
他 は調整不 明 。

下 胴部か ら底

部外面 に黒斑。

154
ll

〝 高　 杯
（7 ．3 ）

林部 と脚部 の間 に断 面三角 形の突

帯を貼 付 してい る。

155 〝 〝

17 ．6 ロ縁部 外面 の凹線 は希薄 。
⊂コ

口綾部内外面及び 口唇部 ナデ調整 。

（2 ．4 ） 口唇部 は凹状 を王す 。 休部 外面 にパケ調 整をわず か に認

め る。

156 〝 〝
（12 ．4 ）

13 ．6

据部 に 2 列 の刺突文 ，その下 に 3
条の 凹線文。 端部 は垂直 に立 ち上

が り，外面 が凹状 をなす 。

内面 右上方 向へ のへ ラ削 り。

157 〝 ′′
（6 ．2 ）

杯底 部 は円板充填 によ る。
外面 縦方 向のへ ラ磨 き。
脚 部内面 にはへ ラ削 りの痕 が認 め

られ る。

充填 の際 につ

いた と考 え ら
れ る爪の圧 痕

あ り。

158 〝 〝
（7 ．8 ）

林部 は椀状 を呈 し，脚部 は細い 。 口綾 部 は擬 口縁 で剥落 してい る。

159 〝 〝

直立気 味の脚 部。端 部外面 は凹状 脚 上部 に しぼ り 目，下半 に指頭 圧

（11 ．9 ）

11 ．8

を なす。 痕 あ り。 脚端部 外面横方 向の 強い

ナデ調整 。

160 〝 ′′
（10 ．8 ）

8 ．9

直線 的に開 く脚部 とやや 内湾気味
‘に立 ち上が る杯部 を有す 。

16 1 〝 〝
（4 ．7 ）

12 ．4

据部 下端横 方向 の強い ナデ調整 。

162 〝 ′′

15 ．8

（ 3 ．7 ）

口唇部 が凹状 をな し，外端 にパ ケ

状原体 によって刻 目を配す 。
器形 不明 。

163 ′′ 鉢

15 ．8

（ 3 ．7 ）

やや外 反気味 に内傾 して立 ち上が

る。 肩部で屈 曲す る縄 文系深 鉢の
延長上 に位置 す る土 器か。 端部 は
内傾 してや や肥厚 。

外面 縦方 向のパ ケ調整 。

164 〝 ′′
（3 ．4 ）

3 ．6

断面 台形状 の厚 くて 小 さい底部 。 蓋 の可能 性あ
り。

165 〝 〝
（3 ・1）

6 ．2

断面 台形状 の底部 。 外 面が煤 けて

い る。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

166 S R 2 鉢
（3 ．5 ）

6 ．4

底部 は高台状 に外方 に踏ん張 って

い る。
端部 に′ト孔 あ り。

小孔 は焼成 前穿孔 。

167 〝 ′′
（7 ．6 ）

5 ．8

高台状 に踏 ん張 った底部 。 鉢底 部か 。

16 8 ′′ ′′
（3 ．8 ）

6 ．6

〝

16 9
〝 〝

（2 ．9 ）

4 ．5

上 げ底状 の底 部 。 底部を外 方 につ まみ 出 して いる。

170 ′′ 蓋

若干 凹状 をなす頂 部か ら直 線的 に 天井部 ナデ調整 。 笠 部外面 上方

（9 ．2 ）

5 ．8

下 降外反 。
端 部に 向けて開 く。

笠部外面 ハ ケ調整 。 に黒 斑。

171 〝 〝
（6 ．3 ）

6 ．2

内面 に黒斑 。

172 〝 〝
（4 ．8 ）

2 ．3

細 くしま った天井 部か ら外反 して
下 降。

内外面 パケ調整 。

173 〝 〝
（6 ．6 ）

4 ．4

天井部 ナデ調整 。

笠部外面 パ ケ調 整 。

笠 部 内外面 に
黒斑 。

174 〝 ′′
（3 ．6）

2 ．3

器形 不明 。

175 〝 〝
（3 ．2）

2 ．4

′′

176 〝 土　 錘
全 長　　 6 ．4

直 径 ．3 ．4

重量暗）7 2 ．5

円筒 形を呈 す 。 土 師質 。

第15表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計測値 霊 至淫

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

177 S T l 石　 斧

14 ．9

7 ．0

4 ．7

820 ．0

緑 色片岩

いわ ゆ る大型 蛤刃石 斧であ るが ，刃部欠損

後叩 石 として 転用 され た もの と思わ れ ，基
端部 に も新 しく敲打痕 がつ いてい る。

磨 製。

178 ′′ 〝

12 ．3

5 ．9

2 ．8

320 ．0

砂 岩 （砂 質片岩 ）

全面 を研磨 によ って整形 してい るが ，基端

部 を欠損 してい る。 刃部 には敲打痕 が残 っ

て お り，叩 石 として転用 された可能 性 が大
で あ る。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計測 値 霊 套厚

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

179 S R 2 石　 斧

12 ．8

6 ．2

3 ．7

5 10 ．0

緑色 片岩

基部か ら刃部にかけて斜めに欠損 して いる。

欠損後叩 石に転 用 され てお り，基端部 及び
刃部に 敲打痕が有 る。

磨製 。

180 〝 〝

（16 ．5）

8 ．6

5 ．6

1195 ．0

〝

大型蛤刃石 斧の未 整品。 整形段 階で基 部を

欠損 した もの と考 え られ ，表面 には敲 打痕
が 顕 著 に残 って いる。

18 1 〝 〝

5 ．6

2 ．6

0 ．9

25 ．0

砂　　 岩

小 型の局部 磨製石 斧で ある。

前主面が 自然面で あ り，後 主面及 び側綾 部
が剥離面 であ る。

182 〝 〝

（9 ．1）

3 ．6

0 ．7

13 ．0

泥　　 岩

表 面 と両側 縁部を研 磨 してい る。

小 型砥石 であ る可能 性 もあ る。

183 S　T l 砥　 石

（5 ．4）

4 ．7

1 ．1

4 0 ．0

蛇 紋 岩

主 と して表 裏 2 面 を使用 してい る。

また，’縁辺部 3 面 にも擦痕 が残 る。

184 S R 2 石　 斧

7 ．2

4 ．2

1 ．4

85 ．0

粘 板 岩

刃部を若干欠 損 してい るが，刃部 に最大 幅

を有 す る扁平 片刃 石斧で あ る。
よ く使い込 まれて お り，損 傷 も目立つ が，
残 存面 はよ く研 磨 され てい る。

185 〝 〝

5 ．1

3 ．4

1 ．0

30 ．0

蛇 紋 岩

刃部 に最大幅を有す る扁平片 刃石斧 であ る。

基 部に欠損 が見 られ るものの ，全 面が研磨
によ って丁 寧 に仕 上げ られ てい る。

186 〝 〝

14 ．0

3 ．5

2 ．1

145 ．0

頁　　 岩 ．

形 状的 には棒 状 の叩石で あ るが ，表裏両 面

を研磨 してお り，石 斧を転 用 した もの か。
短 側綾部 に も擦痕 を有 してい る。 両長側 綾
部 に敲打 痕 を残す 。

187 ′′ 石　 斧

11 ．8

4 ．6

1 ．6

115 ．0

千 枚 岩

基 部の右側辺 が決 られて お り，下半 部 の刃

部側 が広 くな って い る打製 石斧 であ る。
刃 部に敲打 痕が著 しい 。

188 〝 叩　 石

（1 1．5）

5 ．5

3 ．2

350 ．0

砂　　 岩

河原 石を利 用 した棒 状の 叩石で ある。

主 に短側縁 部に敲 打痕 が見 られ る 。

18 9 〝 〝

14 ．6

5 ．5

2 ．3

38 5 ．0

緑 色片岩

主 と して両短 側線部 及び片 側の長側 縁部 に
敲打 痕が残 る。

190 ′′ 〝

12 ．3

4 ．1

2 ．1

160 ．0

頁　　 岩

棒状の叩石で ，両短側綾部 に打痕が著 しい。

また ，長側綾部の一部 にも，敲打痕が見 られ

る。

19 1 S T l 〝

13 ．2

5 ．8

2 ．5

304 ．0

砂　　 宕

両短 側縁部 に ，微 細な潰痕 が見 られ ，また ，
裏面 下方 に若干 の敲 打痕 が見 られ る 。

19 2 ′′ 〝

13 ．5

4 ．8

3 ．0

318 ．0

〝

河 原石を利 用 した棒 状の 叩石で ，両短側 縁
部 に小刻 みな 敲打痕が見 られ る。

193 〝 ′′

9 ．2

2 ．8

1．7

73 ．0

〝

長 側辺部 は， 自然面 を残 す面 と剥 離面 とか
らな る。

両 短側綾部 に戯 打痕 が見 られ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号

l

器　 種

最 大 長

計 測 値 豊 美 厚

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

19 4 S T l 叩　 石

1 3 ．0

8 ．6

3 ．2

5 2 5 ．0

砂　　 岩

上 端 の 一 部 を 欠 損 して お り， 疎 打 痕 が わ ず

か に残 る 。 ま た ，下 方 の 短 側 綾 部 に は ，3 条

の 小 さ い 研 磨 痕 が 残 る 。

19 5 〝 〝

8 ．0

6 ．0

1 ．7

1 5 5 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 した も の で ， 両 短 側 綾 部 に 敲

打痕 が 見 られ る 。

1 9 6 〝 〝

1 1 ．1

9 ．6

5 ．2

9 0 5 ．0

〝

表 裏 両 面 に 敲 打 痕 が 見 られ る が ． 表 面 に は

数 条 の 粂 痕 が残 る 。

1 9 7 S　R 2 〝

7 ．9

台．9

3 ．1

2 6 5 ．0

′′

河 原 石 を そ の ま ま利 用 した も の で あ る が ，

よ く使 い 込 ま れ て お り ， 周 縁 部 に 敲 打 痕 が

残 る 。

19 8 〝 ′′

1 0 ．4

（6 ．7 ）

4 ．6

4 3 5 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 した もの で あ る が ， 中 央 部 の

使 用 部 位 を 中 心 に し て ， 半 分 が 欠 損 して い

る 。 側 縁 部 に も 敲 打 痕 が 残 る 。

1 9 9 S　 T l 〝

1 1 ．8

8 ．1

2 ．1

3 3 0 ．0

′′

長 円 形 の 扁 平 な 河 原 石 を 利 用 した もの で ，

周 縁 部 に若 干 の 敲 打 痕 が 確 認 で き る 。

2 0 0 〝 磨　 石

1 1 ．6

9 ．3

4 ．0

8 0 5 ．0

〝

長 円形 の 河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し た も の で

あ る 。

2 0 1 〝 〝

1 1 ．2

1 0 ．2

3 ．5

5 8 0 ．0

′′

円 形 の 河 原 石 を そ の ま ま 利 用 した も の で あ

る 。

2 0 2 ′′ 〝

9 ．2

8 ．9

2 ．8

2 7 6 ．0

〝

自然 面 と 剥 離 面 と か ら な り ， 周 縁 部 に 敲 打

痕 が 見 られ る 。

2 0 3 〝 叩　 石

1 1 ．6

8 ．1

1 ．9

1 9 0 ．0

′′

自然 面 と 剥 離 面 と か ら な り，長 円 形 を 呈 す 。

周 縁 部 に敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 0 4 S R 2 〝

1 0 ．4

7 ．4

2 ．3

お 0 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 し た も の で ， 自然 面 と剥 離 面

と か らな る 。

全 線 部 に 疎 打 痕 が 見 られ る 。

2 0 5 ′′ ′′

8 ．3

5 ．3

8 ．5

7 5 ．0

〝

河 原 石 を 利 用 した も の で ， 自然 面 と‾剥 離 面

と か らな る 。 両 短 側 綾 部 に 敲 打 痕 が 見 られ

る 。

2 0 6 S T l ′′

10 ．3

7 ．2

1 ．7

1 3 0 ．0

〝

自然 面 を 残 す 面 と剥 離 面 と か らな る 。

周 縁 部 に 敲 打 痕 が 認 め られ る 。

2 0 7 S R 2 ′′

8 ．3

6 ．9

1 ．7

1 0 5 ．0

′′

自然 面 と剥 離面 とか らな る扁 平 な叩 石 で あ る 。

周 縁 部 に 若 干 の 敲 打痕 を 残 す 。

2 0 8 〝 砥　 石

1 0 ．8

8 ．5

2 ．7

29 5 ．0

〝

表 面 と上 側 辺 部 と は 砥 石 と して 使 用 さ れ て

い る。 後 に 叩 石 と して 転 用 され た もの か ，
表 裏 両 面 中 央 部 に 敲 打 痕 が 残 る 。

ー155－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大長

計測値 霊至淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

209 S R 2 砥　 石

（7 ．1 ）

6 ．6

4 ．2

235 ．0

砂　　 岩

2 面 を使用 して いる。
表面 には ，細長 い凹状の線 が数本 縦方 向に

走 ってい る。

210 S T l 〝

14 ．9

13 ．4

3 ．5

1355 ．0

〝

表 裏 2 面 と側辺部 2 面 とを使用 してい る。

側 縁部の 1 面は使 用部位 は狭い が，凹状 に
な ってい る。

21 1 〝 〝

（10 ．7 ）

11 ．4

7 ．1

9 95 ．0

砂 岩 （細粒 砂岩 ）

欠損 が著 しく，使 用面の残 存状態 は悪 いが ，

3 面 の使用 面が確 認で きる 。

212 S R 2 石包丁

（8 ．7 ）

5 ．0

0 ．7

32 ．0

千 枚 岩

双 孔を持つ 磨製石包 丁の欠 損品 であ る。

双孔 は両側 よ り穿 たれて お り，刃部 は残 存
部 の状況 では両刃 であ ると考え られ る。

213 〝 〝

（8 ．5・）

5 ．0

0 ．8

55 ．0

〝

双 孔を持 つ直刃 型石包丁 であ る。双孔 は両

面 よ り穿 たれて お り，両 孔の位 置は ，刃部

に対 して平行ではない。刃部 は両 刃で あ り，
表裏両面 に研磨 によ る擦痕 が残 る。背 部 も

よ く研磨 されており，断面三角形 を呈す 。

2 14 ′′ 〝

11 ．8

4 ．8

0 ．7

62 ．0

緑 泥片岩

双 孔を持 つ直刃 型の磨製 石包丁 であ る。

双孔 は両 面 より穿たれ てい る。

刃部 は片 刃で あ り，磨耗 が激 しい 。
また ，背部 の一部 を欠損 して いる 。

2 15 〝 ′′

（9 ．6 ）

4 ．0

0 ．9

50 ．0

石英 片岩 （泥 岩）

双孔 を持 つ直 刃型片 刃石包 丁で ある。
背部 まで研磨 されて いるが ，よ く使 い込 ま

れて お り，右端 を欠損 して いる 。
また ，刃部 もシ ャープ さに欠 け る。

2 16 〝 〝

（7 ．4 ）

4 ．0

6 ．0

27 ．0

千 枚 岩

双孔を持つ 直刃型石包丁の欠損 品で ある 。

刃部 は片刃 であ り，表裏両面 とも研 磨 され
て いる。

2 17 〝 ′′

（8 ．2 ）

（5 ．2 ）

0 ．8

47 ．5

〝

双孔 を持つ磨 製石包丁 で ある。 円孔 は両側

より穿 たれ てい る。 欠損 が激 しく，刃部及
び背 部の状況 は不 明であ るが，表裏 両面 と
も残存面 は研磨 されて い る。

2 18 S T l 不　 明

5 ．5

4 ．0

2 ．9

103 ．0

砂　　 岩

小卵型の小 円礫で ，使途 は特定で きないが ，
住居 址中 よ り出土 した 。

2 19 〝 〝

3 ．9

3 ．2

2 ．3

4 2 ．0

〝

〝

ー156－



IV　　　　　　　Ⅳ lII　　Ⅳ

第I層　灰黒褐色粘質土
第Ⅱ層　茶黒褐色粘質土
第Ⅲ層　黄黒褐色粘質土
第Ⅳ層　黄灰褐色粘質土

ヾ二二

A一院－B
SK7

A－ヽ」＿＿＿＿＿J「＿B

龍橿

0

⊆コ＝TT－「－十一一一一一一一一一二＝∃m

SK8　遺物出土状態

∴芸‾≡二
A－‾＼＿＿＿＿＿′＿B

D L＝7．00m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Jl・・－；　　　」

第67図　STl、SK7・8
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第68図　SR2南北トレンチセクション
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第69図　SR2東トレンチセクション
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第76図　SR2出土遺物
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5．Loc．41



Loc．41

I．位置と調査経過

Loc・41は、田村遺跡群の西部に位置し、小字名は柿の本である。当地点は空港拡張事業に付

随した田村川暗渠化工事に伴い、まず、・東半部の田村川右岸城2，275汀fの調査を緊急に行い、

後に、西半部2，268壷の調査を行った。弥生遺構を確認できたのは東側の調査区であった。

2．調査概要

当地点の最終的な発掘面積は4，543品こ及び、ピット群、土砿、溝などを検出した。うち、

弥生時代のものは溝状遺構1条のみであったが、その下層トレンチ発掘によって自然流路SR

2の一部も確認することができた。

3．層序と出土遺物

Loc・41の基本的な層序は、西部調査区で次の如く確認できた。

第I層　耕作土

第II層　黄灰色粘質土層

第III層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　淡青灰褐色土層

第Ⅴ層　淡黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡黄褐色粘質土層

それに対し、弥生時代の溝状遺構を検出した東部調査区においては、第III層以下の堆積はみら

れず、SR2の埋土と考えられる砂質を含んだ土層が広範囲に拡がっていた。結局のところ、

Loc・41の東半部はSR2が存し、その上部を溝状遺構が縦走していたと考えざるを得ない。

4．遺構と遺物

溝

S DI

SDlは、調査区の東端において、第II層除去後に検出された。幅4．00m、深さ0．82mの南

北に走る溝である。但し、SDlは、南部では確かに溝としての形状を呈してはいるが、北部

では底面の起伏も激しく自然流路的な様相を濃くしている。

埋土も、砂層や粘質土が交錯してお生　自然流路的な堆積状況である。出土土器は図1～4

であり、弥生中・後期の土器が多く発見されている。また、石器の出土も若干みられ、ほぼ完

形の磨製石包丁（46）も埋土第Ⅴ層の暗灰褐色細砂層より出土した。
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第89図　調査区設定図
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SDlは、中世の溝やピットによって切られ、一方、SR2を切っている。それがゆえ、S

Dlは、SR2が廃絶または流路を変更した後に、なお溝状に残っていた遺構であると考えた

方が妥当と思われる。しかし、下層のSR2よりも後期土器の出土量が多く、その点で、ある

いはSDlはSR2の一部であった可能性も考えられる。

SR2

当地点におけるSR2の調査は、3本のトレンチ調査のみで、これを完了した。すなわち、

B3－1－25、B3－6－5、B3－6－10グリッドにわたる南北のトレンチと、B3－7－

11－15およびB3－17－21～24における東西のトレンチ2本を、深さ1．6mまで掘り下げてい

る。

その結果、いずれのトレンチにおいても、SR2の埋土とみられる砂層あるいは粘質土層が

複雑に交錯した状態で検出され、褐色系砂層を中心に多くの弥生遺物の出土をみた。

出土遺物は、時期的にみてもLoc．36のSR2とほぼ同様であるが、詳細にみるとLoc．36Bの

SR2において出土の少なかった前期II・IIIの土器が多くみられた（5－35および37～45）。

5．　まとめ

当地点のSR2は、水田址を検出したLoc．23・37の西側を北から南へ縦走する流路であり、

水田用水の供給源的機能を有していた可能性も多分に存する。しかし、その東端は現在の用水

路（田村川）が存し、この地点の発掘はなされなかったので、その具体的な様相は不明である。

とは言え、SR2が周辺の弥生集落形成あるいは水田経営のための1つの重要な前提となって

いたであろうことは、十分に予想されるところである。なお、SR2はLoc．41の西半部の2本

の東西トレンチ（B2－20－13－B3－16－12とC2－4－9～C2－5－9）では検出され

ておらず、その範囲は当調査区の東半部に限定される。
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第16表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径

法 皇　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S D l ．壷

13 ．4

（ 6 ．3 ）

直線 的に立 ち上が る頚 部か ら， ロ

綾部 は大 き く外 反。 口唇部 は外傾
し．刻 目を施す 。
頚部 には櫛描波 状文及 び簾状 文を
配す 。

2 〝 〝
（13 ．5）

13 ．4

6 ．8

下胴部 に最大径を有す る壷形土器。 断面に接 合部を観 察で きる （外傾
接 合） 。
内面 は ナデ調整 。

3 〝 窺
（12 ．4 ）

8 ．2

窺 形土器底 部 。 外面 樅方 向のパ ケ調整 。 外面 煤 けてい

る （底部 は ド

ーナ ツ状 に煤
けている）。

4 〝 高　 林
（ 4 ．9 ）

林部 と脚部 の接合 部 。

5 S R 2 士宝E

16 ．6 ロ頸 聞及 び頸 胴間 に段を有 す。 ロ頸 間の段をへ ラで ナデで お り．

29 ．0

28 ．1

9 ．0

上胴部 に有軸 羽状文 。文様 帯を上
下 2 灸 の洗 練に よって区 画 して お
り，上の洗練 と段 の間に も沈線 を

施す 。

沈線 のど とくみえ る。 全面へ ラ磨
きを施 してい た と思 われ るが，器
表の荒 れが ひど く観察 不能 。

6 〝 〝

16 ．0

（ 8 ．2 ）

ロ頸 間に しっか り した段 を有 し，

ロ綾部 は滑 らかに外 反 。
口唇部 は面 をなす 。

全面横方 向のへ ラ磨 き。

7 〝 ′′
（11 ．3 ）

10 ．6

4 ．6

上胴部に最大径を有する縦長の 壷。
頸胴 間に 1 条 のへ ラ描沈線 あ り。

外 面全面 横方 向のへ ラ磨 き。 頚 部外面 の一
部 に丹塗 りが

認 め られ る。

8 〝 〝

15 ．1

（4 ．6）

直線 的に立 ち上か る頚部か ら，口

縁部 は大 き く外反。 口唇部 は丸 く
お さめ る。
頚部 にへ ラ描 沈線を 1 粂認 め る。

ロ縁部 内外 面横 方向の ナ≠調整 。

9 〝 〝

14 ．6 直線的 に立 ち上が る頚 部か ら， 口 内外 面横方 向のへ ラ磨 き

（12 ．1） 縁部 は大 き く外 反。 口頸間 に突帯
を有 し，その 上に 1 条 のへ ラ描 沈
線を配 す。

上胴部 に段を有 す 。

0頚部 内面以下木理の細いパケ調整 。

10 ′′ 〝
（ 5 ．7 ）

9 ．0

内外 面へ ラ磨 き。 下胴部 に黒斑 。

11 〝 〝

15 ．0

（ 6 ．6 ）

滑 らか に外反す る口頚部 。 口縁 部

外 面に圧痕 を配 し，かつ 癖状 の粘
土 を貼付 。
頚 部に は複 帯櫛描 直線文 を配 し，

3 条 の付 加状沈線 を認 め る。

口縁部 外面粘 土帯貼付 。

12 〝 ′′

17 ．2

（ 9 ．1）

内偵気味に立ち上が る頚部か ら，口

縁 部は強 く屈曲外 反 。

口唇部 は面 をなす 。

〝

13 〝 〝

19 ．5 口縁部 は漏 斗状 に外反 し， 口唇 部 口縁部 内面横方 向の パケ調整　 外

（ 4 ．9 ） は凹状を 呈す 。 ，面に は ヒダ状 の圧痕 がつ く。
口縁部 は横方 向の ナデ調整 。

14 〝 〝

18 ．0 滑 らか に外 反す る口頚部。 口唇部 口縁部外 面 に断面三 角形の粘 土帯

（19 ．3 ） は面 を な し．幅広 い刻 目を配す 。
頚部下 端 に双状工 具によ る列点文
を認 め る。

を貼付 。

15 〝 〝

2 2 ．6 大 き く外反す る口綾 部。 口縁部外面 に粘土 帯貼付

（ 2 ．2） 口唇部は内偵す る幅広い面をな し，

斜格子 文を配 す 。
0外 面に指頭 圧痕顕 著 。

－184－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S　R 2 ＝ヒ璽

14 ．8 ロ綾 部は滑 らか に外 反。 ロ綾部外 面に粘 土帯貼付 。

＿一◆‾

頚部 内面 に黒

（5 ．8 ） 口唇 部は凹状 をな し，下端 に刻 目
を配 す。

口唇部横 方向 のナ丁調 整。 斑。

17 〝 〝

16 ．2

（ 4 ．9 ）

ロ縁 部は強 く外反 。口唇部 は面を
な し，下端 に刻 目。外面 には 1 －
2 条 の徽隆起 帯を貼 付。頸 部外面

には部分的に縦方向の双線を施文 。

薄手式土 器 。

18 〝 ′′

21 ．2 口綾 部は強 く外反 。 口縁部 外面 に粘土帯貼 付 。

（6 「6 ） 口唇 部 は面 をな し，下端 にパ ケ状
原体 に よる刻 目を配す 。

頚部外 面は縦 方向 のパケ調整 。

19 〝 〝

15 ．3 内傾 して立 ち上 がる頸部 か．ら，ロ □綾 部内外面 横方 向のナデ 調整 。 頸部 内面 に黒

（6 ．1） 綾部 は強 く外反 。 胴部 外面パ ケ調整 ．内面 には指頭

圧痕 あ り。

斑 。

20 〝
喪

9 ．8 最 大径を胴 部中位 に有 し， ロ綾 部 口綾 部外面 に断面 三角形 の粘土帯 外面 は全面 煤

（14 ．5 ）

15 ．0

は　　　 。 ロ　 ロは　 目し，ロ 1 　ヽ0 けてい る。
唇 部は広 い面を なす。 胴部内面に粘土帯接合痕を認 める。

頚部 内面 に指 頭圧 痕あ り。

21 〝 〝

24 ．6

（17 ．9 ）

23 ．5

口縁部 は如意形 卓と外反。 口唇部 は

面 をな し，刻 目を配 す。頸 部外面

に 1 条 のへ ラ描沈 線を配 す。

下 胴部は火 を
受 けて変色 。

22 〝 〝

20 ．5 口縁部 は如意形 に外反。 口唇部 は 胴部外 面ハ ケ調整。 ロ頸部 外面 ハ

（10 ．2 ） をな し　 ロ　 的に　 垂 ， ケ調整 ／ ，　　 ロのナデ調 。
に 刻 目。
頚 部に 1 条のへ ラ描沈線 。

ロ頚部 内面 パケ調整 。

23 ／′ 〝

20 ．0 口縁部 は如意形 に外反。 口唇部 は 口縁率 内外面 パ ケ調 整後横 方 向の 胴部 外面 は火

25 ．2

21 ．3

お さめ ，　　 に勿 目。 ナデ三　 。 受　 て ′、
頸 部 は削 り出し突帯状 に段部を つ

くり出 し， 3 条 のへ ラ描 沈線を施
す。

胴部外 面パ ケ調整 。 し，全面 が煤
けてい る。

24 〝 〝

20 ．5 口綾部 は如意形 に外反 。 胴率 外面右下 が りの木理 の細 いハ 外 面は煤 けて

（9 ．1）

19 ．0

口唇部 は丸 くおさめ，刻 目を施す 。

頚部外 面に 1 条 のへ ラ描 沈線 。

ケ調 整。 い る。

25 〝 ′′

26 ．3 ロ縁部 は如意形 に外反 。 ロ綾 部 内外 面瑳方 向の強 い ナデ調

（24 ．6）

26 ．5

ロ　 ロは　　 おさめ ，　 上 が　 の 。　　 パケ調 。
刻 目を強 く施 す。頚部 に 2 条 のへ 胴 部 内面粘 土帯接 合部 に指頭 圧痕

ラ描沈 線 。 が並ぶ 。

26 〝 〝
（6 ．5）

5 ．7

窺形土 器底部 。 外 面縦方 向の パケ調整 。

27 〝 〝

17 ．6

（7 ．7）

15 ．0

ロ縁部 は強 ．く外 反。 口唇 部下端 に
刻 目。 頚部外面 に縦方 向のへ ラ描

沈線 。
上胴部 に微隆起 帯を巡 らし，その
上に楕 円形浮文 貼付 。

ロ縁部外 面 にも微隆起 帯貼付 。 頸部のへ ラ描
沈線 は 3 粂 1

単位 。

28 〝 〝

20 ．0 口綾部 は 「く」 の字状 に外反 。 口縁部 内外面横 方向 のナデ調 整 。

（6 ．9）

20 ．7

口唇部 は上下 に拡張 され ，わ ずか

に凹状 をなす 。

胴部 内面 左方 向へのへ フ削 り。

29 〝 〝

17 ．0 短 く立 ち上が る頸部 か ら，ロ縁部 口頚部 内外面横 方向 の強い ナデ調
整 。

胴部外面 縦方 向のパ ケ調整後 ， ナ
（4 ．8） 7 、に．　　　　　　　 に　　 な

す）。　 部 は上 下 に拡 張 し　 口唇
I部に 3 条の凹線 。 デ調整 。

30 〝 〝

17 ．1 口綾部 は 「く」 の字 に屈曲 。 口綾部 内型面 及び 口唇部横 方向の

（4 ．2） 口唇部 は面を なす 。 強い ナデ調整 。

胴部外 面縦方 向のパ ケ調整 。
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‘挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 皇　 器 高

（c m ） 胴径
庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S　R 2 高　 杯

脚部 は 「ハ」 の字状 に開 く。杯部 脚 部外面 縦方 向，内面横 方 向のへ 内外面 に丹塗

（14 ．2 ）

18 ．5

との 接合部 に断面三 角形 の貼付突
帯を配 す るも，ほ とん ど剥 落 して

い る。

ラ磨 き。 りあ り。

32 〝 〝

15 ．2

（ 3 ．0 ）

皿状 の杯部で ，端部 を上方 に拡張
し，口唇部 は面をな す。

内面右上 が りの パケ調整 。

33 〝 喪

29 ．4 ・ 上胴部 に段を有 し，口綾部 は如意 外面 右下 が りの パケ調整 。

（7 ．0 ） 形に外 反。 口唇 部は面 をな し，下
端 に刻 目。段 部に も刻 目を施 す 。

口綾 部外面 はハ ケ調整の後 ，横方
向のナデ調 整 。

34 〝 小 型土 器

6 ．2 内湾気 味に立 ち上が り， 口縁 部は

°
底部 はつ まみ 出しによ って上 げ底

5 ．6

6 ．9

内傾。 上げ底 。 状 に成形 。

内外 面ナ デ調整 。

第17表　遺構出土石器観察表

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

最大長

計 測値 豊美欝

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

35 S R 2 石　 斧

（ 9 ．9 ）

7 ．1

4 ．8

640 ．0

緑色片岩

大 型蛤刃石 斧の下半 部欠損 品で ある。全面
が研磨 され てい るが ，基 端部 には敲打 痕を

残 す 。

36 S D l 〝

（ 4 ．2 ）

3 ．7

9 ．5

35 ．0

砂 質片岩

扁平 片刃石斧 の刃 部 と基端 部 とを欠 損 した
ものであ る。残存 部全面 に研磨痕 が有 る。

37 S R 2 〝

6 ．4

3 ．9

1．1

47 ．0

〝

刃部付 近 に最 大幅を有 す る扁平片 刃石斧 で
あ り，刃部 の一部 を欠 損 してい る。

は ば全面を研 磨に よって仕 上げて い る。

38 〝 〝

7 ．0

1 ．3

0 ．5

7 ．7

粘 板 岩

表面下 端部を研 磨 して，刃 部を作 り出 した
細長 い局部磨製 石斧 であ る。

39 〝 〝

5 ．2

1 ．5

0 ．5

6 ．0

〝

局部磨製 に よって ，両 刃の刃部 を作 り出 し

た小型石 斧で ある。
刃部を 中心に擦痕 が残 る。

40 〝 叩　 石

10 ．1

1 1．4

5 ．0

820 ．0

砂　　 岩

河 原石を その まま利用 した叩石 で ，主面 と
短側縁部 に敲打痕 が残 る。

4 1 〝 〝

6 ．6

6 ．4

1．6

110 ．0

′′

形 状的 には磨石 と して考 え られ るが ，周縁
部 に若干 の敲打 痕が 見 られ るため ．叩石 と

し手 。

42 〝 〝

1 ．1

0 ．5

0 ．5

68 ．0

′′

自然 面 と剥離面 とか らな る。周縁 部 に敲打

痕 が見 られ る。

43 〝 砥　 石

8 ．7

2 ．2

3 ．7

120 ．0

砂質片岩

2 面 を使用 してい る。
よ く使 い込 まれてお り，下半 部を欠 損 して

い る。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計測 値 霊 譜

（c m ，∂ 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

44 S R 2 叩　 石

（14．5）

5 ．0
砂　　 岩

両短 側綾 部に 敲打痕 を有 し，叩石 と考 え ら

れ るが ，一方 の長側辺 部は砥 石 として 利用

砥　 石 4 ．0

510 ．0

され た形 跡が あ る。

45 〝 叩　 石

（10 ．0）

（5 ．3 ）

（0 ．9 ）

52 ．5

〝

自然面 と剥離 面 とか らな る。両端 に決 りを
有 し，刃部 はやや外湾 気味 であ る。
背部 も外湾 してお り，断面 が丸味 を帯び る

よ う調整 され てい る。

46 S D l 石包 丁

15 ．0

5 ．9

0 ．7

10 1 ．0

粘 板 岩

丁寧 に仕上 げ られた磨製 石包 丁で ある 。

刃部 は片刃で 外湾す る。両面 か ら穿 たれ た
双孔 を有す 。表裏両面 に擦痕 を残 す。

47 S R 2 管　 玉

0 ．8

0 ．3

0 ．3

0 ．2

碧　　 玉

比較的小 型の管 玉で ある。穿孔 ・仕上 げ と
もに精巧 で ある。
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6．Loc．45



Loc．45

I．位置と調査経過

Loc・45は調査区の西端に位置し、字名を田中と称す。1－2号場周道路改修に伴う調査であ

り、道路下と西側の拡張部分、幅8m、長さ100mを測る。その面積は約800m2を測る。地形は

調査区北端で海抜8・Om、南端で7・3mを測l上南に向ってわずかに降下している。調査は前半

に西半分を実施し、後半は道路下の東側半分を実施した。

2．調査概要

調査区のほぼ全面から遺構が検出された。現地形は上述のように南に向って緩傾斜している

が、旧地形は勾配が現地形よ男顕著である○したがって調査区南部においては比較的良好な遺物

包含層が形成されているが、北半分は厚さ15～20cmの耕作土を除くと弥生時代の遺構検出面で

あり、包含層の存在する部分はほとんどなく遺構の残存状況も南に比べて悪い。また東側半分

の道路下においては相当激しい近・現代の撹乱を受けている。また調査区のほぼ中央部は近代

の溝が走っており多くの遺構が切られている。

検出遺構は竪穴住居址、土砿、溝などである。住居址は中期が7棟、後期が3棟の計10棟を

検出した。中でも北端で検出した後期後半のSTlからは、舶載の方格規矩四神鏡の鏡片が出

土している。土鉱は計16基検出したが、SK7・14のように溝状をなしているものが注意を引

く。溝は北半部のSDl・2をあげることができる。中でもSD2は中期II段階の一括資料と

して把握することができるものである。

3．層序と遺物

第I層　耕作土

第II層　床土

第1II層　黄灰色粘質土層

第Ⅳ層　黄茶色粘質土層

基本層序は調査区の南部と北部においては異なる。南部は西壁基本層序1のように弥生時代

中・後期の遺構検遁面である黄褐色シルトの地山の上に弥生の包含層（Ⅳ層）と中世の包含層

（lII層）が堆積しているが、北部では中世の遺物包含層が削平されており、耕作土の下はすぐ

弥生時代の遺物包含層で、しかもII・lII層が堆積しているのはSDlあたりまでで、それ以北

は耕作土を除けば遺構検出面となっている。包含層出土の遺物は弥生、中世ともに少数でしかも

細片が多い。

4．遺構と遺物

竪穴住居址
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第ⅩI層　茶黄色粘土層
第ⅩⅡ層　黄紅濃茶色粘質土層
第ⅩⅢ層　灰黄茶色粘質土層

第I層　耕作土　　　　　第Ⅵ層　茶黄色粘質士層
第Ⅱ層　床　土　　　　　第Ⅶ層　灰黒褐色粘質土層
第Ⅲ層　黄灰色粘質土層l第Ⅶ層　灰黄黒褐色粘質土層
第Ⅳ層　黄茶色粘質層　】第Ⅸ層　黒褐色粘質土層に董
第Ⅴ層　黒褐色職質直層　第Ⅹ層　黒褐色粘質土層
革Ⅳ嘩l華茜色埠等層　屠Ⅸ層　黒褐色恕質土層に黄褐色土がブロックで入る　第ⅩⅣ層　淡塞戻色粘蛮士肩

DL＝7．50m

第I層　耕作土
第Ⅱ層　黒褐色粘質士層
第Ⅲ層　黄黒色粘質土層
第Ⅳ層　茶黄褐色粘質士層
第Ⅴ層　茶褐色粘質士層
第Ⅵ層　淡茶色粘質土層
第Ⅶ層　灰黄色粘質士層
第Ⅷ層　灰褐色シルト層
第Ⅸ層　黒灰色砂礫犀

第　Ⅹ層
第ⅩI屠
第ⅩⅡ層
第ⅩⅢ層
第ⅩⅣ層
第ⅩⅤ層

茶褐色粘質土層
漢灰茶色シルト層
淡茶色シルト層
黄茶褐色粘質土層
暗黄茶褐色粘質土層
黄黒色粘質土層

第98図　調査区セクション
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S TI

調査区の最北端に位置し、ST2を切っている。道路下で検出したために、近・現代の撹乱

をかなり受けている。円形住居址で、径6．2m、深さは最も残りの良いところで約0．2mを測り、

面積は約31mzを測る。床面には幅30－90cm、高さ10cm前後のベット状遺構を有する。床面南

西部はST2との切り合いのために不明であるが、ベット状遺構は全体に回っていたものと考

えられる。中央ピットは不定形を呈し、長軸方向をN－30LEに針）、長径1．00m、短径0．64

m、深さ0・20mを測り、2段に掘り込んでいる。主柱穴はPl～4でそれぞれの規模はPlが28

×24cm、深さ18cm、P2は32×24cm、深さ38cm、P3は40×24cm、深さ12cm、P4は32×24cm、

深さ40cmを測る。

埋土は基本的にはlII層灰黒色粘質土、lI層濃茶褐色粘質土、上層黄茶褐色粘質土の順に堆積

しているが、北半分は複雑な堆積を示している。すなわちlII層の堆積がほとんど見られず、Ⅳ

・Ⅵ層の炭化物の層があl上　また地山のⅧ層や灰茶色粘質土が薄く重なり合っている。中央ピ

ットには多くの炭化物が埋っているが壁は焼けていない。

遺物は1・lI層から多数の土器と4点の石器が出土し、特に床面より方格規拒四神鏡の鏡片

が出土している。1層出土の土器は（1－7、9－11、13、14）で長頸壷（1－3）の存在が

目立っている。II層からは高杯（7、8、12）が出土している。石器は1層より叩石（277）、

lI層より打製石包丁（292、295）が出土している。P4からは後期末に位置づけられる叩目の

ある土器片が出土している。鏡片は床面のほぼ中央部で出土し、縁辺部を上に紐側を下にして

床面に垂直に突き刺さったような状態で出土している。

STl出土の遺物は中期1II（9）から後期後半までのものを含んでおl上遺物からSTlの

時期を明確にすることは困難であるが、I層出土の婆（5）、高杯脚部（9）を混入と考えれば、

ほぼ後期lIIと考えることができるのではなかろうか。

ST2

ST2はSTlに切られており、半分が調査区外に出ている。径9．40m、深さは南で0．24m、北で

0．2m前後、面積は約69mzと推定することがで

きる。随所に近・現代の撹乱蛇がみられる。

床面は平坦であるが、わずかに南に傾斜してい

る。中央ピットは全形を掴み得ないが、隅丸

長方形の平面形を有し、長軸はN－17と－Eに

取るものと考えられる。長径1．36m、短径0．

48m、深さ0．5mを測る。床面には大小ピット

が10個あるが、主柱穴はP4・7・8・10

を考えることができる。また壁際には幅20・cm、

ST2ピット計測表

No． 径（長×短）（cm） 深 さ （cm） 備　　 考

1 20 6

2 ／／ 44

3 28×20 4 6

4 20 2 2 主柱大

5 3 8×30 12

6 20 1 3

7 2 8×24 3 9 主柱穴

8 18 7 ／／

9 20 4 0

10 3 6×30 7 0 主柱穴
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深さ15cm前後の壁溝がめぐっておl上　北半分はSTlによって切られている。

埋土は中央ピットより南ではII・lII層からなり、壁際では炭化物（Ⅳ層）がやや厚く堆積し

ている。北半分はII層のみである。中央ピット内は南側から炭化物がやや厚く流れ込んでおり、

中央ピット付近にも炭化物が広がっているが、中央ピットの壁は焼けていない。遺物は工層よ

り壷（17）、蛮（18、21）、高杯（20）が出土し、II層からは壷（15、16）、蛮（19）が出土

している。（17）は古式土師器であり、混入と考えられる。ST2はlI層の土器を中心に考え

て、後期Iとみてよかろう。

ST3

東側の大半を水路によって切られ、西側も近代の溝によって切られている。その他旧道路下

で検出したために随所に撹乱が見られる。北側の角部分から円形住居址としたが、規模は不明

である。北の角部分には幅10cm、深さ6cInの壁溝が見られる。埋土は濃茶褐色粘質土である。

床面の北部には1．00×0．80m、深さ4cm程度の窪みがあり、床面中央部とその南には焼土と炭化

物が見られる。遺物は少なく、長頸壷（22）が埋土中より出土している。後期Iの住居址であ

る。

S T4

ST2の南に位置し、ST3に切られている。径5．60－5．80m、深さ約0．30mを測る。ほぼ円

形の平面形を有し、床面積は約24mZである。STl・2と異なl上10cm内外の遺物包含層の下

で検出したために残存状況は比較的良好である。しかし東側半分は近代の溝、野ツボ、道路に

よってかなり撹乱されている。中央ピットの南北の床も挟り取られている。埋土はl・lI層か

らなり、lI層の下部にはほぼ全面に炭化物が薄く堆積している。床面東部には炭化した建築材

の一部と考えられる棒状のものが中央に向って倒れている。また壁には板材が壁に立っていた

ような状態で焼けておl上　床、壁は部分的に紅く変色している。これらの点を総合して、ST

4は焼失住居とみてよかろう。床面はほぼ平坦で、壁は斜めに立ち上がる。周縁部には幅15cm、

深さ5cmの壁溝がめぐっているが、南東部と西端の土砿付近には存在しない。北端において壁

溝の一部が二重になっており、床面が著しく踏み固められているが、これは出入口の可能性も

ある。さらにその付近に4個の小ピットが存在しているのは、出入口の施設と関係する可能性

もある。

ST4の構造上の特徴として屋内貯蔵穴の存在を

挙げることができる。西端に位置し、1．04×1．44

mの長方形を呈し、深さは床面から0．40－0．50

mを測る。立ち上がl）は壁側は急で、内側は緩かに

立ち上がる。中央ピットは東西に長軸を有する楕円

－　200－

ST4ピット計測表

N o． 径（良×短）（cm）深さ （＿cm） 備　 考

1 24 18 主柱穴

2 36 21 ／／

3 48 × 32 17 ／／

4 36 ×24 24 ／／



形の平面形を有し、長径80cm、短径68cm、深さ14cmを測る。内部には炭化物が多量に入ってい

るが、壁及び周辺には焼土はみられない。またピット底面より数cm程浮いて30cm大の礫がのっ

ている。主柱穴はPl～4が確認できる。柱穴間からP3とP4の間にもう1個柱穴があった

ことが考えられるが、撹乱蛇によって欠損している。

遺物はI層より壷（24）、鉢（26）、II層より壷（23）、婆（27）、床面より壷底部（25）

棄（28、29）が出土している。（29）は西壁際の屋内土拡床面に押しつぶされたような状態で

出土している。石器は砥石（288）がII層より出土している。ST4は中期III段階の住居址であ

る。

S T5

東側の大部分が調査区外に存し、西側はST6に大きく切られている。径約7．00m、深さ0．20m、

推定面積約38mZを測る円形住居址である。床は平坦面をなす。主柱穴はPlO・11がその一部

に該当すると考えられるが、他は検出できなかった。PlOは径28crn、深さ7cm、Pllは径16cm、

深さ6cmを測る。P9は中央ピットで隅丸長方形の平面形を有し、長軸を東西方向に取る。長

径70cm、短径38cm、深さ40cmを測り、断面形は逆台形をなす。壁溝は住居址の南側のみに存し、

幅20cm、深さ6cm内外を測る。埋土は濃茶褐色粘質土単純一層である。また床面の一一部（破線

によって示す）が火をうけて赤く変色している。遺物は埋土より壷（30－33）、蛮（34）が出

土し、石器は床面より（301、302）が出土した。ST5の時期は床面出土の良好な遺物がな

いために決定し難いが、中期IIIの時期と考えられよう。

ST6ピット計測表

ST6

西側の大部分が調査区外に在り、ST5と切り

合っている。また南でSK6と接している。径5．60

m、深さ0．40m、堆走面積約24mZを測る円形住居址

である。ST6は水田下で検出したために残存状

態は比較的良好である。埋土は1－Ⅳ層からなl上

II層が最も厚く堆積している。床面はほぼ平坦

No． 径 （長 ×短 ）（cm ） 深 さ （cm ） 備　 考

1 66 ×55 4 i 中央 P

2 34 ×28 7 0 主 柱穴

3 33 33 ． ／／

4 16 ×12 6

5 20 ×16 31

6 38 ×36 5 0

7 60 ×50 65

8 24 3 5

であるが、中央部分がわずかに深くなっている。また部分的に焼土がみられる。主柱穴は明確

には把握し難いが、P2・3がその一部をなすものと考えられる。中央ピットは不定形の

平面形をなし、長軸方向はN－150－Wを取り、長径66cm、短径55cm、深さ41cmを測る。中央ピット

内lI層からは多量の炭化物が出土しているが、壁及びその周辺は全く焼けていない。

遺物はI・II層、床面から多量に出土しているが、lI層が最も多い。土器は1層より壷（43、

44、48）、II層から壷（35、37、41、42、45～47）、窪（51～53、55）、床面からは壷（36、

38～40）、蛮（50）が出土している。壷（40）はII層出土のものと摸合している。他に中央ピ
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ットから完形に近い鉢（49）、蛮（54）が出土している。中央ピット及びP7からは図示し得

ない多量の細片が出土している。石器はI層より磨石（303）、II層より叩石（270、278）、

砥石（288）、床面より叩石（268）、縦長の局部磨製石器（264）が出土している。

ST6の時期は以上の出土遺物から中期lIIに該当する。

ST7

調査区にわずかにかかっている円形住居址で、深さ0．25m、推定径約7．00～8．00mを測る。ST

8及びSD3を切っていることを平面形で把握することができる。埋土はII・III層からなり、

III層を除くと全面に2～3cmの厚さで炭化物が堆積している。これらの炭化物は、屋根に使

用していたと考えられる革屋根の焼けたものである。東壁は火を受けておl上部分的に赤く変

色している。壁溝は存在しない。遺物は埋土より壷（56、57）、高林（58、59）、そして石器

として叩石（280）が出土している。ST7は中期IIIに該当する。

ST8

西側が調査区外に在り、北半はST7に切られている。なお東部はST9と切り合っている。

ST9との切り合いは、平面形、断面形ともに精査したが充分に把握することができなかった。径

6．00m、深さ0．15m、推定面積28mzを測る円形住居址である。埋土は主としてI・II層からなる。

床はほぼ平坦面をなし、壁は斜めに立ち上がり、壁溝は存在しない。主柱穴はP2－4、が該

当すると考えられる。中央ピットは楕円形を

呈し、長軸を南北に取る。長径100cm、短径

70cm、深さ50cmを測り、南壁側に炭化物が厚

く堆積している。遺物はI・II層より壷（60

～68）、蛮（69～72）、石包丁（296）、打製

石斧（263）、また一部に丹塗のみられる（ス

クリーントーンで示す）磨石（304）がII層よ

ST8ピット計測表

N o． 径（良×短）（cm） 深さ （cm） 備　 考

1 100 ×7 0 50 中央ピット

2 32× 26 8 主柱穴

3 24 21 ／／

4 ／／ 5 ／／

5 21 9

り出土している。一応中期IIの時期と考えてよかろう。

ST9

東半分は調査区外に存り、西側は近代の溝に切られ、北側はSD4を切っている。径7．80m、

深さ0．30m、推定面積約47mZを測る円形住居址である。埋土は濃茶褐色粘質土単純一層で西壁寄

りを近代の溝に切られているが、床面は破壊されていない。床は平坦面をなし、大小のピット

が多数存在する。主柱穴はPl・5・8等が考えられる。Pllは中央ピットで不定形の平面形

を有し、長軸方向をN－710－Wに取る。長径100cm、短径76cm、深さ46cmを測り、ピット内には

10cm大の河原石が4個入っていた。壁溝は幅15～32cm、深さ2～10cmを測り一定しないが、総
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じて北側が深く南側が浅い。

遺物は埋土及び床面よl）多量に出土している。土器は壷（73－87）、婆（88－97）、高杯（

98－101）で、叩目のある婆（96）が床面で、その他はすべて埋土中より出土している。組成を

見ると壷15、蛮10、高杯4である。石器は床面より叩石（273）、磨石（305）が、埋土より打製

石包丁（291）、勾玉状を呈す用途不明石器（300）、および叩石が8個出土して事る。石器の

出土状況で注目すべきことは、いま一つの用途不明の棒状石器（306）が壁構内に4。m突き刺さ

って出土していることである。

ST9の時期は中期IIIに該当すると考えられる。

ST10

調査区の南端に位置し、住居址の3分の2以上が調査区外にある。全形を推定すると、径7．00

m、深さ0・12～0・15m、推定面積は約38m2を測る円形住居址である。北西においてSD7を切ってい

る。床はほぼ平坦面をなし、大小ピットが多く存在するが、P2が主柱穴をなしているものと考

えられる。周縁部には壁溝がめぐっているが、一部二重になっている。これは埋土の堆積状況

から判断して住居址の拡張に起因するものと考えられる。大部分の埋土は濃茶褐色粘質土であ

るが、二重の溝がめぐるところは濃茶褐色粘質土の間にセクションE－Fに見られるような地山

の黄茶褐色粘質土が1cmぐらいの厚さで堆積している。これは内側の壁溝の埋土は拡張された

段階で埋められ、その上に黄茶褐色粘質土が敷かれたものと考えられる。また、拡張区の床面は

旧床面よりも高くなっている。壁溝の規模は場所によって幅、深さ共に差異がみられるが、外

港は平均して幅10cm前後、深さ31cmを測り、連結していないところがある。内側の溝は外溝よ

りも幅広く25cm前後を測り、深さは外溝と同じである。

遺物は少なく、蛮（102）が床面より出土し、石包丁（290）が壁に密着した状態で出土して

いる。STlOは中期IIIの段階である。

土拡

SKI

一辺が3・20mはどの方形の土砿である。北ではSD2を切っているが、南は近代の溝に切ら

れており、東壁も撹乱のために切られている。長軸方向をN－800－Wに取る。深さは0．20～0．25m

を測る。埋土はおおむねII層の黄淡茶褐色粘質土であるが、西壁際の一部にIII層の茶褐色粘質

土が堆積している。底面はほぼ平坦であるが、西南隅に径44×36。m、深さ20。mのピットがある。

遺物は喪（103）、高杯（104、105）が出土している。（105）は底面よl）出土しておl月也は埋

土からである。他に弥生中・後期の土器及び須恵器の細片が見られるが、須恵器は撹乱砿から

の混入であろう。弥生後期の土蛇と考えておかしくない。
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S K2

溝状の土蛇で長軸方向をN－75LEに取る。長径1．42m、短径0．26m、深さ0．20mを測る。埋土は

黄茶褐色単純一層である。底は平坦面をなすが、東端で斜めに上がっている。遺物は東端より

壷底部（106）が1点出土した。

S K3

SK2の南西に位置し、長軸方向をN－65LEに取る溝状の土蛇で、一部が調査区外に在る。長

径2．54m、短径1．00m、深さ0．35mを測る。底は東西両端から2段に掘り込まれており、埋土は黒

褐色粘質土と黄黒褐色粘質土からなる。遺物は埋土より壷（107～110）が出土しておl上すべ

て中期のものである。他に170点の細片が出土しているが、その中で22点が薄手の土器である。

石器は蛤刃石斧の刃部1点が出土している。中期lI段階の土蛇である。

S K4

楕円形の土砿から溝状の細長い土砿が北に伸びる。2つの遺構の切り合いも考えられるが、

精査の結果、平面形、断面ともに切り合いはつかめない。遺構の南半分は長軸方向をN－45L

Eに取り、長径0．88m、短径0．66m、深さ約0．30mを測る。北半部は長径2．40m、短径0．40m、

深さ0．14mを測る。埋土は黒褐色粘質土に黄褐色の地山がブロックで入っている。遺物は中期

IIの壷（111）が出土している他、少量の細片が見られる。

S K5

ST4とST5に近接する溝状の土蛇であり、長軸方向をN－65LEに取る。長径2．96m、短径

0．40m、深さ0．2mを測る。　底面はほぼ平坦であり、壁は斜めに立ち上がり、断面形は逆台形をな

す。埋土は1－1II層からなり、遺物は各層に見られるが、II・III層は中期の土器のみで、I層

は中・後期の土器が混在している。I層より高杯（112）、石器はII層より砥石（287）が出土

している。S K5の時期決定は難しいが、中期lI～III段階の土ナ広と考えられる。またSK2・

3・5はほぼ同時期であり、長軸方向も大体同一である。

S K6

ST4の南に接している。楕円形の平面形を有し、長軸方向をN－40LWに取る。規模は長径

1．00m、短径0．48m、深さは最も深いところで0・56mを測る。底は西から階段状に掘り込んで

いる。埋土は1－1II層が堆積している。遺物は全く出土していない。

S K7

ST8の南に位置し、大部分が調査区外に在る。また、北壁側は撹乱により崩されておl上
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南壁側はP2に切られている。溝状をなす土蛇で、長軸方向をN－61LWに取る。残存規模は、長径

2・40m、短径1．22m、深さ0．57mを測る。長軸断面はなめらかに斜めに下降し、階段状をなして

底面に至る。埋土は1－Ⅶ層で、粘質土が堆積している。

遺物は壷（113、114、117）、窒（115）、高杯（116）の他に200余点の細片が出土している。

（117）は無頸壷で、明らかに搬入品である。SK7は中期lIIに該当する。

S K8

SK7の南に位置し、一部が調査区外に在る。不定形の平面形を有し、長軸方向をNq210－Wに

取る。長径1．40m、短径1．20m、深さ0．52mを測る。またSK8をはさむように南北に小ピットが

あるが、SK8に付属するものと考えられる。底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形をなす。埋土

は下から1I層黄褐色粘質土と1層灰黄濃茶色粘質土が堆積している。

遺物は壷（118）の他50点余りの細片が出土している。中期lIの土蛇とみられる。

S K9

ST9の南に位置する。楕円形の平面形を有し、長軸方向をN－59LEに取る。規模は長径0．68

m、短径0・56m、深さ0・10mを測る。底面は平坦で断面形は逆台形をなすが、部分的に段状に掘り

込んでいる。埋土は濃茶褐色粘質土で、遺物は細片を含めて約100点が出土している。遺物は壷

（119－122）があl上　中期1IIに該当する。

S KIO

SK9の南に位置し、東は調査区外に在り、西隅は中・近世の溝に切られている。方形の平

面形を有し、長軸方向はN－65LEを取る。規模は長径1．30m、短径1．20m、深さ0．34mを測

る。底面形は平坦で、断面形は逆台形を呈す。埋土は濃茶褐色粘質土単純一層である。

遺物は壷（123、124）、鉢（125）が見られるが、その他埋土下層より中期の細片100点が出

土している。SKlOは中期IIに該当する。

S Kll

細長い溝状の土蛇で、南部を中・近世の溝によって切られている。長軸を南北に取l上長径

3．26m、短径0．54m、深さ0．28mを測る。底面は平坦で、長軸断面形は台形状、短軸断面形は半

球状を呈す。埋土は濃茶褐色粘質土であるが、一部に壁が崩れ、そのための地山土が混入する。

また北端にはP20があるが、SKllとの新旧関係は不明である。

遺物は壷（126）、高杯（127）の他約100点近い中期土器の細片が出土している。石器は環

状石斧末製品（265）が底面より4cm浮いて出土している。
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S K12

SK17の北に位置し、平行四辺形の平面形を有する。長軸方向はN－61LWに取り、規模は1辺

約0・90mで深さ0．14mを測る。底は平坦面をなすが東側は段状に掘り込んでいる。また、底面北

端に径10cm、深さ3cmの小ピットがある。埋土は黄茶色粘質土単純一層で、遺物は弥生中期土

器細片が8点出土しているが、図示できるものはない。

S K13．14

SK13は一部が調査区外に在り、SK20を切っている。楕円形の平面形を有し、長軸方向をN－

70LEに取っている。規模は長径0．72cm、短径0．32m、深さ0．35mを測り、長軸断面形は階段状

をなし、l短軸形断面は逆台形をなす。埋土はI～Ⅳ層の粘質土が堆積している。遺物は弥生土器

片が11点出土しているが、図示できるものはない。

SK14は、残存長径0・76m、深さ6cmを測り、長軸方向をN－76LEに取る。底面は平坦で、埋

土は茶褐色粘質土単純一層である。遺物は認められない。

S K15

細長い溝状の土蛇で、長軸方向をN－2手－Wに取る。規模は長径3．00m、短径0．50m、深さ0．24mを

測る。底は北から南に向かって緩傾斜しておl上南の3分の1ほどが深く落ち込んでおり、断面形は

逆台形を呈す。またP24はSK15を切っている。埋土は黒褐色粘質土単純一層である。

遺物は壷（128－130）、婆（131－135）・、高杯（136、137）で、壷（130）は南端の底上から出土

している。その他は遺構の中央部から集中して出土した。図示したもの以外に弥生土器細片が

200点近く出土している。石器は打製石毒族（297）が出土している。SK15は中期IIIの土蛇である。

S KI6

調査区の南西隅に位置し、長方形の平面形を有する土砿であるが、南側にきわめて不定形の

浅い土砿が存在する。SK16との切り合いが考えられるが、平面、断面ともに切り合いはつかめ

ない。長軸方向をN－77LWに取り、残存長径1．76m、短径0．50m、深さ0．34mを測る。断面形はU字

形をなす。埋土は黒褐色粘質土に地山の黄褐色シルト層がブロックで入った土層と、黒褐色粘

質土からなるII層が堆積している。

遺物は婆底部（138）がII層より出土した他、弥生土器細片がI層より54点、II層より3点出

土しているが、I・II層で出土土器の時期差は見られない。

S K16の時期は弥生中期か後期か決め難い。

S K17

調査区の南端に位置する。遺構の半分以上を近代の溝に切られておl上平面形をつかむこと
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はできない。残存長径2・80m、短径1．20m、深さ0・18mを測る。底は西に向って傾斜している。埋

土は黒褐色粘質土単純一層で、出土遺物は見られない。

S KI8・19

SK15に並行している。溝状のSK18と方形に近いSK19は切り合っていると考えられるが、

平面形、断面形ともに精査したが先後関係はつかめない。

SK18は、長軸方向をN－23LWに取り、規模は長径2・20m、短径0・60m、深さ0．24mを測る。P25

はSK18を切っている。底面にはかなり凹凸が見られる。埋土は黒褐色粘質土である。遺物は

壷（140）、喪（139、141）が出土している。これらの弥生土器は中期lIIである。

SK19は平行四辺形の平面形を有し、長軸方向をN－15LEに取る。規模は長径1．28m、短径0．

96m、深さ0・12mを測る。またP23に切られている。底面及び北壁側に小ピットが4個存在する
＼、㌧ノ

が、SK19との関係は不明である。埋土は黒褐色粘質土で遺物は出土していない。

溝

SDI

ST4の南3mに位置し、調査区を東西に横断する幅の広い溝である。長さ6．60m、幅4．70m、

深さ0・50－0・70mを測る。中央部は大きな撹乱を受けておl上一部底面も破壊されている。底面は

一部が凸状をなしている。埋土は南・北壁側にⅣ・Ⅵ層の粘質土が堆積しており、その内側

にシルトと砂礫が交互に堆積している。　Ⅳ・Ⅵ層はSDlの第1次堆積であl上　I～III・

Ⅴ層は、第1次堆積を挟るような形で流れ込んだ第二次堆積土層であると考えられる。

遺物は、1－a・上－b・II・Ⅴ－b層からコンテナケース10精分の弥生土器が出土したが、

全出土量の80％がII層から出土している。また底面からの出土は極めて少ない。（142－146、

148、149、151～155）は中期II～IIIの壷、（156－163）は中期II～IIIの喪、（147、150、164

－183）は後期Iの壷、（184－194、196）は後期Iの婆、（197－202、206）は後期Iの高

杯、（193、195）は後期IIの婆、（203－205）は後期の鉢と考えられる。この他、土錘（207

が出土している。以上のうち、（157、197、198、200）は明らかに搬入品である。石器は叩石

（269）が出土している。SDlは出土遺物から層位的に先後関係をつかむことはできないが、

中期III及び後期Iの遺物が圧倒的に多い。

S D2

SD2は、SDlの南に位置し、調査区を東西に横切る溝である。長さ7．00m、幅0．90～1．90m

深さ0・20～0・35mを測る。南側をSKlに切られ、東は旧道路下であるためにかなり撹乱を受け

ている。耕作土を除くと検出面であr上移しい量の土器がその上半部を削りとばされたような

形で見られるところから全体的に相当削平されていることがわかる。埋土は1・lI層の粘質士
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が堆積しておl上　遺物は1－II層にまたがるものもあるが、大半がII層に集中しておl上　完形

に近い土器が敷きつめられたような状態で多量に出土している。これらの土器は底面へばりつ

きの状態ではなく、底よl）3cm内外浮いている。これらの土器は、SD2が機能している時期

に多量に、しかも短時間内に廃棄されたものと考えられる。

遺物は壷（208－238、241）、高杯（239）、鉢（240）で、すべて中期IIの段階のものであ

る。（225、226）は比較的初現期の凹線文を有する土器であり、出土遺物中に内面へラ削りの

見られるものはない。今一つの注目すべきこととして、婆の出土が皆無に近い状態である。石

器として石錘（299）の他、砥石、叩石が出土しており、石器加工具に使う軽石も出土している。

以上のことからSD2は中期IIの段階に機能し、同時期のうちに埋没したと考えられる。

S D3

SD3は、ST5・6の南に位置し、調査区をほぼ東西に走る溝で、西端でST7に切られ

ている。規模は長さ6．00m、幅0．30m、深さ0．18mを測り、断面形は箱形を呈す。埋土は濃茶褐

色粘質土単純一一層である。SD4と切り合っているが、クロス部分が近代の溝によって切られ

ている。出土遺物は見られない。

S D4

調査区を北西方向から南東方向に走る溝で、ST9及びST5に切られている。残存長3．00m、

幅0．40m、深さ0．18－0．30mを測り、底面は南に緩傾斜している。断面形は概ね箱形を呈すが、部分

的に段状に掘り込んでいる。埋土は濃茶褐色粘質土単純一層で、埋土中より弥生中期土器細片

が10点出土している。

S D5

北端を近代の溝に切られているが、長さ3．30m、幅0．50m、深さ0．20m内外を測り、北に向って

下降している。長軸方向はN－48LEを取る。北端底に小ピットが2つ存在する。埋土は濃茶褐色

粘質土単純一層で、遺物は見られない。

S D6

SD5の南に位置し、長軸方向はN－25LWを取り、北端は極端に細く浅くなっている。長さ5．00

m、幅0．80～1．00m、深さは最も深いところで0．32mを測る。底は中央部よりやや北寄りのとこ

ろで凸状をなし、底面を二分している。断面形は逆台形をなす。埋土は概ねI層の黒褐色粘質土

であるが、南部ではI層の下に地山の黄褐色シルトがブロックで入るII層が薄く堆積している。

南端底面には小ピットが1つ存在する。

遺物は壷（242－244）の他110点の細片が出土しているが、すべて中期のもので、内面へラ削り
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凹線文を有するものは全くない。また薄手の土器は2点入っている。石器は石包丁（293）が

出土している。SD6は中期IIの時期である。

S D7

SD7は中央部を近代の溝に切られ、南側を中・近世の溝及びSTlOに切られている。長さ

5・00m、幅0・70m～1・00m、深さ0・30～0．50mを測り、底面は北に行くほど深くなり、南端と北端とでは

20cmの高低差がある。幅も北に行くほど広くなっている。断面形は南半分は逆台形をなすが、北

半分は北壁が比較的緩傾斜であるのに対して、南壁は急傾斜をなす。埋土は南部はI・III層で、

北部はI～Ⅳ層が堆積している。

遺物は多量の弥生土器及び石器が出土しているが、すべてII層に集中しており、I・III・Ⅳ

層には全く見られない。したがって、III層が堆積した段階で短い期間に放棄されたものと考えられ

る。壷（245～250）、婆（251～255）、高杯（256）、小型土器（257、258）である。これらは

すべて中期IIIのものである。石器は石包丁（294）が出土している。

SD7は中期IIIの時期のものである。

ピット

PI

ST5の北側で検出した。径26cm、深さ10cmを測r上底に径8cmを測る柱根跡が残る。埋土

は茶褐色粘質土で弥生土器細片が1点出土している。

P2

SK7を南壁側で切っている。径24cm、深さ14cmを測l上埋土は黒褐色粘質土である。蛮（

259）が出土している。弥生後期Iのものである。

P3

SK7の東端に近接し、楕円形の平面形を有する。長径44cm、短径36cm、深さ16cmを測る。

埋土は黄茶褐色粘質土で、弥生土器細片1点が出土している。

P4

径35cm、深さ18cmを測り、埋土は黄土褐色粘質土で、弥生土器細片3点が出土している。

P5

楕円形の平面形を有し、長径42cm、短径36cm、深さ26cmを測る。埋土は濃茶褐色粘質土で、

遺物は婆（260）が出土している。弥生中期IIIのピットである。
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P6

楕円形の平面形を有し、長径28cm、短径22cm、深さ30cmを測り、底面に径14cmの柱根跡を認

める。掘り方より弥生後期の土器細片5点、柱根跡より弥生土器細片5点が出土した。

P7

隅丸方形の平面形を有する。長径44cm、短径30cm、深さ26cmを測る。埋土は黒褐色粘質土で弥

生中期の土器細片が1点出土している。

P8

楕円形の平面形を有し、長径25cm、短径22cm、深さ18cmを測る。埋土は濃茶褐色粘質土で、

弥生中期の土器細片2点が出土している。

P9・10

P9がPlOを切っている。P9は楕円形の平面形を有し、長径70cm、短径42cm、深さ34cmを

測るこ　埋土は茶褐色粘質土で弥生土器細片3点が出土している。

PlOも楕円形を呈すると考えられ、長径30cm、短径24cm、深さ30cmを測る。埋土は黒褐色粘

質土で、弥生土器細片1点が出土している。

P13

楕円形の平面形を有し、長径44cm、短径34cmヾ深さ22cmを測る。埋土は濃茶褐色粘質土で、

弥生土器細片1点が出土している。

PI4

楕円形の平面形を有し、北端に癌状の小ピットがつく。長径60cm、短径54cm、深さ26cmを測

る。埋土は黒褐色粘質土で、弥生土器細片13点が出土している。

P18

SK18を切っている。径32cm、深さ36cmを測r上埋土は黒褐色粘質土で、弥生土器細片6点

が出土している。

P19

SK15を切っている。径23cm、深さ30cmを測る。埋土は黒褐色粘質土で、弥生土器細片1点

が出土している。
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P20

SK18を切っている。楕円形の平面形を有し、長径32cm、短径24cm、深さ12cmを測る。弥生

土器細片3点が出土している。

P22

径28cm、深さ15cmを測り、埋土は黄茶色粘質土である。弥生土器細片7点が出土している。

小結

以上検出遺構について詳細に述べた。検出遺構を時期的に見れば、住居址は中期IIが1棟

（ST8）、中期IIIが6棟（ST4～7・9・10）、後期Iが2棟（ST2・3）、後期IIIが

1棟（STl）である。土蛇は中期IIが4基（SK3・4・8・10）、中期IIIが4基（SK7・

9・15・18）、後期Iが1基（SKl）、時期不明のものが6基（SK2・6・11・13・16・

17）である。溝については、中期IIが2条（SD2・6）、中期IIIが1条（SD7）、中期に

属するものが1条（SD4）、後期に属するものが1条（SDl）、時期不明のものが2条（S

D3・5）である。Loc・45は時期不明の遺構を含むが、住居址、土砿溝ともに中期IIの段階に

始まr上後期に終わる集落遺跡として把握することができる。以下各遺構別に若干の分析を試

みたい。

（り　竪穴住居址

量的な制限はあるが、時期別に特徴を見ると先ず第一に、壁溝の有無を挙げることができる。

すなわち中期IIのST8には見られないが、中期IIIになるとST6・7以外の4棟には壁溝が存在

している。しかしながらST9・10のように全体にめぐっているものと、ST4・5のように部

分的に欠如するものとがある。後期のST2とST3は全闇しているものと考えられるが、後期

後半（STl）になってベッド状遺構を有するようになると壁溝は再び見られなくなる。前期にお

いては、壁溝の存在するものは1例もないところから、当地方においては、中期IIIの頃にその

初現を見ることができよう。また壁構内のピットについては、確認することができなかった。

次に注目すべきこととして、ST4の屋内貯蔵穴を挙げなければならない。北部九州地方に

おいては、中期初頭以降の竪穴住居内に小型の屋内貯蔵穴を持つ例が知られているが、当地方

においては、ST4の例が初現である。もっとも柱穴大の規模の貯蔵穴が前期以降存在してい

るのは周知のとおりである。屋内貯蔵穴については、後述の土砿と統一的に把握しなければな

らない問題である。

中央ピットについては、確認できた6例中ST5以外はすべて多量の炭化物が入っているが、

中央ピットの壁、底、周縁部には、火を受けて変色をしているような例は全くない。これとは

別に、床面の一部が火を受けて紅く変色しているのが、ST2・3・5に見られることは一考
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を要するものであろう。

また、これらの住居址の廃絶の在り方であるが、ST4とST7については、火災による焼

失が考えられる。

（2）土砿

土蛇は、その形態から2つに分けることができる。すなわち平面形が方形に近いものと溝状

をなすものとである。前者はSKl・8～10・12－14・17・19が該当し、後者は、SK2～4・

5～7・11・15・16が該当する。両者に見られる形態の差違は、その性格の差違に帰国するも

のである。

前者は、大型であるSKl以外に、ほとんど遺物が見られず、これらの遺構の性格を決める

ことは難しい。しかし、SK8・10・12・19は、方形の平面形を呈しているところから、前期

以降の貯蔵用小竪穴を想定することは可能であろう。

前期の貯蔵用小竪穴群に対して、中・後期の貯蔵用小竪穴は散在的であり、住居址の数に比

較してもその量は少ない。中期以降普遍的に見られるこのような現象について、その帰因する

ところは、一般的に高床式倉庫の出現、普及によると考えられている。果してそうであろう

か。当然この時期の貯蔵形態としては、高床式倉庫の存在が考えられるが、高床式倉庫が前期

以降存在することが明らかになっている以上、貯蔵用小竪穴に見られる上述のごとき変化の原

因を高床式倉庫の出現に求める積極的な根拠はないものと考えられる。中期以降の貯蔵用小竪

穴の量的僅少さと散在性、及び先述の屋内貯蔵穴の出現という諸現象は、共同体における経済

的、社会的変化として統一的に把握すべきものである。貯蔵用小竪穴を生産手段の脈管系統と

してとらえる以上、共同体と住居址、及び貯蔵穴との間に現われた変化は、共同体内における

生産関係の変化として把握することが自然であろう。

次に後者について見ると、先述のように短径に対して、長径が非常に長いことを特徴として

挙げることができる。したがって溝として扱ったSD5－7は、SK7やSK15と同様の性格を有

するものと考えられるので、ここで一緒に述べる。よって対象となる遺構はSK2～7・11

・15・16、及びSD5～7である。これらは長軸の方向によって④－SKll・15・18、SD6

・7、⑧－SK2・3・5、⑥－SK7、㊥－SK16、SD5に分類することができる。④は、

SD7、SK15・18が中期III、SD6が中期II、SKllは中期のものであり中期IIIに属する可

能性もある。また⑧のSK2・3・5は、中期IIとして把握できる可能性もある。長軸方向と

時期とには、矛盾もあるが、何らかの規則性を有していることは、首肯することができる。こ

の規則性を出自の違いに求めることもできよう。

遺構の規模について見れば、長径の長さが1．42～5．00mと大小さまざまであるが、遺物の出

土状況を見れば、総じて大きな遺構からは多くの遺物が出土しており、小さな遺構からは、出

土量が少ないか、皆無である。またSD7からは、供献用と考えられる小型土器（257、258）
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も出土している。以上のように、筆者が指摘した後者の土蛇は、いくつかの群をなし、併せて

出自による方向性も示し、さらに供献用土器とも取れる土器群の出土から、これらを土砿墓と

して把握したい。

（3）土器

当地方の弥生中期土器は、遺構に伴った一括資料に乏しかったが、Loc．45のSD2によって、

中期II段階の一括資料を得ることができた。SD2出土土器は、婆を欠くが、壷、高杯、鉢など

各種が揃っているので、今後の土器編年の1つの指標となると考えられる。先ず壷に見られる

特徴を挙げると、①頸部が長いもの（211、212、215、218、222、223）が多いこと。②頸部や上

胴部に断面三角形の小突帯がつけられていること（薄手の土器に見られる微隆起帯と区別するため

に小突帯とした。）③櫛状原体による直線文、波状文もかなり見られる（218、220、221、223）が、

櫛描簾状文は見られない。④口綾部内面及び胴部外面に櫛描扇形文が少数ではあるが見られる。

⑤この時期に出現する手法として凹線文が挙げられる。この時期の凹線文は、これ以降のもの

と異なり、凹線に挟まれた部分が、突帯状をなしている（225、226、228）。⑥中期土器の伝統

的手法である粘土帯貼付口縁は盛行するが、口綾部内面の刻目隆帯は中期III以降姿を消す。

婆は、その出土例が壷に比較して少ない。これは、中期I以降に見られる1つの現象である。

高杯においても同様で、この僅少さは前期以降見られる現象である。そして中期III段階以降、

婆、高杯が急増する現象が見られることと好対称をなす。次に叩き技法について見なければなら

ない。中期III段階のST9出土土器（96）に叩目が見られる。従来の調査では、南四国にお

ける叩き技法の出現は、後期後半とされていたが、その点で興味ある土器である。

最後の搬入品の問題を挙げなければならない。STl出土土器（13）、SK7出土土器（117）

SDl出土土器（157、182、197、198、200、201、205）がそれである。時期的に見れば（157）

が中期IIIに、（117、197、198）は後期Iに、（200、201、205）は、後期II以降に属するこの

うち（117、157、197、198、205）は全く同一の茶褐色の胎土で、中に角閃石を含んでいる。

（197）のごときは山陽地方の上東I式土器そのものであり、これらの搬出地は、中部瀬戸内の

どこかに求めることができよう。中期III段階から後期にかけて見られるこのような現象と、先

述した婆、高杯の急増現象とは、大きな文化変容の諸側面をなしているものと考えられる。今
l°

後追求していくべき大きな課題である。

（4）鏡片（307）

鏡片は、後期IIIの住居址であるSTlから出土した。鏡片の縁辺部を上に鉦側を下にして、

床面に突き刺さっていたような状態で出土している。出土位置は床面のほぼ中央部である。

鏡片は、方格規矩四神鏡である。添緑色の色調を呈し、鏡面は光沢を保っている。鏡面、背

面、断面ともに著しい磨滅、研磨が見られるが、穿孔はされていない。復原直径は約16．5cm、

厚さは内区で1．5mm、外区で3mmを測る。外区の端部は平縁をなし、2重の外向陽鋸歯文、その
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間に複線波文、内側に櫛歯文と続き、内区との境に銘帯がある。銘文は「意莫大」の文字を読

みとることができ、おそらく「尚方作意莫大」と続くものであろう。内区はT・L・VのⅤ字

形と爪形文1個と鳥像かと思われる一部を確認することができる。
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第18表　竪穴住居址計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形 規　　 模

（m ）

主 軸 方 向 柱　 穴

（個 ）

面　 積

（n f ）
施　 設 備　 考

第 99 図 S　T　 l 円　 形 6 ．2 4 31

′′ S　T　　 2 ′′ 9 ．4 4 （6 9 ）

第 10 1 図 S　T　　 3 ／′

〝 S　 T　　 4 ′′ 5 ．6 24

第 100 図 S　 T　　 5 ′′ 7 ．0 2 （38 ）

′′ S　 T　　 6 ′′ 5 ．6 ‘2

第 102 図 S　 T　　 7 ′′ 7 ．0 ～ 8 ．0

′′ S　 T　　 8 ′′ 6 ．0 3 （28 ）

第 103 図 S　 T　　 9 ′′ 7 ．8 3 （47 ）

′′ S T　 lO ′′ 7 ．0 1 38

第19表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 10 4 図 、S K　 l 方　 形 3 ．2 0 3 ．20 0 ．2 5 N －8 0 L w 逆 台 形

′′ S K　　 2 清　 状 1 ．4 2 0 ．26 0 ．20 N － 75 ？－ E 箱　 形

′′ S K　　 3 ′′ 2 ．54 1 ．00 0 ．35 N － 65 q一一E 階 段 状

〝 S K　　 4 楕 円形 0 ．8 8 0 ．66 0 ．30 N － 45 q一一一E 逆 台 形

第 10 5 図 S K　　 5 溝　 状 2 ．96 0 ．40 0 ．20 N － 65 9－ E
〝

〝 S K　　 6 楕 円形 1 ．00 0 ．4 8 0 ．5 6 N － 400－ W 階 段 状

′′ S K　　 7 溝　 状 （2 ．40 ） （1 ．22 ） 0 ．57 N － 610－ W
／′

〝 S K　　 8 不 定形 1 ．4 0 1 ．2 0 0 ．5 2 N － 210－ W 逆 台 形

第 106 図 S K　　 9 楕 円 形 0 ．6 8 0 ．5 6 0 ．10 N － 59し－E ′′

〝 S K　 lO 方　 形 1 ．3 0 1 ．2 0 0 ．3 4 N 一、6 5L E 〝

′′ S K　 l l 構　 状 3 ．2 6 0 ．5 4 0 ．2 8 N 〝

′′ S K　 12 平行 四辺 形 0 ．9 0 0 ．9 0 0 ．14 N － 6 1L w 段　 状

〝 S K　 13 楕 円形 0 ．7 2 0 ．3 2 0 ．3 5 0N － 70 －・E 逆 台 形

′′ S K　 14 不 定形 （0 ．7 6 ） 0 ．06 N －7 6 L E
′′

′′ S K　 15 溝　 状 3 ．00 0 ．50 0 ．24 N － 2 7 q－ W
′′
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挿図番号 遺構 番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 107 図 S K　 16 長方形 （1．76 ） 0 ．50 0 ．34 N －77 0－W U字 形

〝 S K　 17 不定形　 ‾ （2．80 ） 1．20 0 ．18 皿　 形

〝 S K　 18 溝　 状 2 ．20 0 ．60 0 ．24 N －23し W 逆 台形

〝 S K　 19 平行四辺形 1．28 0 ．96 0 ．12 N －150－W ／′

第20表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手＿　　　　　 法 備　　 考

1 S T l ＝ヒ璽E

9 ．5

（ 5 ．5）

長頸 壷で ある。直 立す る頚 部か ら

口綾 部 はなめ らか に外反 す る。 口
唇 部は丸 くお さめ る。

2 ′′ ′′

13 ．0 長 頸壷 であ る。直 立気味 の長 い頸 口綾部 内面は横 方向の パケ調 整。

°（11 ．4 ） ロか らなめ らか に　 反す る。 。 ロ　 ロ及び ロ　 ロ　　　 は　　 ロの

は　　 につ　 み　　　 ロ　 ロは凹 ナデ壬　 。 。　　 は　　 口のハ
l状 をなす 。 ケ調整 。

3 ′′ 〝

13 ．8 長 頸壷で あ る。 口縁部 は頚部 か ら 頸部外面 は部分 的 に縦 方 向のハケ

（7 ．0） なめ らかに外反す る。 口唇部 は丸
味をお びる。

調整 を認め る。

4 ′′ 喪

18 ．4

（ 3 ．3 ）

ロ綾部 は丸味を おびて ， 「く」 の
字 状 に外 反す る。端部 は上方 に拡
張 し，口唇部 は凹状を なす 。

口唇部 外面は横 方向 のナデ調 整 。 外面 は全面 が

ススけてい る。

5 〝 ′′

15 ．0 ロ縁部 は 「く」 の字状 に外反 。ロ 上胴部 内面以下 横方 向のへ ラ削 り
′′

（6 ．0） ロ は上　 に　 日し， 2　 の 凹 →　　 。ロ　 ロ　　　　　　　 ロ
文を配 す。厚 いつ くりで ある。 のナデ 調整。胴 部外面縦 方 向のパ

ケ調整 。

6 ′′ ′′
（2 ．5）

4 ．6

小 さい底 部で ある。球形 に近 い大
きな胴部がつ くもの と考 え られ る。 ′′

7 ′′ 高　 杯

21 ．5

（ 3 ．0 ）

口綾部 は稜を な して直 線的 に外反

し，端部 は下方 にわず かに肥厚 す
る。

口縁端 部は横方 向に強 くナデ る。

8 〝 ′′

26 ．0 口縁部 は林部 か ら段を な して 強 く □縁端 部をつ まみ上 げて横方 向に 外面 は ススけ

（2 ．8 ） 外反す る。

口唇部 は面をな す 。

ナデて い る。 て いる。

9 〝 〝

「ハ」 の字を なす脚部 で ，端 部は 脚端部 内外面に横 方 向のナデ調 整 。

（4 ．5 ）

13 ．5

上下 に拡 張 し， 2 条 の凹線 文を配
す 。据 部外面 に 2 条 のへ ラ描沈線
を配 す。

．内面 はへ ラ削 り。

10 〝 〝

「ハ 」の字を なす脚部 で ，杯底 部 外面 は縦方 向，内面 は横方 向のハ

（8 ．5 ）
は円盤 充填で ある と思 われ る。 ケ調整 を施す 。

11 ′′ ′′
（6 ．0 ）

21 ．4

「ハ 」の字を なす脚部 で ，端 部は

凹状を な し，上端 をつ まみ上 げて
い る。 円孔あ り。

内外面 ナデ調整 。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 S T l 高　 杯
（6 ．2 ）

9 ．0

脚付 鉢 とい った方 が良い か も知れ

ない。脚 部はな だ らかな カ ープを
描 いて外 方に伸 びる。端部 は丸 く
おさめ る。

13 ′′ 鉢

14 ．8 内湾気味 に立 ち上 が り，ロ縁部 は 口綾部 外面 は横 方向 の強い ナデ調 搬入品である。

（3 ．0 ） 近 く外反 す る。 整 。

14 ′′ 〝

17 ．0 わずか に内湾気味 に立 ち上が る胴 外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 内面は 胴部外 面は ス

（7 ．0 ） 。か ら，口　 。は　　 的 に　 反 。 ロのパケ調整。ロ縁 。は ，つ スけてい る。
口唇部 は面をなす 。 まみ出 して横方 向に ナデ る。

15 S T　 2 士璽E

16 ．0

（ 5 ．0 ）

なめ らかに外反す る口縁 部で ，口

唇 部は面 をなす 。

16 ′′ ′′

17 ．5 球形 に近 い胴部 か ら，なめ らか に 全体 に厚いつ くりで ある。外面は ，

（9 ．0 ） 外 反す る口頚部 を　 す。 上胴部 に 口頚部 が縦　 向，胴部 が　　 向の
1　　　　　 に 2　 のへ ラ　 J パケ壬　 。 ロ　 ロ　　 は　　　 ロ
配す ： ロ のハケ調 整。

17 〝 ′′

28 ．3

1 ．0

水平 に大 き く開 く口縁部 で，わず

かに肥厚 す る端部 には 2 条 の凹線
文 を配す 。

外 面に パケ調整 あ り。

18 ′′ 喪

23 ．0

（2 ．5）

直線 的 に外 反す る口縁部で あ る。
端部 はわず かに上下 に肥厚 し， 1
条 の沈線 を配す。

19 ′′ 〝

15 ．3 球 形 に近 い 胴 部か ら， 口縁 部 は 胴部 外面 に横 位の叩 きを施 すが ，

（7 ．5） 「く」の　 に　 反　 る。 。は上 ほ とん どナデ～　す。　 面 は　　 ロ
下 に肥 厚 させ ， 口唇 部に 2 条 の凹
線文を 配す 。

（右→左 ） のへ ラ削 り。

20 〝 高　 林

2 1．1

（ 3 ．0）

口綾部は一旦直線的に立 ち上が り，
強 く外反す る。口唇 部は面を なす 。

厚 いつ くりであ る。

内外面 ナデ調 整 。

21 〝 蛮
（10 ．0）

6 ．0

下胴部 は直線 的に立 ち上 がる。 底部 側面 は横 方 向のナデ調 整。 内

面 に指頭圧痕 あ り。

22 S T　 3 ＝土ご宝E

15 ．3 長頸壷 であ る。わずか に外反気 味 頚部外 面 は縦 方 向，内面 は右下 り

（13 ．5） に立 ち上が る頚 部か ら．口縁部 は のパ ケ調整 。ロ綾部 内外面 は ，横
なめ らかに　 反 。 ロ　 ロは　 をな ロのナデ調 整　 胴　 は厚 いつ く
す 。 0　　　　　ロ

りで 内面 に指頭圧痕 あ り。

23 S T　 4 〝

22 ．5

（ 2 ．5 ）

なめ らかに外反 す る 口縁 部。口唇

部は凹状 をな し，下端 に刻 目を配
す。外 面に 1 条 の微隆起 帯を貼付
す る。

内外面 共に ナデ調整 。

24 〝 〝
（9 ．0 ）

15 ．0 ＿

あ まり肩の張 らない胴 部 にわずか
に外反 す る頸 部がつ く。

胴部 内面は下→ 上のへ ラ削 りあ り。 胴部外 面 はス

スけてい る。

25 〝 〝
（5 ．4 ）

12 ．0

安定 した厚手 の底部 。

26 〝 鉢

19 ．0

（6 ．0）

16 ．8

口綾 部 はなめ らか に外反 し，端部

はわずか に下垂気 味で ，口唇部 は
面 をなす 。

口唇部 は横方 向の強い ナデ調整 。
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（c m ） 胴径

庭 径 ．

形　 態 「 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

27 S T　 4 喪

22 ．0

（ 1 ．5 ）

口縁 部は 内湾気味 に外反す る。 口

唇部 は凹状 をなす 。
内外面 は横方 向の ナデ調整 。

28 ′′ ′′

16 ．7 ロ綾 部は ，丸味を も って 「く」 の 口綾部内外面は横 方向のナデ調整。
▼

内外面共 にス

（11 ．6 ）

22 ．0

字 に外反す る。端 部は上 方に拡張

され， 口唇 部に 2 条の凹 線文を 配
す。

内面はへ ラ削 り （下→上及び右→左 ） スけてい る。

29 ′′ ′′

15 ．2 胴 部 中位 に 最 大径 を 有 す 。 口縁 内面下半 に下 ？上のへ ラ削 りを施 外面 は全面 ス

25 ．1

17．．7

5 ．2

部は 「く」の 字に外 反す る。端 部
を厚 くつ くり， 口唇 部に 2 条 の凹
線文 を配す。 上胴部 の 1 ヶ所 に 5

個ずつ 2 列 に刺突文 を配す 。

す 。 スけてい る。

30 S T　 5 ＝土ご璽E
（2 ．5）

口唇部 を上下 に拡 張 し， 3 条 の凹

線 文を 配す 。

31 ′′ 〝

14 ．3

（ 3 ．0）

直 線的 に外 方 に立 ち上 がる頚部 か

ら， ロ縁 部は強 く外反 。
口唇 部 は上方 に拡 張 し， 2 条 の凹
線 文を配 す。

32 ′′ ′′

12 ．5 － 直線的 に外反 す る口縁部で ，外面 ロ縁部 外面 は指 頭 によ る圧痕 が顕 外 面は全面 ス

（10 ．0 ）

11 ．3

に 1 ．1cIn幅 の 粘 土帯 を 貼 付。 著 。 スけてい る。

33 ′′ 〝
（3 ．0 ）

6 ．0

内外 面 とも磨耗 の ため調整不 明 。

34 ′′ 喪

24 ．7

（ 3 ．0 ）

口縁部 は強 く外 反 し，端 部は上 方

に拡張 し， 3 条 の凹線文 を配 す。
屈 曲部 内面は稜 をなす 。

内外 面は横方 向の ナデ調整 。端部

の拡 張は粘土 帯の貼付 に よる。

35 S T　 6 士宝E

15 ．4 なめ らか に外 反す るロ頸部 で 口縁 貼付 部外面 には ，指 頭圧痕 あ り。

（5 ．5 ） 。　　 に は，　　 帯 を貝 、　 る。 ロ　　　 は　　 ロ，　　 は　　 ロ
口唇 部は面 をなす 。 の パケ調整 。

36 ′′ ′′

17 ．5

（ 7 ．0）

な め らか に外 反す る口頚部 で口綾
部外 面には ，粘土帯 を貼付 す る。

口唇 部に 円形浮 文を貼 付す る。

外面にわずかに縦方 向のパ ケ調整 。

37 ′′ ′′

16 ．4

（ 4 ．4 ）

なめ らかに外反 す る口頸 部で ，口

縁部外 面に1 ．5cm 幅 の 粘土 帯 を 貼
付 す る。

口綾 部外面 に指頭圧 痕あ り。

38 ′′ ′′

16 ．0 肩の張 らな い胴部 か ら，な め らか 口綾 部外面 に， ヒダ状の指 頭圧痕

（7 ．0 ） に　 反 す る口　 。で， ロ縁 。 あり。　　 は　　 ロ， □頚 。
に幅1 ．4 cm の粘 土帯 を貼 付 す る。 は横 方向 のパケ調整 あ り。

39 ′′ ′′

18 ．0

（ 2 ．5）

ロ縁 部は強 く外 反 し，外 面 に2 ．5

cIn幅 の粘土帯 を貼付 す る。 口唇部
には 3 条 の凹線文 を配 し， 2 個 1
対 の円形浮 文を貼 付 し，内面に も

2 個 1 対 の竹管文 を刺突 す る。

40 ′′ ′′

ロ縁 部をつ けてい ない未完 成品で 内面に指頭 圧痕 あ り。擬 口縁直下 何 らかの事情

（11 ．0 ） あ る。大 き く張 った胴部 か ら頚部 の細い突帯 は上 に積む粘 土帯を受 の もとに未完

は垂 直 に立 ち上が る。 ける もの と思われ る。 鷲宮 霊 獣

れ る。

41 ′′ ′′

18 ．7

（ 2 ．5 ）

ロ縁 部は大 き く外反 し，口唇 部 は
面 をなす 。

内面は横方 向の パケ調整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

日経

法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

42 S T　 6 ＝ヒ璽E

32 ．9 ロ頚 部は なめ らか に外反 する。 口 口唇 部捏 び口縁部 内外面 は横方 向

（5 ．0 ） 綾 部外面 には幅 2 cm の粘土 帯を貼
付 し， 口唇部 は凹状 をなす 。

の ナデ調整 。

43 ′′ ′′

15 ．2 口綾 部は直線 的 に外 反す る。 口唇 ロ綾 部内外面 は横方 向の強 い ナデ

（6 ．0 ） 部 には 3 条 の凹線 文を配す。 調整 。
頸 部外面 は縦 方向の パケ調 整。

44 ′′ ′′

18 ．5

（ 2 ．0 ）

口縁 部 は強 く外反 す る。外 面 に
2 ．5cm 幅の粘 土帯 を 貼付 し ，口唇
部 に 3 条の 凹線文 を配す。 内面 に

は，竹管 によ る刺突 文を配 す。

詣 鮎 既

45 ′′ ′′

25 ．0 下方 に牽 く肥 厚 した口縁端 部で ， 内外 面及 び口唇部 は横方 向の ナデ

1 ．7 下端 に深 い刻 目を施 す 。 調 整。

46 ′′ ′′
（6 ．0 ）

9 ．0

安定 した厚 手の底 部。

4 7 ′′ ′′

安定 した底部 で ，わずか に上げ底 外 面はへ ラ削 り （下 →上）の 上を

（8 ．5 ）

8 ．2

状を 呈す。 ナデてい る。

48 ′′ ′′

厚手の底 部で ，中央部 は上げ底 に 下胴部 内面は ，指頭で 右下 か ら左

（8 ．0）

13 ．0

な る。 上にか き上げ てい る。

49 ′′ 鉢

20 ．5

13 ．8

18 ．5

8 ．5

一 見前期 の鉢を思 わせ る。
半 球形 の休 部か ら，口縁 部は 2 段

に外反す る。 口唇部 は丸 くお さめ
る。

ロ綾部 内面は ，横 方向 のパ ケ調 整。

50 ′′ 聾

24 ．8 ロ縁部 は 「く」の字 に外反 し，端部 内面 の胴 部中位 以下 はへ ラ削 り。 搬入品 。

（12 ．1）

3 5 ．0

は上下 に拡 張 させ ，口唇部 に 3 条

の 凹線 文を配す 。

（右－→左 上）

51 ′′ ′′

15 ．5 丸 く肩の張 った上 胴部か ら， ロ縁 口綾部外 面は横 方向の ナ要調 整 。

（11 ．0）

19 ．2

ロはなめ らかに　 反　 る。 。は 胴p　　 は　　 ロのパ ケ調 。
上下 に肥厚 し， 2 条 の凹線 文を配 面 胴部 中位 以下 横方 向 （右 → 左 ）

す 。胴部外 面にへ ラ状工 具によ っ
て ，左上 りの列点 文を配す 。

のへ ラ削 り・。

5 2 ′′ ′′

16 ．0 丸 く肩の張 った胴部 か ら，口縁部 外面 は縦方向のパケ調整。内面は ， 外面 は全 面 ス

（19 ．0）

22 ．8

は　 く　 反　 る。 。は上　 に ム ロ　　 →　　 のへ ラ　り 。上 スけて いる。
張 され ，口唇 部 に 2 条の 凹線文を 胴 部及 びロ縁部 内外面 は横方 向の

配 す。 ナデ調整 。

53 ′′ ′′

高 台状 に強 く張 り出 した底 部であ 底部 外面及 び胴 部内面 に指頭圧 痕

（6 ．0）、

5 ．5

る。 あ‘り。
底部 凹部 には横方 向の ナデ調整 。

54 〝 ′′

台形 状の底部 をな し，わず かに上 内面 はへ ラ削 り （下→上 ） の後 ナ 下 胴部外 面が

（17 ．0 ）

9 ．3

げ底 であ る。 デ てい る。 ススけてい る。

55 ′′ 〝

41 ．0 ロ縁部 は如意形 に外反 し，口唇部 外面 は縦方 向， 内面 は横方 向の ハ

（8 ．0 ）

37 ．4

は丸 くお さめ る。 ケ調 整。

56 S T　 7 ＝土ご璽E

18 ．5　 r 強 く外反 す る口綾 部で ，口唇部 は 口唇部 及び ロ縁 部 内外 面は横 方 向

（′1 ．9 ） 凹状を なす。 の ナデ調整 。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（c m ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

57 S T　 7 一土璽

7 ．7

（4 ．0）

直線 的に外方 に立 ち上が る口縁部

で ，端 部 は丸 くお さめ る。

58 〝 高　 杯

25 ．0

（ 3 ．5）

ロ綾 部は垂直 に立 ち上が り， 口唇
部 は面 をな す。外 面に 4 条 の凹線
文 を配す 。

内外 面ナデ調 整 。

59 〝 ′′

28 ．2

（ 5 ．2）

ロ縁部 は垂直 に立 ち上が り，口唇
部は面 をなす 。外面 は 2 条 の凹線
文を配 す 。

杯部 外面縦方 向のへ ラ磨 き。

60 S T　 8 士宝E
（ 1 ．8 ）

口唇部 は丸 くお さめ ，下端 に刻 目

を配 し，そ の下 に微 隆起帯 を貼付
す る。

薄手 式土器 。

61 ′′ ′′
（ 1．8 ）

口綾 部外面 に幅 1 cm の粘土 帯を貼

．付す る。 口唇 部は面 をな し，下端に刻 目を配 す。そ の下に は櫛 描直
線文 を配 す。

′′

62 ′′ ′′

13 ．4

（ 3 ．5 ）

ラ ッパ状 に外反す る口頚部 で ，口 口唇 部及 び口縁部 外面は横 方向 の
綾部 外面 に幅1 ．5 cIn の粘 土 帯 を貼 ナデ調整 。
付 す る。 口唇部 は凹状 をなす 。 外面 は縦方 向の パケ調整 。

63 ′′ ′′

16 ．7

（ 5 ．0 ）

口綾部 はなめ らかに外反 し，外 面 口縁部 内面は横 方向の パケ調整 。
に幅2 ．8cm の粘土 帯 を 貼付 し ，指

頭 で ヒダ状の圧痕 を施す 。

頚 部外面 は縦方 向のパ ケ調整 。

64 ′′ 〝

15 ．0

（ 2 ．8 ）

口縁部 は近 く外反 し，端 部 は厚 く

つ くられる。

口縁部 内外面横 方向の ナデ調整 。

65 〝 〝

21 ．8
ロ綾部 はなめ らかに外反 し，口唇 口綾部 日面横方 向，外面 は縦方 向

（3 ．5 ） 部 は丸 くお さめ る。 のパ ケ調整を施 す。

66 〝 ′′

16 ．5

（11 ．5 ）

肩 の張 らない胴部 に ，直 立気味 の
頚 部がつ き， 口縁 部は なめ らか に
外 反す る。口唇部 は面を なす 。

67 ′′ ′′
（5 ．5）

2 1．2

胴 部外面 に櫛描直 線文 と櫛 描波状
文を認 め る。

6 8 ′′ 〝

18 ．4 直線的 に外反す る 口縁部 で ，端 部 ロ綾部 内外面 は横方 向の強 いナデ

（3 ．5） 外面 は上下 に肥 厚 させ ， 3 条 の凹
線文 を配す 。

調整 。

69 ′′ 窺

16 ．0

（ 2 ．0）

口縁部 は，丸味 をおび て強 く外 反

し，口唇部 は凹状を なす。

口唇 部は横方 向の ナデ調整 。 外面 は ススけ

て いる。

70 ′′ ′′
（3 ．8）

4 ．2

内面にへ ラ状工具 によ る圧痕 あ り。

71 ′′ ′′

15 ．3 口綾部 は直線的 に外反 し， 口唇 部 内面 は頚 部直下 よ り右 →左 のへ ラ

（6 ．0）

15 ．4

は丸 くおさめ る。 削 り。
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▼，1

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ）胴径

底径

形　 態　 ・　文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

72 S T　8　＿ 喪

12．0 卵型の胴部から，口綾部はゆるく ロ縁部内外面に指頭圧痕がつき， 外面はススけ

（4．5） 外反する。 口唇部は丸くおさめる。 ている。

73 S T　9 ＝量ご璽

（7．0）

胴部上端に列点文あり。 外面は縦方向のハケ調整。内面に

指頭圧痕あり。

74 〝 〝

20．5

（2．5）

大きく外反するロ綾部で，端部は

上方に拡張され，口唇部に3条の

凹線文を配す。

口綾部内外面横方向のナデ調整。

75 ′′ ′′

19．0

（3．5）

口綾部は大きく外反し，外面に幅

2．3cmの粘土帯を貼付し，指頭に

よるヒダ状の圧痕を施す。口唇部

下瑞に刻目を配す。

76 ′′ ′′

8．0

（9．5）

口綾部は直線的に立ち上がる長頚

壷である。

口唇部は丸くおさめる。

77 ′′ 〝

17．0 長胴の休部で，ロ縁部は直線的に ロ縁部内外面及び頸部外面は様方

・・．－・・ナ‾

胴部外面の一

（29．0）

27．8

反　 る。 。は　　 に　 目し， ロの　 いナデ調 。同ロ　　　 はナ ロ　にススが、
口唇部には2条の凹線文を配す。 デ調整。 着する。

78 〝 ′′

27．0

（7．5）

なめらかに外反する口綾部で，外面に幅2

2．5cm，厚さ1．2cmの粘土帯を貼付し，端部
は大きく下垂する。口唇部には3条の太い

凹線文を配す。内面はパケ状原体による列
点文を配し，その内側に櫛描波状文を配す。

頚部外面は縦方向のパケ調整。

79 ′′ ′′

9．8 口縁部は大きく外反し，口唇部は 外郵ま縦方向，内面は横方向のハ

（3．7） 丸くおさめる。 ケ調整。

80 ′′ ′′

17．4 口綾部はなめらかに外反し，口唇 口縁部内面は横方向のナデ調整。

（4．0） 部は面をなす。外面に幅1．4cmの

粘土等を貼付する。

頸部外面は縦方向のパケ調整。

81 〝 〝

29．3

（3・4）

ロ綾部は直線的に外反し，端部は

上下に肥厚させ2条の凹線文を配

す。

内面は横方向のパケ調整を施す。

82 〝 ′′

14．2

（6．5）

口綾部は頚部から大きく外反する。

口唇部は面をなす。

外面は縦方向のパケ調整。

83 ′′ 〝

（7．の

11．5

底部から直線的に立ち上がる胴部

である。

内面は指頭でナデ上げている。

84 ′′ ′′

13．0 口綾部はなめらかに外反する。端 ロ縁部内面は横方向のパケ調整。

◆（5．0） 部は厚くつくられ，面をなす。 外面はヒタ状の圧痕がつく。

85 ′′ ′′

（5．0）

10．0

内湾気味に立ち上がる。

86 ′′ ′′

（7．5）

5．3

安定した上げ底気味の底部で，内

湾気味に立ち上がる。
外面はススけ

ている。



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（c m ） 胴径
庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

87 S T　 9 ＝量ご宝E

安定 した上 げ底 気味 の底部で ， 内 底部 内外面 は横 方向 のナ要調 整。

（4 ．5 ）

8 ．8

湾気味 に立 ち上が る。 胴部外 面に縦方 向の パケ調整 あ り。

88 ′′ 窺

15 ．5 ロ綾部 は 「く」 の字 に外 反す る。 ロ綾部 内外面 は横方 向の強 いナデ 頚部 外面が ス

（3 ．5 ） ロ は　　 に 仏　　　 ，ロ　 ロ　に 。 ロロ　　　 は　 →　 のへ ラ l スける。
は 3 条 の凹線文 を配す 。 り。外 面は縦 方向の パケ調整 。

89 〝 ′′

14 ．2

（ 3 ．5 ）

ロ縁部 は 「く」 の字 に外 反 し．端
部は上下 に拡張され ，口唇部には ，
棒 状工 具によ る沈 線を 1 粂配す 。

90 ′′ ′′

20 ．2 口綾部 は強 く外反 し，口唇部 は凹 口綾部 内外面は横方 向のナ デ調整。

（5 ．5 ） 状をなす 。 胴部 内面は縦 方向の指 ナデ 。

91 ′′ ′′

15 ．4 口縁 部 はなめ らか に外反 し，端部 ロ縁部 内外面 はナデ調 整9

（6 ．0 ） を わずか に上下 に肥厚 させ ，口唇
部 は凹状 をなす 。

頚部 内面は横 方向の ハケ調整 。

92 〝 ′′

20 ．0

（ 3 ．0 ）

口縁部 は直線的 に外反 し，端部 は
下 方 に肥 厚す る。 口唇部 は面 をな
す。

ロ綾 部内外面 横方 向のナデ調 整 。

93 ′′ ′′

15 ．5 肩 の張 った胴部 に，わずか に外反 口縁 端部 はつまみ 上げて ，横 方 向

（5 ．5） の　 ロがつ き， 口　 。はなめ に　 くなでる。 。　　 は　　 ロ，
らかに外反 す る。 口唇部 は上方 に

拡 大 され ， 2 条 の凹線文 を配す 。

上胴 部外面 は縦方 向のパ ケ調整 。

94 〝 ′′

17 ．0

（ 4 ．4）

ロ縁部 は丸味 をおび て 「く」 の字

に外反 す る。 口唇部 は面を な し，
外面 に 1 条の沈 線を配 す。

95 ′′ ′′

20 ．0

（ 2 ．6 ）

口縁部 は 「く」 の字 に外 反 。

端 部 は上下 に肥 厚 し，口唇部 には
3 条の 凹線文 を配す 。

ロ綾部内外面 は横方 向の ナデ調整 。

96 〝 ′′

しっか りした底 部を有 し，上 胴部 外面 は横位 の叩 きを施す9 内面 は 外 面は全体 が

（15 ．3）

22 ．5

8 ．7

で 「く」 の字状 に屈 曲す る。 胴部 中位 が横方 向のパケ 調整。上
位 は指頭圧痕 がみ られ る。

ススけている。

9 7 ′′ ／′
（8 ．0）

7 ．0

上 げ底状 の底部か ら，直 線的 に立

ち上が る胴部で あ る。

内面 は左上 りのへ ラ削 り。

98 ′′ 高　 杯

22 ．5

（ 3 ．0）

口綾部 は直立気 味に立 ち上が る。
外面 に 2 条の凹 線文 を配 し，口唇

部は丸 味をお びた面を なす 。

内外面共 にナデ調 整。

99 〝 ′′
（4 ．5）

9 ．5

なめ らかに外反 して 開 く脚部 であ

る。端 部は下 に拡張 され る。

100 ′′ 〝
（4 ．8 ）

9 ．5

なめ らかに外反 して 開 く脚 部であ

・る。端 部は面 をな し，内面 は削 り
に よって段を なす 。

内面 は右 →左 にへ ラ削 り。

101 ′′ ′′

なめ らかに外反 して 開 く脚部 で端 端部 内外面は横 方 向の ナデ調整 。

（2 ．7 ）

14 ．0

部 は丸 くお さめ る。 内面 は横 方向の パケ調整 。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

102 S T lO 窺

24 ．8

（ 7 ．2 ）

ロ縁 部は内面 に稜を な して 強 く外
方 に屈曲す る。端部 は上下 に肥厚

させ，口唇 部 に 2 条の凹 線文を配 す。

胴部 内外 面は左上 りのパ ケ調整 。 外面 にス スが
付着す る。

103 S K l ′′

11 ．6

（ 9 ．0 ）

12 ．6

上胴部で 「く」の字状 にカーブし，

ロ綾部 は直線 的に伸 びる 。
頚 部 内面 に明瞭 な粘土帯接 合部を

認 め る。
口唇部 は丸 くおさめ る。 ロ頚部 内面は，横方 向の ナデ調整 。

104 ′′ 高　 杯 （5 ．0 ）

一旦 「ハ」の字 状 に開 き ，強 く外

反す る脚部で あ る。
外 面は横 方向の ナデ調整 。

105 〝 ′′
（4 ．5 ）

6 ．8

なめ らか に外反 す る脚 部で ある。 外 面は縦 方向のへ ラ磨 きを施 し．
端 部は横方 向の ナデ調整 。

106 S K　 2 ＝l＝・宝E

わずか に上げ底状 の底部 か ら，内 外面 は縦方 向のパ ケ調整。 内面 に

（7 ．5 ）

6 ．7

湾 気味 に立ち上 がる 。 は指頭 圧痕 あ り。

10 7 S K　 3 〝

27 ．7

（ 1 ．2）

大 き く外反 す る口縁部で ，口唇部
は凹状 をな し，下端 に刻 目を配 す。
外 面に は 2 条の微 隆起帯 を貼 付す

る。

薄手式土 器。

108 ′′ 〝

26 ．0

（ 5．7）

□縁部 はなめ らかに外反 し， 口唇
部 は凹状 をなす 。
外 面に は幅 2 cmの粘 土帯 を貼付す

る。

頸部外面 は ナデ調整 。

109 ′′ ′′

9 ．0

（9 ．5）

厚手 の底部 でわず かに上 げ底 であ

る。

110 ′′ 〝
（8 ．7）

23 ．0

肩部に微隆起帯を貼付 し，その上 に
楕 円形浮 文を配す 。 また その上位

に刺突文 を配す 。

1 11 S K　 4 ′′

19 ．0

（ 3 ．2）

口縁部 はなめ らか に外反 し，端部

は下 方 に肥 厚す る。口唇部 は面を
なす。外面 には幅 2 cm の粘 土 帯を
貼付 す る。

口唇部 はナデ調整 。

112 S K　 5 高　 杯

10 ．5 「ハ」 の字 に開 く脚部で ，端 部 は 内面 は下半 が右→ 左 ，上 半が不 定

（4 ．5） 上 方に肥厚 し， 3 条の凹線 文を配
す。

方 向のへ ラ削 り。

113 S K　 7 ＝土ご
璽E

17 ．8 口綾部 は大 き く外反 す る。 口綾部内外面 は横 方向の ナデ調整 。

（4 ．0 ） 端 部は下方 に拡大 し， 口唇 部に 2

条 の凹線文 を配す。

頚部外面は縦方 向のパケ調 整あ り。

114 ′′

4°

′′

17 ．4

（ 4 ．5 ）

ロ綾 部 はなめ らか に外反 し，端部

は上 下 に拡 張。 口唇部 は凹状をな
す 。

口縁部内外面は横方向のナデ調整 。

115 ′′ 蛮 ’
（4 ．5 ）

ロ縁 部はな め らか に外 反 し，端 部

はわず か に肥 厚気味 であ る。

頚部 内面に明 瞭な接合 痕を認 め る。

116 〝 高　 杯

19 ．0

（ 2 ．5）

口縁部 は直角 に屈曲 してわず かに
外反気 味に立 ち上が り， 口唇 部は
内外 に肥 厚す る。

外面 に 4 条の擬 凹線を ， 口唇 部に
は 2 条 の凹線 文を配 す。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法 竜　 器 高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

117 S K　 7 二と宝E

13 ．0
無 頸壷 であ る。胴 部中位 に最大径 外面は縦 方向の へ ラ磨 き．。 内面 は

（8 ．0）

16 ．5

を有す るもので ， 口縁部 は近 く直
線 的に立 ち上が る。口唇部 はわずか

に凹状 をなす 。 口綾部 に径 0 ．6 cm

の 円孔 を穿 つ 。

中位以下右→ 左 のへ ラ削 り。

118 S K　 8 ′′

26 ．5

（ 2 ．5）

日綾部 は近 く外 反 し，端部を厚 く

つ くる。 □廃部 は面を な しパ ケ状
原 体で密 な圧痕 を施す 。

内面 は ススけ
て いる。

119 S K　 9 ′′

34 ．0

（ 6 ．5）

口綾部 はなめ らか に外反 し，口唇
部 に 2 条 の凹線 文を配す 。胴部 上
端 に列点 文を配 す。

口頸部外 面は横 方向の ナデ調整 。

120 〝 ′′
（17 ．5）

2 1．6

頸 部はな め らか に外反 し，長 い。胴

部 上端 に列点文を 配す 。
内外面共 にナデ 調整。

121 〝 ′′

19 ．5 口綾 部は なめ らか に外反 し， 口唇 ロ縁端部内外面に横方向のナデ調整 。

（6 ．0） ロには　 い凹　　 を 2　 配 。 は　　 ロ，　　 は　　 ロのハ
面 に列点文 を配す 。 ケ調整 。

122 ′′ ′′

4 ．0

（6 ．0）

やや 厚手の つ くりであ る。 外面 は ススけ

て いる。

123 S K lO ′′

18 ．6

（10 ．0）

口縁 部 は大 き く外 反 し，外 面 に

2 ．2cm 幅 の粘土帯 を 貼付 し ，口唇
部 に刻 目を施す。 上胴部 に断面三
角 形の突帯 を貼付 す る。

124 ′′ ′′
（5 ．0）

9 ．8

大 きな底 部か ら，内湾 して立 ち上

が る胴 部であ る。

内面 に指頭圧痕 を認 める。

125 ′′ 鉢

10 ．0

9 ．5

5 ．5

厚 い底部 か ら直線 的 に立ち上 が り，

ロ縁部 は内側 にやや肥厚 す る。
内外面 ナデ調整 。

126 S K ll ＝ヒ宝E

11 ．5 口縁部は頸部か らなめ らかに外反 す 頚部外面は縦方向のパケ調整。内面

（8 ．0） る。口唇部は面をなす。外面に 1 条

のへ ラ描沈線を配 し，その下 に竹管
文を 2 列配す。

は横方向のナデ調整。

127 ′′
高　 杯

（5 ．0）

極 めて厚 いつ く りで ， 「ハ」．の字

状 に開 く．脚部で あ る。

128 S K 15 ＝土＝璽E

16 ．0

（ 4 ．0 ）

ロ綾部 は大 き く外反す る。

口唇部 は凹状 をなす 。

口唇 部は横方 向の強 いナデ調 整 。

12 9 〝 ′′

28 ．8 大 き く外反す る ロ縁 部で ，端 部は ロ綾 部 内外面 は横方 向の強 いナデ

（3 ．5 ） 下方 に肥厚 させ ，刻 目を施 す。 調整 。

130 ′′ ′′

7 ．0 細 長い胴部 で ，上胴部 に段を有 す 。 外面 は縦方向 のパケ調整 。

16 ．8

10 ．0

6 ．2

ロ綾部 はなめ らか に外反 し，端部
はわずか に内面 に肥 厚す る。 口唇
部 は丸 くおさめ る。

内面 はナデ調整 。

131 〝 窺

14 ．0 直線 的 に内傾 して 立ち上 がる胴部 口縁 部 内外 面横方 向の ナデ調整 。

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
外面 はス スけ

（9 ．5 ）

16 ．0

か ら， 口縁 部は 「く」の字 状に外

反 する。 口唇 部は 凹状を なす。
内面胴部下 半は右 → 左及 び下→上

のへ ラ削 り。

て いる。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

132 S K 15 喪

16 ．0

（19 ．0）

2 1．4

胴部 中位 に最 大径を 有す 。

ロ縁 部は丸 く外 反 し，口唇部 は凹
状を なす 。

133 〝 ′′

14 ．5 内傾 して立 ち上が る上胴部 か ら口 口綾部 外面 は横 方向 のナデ調 整を

（5 ．0）

14 ．5

縁 。は 短　　 反　 る。 、 。 は に　　　　 。
方に肥厚 させ ，口唇部は面をなす 。 胴部 は厚いつ くりで ある。

134 ′′ 〝

22 ．0 口綾部 は 「く」 の字 に外反 し．口 内面上 胴部以下 は，右→ 左のへ ラ

（5 ．5） 唇部 は凹状 をなす 。
胴部 の張 りは少 ない 。

削 り。

135 ′′ 〝

20 ．1 口綾部 はあ まり胴の張 らな い休 部

1h
外面 は縦 方向の パケ調整 。 口唇 部

（17 ．5）

23 ．9

か ら， 「く」 の字 に屈曲 しや や長
く伸 びる。端部 は面を なす 。

及び ロ綾 部内面 は横方 向の ナデ調

整 。

136 ′′ 高　 杯
（5 ．0 ）

「ハ」 の字 状 に開 く脚部 であ る。 杯 底部 は円盤充填 によ る。

137 ′′ 〝

22 ．6

（ 4 ．5 ）

ロ綾部 は外 方 に立 ち上が り，端 部

はわずか に内外 に肥 厚す る。

ロ縁部外面 に 2 条 の凹線文 を配一九

138 S K 16 喪
（4 ．0）

7 ．0

やや外 方 に張 り出す底 部で ある。
内面は底部より少
し　上がったところ
からススけている。
外面は全面ススけ

ている。

139 S K 18 ′′

12 ．0 あ まり張 らな い胴部 か ら口綾部 は ロ綾部外 面は縦方 向 ，内面は桟 方

（4 ．0） 丸 く外 反す る。

口唇部 は丸 くお さめ る。

向のパ ケ調 整 。

140 〝 士宝E
（3 ．5）

4 ．0

円盤状 の底部 であ る。 外面 は ススけ

て いる。

14 1 ′′ 窺

20 ．7 ロ綾部 は 「く」 の字 に外 反 し，端 口綾 部 内面 は横方 向の パケ調整 ，

（9 ．0 ）

26 ．8

部は下方 に肥厚 させ ，口唇 部は面

をなす 。

胴部 外面 は縦 方 向のハ ケ調整 。

142 S D l ＝ヒ宝E

11 ．0

（ 4 ．0 ）

ロ縁部 は直 線的 に外 反 し，口唇部
は丸 くおさめ る。 ロ綾部 外面 に円

形 浮文を 配 し，頚 部外面 は櫛描直
線 文を配 す。

14 3 〝 ′′

15 ．0

（4 ．0 ）

ロ綾 部は大 き く外反 し，端部 は上
方 に拡 張 され る。

口縁部 内外面及 び 口唇 部は横 方向

の ナデ調整 。
口唇 部は凹状 をなす 。

口綾 部外面 に粘 土帯 を貼 付す る。
口頚部 内面は横 方向の パケ調 整。

144 〝

′

′′

14 ．2

（ 6 ．5）

ロ綾 部は大 き く外反 し，外面 に粘 厚 手の つ くりで あ る。
土帯 を貼付す る。 口唇 部は面 をな

す。頚 部下端 に列点 文を配す 。

頚 部外面 は縦方 向のハ ケ調整 。

145 ′′ ′′

19 ．5

（ 9 ．5 ）

口綾部 は大き く外反 し，端 部 はや

や 厚 くつ くる。 口唇 部は広 い面 を
な し，刻 目を施す 。
頚 部下端 に列点文 を配す 。

頚 部内面 に しぼ り 目あ り。

146 〝 ′′

21 ．8

（ 7 ．5 ）

頸部からなめらかに外反するロ綾部で，外
面に 3・6cm幅？粘土帯を貼付し、指頭でヒ
タ状の圧痕を施す。端部は下方に肥厚さす。
口唇部にはしっかりした刻目を施し、更に
右上 りのへラ描沈線を配す。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

U 径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径

庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 4 7 S D l ＝土ご宝E

（ 5 ．0 ）

丸 く張 っ た 胴 部 に 直 立 す る 頸 部 が

つ く。胴 部 に 2 条 の 突 帯 を貼 付 し ，

そ の 下 に 列 点 文 を 配 す 。

外 面 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 4 8 ′′ ′′

2 6 ．8

（ 4 ．0 ）

口綾 部 は 大 き く外 反 す る。 口 唇 部

は 凹 状 を な し ，櫛 描 波 状 文 を 配 す 。

口 綾 部 は 断 面 三 角 形 の 粘 土 帯 を 貼
付 し， 外 面 に は 指 頭 で ヒ ダ 状 の 圧

痕 を 配 す 。

口綾 部 内面 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 4 9 ′′ ′′

15 ．0

（ 2 ．0 ）

大 き く外 反 す る ロ 縁 部 で ， 端 部 は

上 下 に肥 厚 させ ， 口唇 部 に は 2 条

の 凹 線 文 を 配 す 。

内 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 5 0 ′′ ′′
（ 7 ．0 ）

大 き く張 っ た 胴 部 に 直 立 す る頚 部 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。 内 面 は

が つ く。 頸 胴 間 に 断 面 三 角 形 の 突 右 上 りの パ ケ 調 整 。 突 帯 の 上 下 は

帯 を 貼 付 す る 。 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 5 1 ′′ ′′

1 6 ．5

（ 1 ．8 ）

大 き く外 反 す る 口 縁 部 で あ る 。

接 合 部 で 剥 離 し て い る 。

端 部 は 上 下 に 拡 張 し ， 口 唇 部 に は

3 条 の 凹 線 文 を 配 す 。

内 外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 5 2 ′′ ′′

1 7 ．3

（ 1 ．4 ）

口 綾 部 は 大 き く外 反 し， 端 部 は 上

下 に 肥 厚 させ ， 口 唇 部 に は 3 条 の

凹 線 文 を 配 し ， 更 に竹 管 に よ る 刺

突 文 を 配 す 。

′′

1 5 3 ／′ ′′

16 ．8 ラ ッパ 状 に外 反 す る 口縁 部 を 有 し ， 口 縁 部 内 外 面 は ， 横 方 向 の ナ デ 訝

（ 4 ．0） 口 唇 部 は 凹 状 を な す 。 整 。頸 部 内 面 横 方 向 ， 外 面 は 縦 方

向 の ナ デ 調 整 を 施 す 。

1 5 4 ′′ ′′

12 ．0 直 線 的 に 立 ち 上 が る 頸 部 に な め ら 口縁 部 内 外 面 横 方 向 の ナ 要 調 整 。

（ 7 ．0） か に　 反　 る ロ 縁 。 が つ く。　 。 ロ　　　 は　　 ロの パ ケ 調　 を

は わ ず か に 内 外 に肥 厚 し ， 口 唇 部

に は 2 条 の 凹 線 文 を 配 す 。

す 。

15 5 ′′ ′′

9 ．0 直 線 的 に伸 び る細 く長 い頚 部 か ら ， 口綾 部 内 外 面 及 び 口唇 部 は 横 方 向

（ 9 ．5） ロ　 ロ は な め らか に　 反　 る 。 口 の ナ デ 調 。　 ロ　　　 は　　 口の

唇 部 は 面 を な す 。 パ ケ 調 整 。

15 6 ′′ 窺

15 ．9 口綾 部 は 大 き く外 反 し ， 口 唇 部 は 口縁 部 内外 面 は横 方 向の ナデ 調 整 。

（ 4 ．0 ） 凹 状 を な す 。 上 胴 部 に 櫛 描 直 線 文

を 2 条 ま で確 認 す る こ と が で き る 。
頸 部 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

15 7 ′′ ′′

14 ．4 口綾 部 は 強 く外 反 し ， 口唇 部 は 上 外 面 は 左 上 り の 叩 目 の 上 を 縦 方 向 搬 入 品 。

（ 6 ．5 ） 下 に 拡 張 し ，3 条 の 凹 線 文 を 配 す 。 の パ ケ 調 整 。 内 面 上 胴 部 は縦 方 向

の 指 ナ デ 。 そ れ 以 下 は下 → 上 の へ

ラ削 りを 施 す 。

1 5 8 〝 ′′

1 3 ．2 最 大 径 を 上 胴 部 に 有 す 。 ロ 綾 部 口縁 部 内 外 面 は ，横 方 向 の ナ デ 廻

（ 4 ．0 ） は　　　　 の　 に　　　 ，、 ロ 。 ロロ　　　 に は　　　 の パ ケ コ。
下 方 に 屈 曲 させ る 。 口唇 部 に 2 条

の 凹 線 文 を 配 す 。

整 を 施 す 。

1 5 9 ′′ ′′

1 7 ．0 最 大 径 を 上 胴 部 に 有 す 。 口 縁 部 口綾 部 内外 面 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

（ 6 ．0 ） は 7 、 に　　 し，　 ロ　　　　 に 口。　　 旨　 に よ る　　 ロの ナ デ
厚 させ る 。 口 唇 部 に は 2 条 の 凹 線

文 を 配 す。

調 整 。

1 6 0 〝 ′′

1 5 ．1 最 大 径 を 上 胴 部 に 有 す 。 口 縁 部 口 縁 部 内 外 面 及 び 胴 部 外 面 は 桟

一ヰ‾（ 6 ．0 ） は 「く」 の 字 に 強 く外 反 し ，端 部

は 上 下 に 肥 厚 さ せ ， 口 唇 部 に 2 条

の 凹 線 文 を 配 す 。

方 向 の ナ 丁 調 整 。

1 6 1 ′′ ′′

1 6 ．3

（ 3 ．0 ）

′′

口 綾 部 内 外 面 は 横 方 向 の 丁 寧 な ナ

デ 調 整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 6 2 S D l 喪

1 8 ．2

（ 4 ．5 ）

口綾 部 は な め らか に 外 反 し， 口唇

部 に 2 条 の 凹 線 文 を 配 す 。
口 綾 部 内面 及 び 口頭 部 外 面 は 横 方

向 の ナ デ 調 整 。 外 面 は ，下 地 に縦

方 向 の パ ケ 調 整 。

1 6 3 〝 ′′

2 4 ．3

（ 3 ．0 ）

口綾 部 は な め らか に 外 反 し ， 端 部

を 上 方 に肥 厚 さ す 。

口唇 部 に 3 条 の 凹 線 文 を 配 す 。

内 面 は 横 方 向 ， 外 面 は 縦 方 向 の パ

ケ 調 整 後 ，横 方 向 の ナ デ 調 整 を 施

す 。

1 6 4 〝 士宝E

1 3 ．2

（ 4 ．0 ）

な め らか に外 反 す る ロ 綾 部 で ， 口

唇 部 は 面 を な す 。
外 面 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

1 6 5 〝 ′′

1 3 ．2

（ 4 ．5 ）

直 立 気 味 の 頸 部 か ら ロ 綾 部 は な め

らか に 外 反 す る 。

口唇 部 は 面 を な す 。

口 縁 部 内 は 横 方 向 ． 外 面 は 縦 方 向

の パ ケ 調 整 を 施 す 。

1 6 6 ′′ ′′

1 8 ．0

（ 4 ．0 ）

ラ ッパ 状 に外 反 す る ロ 縁 部 で ， 口

唇 部 は 凹 状 を な す 。
内面 は 横 方 向 ， 外 面 は 縦 方 向 の パ

ケ調 整 を 施 す 。

口唇 部 及 び ロ 縁 部 内 面 は 横 方 向 の

ナ デ 調 整 。

1 6 7 ′′ 〝

1 4 ．8 口 綾 部 は 頸 部 か らな め らか に 外 反 口綾 部 内外 面 は 横 方 向 の ナ デ調 整 。

（ 5 ．5 ） す る。 口 唇 部 は 面 を な す 。 頸 部 内 面 は横 方 向 ， 外 面 は 縦 方 向

の パ ケ 調 整 。

16 8 ′′ ′′

1 3 ．2

（ 5 ．0 ）

な め らか に 外 反 す る 口頸 部 で あ る 。

口 唇 部 は 丸 くお さ め る 。
口綾 部 内外 面 は 横方 向の ナデ 調 整 。

16 9 〝 ／′

1 5 ．0 直 線 的 に 立 ち 上 が る 頚 部 か ら ロ縁 口 縁 端 部 を つ ま み 上 げ て 横 方 向 の

（ 5 ．0 ） 部 は ，直 線 的 に短 く外 反 す る 。

口 唇 部 は 面 を な す 。

ナ デ 調 整 。 頸 部 外 面 は縦 方 向 ， 内

面 は 横 方 向 の パ ケ 調 整 を 施 す 。

17 0 ′′ 〝

1 0 ．8 直 線 的 に 外 方 に 立 ち 上 が る 頚 部 か 口 綾 部 内 面 及 び 頚 部 内面 上 半 は 横

（ 8 ．0 ） り， ロ縁 。 は わ　 か に　 反 す る 。 ロの ナ デ 調 整 。

口 唇 部 は 丸 くお さ め る 。 頚 部 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

17 1 ′′ ′′

1 1 ．0

（ 9 ．0 ）

長 頸 壷 で あ る。 直 立 気 味 の 頸 部 か

らロ 縁 部 は な め ら か に 外 反 す る 。

口唇 部 は 丸 くお さ め る 。

ロ 綾 部 外 面 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 7 2 〝 〝

14 ．5 長 頸 壷 で あ る 。 直 線 的 に 立 ち 上 が 口 綾 部 外 面 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 を

（ 6 ．0） る頚 部 か ら， 口縁 部 は な め りか に

外 反 す る。 口 唇 部 は 面 を な す 。

施 す 。

1 7 3 ′′ 〝

′

13 ．2

（ 5 ．0 ）

長 頸 壷 で あ る 。 直 線 的 に 立 ち 上 が

る頚 部 か ら， ロ綾 部 は強 く外 反 し ，

端 部 は 下 垂 気 味 で ， 口 唇 部 は面 を

な す 。

口綾 部 内外 面 は横 方 向 の ナ デ 調整 。

17 4 ′′ 〝

1 5 ．2

（ 6 ．0 ）

な め らか に 外 反 す る 口頚 部 で 口唇

部 は 凹 状 を な す 。
ロ綾 部 下 端 を つ ま み 出 し て 横 方 向

に 強 くナ デ る 。

頚 部 外 面 縦 方 向 ， 内 面 上 位 は 横 方

向 ，中位 以 下 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

17 5 ′′ 〝

1 8 ．5

（ 6 ．5 ）

丸 く張 っ た 上 胴 部 か ら ， 口 縁 部 は

強 く外 反 す る 。口唇 部 は 面 を な す 。

厚 手 の つ く り で あ る 。

1 7 6 ′′ ′′

1 5 ．5

（ 9 ．5 ）

長 頸 壷 で あ る 。 わ ず か に 外 反 気 味

に 立 ち 上 が る頚 部 か らロ 縁 部 は 強

く外 反 す る 。

口 綾 部 は 内外 面 ナ デ 調 整 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 竜　 器 高

（c m ） 胴 径

庭 径

形　 態 ・、 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

17 7 S D l 壷

14 ．5 肩 の 張 った 上 胴 部 に ， 直 立 気 味 の

1h

H 綾 部 内 外 面 に 横 方 向 の ナ デ 調 整

（ 6 ．0 ） 短 い 頸 部 が つ き　 口 綾 部 は な め ら

か に外 反 す る 。 端 部 は 上 下 に 肥 厚

し ，口 唇 部 に 3 条 の 凹 線 文 を 配 す 。

を 施 す 。

17 8 ′′ ′′

1 5 ．5

（ 5 ．0 ）

直 線 的 に外 方 に 伸 び る頸 部 か ら ，

口綾 部 は 近 く外 反 す る 。

口唇 部 に は 1 条 の 凹 線 文 を 配 す 。

口 縁 部 内外 面 及 び 頸 部 外 面 は 横 方

向 の ナ デ 調 整 。 頚 部 内 面 は 横 方 向

の パ ケ 調 整 。

17 9 ／′ ′′
（ 2 ．5）

5 ．5

逆 台 形 の 底 部 で ，球 形 状 の 胴 部 が

つ くも の と考 亘 られ る 。

内 面 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 。

1 8 0 ′′ ′′
（ 6 ．0）

7 ．8

〝
外 面 は 縦 及 び 左 上 りの パ ケ 調 整 。

1 8 1 ′′ ′′

内 湾 気 味 に立 ち 上 が る 下 胴 部 で あ 外 面 中 位 は縦 方 向 の パ ケ 調 整 。 下 外 面 は 全 面 ス

（12 ．0 ）

8 ．8

る 。 位 は 縦 方 向 の へ ラ磨 き を 施 す 。 内

面 は ， 中 位 は 縦 方 向 の パ ケ調 整 ，

下 位 は 縦方 向の へ ラ削 り （下 → 上 ）

ス け て い る 。

18 2 〝 ′′
（ 6 ．0）

4 ．6

小 さ い 底 部 か らな め らか に 内 湾 し

な が ら立 ち 上 が る 大 型 壷 の 下 胴 部

で あ る 。

外 面 は 縦方 向 の へ ラ 磨 きを 施 す 。

18 3 ′′ 〝
（ 9 ．5 ）

1 0 ．2

大 形 壷 の 下 胴 部 で あ る 。 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 を 施 し ，

内面 は 左 上 り パ ケ 調 整 を 丁 寧 に 施

す 。

1 8 4 ′′ 窺

2 0 ．2 口縁 部 は 「く」 の 字 に 外 反 し ， 口 口唇 部 及 瑳 口 縁 部 内 外 面 は ， 横 方

（ 4 ．0 ） 唇 部 は 凹 状 を な す 。 向 の ナ デ 調 整 。 胴 部 外 面 縦 方 向 ，

内 面 は 桟 及 び 右 上 り の パ ケ 調 整 。

1 8 5 ′′ ′′

2 1 ．6

（ 5 ．5 ）
′′

胴 部 外 面 に縦 方 向 の パ ケ 調 整 。 外 面 はス ス け

て い る 。

．

1 86 ′′ ′′

20 ．2

（ 4 ．5 ）
〝

口 縁 部 内 外 面 及 び 口唇 部 は ，横 方

向 の ナ デ を 施 す 。 胴 部 外 面 は 左 上

りの ハ ケ 調 整 。 内 面 は 右 上 り の パ

ケ 調 整 。

外 面 は 全 面 に

ス ス が 付 着 す

る 。

18 7 ′′ 〝

19 ．0 口綾 部 は 「く」 の 字 に強 く屈 曲 し ， ロ 縁 部 内 面 は 横 方 向 の パ ケ 調 整 を

（ 2 ．0 ） 。 、近 は　　 に肥 目す る 。 口 行 った ノ ，　 ロナ デ 調 整 を 施 す 。

部 は面 を な す 。 口 唇 部 及 び 口縁 部 外 面 は 横 方 向 の

ナ デ 調 整 。

1 8 8 ′′ 〝

1 9 ．0 口綾 部 は 「く」 の 字 に 外 反 し ， 口 口 綾 部 下 端 を つ ま み 出 し横 方 向 に

（ 4 ．5 ） 唇 部 は 面 を な す 。 ナ デ る 。

上 胴 部 外 面 は 縦 方 向及 び 左 上 りの

パ ケ 調 整 。

1 8 9 ′′ ′′

2 1 ．0 口 縁 部 は 丸 く外 反 させ ， 口 唇 部 は 頸 部 及 び 上 胴 部 外 面 は 縦 方 向 の ハ

（ 5 ．0 ） 面 を な す 。 ケ 調 整 を 施 す 。 頚 部 内 面 は 横 方 向

の パ ケ 調 整 。 口 縁 端 部 及 び 口唇 部

は 横 方 向 の ナ デ 調 整 を 施 す 。

1 9 0 ′′ 〝

1 7 ．8

（ 7 ．4 ）

肩 の 張 った 上 胴 部 か らロ 縁 部 は 強

く外 反 す る。 口 唇 部 は わ ず か に 凹

状 を な す 。

口 綾 部 内 外 面 及 び 口唇 部 は 横 方 向

の ナ デ 調 整 を 施 す 。 胴 部 外 面 は 縦
方 向 の パ ケ 調 整 。

19 1 ′′ ′′

1 8 ．3 あ ま り 肩 の 張 ら な い 上 胴 部 か ら ，

●　　つh

口 綾 部 内 面 は 横 方 向 の パ ケ 調 整 。

（ 6 ．5 ） ロ　 。 は な だ ら か に　　　 る。 ロ は　　　 の パ ケ調 。 ロ　 ロ

唇 部 は わ ず か に 凹 状 を な す 。 は 横 方 向 の ナ デ 調 整 。
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コ

挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（c m ） 胴径

庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

19 2 S D l 喪

19 ．0 短 く外反す る□縁 部で ，口唇部 は 口綾 部内面 は横 方 向のパケ調 整を

（3 ．5） 面 をなす 。 行い ，胴部外面 は左 上 りの ハケ調
整を施 す。

19 3 ′′ ′′
（13 ．0 ）

上 胴部 に最 大径を 有す喪 で あ る。 内面 は水平の 叩きを施 し， その上
を部分的に縦方向のパケ調整施す 。

内面は指 頭による縦方向のナデ調整
を施す。

194 〝 ′′

18 ．0 口縁部 はなめ らか に外反 し，端 部 ［」綾部内外面は横方向のナデ調整を

（7 ．5 ） を上下 に肥 厚 させ る。 口唇 部 に 2
条 の凹線文 を配す。

行 う。 内面頚 部直下 に右上 りのへ

ラ削 りを施す 。

195 〝 ′′

あま り肩 の張 らな い長胴の 窪の上 外面頚 部及び胴 部上端 は縦方 向の

（4 ．5 ）
胴部 であ る。 パケ調整 を施す。それ以下 は，水平

方 向の叩きを施す 。断面観察 によ り
粘土帯の接合部が明瞭に見 られ る。

196 〝 〝

小 さな底部 か ら内湾気 味 に立 ち上 外面下胴 部は縦 方向の パケ調整 を

（10 ．5 ）

12 ．0

2 ．3

が り ，頚部 で外方 に屈曲す る。 施 す。 内面は横 方向のへ ラ削 りを
やや 肩が張 ってい る。 施 す。

197 〝 高　 杯

33 ．6 林部 は直線的 に外方 に長 くの び ， 杯部 内外 面 ともに丁寧 なへ ラ磨 き 搬入品で ある。

（9 ．0 ） 口縁部 は段を 有 して屈 曲，端部 は

内外 に拡張 され， 口唇 部には 2 条

の凹線 文を配す。

を行 う。杯 底部 は円板 充填 に よ る。

198 〝 ′′

「ハ 」の字状 に開 く脚部 であ る。 下半 は右→左 のへ ラ削 りを施 し， 搬入品であり，

（4 ．5 ）

15 ．0

端部 はわずか に上下 に肥 厚 し， 2
条の凹 線文を配 す。

中位は左上 りのへ ラ削りを施す 。 197 の 脚 部 で
あ ると思われ

る。

199 〝 ′′

24 ．0 浅い林 部で 口縁 部の立 ち上 が．りは， 口縁部 内外面 は横方 向ナデ調 整 。

（3 ．3） 極めて ゆるい。端 部を上下 に肥厚 杯部外 面は縦方 向の パケ調整 を施
させ ．口唇部 に 2 条の 凹線文を施

す。

す 。

200 ′′ 〝

2 3 ．6 ロ縁部 は稜 をな して屈 曲 し，外方 口縁部 外面 は上下 に 2 段 にわた っ 搬入品であ る。

（3 ．5） に立 ち上 が る。端 部は尖 り気味で て横方 向の強 いナデ 調整を施 す。
ある 。 杯部 内面は丁寧なへ ラ磨きを施 す。

201 ′′ ′′

12 ．5

（ 3 ．0）

口綾部 は強 く屈 曲 し，端部 近 くで
なめ らかに外反す る。 口綾 部外面

に櫛 描直線 文 と櫛描 波状文 を配す。
屈 曲部外面 には一条 のへ ラ描 沈線
を配 す。

202 ′′ 〝

25 ．8 ロ綾部 は強 く外反 して立 ち上が り， U 縁 部外 面 は丁 寧 な ナデ 調整 を

（4 ．0） 口唇 部 に一条 の沈線 を配す。 均す 。杯 部 内面 はへ ラ磨 きを 施

・す。 口縁 部の接合 手法 を断面観 察
す ることがで きる。

20 3 ノ′ 鉢

4°

（3 ．0 ）

5 ．0

上 げ底 状の底 部を有 す。 底 部は指頭 でつ まみ 出す 。 内面に
指頭 押圧 を認め る。

204 ′′ ′′
（3 ．3 ）

6 ．3

台形状 の底部を有 す。 底部 は指頭 によ って外方 に強 くつ
まみ出 してい る。 外面右 上 りのパ

ケ調 整を施 す。 内面に指頭 押圧 を
認 め る。

205 〝 ′′
（4 ．0 ）

5 ．3

上 げ底の底 部であ る。 全体 に薄手 のつ くりであ る。

外面 は縦方 向のへ ラ磨 きを 施す。
内面 は左上 りのへ ラ削 りを 施す。

206 〝 高　 杯

「ハ 」の字状 に開 き下 半で 大き く 外面 は縦方 向のへ ラ磨 きを施 す。

（7 ．0）
外反す る。 内面 に しぼ り目を認 め る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

U 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 0 7 S D l 土　 錘

全 長 （3 ．3）

径　　　 3 ．6

重 量 （g ） 4 4

0 ．8 cm の 円 孔 を 穿 つ 。

2 0 8 S D　 2 ＝ヒ璽E

1 1 ．0 ・

（ 3 ．5）

なめ らか に 外反 す る 口 頚 部 で あ る 。

口綾 部 外 面 に 1 ．1 cm 幅 の 粘 土 帯 を

貼 付 す る 。口 唇 部 は 丸 く お さ め る。

口 綾 部 内外 面 に横 方 向 の ナ デ 調 整

施 す 。

2 0 9 ′′ ′′

1 5 ．0
口縁 部 外 面 に 2 ．6 cm 幅 の 粘 土 帯 を 口 綾 部 外 面 に ヒ ダ 状 の 指 頭 押 圧 を

（ 2 ．0 ） 貼 付 し ， 口唇 部 は面 を な し ，刻 目

を 施 す 。

認 め る 。

2 10 ′′ ′′

16 ．4

（ 5 ．0 ）

ラ ッパ 状 に外 反 す る 口 綾 部 で あ る 。

外 面 に 2．1c m 幅 の 粘 土 帯 を 貼 付 し，

口唇 部 は面 を な す 。

2 1 1 ′′ ′′

1 5 ．9

（1 2 ．0 ）

直 立 気 味 の 頚 部 か ら大 き く外 反 す 外 面 は 縦 方 向 の ハ ケ 調 整 後 ， ナ デ

る 口 縁 部 を 有 す 。口綾 部 外 面 に 調 整 に よ って仕 上 げ た と思 わ れ る 。

1．4 ctu 幅 の 粘 土 帯 を 貼 付 し ， 口 唇 頸 部 内面 は 指 頭 に よ る縦 方 向 の ナ

部 は わ ず か に 凹 状 を な す 。 胴 部 上 デ 調 整 を 施 す 。 口 唇 部 は 横 方 向 の

瑞 に 2 条 の 徴 隆 起 帯 を 貼 付 す る 。 強 い ナ デ 調 整 を 施 す 。

2 1 2 ′′ 〝

1 2 ．3

（ 6 ．0 ）

直 立 気 味 の 頸 部 か ら大 き く外 反 す

る 口 縁 部 を 有 す 。 ロ 綾 部 外 面 に

1 cm 幅 の粘 土 帯 を 貼 付 し ，口唇 部

は 丸 く お さ め る 。 頸 部 に 櫛 描 直 線

文 を 配 す 。

2 1 3 ′′ ′′

1 6 ．5

（ 2 ．5 ）

口 綾 部 は 大 き く 外 反 し ， 外 面 に

2 cm 幅 の 粘 土 帯 を 貼 付 す る。 口 唇

部 は 凹 状 を な す 。

口 唇部 は横 方 向 の 強 い ナ デ を 施 す 。

2 14

′

′′ ′′

17 ．2

（ 6 ．0 ）

口 綾 部 は な め らか に外 反 し ，外 面

に 1 ．6 c m 幅 の 粘 土 帯 を 貼 付 し ， ロ

縁 部 は 丸 く お さ め る 。

2 15 ′′ ′′

17 ．3

（2 9 ．5 ）

2 9 ．4

長 い胴 部 に直 立 気 味 の頸 部 が つ き ． 頸 部 内 面 は 横 方 向 些 パ ケ 調 整 ， 外

ロ　 ロ は な め らか に　　　　 。 口 ロの ハ　 ニロ　 。　 ロロ
縁 部 外 面 に は 2 ．1 c m 幅 の 粘 土 帯 を

貼 付 す る 。

は 横 及 び 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

2 16 ′′ ′′

2 2 ．0

（ 7 ．2 ）

口縁 部 は な め らか に外 反 し ， 外 面

に 2 cm 幅 の 粘 土 帯 を 貼 付 し， 口唇

部 は 面 を な す 。

2 17
′′ ′′

2 0 ．0 最 大 径 を 胴 部 中 位 に 有 す 。 内 傾 し 口縁 部 は 厚 い つ く りで あ る 。 頸 部

（2 4 ．0 ）
て 立　　 が る　 ロ か ら 口　 。 は な は　　 ロの ハ ケ 調　　　 し ，

め らか に　　　 る　 ロ　　 は 凹 、 ロロ　　　 は　　　 の パ ケ 壬　　 が
3 1 ．6 0　　　　　　 ロ

を な す 。胴 部 上 端 に 列 点 文 を 配 す 。
か す か に認 め られ る 。 胴 部 内 面 に

指 頭 圧 痕 あ り 。

2 18
′′ ′′

1 4 ．0

（2 6 ．0 ）

2 0 ．5

細 長 い 頸 部 か ら な め らか に 外 反 す

る 口 綾 部 を 有 す 。 断 面 三 角 形 の

突 帯 を 2 粂 貼 付 す る。 頸 部 及 び 上

胴 部 に は 櫛 描 波 状 文 と 直 線 文 を 配

す 。 口 縁 部 内面 に 扇 形 文 を 配 す 。

波 状 文 の 一 部

は 擬 似 流 水 風

を な す 。

2 1 9
′′ ′′

1 9 ．0

（2 3 ．0 ）

19 ．0

長 い胴部 から大 き く外反す る口頸部 を有す。

ロ緑部外面 に 1 cm 幅の粘土帯 を貼付す る。
口唇部 は面 をなし、下端 に刻目を施す。頸
部 外面 に縦方向 の沈線 を施 し、右上 りの列
点文 を配 す。 その下 に微隆起 帯を貼付 し，
楕 円形浮文 を貼付す る。

薄 手 式 土 器 で

あ る 。

2 2 0
′′ 〝

最 大 径 を 胴 部 中 位 に 有 す 。 上 胴 胴 部 及 び 頚 部 内 面 に 指 頭 圧 痕 を 認

（1 0 ．0 ）

1 4 ．0

部 か ら頚 部 に か け て ，櫛 描 波 状 文

を 配 す が ， 磨 耗 の た め 十 分 に 観

察 す る こ とが で き な い 。

め る 。

2 2 1 ′′ ′′
（1 7 ．0 ）

2 2 ．6

8 ．0

最 大 径 を 胴 部 中位 に 有 す 。

上 胴 部 に 櫛 描 波 状 文 を 施 す 。

外 面 胴 部 下 半 に 縦 方 向 の へ ラ 磨 き 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

222 S D　 2 ＝ヒ
宝E

内湾 して立ち上 がる上胴 部に直 立 全体 に ナデ調整が な され てお り，

（12 ．0 ） 気 味 の長 い頸 部 を有 す。 頚 部 外 上 胴部 内面 には指頭 圧痕 が認め ら
面 に 7 灸 の断面三 角形 の突帯 を有

し，突帯間 に列点文 を配す 。
れ る。

2 23 〝 〝
（36 ．0 ）

22 ．6

長 い胴部 に直立す る頚部 がつ く。
上胴部 に櫛描直線 文と波状文を施 し，
更に断面 三角形 の粘土帯 を貼付 。

胴 部外面 パケ調整 。

224 〝 〝
（23 ．0 ）

32 ．0

最 大径 を胴部 中位 に有す 。胴部 上 頸 部外面 は縦方 向のパ ケ調整 ，胴

に　　　 帯　 貝 、　 る。その ロ　　　 は　　 ロ及 び′・めのハ ケ調
に円形浮 文を施 し，径0 ．3 cm の 円
孔 を刺突 す る。

整 を施す 。‾

225 ′′ 〝

21 ．0

（13 ．0 ）

直 線的 に外反す る口頚部 で ，ロ縁

端部は上下に大き く拡張 して いる。
ロ頸間 に厚 い粘 土 帯 を 貼付 し ，
指頭 によ って ヒダ状 の圧 痕をつ け

口唇部外面に 4 条 の凹線文を施 し，
その上 に羽文状に列点文 を配す 。

る。

226 〝 〝

16 ．6 細 くしまった頸部 か らなめ らか に ロ縁部 内外 面は横 方向の 強い ナデ

1－（11 ．0 ） るロ　 ロ　　　 。 ロ　　 ロ 。 口。　　 は　　 が
は上下 に拡 張 され ，口唇 。に は 2 のパ ケ調 整を施 し　　 面に は指 頭
条の凹線 文を配 す。 l

圧痕 が轟 め られ る。

2127 ′′ 〝

15 ．6

（ 6 ．0 ）

口綾 部 はなめ らか に外反 し． 口唇
部 に 3 条 の凹線文 を配す 。

や や厚手 のつ くりであ る。

228 ／′ 〝

17 ．2 頚部 は逆 「ハ」の字 状 に開 き，口縁 口綾 部上端を ？ まみ上げて ，横方

（6 ．2 ） 口 は　 き く　 反 す る。　 面 には ロに　 くナデ 調整を 施す 。
2 ．3cm 昌の　 土帯　 貝 、　 る 。 口 は　　　　　 ロの　 い ナデ調
縁端 部 は上 方に肥厚 させ ，口唇部

には 2 条 の凹線文 を配す 。
を施す 。

229 ′′ ′′

厚手 の底部 か ら内湾 気味 に立ち上 外面 は縦方 向のへ ラ磨 き，内面 に

（6 ．0 ）

4 ．6

が る下胴部 であ る。 は指頭 圧痕を 認め る。

230 〝 〝
（6 ．0 ）

6 ．0

厚手 の底部 か ら内湾気味 に立ち上
が る。

内外 面ナデ調 整 。 外面 はス スけ

てい る。

231 ′′ 〝
（5 ．4 ）

8 ．4

わず か に上 げ底状 の底部 。

232 ′′ ′′
（6 ．6）

6 ．4

内湾 気味 に立 ち上 がる。

233 〝 ′′
（13 ．4）

14 ．0

5 ．0

最大径 を胴部 中位 に有 す。 内外 面はナデ 調整 。

234 〝 ′′

しっか りした底 部か ら，直線 的に

ナ
内面 に しぼ り目あ り。

（6 ．0）

9 ．0

外方 に伸び る下 胴部で あ る。 外面 に縦方向 のへ ラ磨 き。

235 〝 〝
（29 ．0 ）

12 ．1

内面 に指 頭圧痕 あ り。
胴部外面 は横方 向，下胴 部は縦 方
向のへ ラ磨 きを施 す 。

236 ′′ ′′
（12 ．0 ）

20 ．4

わず かに 内湾気 味 に立ち上が る大

型の 壷で ある。

外面 は縦方 向のハ ケ調 整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
庭径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

237 S D　 2 ＝ヒ
璽E

比 較的小 さな底部 か ら内湾 気味 に 外 面にわず か に右 上が りのハ ケ調・

（22 ．0 ）

9 ．0

外 方 に立 ち上 が る胴部 であ る。 軽を認 め る。

238 〝 〝
（22 ．8 ）

22 ．0

9 ．6

外方 への張 りの弱 い胴部 であ る。 下胴部外面に縦方向のへ ラ磨 きを施

す。内面底 部付 近に指頭圧 痕を認
める ことがで きる。内面観 察 によ
り粘土帯 の接合 を認め るこ とが で
きる。

239 〝 高　 杯
（12 ．0 ）

13 ．0

脚部 下半で 「ハ」 の字状 に開 く。 端 部は丸 くお さめ，内外 面は槙方

ロはわ　 かに　　　 に 巴　 させ ロのナ デ謁 。
て い る。 外 面上半 にへ ラ磨 きあ り。

240 〝 鉢

17 ．0

（ 7 ．0 ）

口綾 部は直 降気味 であ り，口唇 部

は面 をなす 。
外 面は縦方 向の パケ調整 。

241 〝 〝

15 ．0

（ 4 ．6 ）

直線 的 に外 方に立 ち上が り．端部
は外 方 にわ ずか に肥 厚 させ ， 口唇
部 は面をな す。

外 面は縦 方向の パケ調整 を施す 。

口唇部及 び ロ綾 部外面 は，横方 向
のナデ調 整を 施す 。

242 S D　 6 ＝量ご璽

17 ．0

（ 5 ．4 ）

口綾 部 は大 き く外反 す る。 口唇部
は面 を な し，下端 に刻 目を施す 。

口縁部外面 に微隆起 帯を貼付 す る。

内外面 ナデ調整 であ る。 薄手式 土器で

あ る。

243 〝 〝
（6 ．6 ）

長 い頚部 で，外面 には櫛描 直線文

を 2 条配 す。
外面 は縦方 向のパケ調 整。

244 〝 ′′
（5 ．6）

8 ．0

わずか に上げ底状 を呈す 。

245 S D　 7 ′′

15 ．8

（ 5 ．0）

ロ縁部 はわずか に外反す る。外 面

に1 ．2cm 幅の粘 土 帯 を貼 付 す る。
内面 は横方 向のハ ケ調整 。

246 ′′ 〝

3 1．0 なめ らかI⊆外反す るロ縁 部で ，外

・廿

口縁 部内外面 は横 方 向のパケ調 整。

（11．0） 面 に 3 cm 幅の粘土 冊を貼 付 。 外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 口綾 部

外 面 に指 頭圧痕 。

247 〝 ′′

上げ底状 の底部 を有 し，直線的 に 外面 はパケ調 整後 ，ナデた もの と

（16 ．0）

8 ．5

外 方 に立 ち上が る下胴部 で ある。 思 われ る。

24 8 ′′ 〝
（5 ，5）

6 ．8

内湾気 味に立 ち上 が る。 底部 の円盤 が剥離 してい る。

249 ′′ 〝
（12 ．0 ）

10 ．0

直線的 に外方 に立 ち上 が る下 胴部

であ る。

内面 に指頭 圧痕 を認め る。

250 〝 〝
（2 ．2 ）

11 ．0

わず かに上 げ底 状の底 部か ら大 き
く外方 に開 く下 胴部 であ る。

25 1 ′′ 喪

12 ．6 長い胴 部に短 く外反す る口縁部 を 口綾部 内外面 は横 方 向の ナデ調整 胴部外面 は火

、▼
（5 ．0 ） 有 す。端 部は丸 くお さめ る。 を施 す。胴部 外面 は縦方 向のパ ケ

調 整を認 め る。 内面頸部 直下 は右

一→左のへ ラ削 り。胴部 は下－→上 の
へ ラ削 りを行 う。

を又 けて変色

剥離 している。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量 ‘器高
（cm ） 胴径

庭径 ．

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

252 S D　 7 喪

15 ．0 口縁 部 は 「く」 の字 に 外 反 し ， 口唇部及 びロ綾部 内面 は横 方 向の 胴部外 面は ス

（16 ．0 ） 口唇 部は面 をなす 。 ナデ調整。 胴部 中位 以下左 → 右 の

へ ラ削 りあり。

ス けて い る。

253 〝 〝

17 ．0 口縁部は直線 的 に外 反 し，端 部は 胴 部 内面 は右 →左のへ ラ削 りを施 鉢の可能 性あ

（7 ．0 ） 厚 い。 口唇部 は面をな す。 す 。 り。

254 ′′ ′′

12 ．2

（ 9 ．4 ）

15 ．0

丸 く張 っ た上胴 部 か らロ綾 部 は
「く」の字 に外反す る。口唇部 は
丸 くお さめる。

ロ縁部外面に ヒダ状の圧痕が残 る。

口綾部 内外面は横 方 向の強い ナデ
調 整。胴 部内面 に．指頭圧 痕あ り。

2 55 〝 〝

12 ．6 最 大 径 を胴 部 中位 に有 す。 口縁 口綾部 内外面及 び口唇部 は横方 向 胴部 内面中位

（15 ．0 ）

16 ．0

。は7 、に　　 し， 。 は上　 に の　 い ナデ調整 を　 。　 同ロ が ススけて い

拡 張す る。 口唇部 は面を なす。 面 は下→上 のへ ラ削 りを施す 。 る。

2 56 〝 高　 林

24 ．0

（ 5 ．0 ）

口綾部外面 には 4 条 の凹線 文を配
す 。端部 は内外 に肥 厚 さす。 口唇
部 は面を なす。

全 面横方 向の ナデ調整 。

257 〝 小 型土器

3 ．5 上 げ底の底部 で ，直線 的 に立 ち上

°

内面 は ナデ調整 。 手捏 ね土器 。

3 ．0

2 ．0

が り，端部 は丸 くおさめ る。 外面 はパ ケ調整後 に ナデ調整 。

25 8 〝 ′′

4 ．1

4 ．6

3 ．0

コ ップ状を呈 す。 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。

内面 は ナデ調整 。
′′

2 59 P　　 2 喪

13 ．7 あ まり胴の張 らな い休 部か ら，な 胴部内面 は下→上の へ ラ削 りあ り。 外 面は火 を受

（12 ．0）

15 ．2

め りかに外反 す る口綾 部で ある。

口唇 部は丸 くお さめ る。

外面は右下が りのハ ケ調 整を施 す。 けて赤 く変色 。

26 0 P　　 5 〝

21 ．4 上胴 部は直立気 味で ，口綾部 はな

、
口縁 部及 び上胴部 内面 は横 方 向の

（22 ．5 ）

19 ．7

め りかに　 反　 る。ロ　 ロ　　　 には パ ケ調　　　　 。
2 ．1cm 幅の粘土帯 を貼付 。口唇部

は面 をなす 。し‘

口縁 部外面 は，指頭 圧痕 あ り。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

嘩径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

26 1 P　 12 小　 皿

8 ．6 ロ縁部 は一度屈 曲 して外 方に立 ち 内外面横 方向の ナデ調 整∴

1．7

4 ．7

上が り，口唇部 は丸 くおさめ る。 底 部糸 切 りあ り。

第21表　遺構出土石器観察表

挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

最大 長

計測値 夏至 淫

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

262 S T　 9 石　 斧

（ 7 ．6 ）

4 ．2

2 ．0

105 ．0

頁　　 岩

柱状片 刃石斧 の基部 であ るこ 刃部及 び基端
部は欠 損 して い る。両 主面及 び一方 の側縁

は丁寧 に研磨 されて い る。

26 3 S T　 8 ′′

（ 8 ．7 ）

5 ．2

1 ．3

8 0 ．0

〝

扇平 な打製石斧 であ る。基端 部は欠損 して

い る。基 部か ら刃部 に向 って わずか に幅が
広 くなってい る。刃部 は直線 的で ，使 用 に

よ る潰痕 がみ られ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

療 大長

計 測値 霊 套厚

（C町 g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

264 S T　 6 石　 斧

（13 ．7 ）

3 ．7

1 ．2

80 ．0

千 枚 岩

扁車 で縦 に長い打恕 石斧 であ る。 一方の 主

面 は丁寧 に研 磨 され てい るd 基端 部は欠損

してい るが ，丸 くなる もの と考 え られ る。

265 S K ll 〝

径　 9 ．5

厚　 2 ．0

130 ．0

みかぶ緑 色岩

環状石 斧で ある。中央 の円孔 が貫通 す る前

に半分 に破損 した もの と考 え られ る。縁部

‘には特 に使用痕 は認め られ ない 。

266 S T　 3 叩　 石

8 ．5

7 ．2

2 ．2

210 ．0

砂　　 岩

扁平楕 円の河原石をその まま利用 して い る。

縁部 に使用痕 を認め る。

267 S D　 3 〝

10 ．0

9 ．8

3 ．5

6 00 ．0

みかぶ緑 色岩

河原石 をその まま利用 して いる。綾 部に使

用痕が認 め られ ， 1 部 が大 き く欠損 してい

る。

268 S T　 6 〝

9 ．0

8 ．2

3 ．3

360 ．0

砂　　 岩

河原石 をその まま利用 して いる。全 面が磨
かれ てい る。

269 S D l
′′

11 ．6

10 ．0

3 ．1

645 ．0

〝

河原石 をそ のま ま利用 して い る。縁 部は全
面 に使 用痕 が認め られ，両 主面 中央 部が使

用 によ りくぼむ。

270 S T　 6 〝

6 ．5

6 ．0

1 ．7

60 ．0

〝

河原 石を打 ち欠い たもので あ り，自然面 と
主剥 離面 とか らな るが ，自然面 にも一部剥

離面 が見 られ る。綾 部に使 用痕 あ り。

27 1 S T　 9 〝

10 ．2

9 ．0

4 ．7

620 ．0

′′

河原 石を そのま ま利 用 した もの であ る。縁
部及 び両面 中央部．に使用痕 があ る。

27 2 ′′ 〝

10 ．1

8 ．0

3 ．9

470 ．0

〝

河原 石 をその まま利用 した もの であ る。 縁

部 の一部 と，両面 の中央部 に使用痕 が あ る。

27 3 ′′ 〝

11 ．3

4 ．5

1．8

145 ．0

千 枚 岩

扁平長楕円形で ，両短側縁に使用痕 があ る。

一方 の長側 縁は研磨 され てい る。 砥石 と し
て 利用 され た もの であ ろ う。

274 S T　 6 〝

8 ．0

砂　　 岩

河原 石を そのま ま利 用 した もので あ る。 短 磨 石の可 能性

4 ．8

1 ．8

10 0 ．0

側縁 の一部 に使用痕 が見 られ る。 他の面 は
磨 かれて いる。

あ り。

275 〝 ′′

10 ．5

9 ．0

3 ．2

45 0 ．0

′′

河原 石を その まま利用 した もので あ る。 全
綾 部 と両面 の中央 部に使 用痕が見 られ る。

276 ′′ 〝

12 ．0

6 ．5

2 ．6

32 0 ．0

〝

扁平 長楕 円形の河 原石を 利用 してい る。 両

長 側縁部 に使用痕 が見 られ る。

277 ． S T l ′′

13 ．0

8 ．°0

3 ．2

49 5 ．0

′′

河 原石を その まま利用 した もので，綾 部 の

一 部 に使 用痕が 見 られ る。

278 S T　 6
′′

10 ．3

9 ．7

3 ．5

5 00 ．0

〝

河 原石を その まま利用 してい る。
両 主面 の中央部 にわずか に使用 痕が見 られ

る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 霊 譜

（c m ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 7 9 S T　 9 叩　 石

9 ．8

8 ．8

3 ．2

4 2 0 ．0

砂　　 岩

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し て い る 。

綾 部 及 び 両 面 中央 部 に 使 用 痕 が 見 られ る 。

2 8 0 S T　 7 〝

9 ．5

8 ．3

3 ．3

3 9 0 ．0

〝

河 原 石 を そ の ま ま利 用 して い る d 綾 部 及 び

両 面 中 央 部 に使 用 痕 が 見 られ る 。

2 8 1 S T　 g 〝

9 ．6

8 ．5

3 ．2

3 7 0 ．0

′′

河 原 石 を そ の ま ま利 用 して い る 。

全 綾 部 と 一 方 の 面 の 中 央 部 に 使 用 痕 が 見 ら

れ る 。

2 8 2 〝 ′′

（ 7 ．2 ）

8 ．2

3 ．5

3 10 ．0

′′

河 原 石 を 利 用 した ．も の で あ る が ，全 体 の 3

分 の 1 ほ ど が 欠 損 して い る 。 綾 部 の 一 部 に

使 用 痕 が 見 ら れ る 。

2 8 3 S D　 2 〝

8 ．5

8 ．5

2 ．3

2 3 5 ．0

〝

河 原 石 を 縦 に 割 っ た も の で ， 自然 面 と 剥 離

面 とか らな る 。 綾 部 に 使 用 痕 が み られ る 。

2 8 4 S K　 9 ′′

1 0 ．4

8 ．8

1 ．7

2 1 0 ．0

〝

〝

2 8 5 S D　 2 砥　 石

（ 7 ．8 ）

5 ．6

3 ．2

2 5 5 ．0

′′

3 面 を 使 用 して お り ， 各 使 用 面 は 凹 状 を な

して い る 。

2 8 6 S T　 4 〝

（ 9 ．3）

5 ．9

4 ．3

2 9 6 ．0

〝

1 面 を 使 用 して お り ．使 用 面 は 凹 状 を な す 。

2 8 7 ．S K　 5 ′′

（1 1 ．5 ）

9 ．8

5 ．1

6 9 0 ．0

′′

2 面 を 使 用 して い る 。

2 8 8 S T　 4 〝

（1 5 ．1 ）

1 5 ．4

4 ．3

1 9 1 5 ．0

′′

2 面 を 使 用 して お り ，使 用 面 は 凹 状 を な す 。

2 8 9 〝 〝

（2 9 ．5 ）

1 1 ．0

4 ．2

2 5 0 0 ．0

〝

l

・3 面 を 使 用 して お り ．使 用 面 は 凹 状 を な す 。

使 用 面 の 一 部 に敲 打 痕 が 見 られ る 。

2 9 0 S T l O 石 包 丁

1 3 ．3

4 ・3

0 ．8

8 5 ．0

千 枚 岩

直 線 刃 片 刃 の 磨 製 石 包 丁 で あ る 。

全 面 を 丁 寧 に 研 磨 して い る。 中 央 部 に 両 面

か ら一 孔 を 穿 つ 。 片 面 の 円 孔 付 近 に 3 ヶ 所

穿 孔 痕 が 見 られ る 。

2 9 1 S T　 9 ′′

14 ．0

7 ．3

0 ．8

15 0 ．0

結 晶 片 岩

扁 平 な 長 方 形 を な す 。

末 製 品 と考 え られ る 。

2 9 2 S T l ′′

7 ．7

4 ．4

0 ．5

3 0 ．0

千 枚 岩

直 線 刃 両 刃 の 磨 製 石 包 丁 で あ る。 元 は も っ

と大 型 で あ っ た と考 え ら れ るが ， 両 穿 孔 部

か ら切 断 し て い る 。

2 9 3 S D　 6 〝

（ 6 ．0）

5 ．0

0 ．8

4 0 ．0

頁　　 岩

直 線 刃 片 刃 の 磨 製 石 包 丁 で あ る。 全 面 丁 寧

に研 磨 して い る。 背 部 近 くに 2 孔 を 両 面 か

ら穿 つ が ， 円 孔 の 位 置 が 片 寄 って い る。 半

分 が 欠 損 し て い る 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計 測値 豊 美竪

（cm ，g ） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

294 rS D　 7 石包 丁

（6 ．9 ）

6 ．5

1 ．8

6 1 ．0

みかぶ 緑色岩

末製 品で ある。穿孔 の途 中で破損 した もの

と考 え られ る。研磨 は全 く施 され てい ない。
石包 丁製作過
程 を知 る上で
良好 な資料で

あ る。

295 S T l ′′

9 ．7

4 ．4

1．0

55 ．0

頁　　 岩

打製石包 丁で あり，両端 は凹状 をなす 。

296 S T　 8 〝

7 ．6

5 ．0

0 ．7

30 ．0

チ ャー ト

自然面 を残す扁平 な フ レー クを素材 と し・，

研 磨 して 刃部を つ くり出す。両 側縁 は表面
に大 きな剥離が み られ ，背部 には裏面 側に
少 剥離 に よる調整 がみ られ る 。

297 S K 15 石　 鉄

（2 ．0 ）

1 ．9

0 ．5 サ ヌカ イ ト

298 S K l 〝

2 ．9

2 ．0

0 ．5 ′′

299 S D　 2 石　 錘

7 ．5

5 ．5

2 ．5

154 ．0

砂　　 岩

河 原石 を利用 した もの で，紐 かけ用 の溝を

切 り込ん でい る。

300 S T　 9
ノ ミ状
石　 器

（5 ．7 ）

1 ．6

1 ．b

14 0 ．0

千 枚 岩

磨製石器 の一部 と思われ る。一 面 に研 磨痕

が残 ってい る。

30 1 S T　 5
勾玉状
石　 器

4 ．9

砂　　 岩

カギ状 にな った石器で ，全面 が研磨 されて 30 2 と近 接 し

2 ．2

2 ．2

50 ．0

い る。 て ，床面 よ り

出土 。

302 〝 磨　 石

3 ．5

2 ．9

2 ．4

30 ．0

J

′′

楕円形 の石玉 で少 し研磨 され てい る。

303 S T　 6 〝

4 ．8

3 ．6

2 ．4

55 ．0

′′

′′

304 S T　 8 ′′

（6 ．2）

6 ．6

3 ．6

20 0 ．0

〝

欠 損 してい るが，全面 を研磨 。先端 に丹塗

り。

305 S T　 9 〝

12 ．1

〝

全面を丁 寧 に研 磨 して い る。 ツチ ノコと し

6 ．0 両長側縁 が ，わずか に凹んで お り，紐 を掛

°
て 使用 された

3 ．3

4 20 ．0

けた痕 跡の可能 性が ある。 ものか 。

306 ′′ 棒 状石 器

13 ．1

千 枚 岩

柱状 に剥離 しており，一面は 自然 面で あ る。 壁 溝に突 き刺

3 ．6

2 ．9

124 ．0

特 に，加工痕 は認め られな い。 さ って いた も

のであ る。
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第I層　撹乱
第Ⅱ層　黄濃茶褐色粘質土
第Ⅲ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅳ層　灰黒色粘質土
第Ⅴ層　炭化物
第Ⅵ層　黄褐色粘質土
第Ⅶ層　灰茶色粘質土

E

Ⅴ　‾　　　lIl　　Ⅳ

DL＝7．50m

第99図　STl・2
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S T6－Pl

ーB A一　　　　　　　一B

第I層　灰黄色粘質土
第Ⅱ層　灰濃茶褐色粘質土
第Ⅲ層　黄茶色粘質土
第Ⅳ層　暗濃茶色粘質土
第Ⅴ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅵ層　撹乱

D L＝7．10m

S T5－P9
0

巨二二「一丁一一一「一一「一一十一－こ＿＿二塁m

第100図　ST5・6．ST6－Pl，ST5－P9
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●●

第I層　撹乱
第Ⅱ層　赤茶褐色粘質土
第Ⅲ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅳ層　焼　土
第Ⅴ層　暗灰茶色粘質土
第Ⅵ層　淡灰茶色粘質土
第Ⅶ層　Ⅳ層に淡暗黄色

シルトをブロッ
クで含む

DL＝7．50m

0

⊆＝二rrr一十－一一一一二∃m

第101図　ST3・4，ST4炭化物出土状況

－　239－



C

C‾1華南‡D
北　壁

第I層　撹乱
第Ⅱ層　耕作土
第Ⅲ層　黄茶褐色粘質土
第Ⅳ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅴ層　炭化物

第I層　橙濃茶褐色粘質土
第Ⅱ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅲ層　淡黄茶色粘質土
第Ⅳ層　灰濃茶褐色粘質土

一　　第Ⅴ層　炭化物
第Ⅵ層　灰黄茶色粘質土

琵

弓

と：

第102図　ST7・8
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B＿

【⊃

－D E－1

‾Cぅ≠千二二二丁‾
lI I

‾乍＝r
II I

－F

第I層　黄茶褐色粘質土
第Ⅱ層　黒褐色粘質土

－A

DL＝7．50m

O

ヒコ＝「－「－「－十一一一一一一一一一一一二∃m

第103図　ST9・10
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第I層　撹乱
第Ⅱ層　黄淡茶褐色粘質土
第Ⅲ層　茶褐色粘質土

S K3

第I層　撹乱
第Ⅱ層　黄黒褐色粘質土
第Ⅲ層　黒褐色粘質土

DL＝7．50m

4、．

C－

トー′

草

率
0

一′B

A－「＿＿＿＿／「－B

C－rJニD

S K2

M．N

＋
S K4

A一　　　　一B

8＋「」「
C－　　　　　　　－D

－Dヽ＿′‾

第104図　SKl～4
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甑

S K5

C－　　－D

澗‾配意要至詳土

第I層　黄紅濃茶褐色粘質土
Ⅳ　第Ⅱ層　葺灰濃茶色粘質土
第Ⅲ層　灰濃茶色粘質土
第Ⅳ層　紅濃茶色粘質土
第Ⅴ層　灰茶色粘質土
第Ⅵ層　灰黄茶色粘質土
第Ⅶ層　淡黄灰茶色粘質土
第Ⅷ層　撹乱

DL＝7．50m

」　A＿ －　B

＼J
S K6

第I層　黄茶褐色粘質土
第Ⅱ層　黄灰茶色粘質土
第Ⅲ層　黄濃茶褐色粘質土

ご」＿＿仁。

‾て≡ア
S K8

第I層　灰黄濃茶色粘質土
第Ⅱ層　責茶褐色粘質土

O

L i　二　（　1　　－－「二二∃m

第105図　SK5～8
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A＿　　　→干一塁　占

C‾訂DIII

や

S K11

第I層　撹乱
第Ⅱ層　濃茶褐色粘質土
第Ⅲ層　I層に黄褐色粘質土が

ブロックで入る

C「／ノ
第I層　黒褐色粘質土
第n層　茶黄色粘質土
第Ⅲ層　灰黒色粘質土
第Ⅳ層　黄黒褐色粘質土A

A一　　　　　　　一　B

DL＝7．50m

SK14

茶褐色粘質土

二三二三
A－　　　　　　　　－B

‾‾＼＿＿＿′一一r

S K12

D－　　　　　－C

「J「

S K15

0

［工」】．；　　一一二二∃m

第106図　SK9～15
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A「

て汗㌣‾

C－　　－D

葺孟震記色粘質土　「ロコ‾

S K18

DL＝7．50m

I

O

とココここ＝土ここここここここ∃m

第107図　SK16～18．SD2
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DL＝7．50m

第I－a層
第I－b層
第　Ⅱ　層
第　Ⅲ　層
第　Ⅳ　層
第Ⅴ－a層
第Ⅴ－b層
第　Ⅵ　層
第　Ⅶ　層

淡茶褐色シルト
灰茶色シルト
茶褐色砂礫
茶褐色シルト～粘質土
茶褐色粘質土
黄茶色シルト
青灰色シルト
灰茶色粘質土
撹乱

4m

第108図　S D1
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A＿　　　－　B

レ

DL＝7．50m

A一　　　一　B

T
S D6　C－

－D

‾留し
第I層　黄濃茶色粘質土
第Ⅱ層　黒褐色粘質土
第Ⅲ層　Ⅱ層に地山の黄色シルト

がブロックで入る

－　D

＝＝〒＝フ‾‾

E－　　　　　　　　－F

‾育γ

第I層　黒褐色粘質土
第Ⅱ層I層に壁の黄褐色土層
かブロックで入る

第109図　SD3～7
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A－◎旦嘗
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A－◎才A一駅A－◎－X
A－V－B AヽTB A‾‾UB
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A・一励－B
A－　　　　　　　－B

‾＼了
P7

DL＝7．30m
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A‾◎－B耳
A－

「〕「

P8

A－

P6

＼

＝－「二≡

A‾tノJ‾B

2m
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第110図　Pl～10
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P19

B耳

A‾U‾B

P23

A－

DL＝7．30m

B M．N

生

P20

A－◎盲首

A‾‾t√‾B

P24

二1「B

A－◎－B耳
A－　　　　　　－B

L
P18

A－

（∋
‾B耳

A‾V‾B

P22

2m
l　．．．．i　　　　　　　＿一　　」

第111図　P13・14、18～20、22～26
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第112図　STl・2出土遺物
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第113図　ST2～5出土遺物
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言

第114図　ST6出土遺物
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0

［1－一丁－「十一一一二二∃Ocm

第115図　ST6～8出土遺物
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軋．72

第116図　ST8・9出土遺物
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第117図　ST9・10出土遺物
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20cm

晰肌棚椚醐肌御用明細肌朋

O

l l　．

第118図　SKl～5、9～11出土遺物
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」　　　　　　　　　　　Ocm

第119図　SKll～16出土遺物
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帖桐用州別周囲
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♂145

20cm

第120図　SK16～19′　SDl出土遺物
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第121図　SDl出土遺物
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第122図　SDl出土遺物

－　260－



腋 lWl

こ　く

／

／

ノ

＼

鳴・直喩

⊆＝⊇＝＝＝才

′
202

0

⊆［Tr－「→一一一一一一一一一二二二∃Ocm

第123図　SDl出土遺物
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第124図　SD2出土遺物
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第125図　SD2出土遺物
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第126図　SD2出土遺物
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第127図　SD2・6・7出土遺物

－　265－



＼一切61

己

！．．I　．：　　　　　　＿　　　i

第128図　SD7．P2・7・12出土遺物
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第129図　ST3・6・8・9，SK13出土遺物
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く二二＞
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
L　．！．　－　；　　　　　　　　　　　上

第130図　SDl・3，ST6出土遺物
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第131図　ST6・9出土遺物
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第132図　STl・

－　270－

O
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279

第133図　ST6・9出土遺物
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L－，‖I；　　　＿・二空cm

第134図　ST7・9出土遺物

－　272－

JJl　＿JJ－J′L11。∴∴∴



0
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第135図・ST4・SK5・9，SD2出土遺物
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7．Loc．46



Loc．46

I．位置と調査経過

Loc・46は、空港拡張範囲の西端部を南北に走る1－2号場外場周道路と第5号用水路の改修

工事に伴う調査区である。改修工事範囲は、南北約300mであり、北にLoc．45（田中）、南に

Loc・47（シマイテン）が存在し、字名は末通しと呼ばれている。改修計画は、現存する幅2．5

mの市道を西へ移動し、幅8mに拡張するものであった○調査は、道路の移設拡張範囲を調査

区として、10m間隔を基準とし4×8mの試掘グリッドを、8グリッド設定した。試掘グリッ

ドは南からA～Hグリッドとし、南より順次調査を行った。その結果、G・Hグリッドにおい

て＼自然流路を－1条検出したので拡張し、完掘した。他のA～Fグリッドでは、Fグリッドに

溝を1条検出したのみであり、他に遺構はみられず、遺物もほとんど出土しなかった。調査期

間は、昭和57年7～8月の約1ケ月間であり、調査面積は試掘も含め347mZである。

2．調査概要

試掘グリッドの中で、A～Eグリッドまでは、遺構はまったく発見されず、遺物もほとんど

出土しなかった。Fグリッドでは、小さな溝が1条検出されたが、出土遺物もなく、時期、性

格ともに不明である。Gグリッドの北部とHグリッドの南部にかけて、砂層を埋土とする北東

から南西へ延びるプランが検出され、自然流路の肩の部分と考えられたので、G・Hグリッド

の間を拡張し、9×17mの範囲を調査区とした。調査の結果、幅3．84m、深さ0．8mを測る北東

から、南西方向の自然流路（SRl）を検出し、埋土中より多量の遺物が出土した。自然流路は床面

で小さく4～5条に分かれており、セクションからも一部切り合っていたが、埋土中判明しが

たく、遺物も自然流路として一括し取り上げた。

3．層序と出土遺物

試掘グリッドも含めた基本層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　暗茶褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　暗褐色粘質土層

第Ⅶ層　薄褐色砂質土層

第Ⅷ層　青褐色砂質土層

試掘グリッドの層序からみれば、基盤となる第Ⅶ層薄褐色砂質土層、第Ⅷ層青褐色砂質土層
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が、南へと低く傾斜しており、第IIトⅤ層は途中から出現し、南へと厚くなっている。G～H

グリッドでは、第II層床土下に第Ⅵ層暗褐色粘質土層がみられ、Eグリッドで、第Ⅴ層黒褐色

粘質土層が新たに出現し、第Ⅵ・Ⅶ層は傾斜を増し低くなる。Cグリッドでは、第Ⅳ層暗茶褐

色粘質土層が出現し、Bグリッドでは、第III層黄褐色粘質土層が出現している。Aグリッドで

は、地表下83cmで第Ⅵ層暗褐色粘質土層が検出されている。

いずれの層位からも、出土遺物はほとんどなく、わずかに第I～II層中に土師質土器の細片を

出土したのみである。

4．遺構と遺物

Loc．46で検出された遺構は、Fグリッド検出の溝とG・Hグリッド検出の自然流路だけである。

溝

S DI

SDlは、Fグリッドの第Ⅵ層暗褐色粘質土層上面に検出されて、方向は北東から南西へ延

びており、N－58ニーEを測る。規模は、検出長10．8m、幅1m、深さ9cmを測り、断面形は

非常に浅いU字形である。底面は平坦であり、埋土は第Ⅴ層と同じ黒褐色粘質土層の単一層で

ある。

出土遺物は皆無であり、時期、性格についてはまったく不明であるが、検出面、埋土からみ

れば、中世以前の溝と考えられる。

自然流路

S RI

SRlは、G・Hグ1）ッドにおいて検出され、その間を拡張し完掘した。検出面は浅く、第

I層耕作土直下である。

規模は、検出長11．2m、幅7．0m、深さは最深部で0．56mを測る。方向は、北東から南西へ延

びており、N－68ニーEを測る。床面は4条ほどに分かれており、またセクションをみれば、一

度に埋没したものではなく、数回にわたり埋没したと考えられる。埋土は、砂層が大半を占め

るが、細砂から粗砂まで混在しており、色調も赤褐色から青灰色まで分かれている。また、上

面には粘質土もみられる。

出土遺物は、弥生時代前期から後期に至るまで含んでいるが、前期の遺物は少なく、中期か

ら後期の遺物を中心にコンテナケース約10箱ほど出土している。

出土遺物の中で、前期の壷は（1～5）のみであり、中期の壷は（6－40）、後期の壷は
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（41－62）である。窪は、中期から後期にかけて出土しており、中期は（位～123）、後期は（126

～143）である。底部は（144～166）であるが、明らかに後期とされる底部は（164－166）で

ある。その他に、高杯は（167～184）が出土しており、（185）は器台の脚部と考えられる。鉢

は、（186、187）の2点が出土しており、（187）は、後期の小形鉢である。（188）は小形壷の

蓋と思われ、（189）は把手と考えられる。

石器は、非常に少なく、無茎平基式のサヌカイト製の石鎌（193、194）2点に、石包丁末成

品（190）、叩石（191）、砥石（192）が各1点出土している。

5．　まとめ

Loc・46では、溝と自然流路を各1条検出し、調査した。SDlは出土遺物もなく、中世以前

と推定されるのみであり、性格などについてはまったく不明である。SRlは、検出長11．2m

と短いが、多量の遺物を出土した。時期的には、前期の遺物も若干出土しているが、中心は中

～後期であり、特に、中期IIIから後期Iの遺物が多い。埋没時期については、後期IIの遺物も

少数ながら含んでいるので、後期IIの段階で数回にわたり埋没したものである。また、SRl

の方向などからみれば、北東の調査区、Loc．35・36付近の自然流路から分離した一支流と考え

られる。
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第22表　遺構出土土器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S R l 士
宝E

1 1 ．5 直 立 し わ ず か に 開 く ロ 綾 部 。 口綾 部 ヨ コ ナ デ 。 沈 線 下 に タ テ ハ

（ 5 ．4 ） 口 唇 部 は 丸 く お さ め 口 頸 間 に 1 条

の ヘ ラ描 沈 線 を 施 す 。

ケ を 残 す 。

2 ′′ ′′

14 ．9 や や 強 く屈 曲 し ，外 反 す る ロ縁 部 。 内 外 面 と も に へ ラ磨 き を 施 す が 磨

（ 芋・4） 口 唇部 は面 を な し ，ロ 頸 間 に接 合 に

よ り有 段 部 を 形 成 す る 。

耗 す る 。

3 ′′ 〝

18 ．4

（ 4 ．4 ）

ロ 綾 部 は 大 き く屈 曲 し外 反 す る 。

口 唇 部 は 丸 くお さめ ， ロ 頸 間 に 2
条 の へ ラ描 沈 線 を 施 す 。

〝

4 ′′ 〝

14 ．8

（ 4 ．5 ）

直 線 的 に 小 さ く外 反 す る 。 口唇 部

は 丸 くお さめ ， ロ 頸 間 に 3 条 の へ

ラ描 沈 線 を 施 す 。

〝

5 ′′ ′′

1 2 ．0

（ 4 ．2 ）

大 き く緩 や か に 外 反 し 開 く。 頚 部

に 突 帯 を 貼 付 ， 刻 目 を 施 し ， 3 条

の へ ラ描 沈 線 を 配 す 。

ロ 綾 部 内 面 に刺 突 文 あ り。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。

6 ′′ 〝

2 3 ．2 強 く外 反 す る ロ 綾 部 の 内 面 に 3 粂 ロ縁 下 外 面 に 指 頭 圧 痕 を 残 し ，上

（ 2 ．9 ） の 突 帯 を 貼 付 ， 刻 目 を 施 し ， 突 帯

間 に 刺 突 文 を 配 す 。

部 に 爪 跡 が み られ る 。

7 ′′ ′′

17 ．4

（ 3 ．1 ）

緩 や か に外 反 す る貼付 口縁 で あ り ，

外 面 に 縦 長 の 刻 目 を 強 く施 す 。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。 断 面 に接 合 痕

あ り 。

8 ′′ ′′

24 ．6

（ 1 ．8 ）

大 き く開 き外 反 す る 貼 付 口 縁 で あ

り ，下 端 部 に 刻 目 を 施 す 。
〝 〝

9 ′′ ′′

17 ．6

（ 2 ．8 ）

直 線 的 に 開 き 外 反 す る貼 付 口 縁 で

あ り ， 口唇 部 は 垂 直 な 面 を な し ，

下 端 部 に 刻 目 を 施 す 。

〝 〝

10 ′′ ′′

27 ．2

（ 5 ．6 ）

強 く外 反 す る 貼 付 口 縁 で あ り ， 口

唇 部 は 面 を な し ，端 部 に 斜 め の 刻

目を 施 す 。

〝

1 1 ′′ 〝

17 ．0

（ 3 ．9 ）

直 立 す る頚 部 か ら外 反 す る ロ綾 部 。

口唇 部 は 貼付 によ り 拡 張 し ，外 傾 す

る面 を な し，斜 め の 刻 目を施 す 。

内外 面 と も に 磨 耗 の た め 不 明 。

12 ′′ ′′

17 ．6

（ 6 ．9 ）

大 き く外 反 し開 く 口 縁 部 。 口 唇 部

は 拡 張 し ，垂 直 な 面 を な し ， 4 条

の へ ラ描 斜 行 沈 線 が み られ る。

頸 部 外 面 に タ テ パ ケ を 施 す 。

1 3 ′′ ′′

1 8 ．8

（ 4 ．4 ）

短 く外 反 す る 口 綾 部 。 口唇 部 は 肥

厚 し． 面 を な す 。 刻 目を 施 す 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

14 〝 〝

14 ．4

（ 2 ．1 ）

大 き く外 反 す る貼 付 口 縁 で あ る 。 頸 部 に タ テ パ ケ を 施 す 。

15 〝 〝

1 6 ．8

（ 2 ．6 ）

直 線 的 に 開 く頚 部 よ り ， や や 外 反

す る 口 縁 部 。 口 唇 部 は 貼 付 に よ り

下 方 に 拡 張 し， 内偵 す る 面を な す 。

口 唇 部 は ヨ コ ナ デ 。 全 体 に磨 耗 す

る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S R l 士宝E

1 9 ．4

（ 4 ．0 ）

直 立 す る頚 部 に よ り ， な め ら か に

外 反 す る貼 付 口 縁 。 ロ 縁 部 内 面 は

ナ デ に よ りわ ず か に 内湾 す る 。

口 唇 部 は ヨ コ ナ デ 。 磨 耗 が 激 しい 。

1 7 〝 〝

1 3 ．2 ・ 張 りの 少 な い 胴 部 よ り ， 緩 や か に 口唇 部 外 面 貼 付 帯 に 指 頭 圧 痕 を 残

（ 5 ．6） 外 反 す る 貼 付 口 縁 で あ る 。

口 唇 部 は は ば 垂 直 な 面 を な す 。

し ， 以 下 ナ デ 調 整 。

1 8 ′′ ′′

2 1 ．1

（‘5 ．1）

大 き く緩 や か に 外 反 す る 貼 付 口縁

で あ り ， 口 唇 部 は 下 方 へ ， さ ら に
拡 張 し ． 外 傾 す る 面 を な す 。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。 全 体 に 磨 耗 す

る 。

1 9 ′′　　　′ ′′

・1 8 ．5 緩 や か に小 さ く外 反 す る貼 付 口縁 外 面 は ロ 縁 下 に わ ず か の タ テ パ ケ 口綾 部 外 面 の

（ 5 ．5） で あ り ， 口 唇 部 は ナ デ に よ りわ ず

か に ，下 方 へ 拡 張 す る 。

を 残 し， 内面 は 桟 か ら右 下 が りの

パ ケ 調 整 を 施 した 後 に ナ デ 調 整 。

貼付胃は 薄い 。

2 0 ′′ 〝

2 7 ．4 直 立 す る頚 部 よ り 強 く外 反 す る厚 外 面 は 口 唇 部 に ヨ コ パ ケ　 頚 部 に

（ 3 ．5 ） い 貼 付 口縁 。 口唇 部 は や や 丸 味 を

お び た 面 を な し ， わ ず か に下 方 へ

拡 張 す る 。

タ テ パ ケを 施 し ，内面 は ヨ’コパ ケ を

施 す 。貼 付 帯 に は指 頭 圧 痕 を 残す ・。

2 1 〝 ′′

1 5 ．4 直 立 す る頚 部 よ り強 く外 反 す る 。 内外 面 と も に ナ デ 調 整 。 口 綾 部 は 器 壁 は 薄 い 。

（ 2 ．5 ） 口 縁 下 外 面 に 微 隆 起 帯 を も ち ， 下 ・

部 にへ ラ描 沈 線 を 1 粂 配 す 。 口 唇

部 外 端 に 刻 目 を 施 す 。

や や 肥 厚 す る 。

2 2 ′′ ′′

19 ．4

（ 2 ．6 ）

強 く外 反 す る ロ 綾 部 で あ り ，‾口 縁

下 外 面 に 微 隆 起 帯 を も ち ， 下 部 に

2 条 の へ ラ描 沈 線 を 施 す 。 丸 くお

さ め た 口 唇 部 下 端 に 刻 目 を 施 す 。

′′ 〝

2 3 ′′ ′′

1 8 ．3

（ 2 ．8 ）

大 き く外 反 す る 口 綾 部 で あ り ， 口

縁 下 外 面 に 微 隆 起 帯 を も ち ， 下 部

に 3 条 のへ ラ描 沈 線 を 配 す 。 丸 く

お さめ た 口唇 部下 端 に刻 目を施 す 。

〝 〝

2 4 〝 〝

1 8 ．4

（ 1 ．9 ）

大 き く外 反 す る 口 綾 部 で あ り ， ロ

縁 下 外 面 に 徴 隆 起 帯 を も ち ， 下 部

に 4 条 の へ ラ描 沈 線 を 配 す 。 丸 く

お さめ た 口唇 部 下 瑞 に 刻 目を 施 す 。

〝
〝

2 5 ′′ 〝

1 7 ．2

（ 4 ．0 ）

直 立 す る頸 部 よ り 強 く外 反 す る 。

ロ縁 下 外 面 に 微 隆 起 帯 を も ち ，下
部 に 5 条 の 沈 線 を 配 す 。 口 唇 部 下

端 に は 刻 目 を 施 す 。

′′ ′′

2 6 〝 ′′

1 2 ．0

（ 1 ．9 ）

直 線 的 に 開 く口 綾 部 。 口 唇 部 は 上

下 に 拡 張 ，外 傾 す る 面 を な し， 4

条 の櫛 描 波 状 文 を 施 す 。

内外 面 と も に 丁 寧 な ナ デ 調 整 。

2 7 ′′ 〝

10 ．0

（ 5 ．3 ）

直 立 す る頚 部 よ りな め らか に外 反

す る貼 付 口 縁 。 貼 付 帯 に 縦 の へ ラ

描 沈 線 を 施 し ，下 部 に 4 条 の 櫛 描

直 線 文 が み られ る 。

内外 面 と も に ナ デ 調 整 。 外 面 に 黒 斑 あ

り 。

2 8 ′′ ′′

9 ．2

（ 4 ．0 ）

直 線 的 に 開 く貼 付 口 縁 。 貼 付 帯 に

縦 の へ ラ描 沈 線 を 施 し ，下 部 に は

小 さな 貼 付 文 が み られ る。 さ ら に

下 に は 1 条 の へ ラ描 沈 線 を 施 す 。

内 外 面 と も に 磨 耗 の た め 不 明 。

29 ′′ ′′

1 7 ．2 直 線 的 に 開 き ，端 部 は 強 く屈 曲 し ， 外 面 に タ テ パ ケ を 残 し ， 内 外 面 と

（ 2 ．3 ） 水 平 に 延 び る 。 上 面 は 凹 む 面 を な

し ， 外 面 は 垂 直 な 面 とな る 。

もに ナ デ 調 整 。

3 0 ′′ 〝

1 5 ．5

（ 1 ．8 ）

大 き く ，直 線 的 に 開 く口 縁 部 。

口唇 部 は や や 下 方 に 拡 張 し 凹 む 面

を な す 。

口唇 部 は ヨ コナ デ 。以 下 ナ デ調 整 。



挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（c m ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 S R l 士璽E

15 ．2 緩や かに外反 す る口綾部。 口唇部 口綾部 は ヨコナデ。以 下外面 は タ 端部 にかけて

（4 ．2） は はば垂直 な面を な し．小 さな刺

突文 を施す 。

テパ ケ，内面 は ヨコパケを施 す。 薄 くな る。

32 〝 〝

20 ．・9 大 き く外反す るロ綾 部。 口唇部 は 口唇部 は ヨコナデ。 口縁下外 面 に

（2 ．9 ） は ば垂直な面 をなす 。 指頭圧 痕を残 す。

35
〝 ′′

29 ．3
強 く外 反 し開 く口綾 部。 口唇部 は 口唇部 はヨ コナデ。 以下 内外 面 と

（5 ．5 ） やや 肥厚 し，凹む面 をな す。 もにナデ調整 。

34 ′′ ′′

16 ．3
緩や かに外反 し開 く口綾部 。 口唇 口縁部 は ヨコナデ。 以下 内面 に ヨ

（6 ．5 ） 部 は面をな し，刻 目を施 す。 ロ縁
下 にパケ状工 具 によ る羽状 文 ．下
部 には浅 い沈 線が み られ る。

コパ ケを施す 。

35 ′′ ′′

12 ．6

（ 3 ．5）

緩や かに外反 す る口綾部。 口唇部
は上下 に拡 張 し， 3 条の 凹線文を
施す 。

内外面 ともにナデ調 整。

36 ′′ ′′

15 ．4

（ 2 ．8）

直立 気味 の頚部 よ り外反 す るロ縁
部 。口唇 部は肥厚 し，下 に拡張 ，

2 条 の凹線 文を施 す 。

外面 にパ ケ目を残 しナデ調 整 。

37 ′′ ′′

11 ．3 直 立す る頚 部 よ り小 さ く外反す る 頚 部外面 に タテハケを施 し，内面

（8 ．2） 口縁部。 口唇部 は上下 に拡張 し，

2 条の 凹線文 を施す 。

には指頭 圧痕を残 す。

38 ′′ 〝

13 ．0 直立気 味の頚部 よ り緩 やか に外 反 ロ縁部 ヨ コナデ 。以下 内外面 と も

．一すここ
（7 ．6 ） す るロ綾部。 口唇部 は上下 に拡 張

し，ナデに より偽凹線 を もつ 。

にナデ調 整 。

39 ′′ ′′

13 ．8

（ 3 ．9 ）

くの字 状に屈 曲す る口綾部。 口唇

部はわ ずか に肥 厚 し， 2 条 の凹線
文を施 す。

内外面 と もにナデ調整 。

4 0 ′′ 〝

13 ．1 大 き く外反す る口縁部 。 口唇 部は

●

外面 にわずか にパ ケ目を残t ，磨

（4 ．0 ） 丸味を おび る面 をな す。 耗す る。

4 1 〝 〝

13 ．8 最大径 を胴部 上位 にもち ，強 く屈 口綾部 は ヨコナデ 。外 面は屈 曲部 鉢の可能性大 。

（10 ．7 ） る。 ロ　 ロは　 の　　 に の　 にタテパ ケ　　　 ，見目ら
ロ　 ロ　は　　 に ム　　　 2 ロのへ ラ

17 ．0 I条の 凹線文を 施す 。 0
は頚部 のやや 下よ り左 方 向，底部
は上 へのへ ラ削 り。

42 ′′ ′′

14 ．0 より張 りを もつ胴部 よ り，緩 やか 口縁 部は ヨコナデ。 以下外面 は タ

’（7 ．7 ） に　 反す る口縁。。 口唇 。は下 テパ ケを施 し．　　 は指頭 圧 艮を
に拡 張 し，外 傾す る面をな す。 残す 。

43 ′′ ′′

17 ．8 強 く外反す る口縁 部。 口唇 部は垂 口唇 部は ヨコナデ。 頸部外 面は斜

（5 ．0 ） 直 な面を なす。 め のパ ケ調 整を施 し， 内面 は ヨコ

パ ケ。

44 〝 ′′

13 ．7
直 線的 に大き く外 反す る口綾部 。

ナ
ロ縁部 はヨ コナ デ。頸部 外面 は一

（4 ．0） 口唇部 は丸味を おびた面 をな し ，
下 方 にやや拡張す る 。

部ヨコパケの下 にタテパケを施し ，
内面は ヨコパケ を施す 。

45 〝 ′′

13 ．0

（6 ．3）

直立気 味の頸部 よ り緩や か に外 反

す るロ縁 部。 口唇 部は小 さな面 を

なす 。

頸 部外面 に タテパケを施 す。 全体 に磨耗 す

る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S R l ＝ヒ宝E

16 ．8

（6 ．0）

緩 やか に外 反 し開 く口綾 部。 口唇
部は上下 に拡張 し，外傾 す る面 を
なす。

口縁 部は ヨコナデ 。 全体 に磨 耗す

る。

47 ′′ ′′

15 ．8 よ く張 った胴部か ら，緩 やか に外 ロ綾 部は ヨコナデ。 内外面 に指頭

（8 ．8） 反 す る口綾 部。 口唇 部 はやや凹む
垂 直な面 をなす 。

圧痕 を残す 。

48 〝 ′′

15 ．6 直 立気味 の頚部 よ り緩や かに外反 口縁 部は ヨコナデ。 以下 内外面 と

（10 ．2） るロ縁。。ロ 。はやや肥厚 し ， もに　　 す る。 内　 に 旨頭 圧を
外 傾す る面 をなす 。 ‘す 。

49 〝 〝

16 ．0

（3 ．2）

直 立す る頚 部 より直線的 に開 く。

口唇 部 は下 にやや 拡張 し，外傾す
る面を なす 。

口縁 部は ヨコナデ 。

50 〝 〝

13 ．8

（ 5 ．5）

直 立す る頚 部よ り緩 やか に外反す
るロ綾部。 口唇部 はやや 凹む面を
なす 。

〝

51 ′′ ′′

12 ．5

（ 8 ．2 ）

緩 やかに外反 し直立 す る口縁 部 。

口唇 部は外傾 す る面 をなす 。

内外面 と もに磨 耗の ため不 明。 断面お よび内
面 に接合 痕を

残 す。

．52 〝 ′′

15 ．3 緩や かに開 く胴部 より直立 し，わ ロ縁部 はヨ コナ デ。頚部 は タテハ 上 胴部 内面 に

（12 ．9 ） ず かに外反す るロ縁 部。 口唇 部は
面を な し上端 をナデ上 げ る。一

ケを施 し，内面 に指頭圧痕を残 す。 黒 斑あ り。

5 3 〝 ′′

10 ．1

（10 ．7 ）

直立 し，わずかに外反す る口綾部。 外面 は タテパケを 施すが ， 内面 は
磨耗 の ため不明 。

54 ′′ ′′

11 ．8

（ 4 ．7 ）

直立 す る頚部 よ り，直 線的 に開 く

ロ縁 部。 口唇 部は丸 味をお びた面
をな す。

内外 面 ともに磨耗 のた め不明 。

55 ′′ 〝

8 ．7
（3 ．9 ）

直線 的に開 く口縁部。 口唇部 はや

や 内傾 す る面 をなす 。
〝

56 〝 〝

18 ．8

（ 5 ．7）

直線 的に開 きわずか に内湾 し終 わ

るロ綾 部。 口唇 部は外傾 す る面 を
なす 。

内外 面 ともにナデ 調整 。

57 〝 ′′

13 ．0 直立気 味に開 き，受 口状 に内湾 す 頸 部外面 に細い タテハ ケを施 し ，

（5 ．4） る口綾部。口唇部は丸 くおさめる。 内面 は右下 が りの パケ 目がみ られ

る。

58 ′′ ′′

12 ．5 直立 気味 に開 き，大 きく内湾す る 頚部外 面 にタテパ ケを施す。 内面

（6 ．4 ） 口綾部。 口唇部は 丸 くお さめ る。 は磨耗 のた め不明 。

59 〝 ′′

より張 りを もつ胴部 か ら大 き く外 外面全 面に タテパケを施 し，内面

（11 ．7 ）
反 し開 く頚 部。 には指頭 圧痕 を残 しナデ調整 。

6 0 ′′ ′′

最大 径で強 く屈曲す る偏平 な胴部 内面に指頭 圧痕 を残す他 は磨耗 の 断面 に接合 痕

（7 ．0 ）

19 ．4

で あ り．屈 曲部に突 帯を貼付 しナ
デ によ り凹む 面をな す。

ため不 明。 あ り。瀬戸 内
系 の長頸壷 で
あ る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（c m ） 胴径
庭 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法

l

備　　 考

6 1 S R l ＝ヒ宝E
（10 ．0）

9 ．8

やや大 きな平底 か ら緩 やか に立 ち

上が る。
内外面 と もに磨 耗の ため不 明。

62 〝 〝

小 さな平 底か ら大 き く．緩や かに 外面 に一部 ．横 方 向のへ ラ磨 きが

（4 ．1）

4 ．2

開 く。 み られ，内面 には指 頭圧痕 および

ヨコパケがみ られ る。

63 ′′ 喪

15 ．0

（ 2 ．6 ）

強 く屈 曲 し，外 反す るロ縁部。 口

唇部 は丸味を おびた面 をな し．下
端部 に刻 目を施 す 。

内外面 と もにナデ調整 。

64 〝 ′′

14 ．8 緩やか に外反す る貼付 口縁。外 面 胴部 内面に縦 方向の指 ナデ がみ ら 器 壁が薄 い。

（5 ．5 ） に縦の斜 行沈線 を廻 ら し．下 に列
点文を 施す 。

れ る。

65 ′′ 〝

15 ．8 くの字状 に外反 し，屈 曲 して 開 く 胴部外 面に タテパ ケを施 し，内面

（5 ．3） 口縁部 。．口唇部 は肥厚 し，下端 部

に刻 目を施す。頚 部 に列点文 を配
す。

は ナデ調整 。

66 ′′ 〝

15 ．2 くの字状 に緩 やか に外 反す るロ縁 口縁 部は ヨコナデ。 ロ縁下 外面 は 屈曲部か ら肥

（4 ．2） ロ。ロ　 ロは上下に小 さく ム　 し， タテパケを施 し，　　 は　 ロ以下 日　 る。
下端部 に刻 目を施す 。頸部 に刺突
文を配 す。

を削 り，ナ デ調整 。 に煤の付 着あ

り。

67 〝 ′′

17 ．6

（3 ．0）

強 く屈曲 し外 反す るロ縁部 。

口唇部 はやや 外傾す る面を なす。

内外 面 ともにナデ調 整 。 ロ縁下外 面に

煤の付着あ り。

68 〝 ′′

14 ．8

（3 ．6）

くの字 状に屈曲 し外反する口綾部。

口唇部 は外傾 す る面 をなす 。

内外 面 ともに磨耗 のため不 明。

69 ′′ 〝

19 ．0

（8 ．7）

直立気味の胴部 より，強 く屈曲 し，
逆 L 字 状を なす。 口唇部 はナデ に

よ り，やや上下に拡張 し面をなす 。

〝

70 ′′ 〝

13 ．7

（4 ．1）

直線 的に 内傾 す る胴 部よ り強 く外

反す る口綾部 。 口唇 部は丸 くお さ
め る。

〝

7 1 〝 ′′

15 ．1

（ 3 ．7）

くの字 状に強 く屈 曲す る口縁 部。

口唇部 は外傾 す る面 をなす 。
内外 面 ともにナデ調 整 。

72 〝 ′′

17 ．8

（ 3 ．5）

直立気 味の胴 部よ り強 く屈 曲 し，
逆 L 字 状を なす。 口唇部 は丸味を

おび た面を なす 。

〝

73 ′′ ′′

2 1 ．2 緩や かに強 く外反す る口綾部 。 ロ 口縁下 外面 に指頭圧 痕を残 し，内

（5 ．7） 唇部 はやや肥 厚 し 2 条の凹 線文を
施す 。

外面 と もにナデ調 整。

74 ′′ 〝

16 ．7 くの字 状 に強 く外反 す るロ綾 部 。 口綾部内面 にわず かに ヨコパケ を

（4 ．7） 口唇 部は下方 へ拡 張 し， 2 条 の凹
線文 を施す 。

残 し， ナデ 調整 。

75 ′′ ′′

18 ．6

（4 ．4）

くの字状 に強 く外反 し，やや直線 的

に開 く。 口唇 部は下 方へ拡 張 し，．
2 条 の凹線 文を施す 。

内外 面 ともにナ デ調 整 。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径
法 皇　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S R l 喪

17 ．0 くの字状 に強 く屈曲 し内面に稜 を 口縁下外面 に タテパケを施 し，内

（3 ．4 ） もつ。 口唇部 は肥 厚 し， 2 条 の凹
線文を施 す。

面 はナ デ調整 。

7 7 〝 〝

19 ．5

（ 4 ．1）

緩やか に外反 し．口唇部 は上方 に
拡 張。 2 条の凹線 文を施 す。

内外 面 ともにナ デ調整 。

78 〝 〝

15 ．2

（ 5 ．2）

くの字状 に強 く屈曲 し，内面 に稜

を もつ。 口唇部 は上下 に拡張 し ，
2 条の 凹線文を施 す 。

〝

79 〝 〝

15．5

（ 3 ．6）

くの字状 に強 く屈 曲 し，内面 に稜
を もつ。 口唇部 は肥厚 し2 条 の凹
線 文を施 す。

′′

80 〝 〝

12 ．1

（6 ．3）

なめ らか に強 く外反 し，口唇部 は
肥 厚 させ ， 2 条の 凹線文 を施す 。

口縁 下外面 に タテパケを施 し，内

面 はナデ調整 。

81 〝 〝

14 ．4

（10 ．4 ）

17 ．0

強 く張 った胴 部よ り，なめ らか に
外反 す るロ縁 部。 口唇 部 は上下 に
拡張 し3 条 の凹線文 を施す 。

胴部外 面 に斜 めのパ ケ 目を残 し，
内面 と もにナデ調整 。

82 〝 〝

13 ．2

（ 5 ．1）

よ く張 った胴 部よ り強 く屈 曲 し，

口唇 部を肥厚 させ ， 2 条 の凹線 文
を施 す。

胴 部外面 にパ ケ 目を若干 残 し，内
面 と もにナデ調 整。

83 〝 〝

14 ．1

（ 5 ．8 ）

球形 に強 く張 った胴部 か ら強 く屈
曲す る短か い口綾部。 口唇部 は肥

厚 し， 2 条の 凹線文を施 す 。

内外 面 ともにナ デ調整 。

84 〝 〝

16 ．1 よ く張 った胴 部よ り くの字状 に外 胴部 外面 にパケ 目を残 し， 内面 と

（7 ．6 ） 反 し，口唇部 は上下 に拡 張す る。
2 条 の凹線文 を施す 。

もにナデ調整 。

85 〝 〝

14 ．2 球形 に強 く張 りを もつ胴 部 より ， 胴部 外面 はタテパ ケを施 す。 内面

（9 ．8 ） くの字 状に外反 す る口綾 部。

口唇部 は下方 へ拡張 し， 2 条の 凹
線文を 施す 。

は上 胴部 に，上方 向のへ ラ削 りが

み られ る。

86 〝 〝

13 ．7 くの字状に短か く外反するロ縁部 。 内面上 胴部 か ら，左方 向のヘ ラ削 器壁が非 常 に

（4 ．5） 口唇部 は肥厚 し．， 2 条の 凹線文 を
施 す 。

りが み られ る。 薄い 。

87 ′′ 〝

13 ．7

（ 2 ．3）

くの字状 に強 く屈 曲 し，口唇 部 は
上方 へ拡張 し， 2 条 の凹線 文を施

す 。

内外面 と もにナデ調 整 。

88 〝 〝

14 ．4

（ 3 ．6 ）

直立気 味の胴 部よ り強 く屈 曲 し，

口唇部 は大 き く拡張 し2 条 の凹線
文を施 す 。

〝

89 〝 〝

21 ．4 胴部．よ り強 く水 平 に屈 曲 し口唇 部 □縁下外 面にハ ケ 目を わずか に残

（3 ．8 ） は上方 へ大 き く拡張 し， 3 条 の凹
線文を 施す。 ロ綾部 内面 も，凹線
状を なす 。

し， 内面 と もにナデ調 整。

90 〝 ′′

17 ．9

（ 3 ．3）

なめ らかに大き く外反 し， 口唇 部は
上方へ拡張 ，2 条の凹線文を施す。

口縁部 内面 も凹線状を なす 。

ロ縁下外面 にパ ケ 目を残 し，内面
と もに ナデ調整 。

ロ綾部 内面にへ ラ圧痕 あ り。

I



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 S R l 窺

16 ．0 水平 に強 く屈 曲す る口綾部 。 口縁下 外面 に斜め の粗せ、パ ケ 目を

（3 ．2 ） 口唇部 は肥厚 し， 2 条 の凹 線文を

施す 。

残 し， 内面 と もにナデ調整 。

92 ′′ 〝

14 ．8

（ 5 ．0 ）

水平 に強 く屈 曲す る口綾部 。

口唇部 は肥厚 し，上方 へ拡張 ， 2
条の 凹線文を施 す 。

内外 面 ともにナデ調 整 。 ロ綾 部お よび
胴 部に黒斑 あ
り。

93
〝 ′′

16 ．3

（ 5 ．8 ）

直線 的に内傾す る胴 部よ り強 く水
平 に屈 曲す るロ縁部。 口唇 部は上
方に拡張 し，2 条の凹線文を施す 。

〝 胴部 外面 に黒

斑 あ り。

94
〝 〝

9 ．8 よ く張 った胴部 か ら くの字状 に外 内面 に指頭圧 痕を残 し， 内外 面 と
〝

（5 ．5） 反 し，口唇部 は上方 に拡張 し， 2
条の 凹線文を施 す 。

もにナデ調整 。

95
〝 〝

13．4

（ 2 ．5）

強 く屈曲し，直線的に開 く口綾部。

口唇 部は上方 に大 き く拡張 し， 2
条の 凹線文を施 す 。

内外面 ともにナデ調 整。

96
〝 ′′

14 ．0

（ 2 ．1）

強 く屈曲 し，内面 に稜 を もつ 口縁

部。口唇部は大 きく上方 に拡張 し，

3 条 の凹線文 を施す 。

〝

97 ′′ 〝

24 ．0

（ 1 ．7）

強 く水平 に屈 曲 し，口唇部 は上へ
折 り曲げ拡張 ， 2 条 の凹線 文を施
す 。

〝

98 ′′ ′′

16 ．6

（ 3 ．3）

くの字 状 に強 く屈 曲 し，口唇 部は

上方へ拡張 ， 2 条の凹線文を施す 。
〝

99 〝 〝

14 ．4 な だ らかに立 ち上が る胴部 か ら緩 胴部 内外面 に タテパケを施 した後 外面 に大 き く

（9 ．6） や かに外反す る。 口唇部 は下 方 に
拡張 し．やや 凹む面 をなす 。

にナデ調整 。 黒 斑あ り。

100 〝 ′′

14 ．0 直線 的に 内傾 す る胴 部よ り緩やか 胴部外 面 にわずか にタ至パ ケを残

（6 ．4 ） に外 反す る。 口唇部 は下方 に垂下

し拡 張す る。

し，内外面 と もにナデ調整 。

101 ′′ 〝

12 ．8 非常 に強 く屈 曲 し，開 く口縁 部。 内面 は頚部や や下 よ り右方 向の竺

（2 ．7 ） ロ　 ロは上　 へ ム　 しやや　　 を ラ l がみ られ る。　　 はナデ調
おび た面をなす 。 整 。

102 〝 〝

14 ．5 緩や かに外反す るロ縁 部。 口唇部 ・口縁下 外面 に縦方 向の！＼ケ目を残

（3 ．0 ） は上方 に拡張 し凹む面 をなす 。 し，内外面 と もにナデ調整 。

103 ′′ ′′

13 ．4 緩や かに外反 し，口唇 部 は直立す ロ縁下 外面 に斜め のパケ 目をわず

（3 ．2） る。外 面は凹む 面を なす 。 かに残 し，内外面 ともにナデ調整 。

104
〝 〝

15 ．0

（ 4 ．0）

直線 的に 内傾 す る胴部 よ り強 く水
平 に屈曲す る。口唇 部は上下 に拡
張 し，凹む面 をなす 。

内外 面 ともにナデ調 整 。

10 5
〝 ′′

16 ．3 緩や かに外反 し，口唇 部 は凹む面 胴部外 面 に斜 めの パケ 目を残 し，

（3 ．5 ） をな し直立す る。 内外面 ともにナデ調整 。



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 S R l 喪

12 ．4 直線的 に内傾す る胴部 よ り強 く水 内面 は上胴部 か ら左方 向のへ ラ削

（5 ．8 ） 平 に屈 曲 し，口唇 部は凹む 面を な

し直立す る。
りが み られ る。 外面 はナデ調 整。

107 ′′ ′′

19 ．6 なめ らか に外反 し口唇部 は上方 に 胴部外 面に斜 めのパ ケが施 され

（4 ．4） 拡 張 ，凹む 面をなす 。 内面 はナデ調整 。　　　　 ’

108 〝 ′′

14 ．4

（ 3 ．0）

くの字状 に外 反 し，口唇部 は上方
に拡 張 ，頚 部内面 に稜 を もつ。

内外面 と もにナデ調整 。 器壁 が薄い 。

109 〝 〝

15 ．5

（ 6 ．3）

緩や かに外反 し， 口唇 部は上 方に
拡張 ，強 いナデに よ り偽凹線 をな
す 。

〝

1 10 〝 〝

19 ．4

（ 3 ．0 ）

強 く屈 曲 し開 く口綾部。 口唇部 は
上下 に拡張 し，ナデ によ り偽凹線

をなす 。

〝

111 〝 〝

19 ．6 くの字状 に緩や かに外反 し口唇部 口縁下 外面 にタテ パケを残 し， 内

（6 ．0） は上下 に拡張 ．ナデ によ り偽凹線

をなす 。
外面 と もに ナデ調整 。

112 ′′ 〝

13 ．6

（ 3 ．5 ）

くの字状 に外反 し，口唇部 を上下

に拡 張 ，外 傾す る面 をなす 。

内外面 ともに ナデ調整 。

113 ′′ 〝

16 ．6 短 か く屈 曲 し，外反 す る口綾 部。 胴部 外面 にタテ パケを残 し，内外

（4 ．2 ） 口唇 部は下 方に拡張 し，やや 凹む
面 をなす 。

面 と もに ナデ調整 。

114 〝 〝

17 ．4 くの字 状 に強 く屈 曲 し， 口唇 部は 内面 に指頭圧 痕 を残 し，外面 とも

（6 ．8 ） 上下 に拡張 ，外傾す る面を なす。 に ナデ調整 。

115 〝 〝

13 ．2

（6 ．3）

くの字 状に強 く外反 し，口唇 部は

上方 へやや拡 張，凹む 面をなす 。
頸部下 にパ ケ状 工具 によ り烈点 文
を施す 。

内外面 ともにナデ調 整 。

116 ′′ 〝

14 ．8 球形 に強 く張 る胴部か ら短か く強 ロ綾部 は ヨコナデ。胴 部外面 全面 断面 に接合 痕
（9 ．0 ） く屈 曲する 口綾部 。 口唇 部は小 さ

く肥厚 し，上胴部 に斜め の烈点文
を施す 。

に タテパケを施 し， 内面に は上胴

・部に接合 痕がみ られ ，以下左 方向
のへ ラ削 りが行 なわれ る。

が み られ ，外

面に黒斑あ り。

1 17 ′′ 〝

17 ．5

（ 6 ．3 ）

くの字状 に強 く屈 曲 し，内面に稜

を もつ。 口唇部 はわずか に拡張 し
凹む面を なす。

内外 面 ともにナ デ調整 。 胴部 に比べ 口
綾部 は薄い 。

118 〝

′．

〝

14 ．5 くの字 状 に強 く屈曲す る 口綾 部。 頚部 外面 は強 くナデを施 され　 胴

（5 ．0） 口唇部 は上方 へ肥厚 し凹む面 をな

す 。

I部 はタテパ ケを残 す。 内面は ナデ

調整 。

119 ′′ ′′

15 ．6 強 く張 る胴部 よ りくの字 状 古と外 反 胴部外面 に斜めのハケ調整を施 し
（4 ．8 ） し口唇 部はやや肥 厚す る。 内面 はナデ調 整。　　　　 ’

120 〝 ′′

17 ．2

（ 5 ．6 ）

球形 によく張りをもった胴部から ，
強 く屈 曲 し外反す る。

口唇部 はやや凹む 面をな す。

内外面 と もにナデ調整 。

－　293－



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 S R l 喪

18 ．0 よ く張 った胴部 よ・りくの字状 に外 外面 はナデ調 整。 内面は上 胴部 に

4
（9 ．3） 反す るロ綾部。 口唇部 はやや肥 厚

し凹む面 をなす 。

上方 向へのへ フ削 りがみ られ る。

122 ′′ ′′

17 ．0 r 球形の張 りの強 い胴部 か ら強 く屈 胴部 外面全 面に タテパケを 施 し，

（15 ．2 ）

21 ．8

し　 反　 る。 ロ　 ロはやや肥 日 上胴 。　　 に　 ′こめのパ ケ 目が み
し，凹 む面を なす 。 られ る。

123 ′′ ′′

18 ．7 くの字 状に強 く屈曲す る 口縁 部。 胴部 外面 にタテハ ケを施 し， 内面

（8 ．8 ） 口唇部 は凹む面 をなす 。 は 口縁部 に ヨコパ ケ，胴部 に斜 め

の パケ 目が み られ る。

124 ′′ 〝

22 ．2 緩や かに外反す る 口綾 部。 口唇 部 口縁 下外面 に指頭圧 痕を残 し，タ

Ⅰ
（4 ．0 ） は肥厚 しやや 凹む面を なす 。 丁ハケを施 すが ，磨 耗す る。

125 ′′ ′′

19 ．4

（ 3 ．6 ）

短か く強 く屈 曲 し，口唇 部 はやや

凹む面 をな し外傾 す る。

内外 面 ともにナデ 調整 。

126 ′′ ′′

16 ．1 なめ らかに強 く外反 し，口唇 部は 口縁 下外面 に タテパケを施 す 。

一Ⅰ．ユ
（3 ．6 ） やや凹 む垂直 な面を なす 。 内面 は ナデ調整 。

127 ′′ ′′

12 ．6

（ 2 ．3 ）

短か く強 く屈曲 し口唇部 は丸味を

お びた凹む面 をなす 。

内外 面 ともにナ デ調整 。

128 ′′ ′′

16 ．7 なめ らか に強 く外反 し，口唇部 は ロ縁下外 郵 こタテパ ケを施 し，内 口縁部 外面 に

（3 ．5） 垂 直な面を なす 。 面はナ デ調整 。 黒斑 あ り。

129 ′′ 〝

16 ．0

（ 4 ．4 ）

くの字状 に強 く外反 し，口唇部 は
やや丸味をおびた垂直な面をなす 。

内外面 ともに ナデ調整 。

130 〝 〝

13 ．0 くの字状 に強 く外反 し，内面に稜 胴 部外面 に タテパケ ，内面 にヨコ

（3 ．8 ） を もつ。 口唇 部は上 下にや や拡張

し垂 直な面 をなす 。

ハケを施 すが ，磨 耗す る。

13 1 〝 〝

13 ．5

（ 5 ．2 ）

緩 やかに外反 し，口唇部 は下 方 に
拡張 ，‾外傾す る面を なす 。

内外面 ともに磨耗 のた め不明 。

132 ′′ ′′

11 ．4 な め らか に強 く外反 し，口唇部 は 胴 部外面 に タテパケ ，内面 にヨコ

（3 ．6 ） 肥厚 し，丸 味をお びた面 をなす 。 パケを施 すが磨耗 す る。

133 ／′ ′′

10 ．4 くの字状 に緩やか に外反 し， 口唇 ロ縁下外 面に タテパ ケを施す が磨

（4 ．2 ） 部 は上方 にやや拡張 し，外 傾す る

面 をなす 。

耗す る。

134 ′′ ′′

20 ．4

（ 2 ．9 ）

くの字状 に強 く屈 曲 し，口唇部 は

肥 厚 ，外傾 す る面 をなす 。

内外面 と もに ナデ調整 。

135 ′′ ′′

12 ．2 やや偏平 なよ く張 った胴 部よ り ， 内面 は上 胴部か ら左方 向のへ ラ削

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一°ニ
（6 ．2 ）

14 ．4

くの字状 に緩や かに外反 す る。

口唇部 はやや肥厚 し外傾 す る面 を
なす。

りがみ りれ，外面 は ナ丁調整 。

－　294－



挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（c m ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

136 S R l 喪

12 ．4

（ 5 ．6 ）

くの字 状に緩 やか に外 反 し，口唇

部 は外 傾す る面 をな す。
内外面 ともにナデ調整 。

137 〝 ′′

15 ．5 張 りの少ない胴 部 よ鴎り くの字 状に 内外面 ともにナデ調整 であ るが ， 内面 に黒 斑あ

（6 ．0 ） 外反 す る。 口唇 部は丸 味を おびた

面を なす。

磨耗す る。 り。

138
〝 ′′

16 ．4 大 き く外反 し開 く口縁 部こ　口唇 部 外面 全面 にタテパケ を施 し，内面 胴 部 に黒 斑あ

（10 ．2 ）

16 ．1

は丸味 をお ぴた面を な し胴部 の張 は 口綾部 にヨコパ ケ，胴部 に指頭 り。
りは少 ない 。 圧痕 を残す 。

139 〝 〝

15 ．2 緩や かに外反す る口綾 部。 口唇 部 口縁下 外面 にタテパ ケを施す 。

（2 ．5） はやや 凹む面 をなす 。 内面 はナデ調 整。

140 〝 〝

16 ．4

（4 ．2）

緩やか に外反 し，大 き く開 く。 口
唇 部 は丸味を おびた面 をなす 。

内外面 と もに磨 耗の ため不 明。

141 ′′ 〝

13 ．1

（ 3 ．0 ）

緩 やか に外反 し，口唇部 はやや 内
湾 気味 に面をなす 。

ロ綾部 は ヨコナデ。

142 〝 〝

11 ．7 緩 やか に小 さく外反 し，口唇部 は 口縁 部は ヨ コナ デ。以下磨 耗の た 頚部 の器壁 が

（5 ．2 ） や や凹む 面をなす 。胴部 の張 りは
弱 い。

め不 明 。 厚 い。

14 3 〝 〝

13 ．3 緩 やか に外 反 し，口唇部 は丸味を
ナ

上胴 部外面 に平行 の 叩 目を薄 く残

（4 ．5 ） おびた面 をなす 。 ・す 。

14 4 〝 〝
（3 ．7 ）

4 ．3

しっか りと した上 げ底か ら直線的

に立 ち あがる。
外面 に指頭圧 痕を残 す 。 胴部 の器壁 が

薄 い。

14 5 ′′ 〝
（2 ．2 ）

5 ．5

底面 全体 がやや凹む 平底 か ら丸味

をおび小さ くしゃくれ立ち上が る。
内外面 ともにナデ 調整 。

146 ′′ ′′
（2 ．3 ）

6 ．3

平底 か ら小 さ くしゃ くれ立 ち上が

る。
内外面 と もに磨 耗 のため不 明。 全体 に器壁 が

薄い 。

147 ′′ 〝
（2 ．2）

6 ．4

底面全 体が ，やや凹む平 底 か ら直

立気味 に立 ち上が る。
〝

148 ′′ 〝
（3 ．8 ）

6 ．8

平底か ら丸味 をおび立 ち上が る。 内外面 ともに ナデ調整 。 底 面にか けて

黒 斑あ り。

149 〝 ′′

強い上 げ底か ら丸味を おび直線 的 外面 に タテパケ を施 し，内面 はナ 断面 に接合 痕

（4 ．3 ）

5 ．8

に立 ち上 が る。 デ調整 。 あ り。

15 0 ′′ 〝
（．4 ．5 ）

4 ．2

強 い上 げ底 か らやや 内湾気 味 に立
ち上が る。

内外 面 ともにナ デ調整 。

ー　295－



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手 ＿　　　　　　 法 備　　 考

151 S R l 喪
（3 ．3）

6 ．8

しっか りと した平 底 。 外面 にパ ケ目をわず かに残 し，内
外面 ともにナデ調整 。

152 〝 〝
（4 ．0）

5 ．3

底面全体が凹む平犀か ら小さ くし ゃ

くれ立 ち上が る。

内外 面 ともに磨耗 のため不 明 。

153 〝 〝
（4 ．9）

4 ．5

中央部 が，やや 凹む平底 か らなだ
らかに立 ち上が る。

〝

154 〝 〝
（3 ．5）

6 ．8

しっか りと した平 底か ら直線的 に
開 き立 ち上が る。

内外 面 ともにナデ調 整 。

155 〝 〝

■

（4 ．5）

6 ．8

非常 に厚 い平底か ら直線 的に開 き

立 ち上が る。

外面 に タテパケを施 す 。

156 〝 〝
（4 ．9）

6 ．8

底 面全体 がやや 凹む平底 か ら直 線

的に開 き立ち上 が る。
〝

157 〝 〝
（4 ．5）

6 ．4

〝
内面 に右方 向へのへ ラ削 りがみ ら

れ る。

158 〝 〝

中央部 が凹む平底 か ら丸味を おび 外面 全面 にタテハ ケを施 し内面底 底 部内面 に黒

（18 ．6）

20 ．2

7 ．8

なだ らかに立 ち上が る。胴部 の張

りは少 ない 。

部 近 くにへ ラ削 りがみ られ る。 斑あ り。

159 〝 〝
（6 ．5）

5 ．1

中央部 がやや凹 む厚 い平 底か ら直
立 し立 ち上が り，なだらかに開 く。

内外 面 とも磨耗の ため不 明。

160 〝 〝
（6 ．3）

7 ．0

しっか りと した平 底か ら丸味 をお
び小 さ くしゃくれ 立 ち上 が る。

外面 に タテパケを 施す 。

161 〝 ′′
（7 ．8 ）

7 ．6

底面 全体 が強 く凹む上 げ底 か ら直
線 的に 開き立 ち上 が る。

内面 に指頭圧 痕を残 す 。 磨耗が激 しい。

162 〝 〝
（7 ．2 ）

6 ．0

しっか りと した平 底か らやや丸 味
をおび立 ち上が る。

内外 面 とも磨 耗の ため不 明。

163 〝 〝

底面 全体 が強 く凹む上底 か らなだ 外面 に タテパケを施 し．内面 は下 ．

（18 ．9 ）

23 ．4

7 ．2

らかに立 ち上が り，胴部 は あま り 胴部 に上方 向への 幅広 いへ ラ削 り
強 く張 らない 。 が み られ る。

164 〝 〝
（7 ．3）

やや厚 みを もつ丸 底で あ る。 外面 に平行 叩 目を残す 。
内面 は ヨコパケを 施す 。

16 5 〝 〝
（4 ．6 ）

6 ．1

平底 か ら丸味を おび立 ち上が る。 外面 にやや 右下 りの平行 叩 目を残
す。 内面 には指頭圧 痕を残 す 。

外面 に黒斑 あ
り。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

166 S R l 喪

緩 やかに開 く丸底を 呈す ると思わ 内面 にパケ 目を残す が，外面 は磨

（8 ．3 ）

15 ．0

れ る。 耗の ため不明 。

167 〝 高　 杯

20 ‘．6

（3 ．0 ）

直立 す る口縁 部外面 に 3 条 の凹線

文 を施す 。

内外面 と も磨耗 のた め不明 。

168 〝 〝

16 ．4

（ 3 ．9 ）

やや深い杯部か ら口縁部 は直立 し．
外面 に 4 条 の浅い 凹線文 を施す 。

〝

169
〝 〝

18 ．4

（ 3 ．6 ）

内湾気 味 に直立 す るロ綾部。 外面

は 口唇 部 に 1 条の凹 線文 を もち ，
下部 はやや凹 む面を なす 。

内外面 と もに ナデ調整 。

170
〝 〝

26 ．8

（ 3 ．2 ）

浅い林 部か ら緩 やか に短か く立 ち

上が る。
〝

17 1 〝 〝

2 3 ．2

（4 ．0）

やや浅 い杯部 か ら強 く屈曲 し外反

す る口綾部。外 面 にも稜 を もつ。

口唇部上面に 2 条の凹線文を施す。

〝

172 ′′ 〝

2 1．0

（ 3 ．7）

やや深 い杯部か ら直立 し立 ち上 が

る。外 面は強 く外 反 し稜 をなす 。
〝

173 〝 〝

25 ．0

（ 4 ．5）

浅 い林部か ら強 く屈曲 し外反す る。
外 面 は特 に強 く外 反 し稜 をなす 。

〝

174 〝 〝

28 ．4

（ 3 ．5 ）

緩 やか に立ち上 が り外反 す る。外

面 は より強 く屈 曲 し，稜 をなす 。
その間 に山形の暗 文を施 す。

〝 口綾部 に黒斑

あ り。

175 〝 〝

25 ．4

（ 3 ．4 ）

強 く屈 曲 し，大 き く外反 す るロ縁
部。 口唇 部は凹む 面を なす。

〝 l

176 〝 〝
（6 ．4 ）

10 ．8

据端部 に 2 条の 凹線文を施 し，内
面 端部は ナデに よ り大 き く凹む 。

外面 はナデ調整 。 内面は左 方 向の

へ ラ削 りが はば全面 に施 され る。

177 〝 ′′

据端 部は上方 へ拡張 し， 2 条 の上 外面 はナデ調整 。 内面 は右 方向の

（6 ．0 ）

10 ．9

部 に 4 条 の凹線文 を施 し，その間

に刺突文 によ る円孔 を廻 らせ る 。

へ ラ削 りが はば全面 に施 され る。

178 ′′ 〝

据端 部 は大 き く肥厚 し， 3 条 の凹 外面 はナデ調整 。 内面 は下 部に左

（4 ．4）

15 ．4

線文 を，上部 には 7 条 の櫛描 直線
文を施 し，その間 に刺突 によ る円
孔 と 4 個 1 組 の竹管 文を配す 。

方向の へ ラ削 りが施 され る。

179 〝 〝

据端部 は小 さ く，上下 に拡張 し強 外面 はナデ調整 。 内面 は下部 に左

（3 ．3）

8 ．7

い ナデによ り凹み ，上部 には 6 ～ 方向の へ ラ削 りがみ られ るが磨耗
7 条 を 1 単位 とす る櫛 描直線 文を

2 ヶ所 に施 し，刺突 によ る円孔を
配す 。

す る。

180 〝 〝

短か い柱状部 よ り小 さ く開 き　 据 外面 はナデ調整 。内面 は中央部 に

（7 ．0 ）

19 ・8

端は丸 くお さめ る。　　 ’ 左方 向のへ ラ削 りを施 す。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

18 1 S R l 高　 杯
（5 ．4）

緩や かに開 く柱状部 。中央 部に穿
孔を 施す 。

外面 に タテパケ を施す 。

182 〝 〝

直立 す る太 い柱状部 。据部 は大 き 外 面にわず か にタテパ ケを残 し磨

（11 ．8 ） く開 く。下 部に穿孔 を施す 。 耗 す る。

183 〝 〝
（3 ．8 ）

直線 的に開 く脚部 。
〝

1糾 〝 〝
（7 ．9 ）

直立 す る柱状 部か ら据部 は大 き く
開 くと思わ れ る。

内面 に絞 りがみ られ る。

185 ′′ 器　 台

緩やかに開き据 端部 はやや肥 厚す 外 面の全 面に太 い凹線 文を施 す。

（15 ．0 ）

20 ．2

る。 内面 はナデ調整 。

186 ′′ 鉢

27 ．2 緩 やか に内湾 し立 ち上が る。 口唇 口縁部 は ヨコナデ。以下 磨耗 のた

（5 ．1） 部 は丸 くおさめ ，外面 はナデ によ

り凹む 。

め不 明。

18 7 〝 〝

13 ．4 貼付 状 のやや不 安定 な底 部か ら経 外面 は右下 りの少 さな タタキを施

7 ．3

3 ．4

やか に　　　 が る。 ロ　 ロは　 調 － し，　 ロは ナデ調整 によ ・ 。
整 。 内面 は右下 りのパ ケ調整を 全面 に

施す 。

188 〝 蓋

早・9

1．3

小 型の蓋 であ り，中央 部 に撮 みを
もち両端 に2 個 1 組 の穿孔を もつ 。

端部 はナデによ り段 差がみ られる。

内外面 ともにナデ調 整 。

J

189 〝 把　 手
1．7

断面 円形をなす 把手 であ る。 全面 に指頭圧 痕を残 し，弱 い ナデ
調整 。

第23表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計測 値 豊美 欝

（cm ，g） 重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

190 S R l 石包 丁

（　 8 ．1 ）

4 ．5

1 ．0

35 ．7

粗粒砂質 片岩

刃部はや や外湾気 味で あ り，背 部は大 き く

欠 損す る。表裏 面に穿孔 のた めに浅 い凹み
が 2 ヶ所 み られ る。

19 1 〝 叩　 石

15 ．6

（　 8 ．8 ）

3 ．1

505 ．0

砂　　 岩

大 き く半 分 に欠 損す る。中央 部に凹 みを も

ち ，楕 円形の 縁辺部 に打痕 がみ られ る。

19 2 ′′ 砥　 石

6 ．1

5 ．6

3 ．0

505 ．0

〝

小型 の砥石で あ り，表面を砥 面 と して使用

し，やや凹む 。他の面 は欠 損 して い る。

193 〝 石　 嫉

4 ．0

2 ．6

0 ．8

5 ．4

サ ヌカイ ト

やや 大型の平 基式の石 銭で あ り，表 裏面 と

もに全面 によ く調整 されて い る。
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挿図番号 遺構番号

l

器　 種

最大長

計測値 霊套厚

（cm ，g）重　 量

材　　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

194 S R l 石　 鍍

3．9

1．3

0 ．4

3．1

サヌカイ ト

平基式の石鼓であり．表裏面とも・に周辺部
に剥離が集中しており，中央部には主剥離
面およびネガティブな面を残している。
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8．弥生時代中期小結



8．弥生時代中期小結

はじめに

中期の遺物・遺構についての概略を述べる。中期の遺構は、田村遺跡群の北西部を中心に分

布しているが、良好な一括資料は量的に少なかった。したがって、中期の土器をI期からIII期

に時期区分することにした。中期工の土器の分類は、Loc．36AのSD2出土土器をもとにし、

中期IIの土器は、Loc．45のSD2出土土器を主として編年を試みた。中期IIの土器は、古相と

新相に分かれるが、良好な資料が得られなかったため、細分を断念した。中期IIlの土器は、

Loc．31～36・45・46等の各地点から多量に出土している。

1．遺物（土器）

壷

（i）中期の壷を形態及び貼付口縁の有無等により、A～E類に大分類した。

A類：貼付口縁のみられない壷

B類：貼付口縁のみられる壷

C類：薄手の壷

D類：細頸壷

E類：口唇部に凹線文の施された壷

（ii）口頸部の施文による分類

I類：口頸部が無文のもの

II類：口頸部を幅の狭い貼付突帯と櫛描文で飾るもの

III類：口頸部を櫛描文で飾るもの

Ⅳ類：口頸部を貼付突帯で飾るもの

Ⅴ類：その他の施文

砧）口唇部の施文による分類

a類：口唇部が無文ク1もの

b類：口唇部に刻目のあるもの

嚢

（i）中期の聾を口縁部の形態等により、A～C類に大分類した。

A類：口綾部が如意形に外反する類

B類：口縁部がくの字状に外反する類

C類：口縁部がくの字状に外反し、口唇部に凹線文の施される類
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GD上胴部の地文による分類

I類：上胴部が無文のもの

II類：上胴部に微隆起帯の施されるもの

III類：上胴部に櫛描文の施されるもの

（り　中期Iの土器

壷

AI類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部が無文の類である。AI類の壷は、口唇部の刻

目の有無により、AIa類とAI b類に分かれる。

類例

AI a：L．34A－44、L．36A－9・58

AI b：L．36A－10～12・53

AII類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部を貼付突帯と櫛描文で飾る類である。AII類の

壷は、口唇部の刻目の有無により、AIIa類とAIIb類に分かれる。

類例

AIIa：L．36A－67・69・70・73・74

AIIb：L．34A－412・413、L．36A－72・76

AIII類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部を櫛描文で飾る類である。AIII類の壷は、口唇

部の刻目の有無により、AIIIa類とAIIIb類に分かれる。

類例

AIIIb：L．36A－52

BI類：貼付口縁の壷で、口頸部が無文の類である。BI類の壷は、口唇部の刻目の有無に

より、BI a類とBI b類に分かれる。

類例

BI a：L．36A－59

BI b：L．36A－13・61・62

BII類：貼付口縁の壷で、口頸部を貼付突帯と櫛描文で飾る類である。BII類の壷は、口唇

部の刻目の有無により、BIIa類とBIIb類とに分かれる。

類例

BIIa：L．36A－68、L．44A－8
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BIIb：L．36A－14

BIII類：貼付口縁の壷で、口頸部を櫛描文で飾る類である。BIII類の壷は、口唇部の刻目の

有無によt上　BIIIa類とBIIIb類に分かれる。

類例

BIIIa：L．36A－63

BIIlb：L．36A－64・65

C類：薄手の壷で、上胴部に3条の微隆起帯がめぐらされる。C類の壷は、前期Ⅳの薄手の

壷に酷似しているが、上胴部に3条の微隆起帯がめぐらされる点が異なる。

類例

C：L．36A－15・16

嚢

AI類：口綾部が如意形に外反し、上胴部が無文の婆で、やや胴が張り出す類である。

類例

Al：L．36A－23

AII類：口縁部が如意形に外反し、上胴部に3条の微隆起帯の施される類である。

類例

AII：L．36A－286・448、L．44A－3

AIII類：口縁部が如意形に外反し、上胴部に粗い櫛描文の施された婆で、口唇部に刻目があ

る。

類例

AIII：L．32－38

（2）　中期IIの土器

壷

AI類：貼付口緑のみられない壷で、口頸部が無文の類である。AI類の壷は、口唇部の刻

日の有無によt上AIa類と、AIb類に分かれる。

類例

A工a：L．45－217

A工b：L．45－145
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AII類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部を貼付突帯と櫛描文で飾る類である。AII類の

壷は、口唇部の刻目の有無によl上　AIIa類とAIIb類に分かれる。

類例

AIIb：L．34A－275

AIII類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部に櫛描文を施す類である。AIII類の壷は、口唇

部の刻目の有無により、AIIIa類とAIIIb類に分かれる。

類例

AIIla：L．33－69

AⅣ類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部に貼付突帯を施す類である。AⅣ類の壷は、口

唇部の刻目の有無によl上　AⅣa類とAⅣb類に分かれる。

類例

AⅣb：L．36A－98・99、L．45－123

BI類：貼付口縁の壷で、口頸部が無文の類である。BI類の壷は、口唇部の刻目の有無に

よt上　BI a類とBI b類に分かれる。

類例

BI a：L．45－215、L．44A－47－52・54

B工b・：L．44A－46・53

BIII類：貼付口縁の壷で、口頸部に櫛描文の施される類である。BIIl類の壷は、口唇部の刻

目の有無により、BIIIa類とBIIlb類に分かれる。

類例

BIIIa：L．33－7、L．36A－206、L．45－218

BIIIb：L．34A－457

BⅣ類：貼付口縁の壷で、頸部下端に貼付突帯の施される類である。BⅣ類の壷は、口唇部

の刻目の有無により、BⅣa類とBⅣb類に分かれる。

類例

BⅣa：L．45－211、L．44A－39・42

BⅣb：L．44A－38

C　類：高知県の西部地域から搬入されたと考えられている薄手の壷である。
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類例

C：L．34A一二424・429、L．36A－187～194・287、L．44A－56～61、L．45－219

D　類：紳頸壷である。

類例

D：L．34Aq468・469、L．34B－88

E　類：出現期の凹線文土器であl上　口唇部に凹線文が施された壷である。

類例

E：L．36A－207、L．45q228

嚢

Al類：口縁部が如意形に外反する婆で、口頸部が無文の類である。

類例

AI：L．45－65

Bl類：口縁部がくの字状に鋭く外反する婆で、胴部の張りは弱い。

類例

BI：L．44A－62～65

鉢

A　類：口綾部が如意形に外反する鉢である。

B　類：口綾部が直立気味に立ち上がる鉢である。

類例

B：L．45－240

C　類：口綾部が直線状に外反する鉢である。

類例

C：L．45－125・241
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（3）　中期IIIの土器

壷

AV類：貼付口縁のみられない壷で、口頸部に刷毛状原体による羽状文が施される類である。

類例

AV a：L．34B－139

Bl類：貼付口緑の壷で、口頸部が無文の類である。

類例

Bl a：L．34B一g〕・84

C　類：高知県の西部地域から搬入されたと考えられている薄手の壷である。

類例

C：L．36A－2

D　類：細頸壷である。

D：L．36A－246、L．45－76・155

E　類：口唇部に凹線文の施された壷である。

類例

E：L．33－11・12、L．34A－112－114・481～484、L・34B－1、L・45－77・78

窒

Al類：如意形に外反する貼付口縁の磐であり、上胴部が無文の類である。

類例

AI：L．34A－543、L．45－260

B土類：くの字状に外反する口綾部を有した婆で、上胴部が無文の類である。

類例

Bl：L．34B－2

CI類：くの字状に外反する口綾部を有した喪で、口唇部に凹線文の施された類である。

類例

CI：L．36A－4・5・7、L．45－29
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鉢

A　類：口縁部が如意形に外反する鉢である。

類例

A：L．45－26・49、L．34A－366

B　類：口縁部が直立気味に立ち上がる鉢である。

C　類：口縁部が直線状に外反する鉢である。C類の鉢は、貼付口縁のもの（Cl類）と、口

縁部外面に凹線文の施されるもの（C2類）とに分かれる。

類例

Cl：L．36A－348

C2：L．34A－62

高杯

A　類：杯部は上方で稜を有し、口緑部外面に凹線文の施された高杯である。脚部は、中空で、

粘土板充填法がみられる。

類例

A：L．33－47、L．34A－24・870・871、L．34B－3・4、L．45－58・59・256

B　類：杯部の形態は、A類に酷似するが、口唇部を拡張し、そこに凹線文を施す点が異な

る。脚部は、中空で、粘土板充填法がみられる。

類例

B：L．34A－636～640・872

2．遺構

以上の田村遺跡群中期弥生土器3期分割の上に立って、中期の住居址を中心に論じたい。

田村遺跡群では、中期に属する住居址は全体で18棟検出されている。これらの内訳は、Loc
l°

34Aが9棟（STl・3・5・7・8・12・15・16・20）、Loc．35が1棟（STl）、Loc．

35Bが1棟（STl）、Loc．45が7棟（ST4～10）である。これらの時期は、第24表の通り

であり、中期Iに属するものが1棟、中期IIに属するものが2棟、中期IIIに属するものが14棟

及び中期に属するが時期の不明なもの1棟である。なお、中期IIIから後期Iに属するものが5

棟検出されているが、後期の小結の項で述べているので、ここでは割愛した。今回検出された

中期の住居址では、圧倒的に中期IIIに属するものが多いが、これは調査範囲が限定されたため

で、今後の周辺部の調査によって、中期1・IIの住居址も多数発見される可能性がある。
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これらの集落構成についてみてみると、Loc．34Aでは主に中期IIIから後期工にかけての集落

が検出されており、住居址の総数は20棟に及び今回確認された集落では最大規模を誇る。この

集落は住居址数からして、中期lIIの段階に繁栄期ともいえる時期をむかえたことがうかがえる。

Loc．35は、従来から西見当遺跡として有名な地区で、前期II・lIlの時期の集落が確認されてお

l上　STlが1棟だけ中期lIlに属している。これは、STlが集落形態をとらずに存在したこ

とを意味するとも把れるが、調査範囲が限定されたことに起因したとも考えられ、どのような

集落構成であったかは今後の調査を得たねばならない。Loc．35Bは、Loc．34Aの北東約100

mの地点で、STl以外に後期Iの住居址（ST2）が検出されている。このSTlは中期II

に属する住居址であるが、周辺部では、この期の住居址は検出されておらず、どのような集落

第24表　中期に編入される住居址の時期区分

地㌔ 居址時期 中 期 I 中 期　Ⅱ 中 期　Ⅲ
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構成になっていたかは不明である。Loc．45は、Loc．34Aの西約50mの地点で、10棟の住居址が

検出されておt上中期IIが1棟、中期IIIが6棟、後期Iが1棟、後期IIIが1棟及び後期に属す

る住居址が1棟確認され、Loc．34A同様中期IIIに集落の繁栄期をむかえたことが看取できる。

また、周辺部にもまだ多数の住居址が埋蔵されていると考えられ、大集落であったと推測され

る。以上の集落構成から、中期IIIの時期の集落は、田村遺跡群の北西部にその中心があったこ

とが判明した。しかし、中期Iの時期は、Loc．34AのSTl以外にLoc．10BのSD2しか遺構

が確認されておらず、集落の中心及び集落構成については、今回の調査では明確にできなかっ

た。中期IIの時期も中期I同様、確認できた遺構は先述の住居地2棟以外にLoc．45の溝2条（

SD2・6）のみで、その集落については明確にできなかった。

次に、住居址の形態と規模についてみてみる。検出された住居址は、すべてほぼ円形を呈し、

完掘していないものや後世の遺構に壊されているものを除けばすべて住居址の真申に、平面形

が円形ないし楕円形を呈す中央ピットを1個保有する。また、壁溝も各期の住居址で確認され

たが、時期及び住居址によってそのあり方が異なる。すなわち、壁直下を一周する壁溝は中期

III期の住居址に限られ、中期I・IIの住居址ではごく一部に設けられているにすぎない。ただ

し、中期IIIの住居址でも、一部にしか壁溝が設けられていないものもある。これら住居址は、

主に4～6個の主柱で棟を支えていたとみられ、中には建替えを行ったと考えられる住居址（

Loc・34AのSTl・5・12・15、Loc．35BのSTl、Loc．45のSTlO）もある。集落内での建

替えの比率をみてみると、Loc．34Aの中期III期で29％、Loc．45の中期III期で17％であり、建替

えを行った住居は比較的少なかったといえるのではなかろうか。また、焼失住居は全体で6棟

確認されている。その内訳は、Loc．34Aが3棟（ST7・15・16）、Loc．35が1棟（STl）、

Loc・45が2棟（ST4・7）である。Loc．34Aの3棟はほぼ同期のものであり、1棟の火災に

より他の2棟が類焼したとみられる。Loc．45の2棟はほぼ同期と考えられるが、約40m離れ、

かつ、その間の住居の様相が不明であるため、類焼による焼失住居であったとは断定できなか

った。次に、住居址の面積をみてみると、中期Iは1棟のみで、21．2m2、中期IIは2棟でその

平均は28．6m2、中期IIIの14棟の平均は29．5m2である。中期I・IIの資料に乏しく、断定できな

いが、中期IからIIIにかけてその面積は徐々に広くなったと考えられる。そして、後期にはい

り、住居の面積の縮少化がみられる。このことは、Loc．34Aの集落でもいえることであr上　ま

た、住居の面積の縮少傾向に伴って、集落自体も縮少している。すなわち、LoF・34Aの場合、

中期III期には、集落の境界をなすSRlまでの場所に万遍なく住居が存在するのに対し、後期

にはいり、中央部に集中する傾向がある。このことが、他の集落でも言えることかどうかは

今後の調査に期するところである。

最後に、住居址以外の遺構についてみてみる。ここでまず注目されるのは、自然流路（SR

l）が確認されたことである。SRlは幅a～10m、深さ1～2mを測り、Loc．33から南へ向

って約200m延び、さらに調査区外へ延びている。Loc．33以北では2本に分かれ、北西へ延びる
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ものはLoc．34Aの集落の北側と東側の境となり、北東へ延びるものはLoc．35Bの北へさらに延

びている。また、SRlは多数の支流に分かれる。ここからの遺物は、前期から後期、一部古

式土師器まで出土しているが、そのほとんどは、中期IIIから後期Iにかけての遺物であり、こ

の自然流路もその頃に存したと考えられる。また、この自然流路の水を利用した水田経営も考

えられるが、今回の調査では確認できず、今後の周辺部の調査によって、弥生中期後半から後

期にかけての水田址も発見される可能性が強い。

土蛇についてみてみると、平面形が舟形を呈するものが多い。特に、Loc．34Aの集落では、

住居址に隣接して、1～2基が存する。時期的には、出土遺物が少なく、明確にし得なかった

が、ほぼ同期のものと考えられる。構造的には、底面中央部にピットが検出されたものがあり、

当時は、柱を1本たて、それによって覆いをしていたと考えられ、貯蔵穴的性格を有していた

のではなかろうか。一方、平面形は異なるが、Loc．34B・のSK69から中期lIIの土器がセット（

壷1、婆1、高杯2）で出土している。このような例は他にはなく、意識的に埋められたもの

とみられ、何らかの祭祀に関係すると考えられ、Loc．34Aの集落との関係や中期lIIの土器の組

成を考える上で注目される。

以上、弥生中期の遺構についてみてきたが、集落址を確認できたのは、Loc．34AとLoc．45の

乙地区のみである。Loc．45は、ト、レンチ調査であったため、集落の規模や構成については論ず

ることができなかった。一方、Loc．34Aの集落では、住居址の変遷を慨ね把握し得たと考える

が、西側には集落の約％が残存しているとみられ、十分な集落構成をつかめたとは言い難く、

今後の周辺部の調査を待って、解明していきたい。
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9．弥生時代後期小結

I．遺物

弥生後期の土器は、時期的に大きく2時期に分ける事ができる。すなわち、叩き技法を持つ

ものと持たないものであり、叩き技法を持つものが時期的に後出である。これは、畿内地方の

影響が後期中葉以降増大したためとみられる。この叩き技法を持つ土器は、岡本健児氏が土佐

山田町ヒビノキ遺跡の報告で述べたように、さらに2つの時期に分類できよう。そこで、本報
註1

告では叩き技法をみない段階の後期の土器を後期I、叩き技法が出現する段階の土器を後期II、

そして、叩き技法が盛行する段階の土器を後期IIIとし、大きく3期に分けた。なお、後期Iは

その高杯形土器から、さらに細分される可能性を含んでいるが、今後の課題としたい。

今回の発掘調査で検出された住居址の大半は後期Iであり、後期II・lIIのものは少なく、その

出土遺物も同様な状況である。それがゆえ、後期II・IIIの弥生土器資料は乏しく、詳述できない。

さて、弥生後期の土器を各器種とも形態により以下のように便宜上分類する。もちろん各期

にすべての類が存するとは限らない。

壷形土器　口頸部の形態により6類に分ける。

A類　口頸部がゆるやかなカーブを描いて、口縁部が上外方へ開くもの。

B類　頸部が斜めに直線的に開くもの。

C類　頸部が外反するもの。

D類　頸部が短かく、やや強く外反するもの。

E類　長頸壷の類。

F類　短頸壷の類。

G類　口綾部が水平に開くもの。

婆形土器　口綾部の形態により3類に分ける。

A類　頸部がくの字状に屈折するもの。

B類　頸部がゆるやかなくの字状の屈折をなすもの。

C類　口綾部が跳上状口縁をなすもの。

高杯形土器　杯部の形態により3類に分ける。

A類　杯部に稜を持ち、斜め上方へ延びる口縁部を持つもの。

B類　杯部に稜を持ち、外反する口縁を持つもの。

C類　椀状の杯部を持つもの。

鉢形土器　口綾部の形態により大きく2類に分ける。

A類　外反する口縁を持つもの。

B類　直口の口縁を持つもの。

以上の基本的分類に従って、各遺構出土の土器を次の如く三型式に分類して述でる。

ー　327－



く後期I〉

この段階は、多数の遺構が検出され、ほぼ仝器種が出土している。ここで記載したものは、

住居址及び土砿からの一括資料であり、ほぼ同時期とみて間違いないと考えるものである。

壷形土器

A類　口径12cm前後の小形と口径20cm以上の大形とがある。口唇部は、中期IIIのように上下

に大きく拡張されず、ヨコナデ調整により若干拡張したものや拡張されないものもある。

また、中期IIIの凹線文は擬凹線文に変化する。頸部には施文がない。

類例

L．34A－111・360

B類　口唇部を下方に拡張している点が特徴であるが、拡張部は中期のものに比すると短い。

凹線文に類するものは認められず、ヨコナデ調整によって仕上げている。

類例

L．34A－239

C類　口唇部は面をなし、凹線文は施されない。中期IIIに比べ肩が張り、胴部最大径が上胴

部にある。胴部内面中位以下に箆削りが施される。

類例

L．34A－240

D類　A類に比べ、頸部からの外反の度合が大きい。口唇部は、ヨコナデ調整によってやや

拡張され、擬凹線文を施す。口頸部内外に刷毛調整を施しているほのもある。

類例

L．34A－236・312・313

E類　長頸壷の類であり、頸部が長く立ち上がり、口縁部がやや外傾し、端部は面をなすも

の、それと同時にいわゆる細頸壷もある。

類例

L．34A－311、L．35B－6、L．45－22

F類　中胴部に胴部最大径を有する短頸壷である。頸部以上は短く外傾する。後期II以降に

はこの類の出土はなかった。

類例

L．34A－253・353・582

嚢形土器

A類　この類の要は、他の婆形土器に比べ出土頻度が高く、蛮形土器の主要部分を占めてい

たとみられる。上胴部に胴部最大径を有するものと中胴部に胴部最大径を有するものと

がある。内面頸部直下より箆削りを行っているものもある。口唇部に擬凹線文を施して

いるものもある。
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類例

L．34A－128－130・246～249

B類　上胴部に胴部最大径を有するとみられ、口唇部は面をなす。擬凹線文が施され、無形

土器A類に比して大型のものが多い。

類例

L．34A－231・256

C類　この類は量的に少ない。頸部は短く立ち上がり、口綾部で外傾し、跳上状口縁をなす。

後期II以降の類例はない。

類例

L．34A－127

高杯形土器

A類　口径15cm前後の小形のものと口径20cm前後の中形のものとがあり、口縁部の傾斜度は

ゆるい。杯に稜の明確なものは後出的な要素を持つものである。脚部は、内面にしぼり

目が残存するが、箆削りは施されていない。杯底部の成形は円板充填であり、この段階

まで円板充填による杯底部成形が一部残存していたことを知る事ができる。

類例

L．34A－97・98・263・324・364

B類　口縁部は短く外反し、杯部は内湾気味に立ち上がる。口唇部は外傾する面をなし、擬

凹線文を施すものもある。後期IIのものに比べると稜線以上が短い。脚部は大きく開き、

円形の透しを施すものもあり、また、端部に擬凹線文を施すものもある。脚部内面はナ

デ調整のみで、箆削りは全く施されず、杯底部成形はへそ状粘土充填による。

類例

L．34A－265

鉢形土器

A類　口縁部は外反し、端部を丸く仕上げ、休部は平底から内湾気味に立ち上がる。B類に

比べ大形のものが多く、大型の鉢形土器の主流をなしていたと考えられる。

類例

L．34A－366

B類　口縁部が直口する類であり、口綾部の有り方で少し異なり2つに細分できる。すなわ

ち、口綾部が、休部からそのまま立ち上がるものと休部から角度を変えて立ち上がるも

のである。底部は、平底のものとあげ底気味のものとがある。これらはいわゆる銘々器

と呼称される鉢の類であり、この段階から出現するとみられる。

類例

L．34A－269・325・326・365
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く後期II〉

この段階のものは、一括資料に乏しく、一部Loc．34AのST14出土のものがあげられる以外

は、溝及び自然流路からの出土であり、他の時期のものと混在して検出されたため、全てを抽

出することは困難であっ．た。そのため指摘し得たのは、壷形土器A・D、婆形土器A、高杯形

土器B・C、鉢形土器Bの各類である。

壷形土器

A類　口唇部に擬凹線文に類するものが全くなくなる。直立する頸部から短く外傾する口縁

部を有するものと、直立する頸部から外反する口縁部を有するものとに分けられる。と
t

l

もに口頸部内外面に刷毛調整を加えている。

類例

L．45－165・167・169

D類　前段階と形態的にはほとんど変化しないが、壷形土器A類同様口唇部に擬凹線文に類

するものは姿を消す。端部は外傾する面をなし、口頸部内外面に刷毛調整を加える。

類例

L．45－166

垂形土器

A類　前段階に比べ頸部のカーブの度合が大きくなり、口唇部に擬凹線文に類するものはな

くなる。胴部最大径は中胴部に求めることができ、上胴部外面以下に平行の叩き目が残

存し、その上に縦方向の刷毛調整を加えるものもある。胴部内面には中位以下に箆削り

が施される。

類例

L．34A－250、L．34B－162

高杯形土器

B類　杯部に明瞭な稜を持ち、口縁部は外反する。端部は外傾する面をなし、杯部内外面に

丁寧な箆磨きを施す。杯底部成形はへそ状粘土充填による。脚部は内面にしぼり目が残

存する。脚は裾部で大きく開く。

類例

L．34A－264・268

C類　杯部は浅い椀状をなし、口縁部は外傾し、端部はほぼ丸く仕上げられる。脚部は短く

裾部は開く。中実の脚部上端外面に粘土を継いで杯部を成形するもので、この段階以降

脚部の中実のものが主流をなす。

類例

L．34A－25
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鉢形土器

B類　休部は内湾気味に上がり、口縁部は内傾する．もので、前段階にみられなかった新相で

ある。その端部は丸く仕上げられる。休部内面には横方向の刷毛調整が施される。なお、

前段階と同じタイプのものも残存すると考えられるが、出土していない。

類例

L．34A－270

く後期III〉

この段階のものは、前段階以上に資料が乏しい。よって指摘し得たのは壷形土器F類、婆形

土器F類、高杯形土器B類、鉢形土器A類のみである。

壷形土器

G類III期のみに見られる。口唇部には凹線文が残る。

類例

L．45－17

窒形土器

A類　前段階に比べ、叩きが施される部位が頸部まで達し、その単位も不明瞭になる。頸部

のカーブは前段階に増し大きくなる。口唇部は外傾する面をなし、口縁部内面には刷毛

調整が施される。

類例

L．33－53・54

高杯形土器

C類　杯部は椀状を呈し、脚部は円柱状からなし、ハの字状に開く。

類例

L．44C－195

鉢形土器

B類　外面に叩きを有する。

類例

L．44C－192

2．遺構

以上の田村遺跡群後期弥生土器3期分割の上に立って、後期の住居址について論じたい。

田村遺跡群では、後期に属する住居址は全体で15棟検出されている。これらの内訳は、Loc．

10Bが1棟（ST3）、Loc．34Aが9棟（ST2・4・6・10・11・13・14・17・19）、Loc．45

が3棟（STl～3）、Loc．35Bが1棟（ST2）、Loc．36Bが1棟（STl）である。これ

ら住居址の時期は、第25表の通りであり、中期IIIから後期Iに属するものが5棟後期Iに属す
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るものが8棟、後期IIIに属するものが1棟及び後期に属するが時期の不明なもの1棟である。

この内、Loc．34AのST14は後期IIの時期にも属するとみられる。これから、後期Iに属す

る住居址が圧倒的に多く。後期II以降の住居址は非常に少ない。このことは、調査範囲が限定

されたためとみられ、単に後期II以降他の地域へ集落の主体が移行したとは即断できず、今後

の調査によってそれらの数が増加する可能性もある。

これらの集落構成についてみてみると、Loc．10Bは、前期Ⅳの時期に属する集落が検出され、

後述の4地区より南東へ約700m離れた地点にあり、後期IとみられるST3は単独で存在す

る。このことは、ST3が集落形態をとらずに存在したことを意味するとも把れるが、これと

て発掘範囲の限定から断言は出来難い。Loc．34Aは、中期IIIから後期Iにかけての集落が検出

された地区であり、確認された住居址は20棟に及び、中期IIIの住居址が7棟、中期IIIから後期

Iにかけての住居址が5棟、後期Iの住居址が4棟であり、後期になって集落の縮少化がみら

れ、ST14を最後に住居址は姿を消す。この地区の西約50mの地点がLoc．45である。Loc．45か

らは、10棟の住居址が検出されており、中期IIから後期IIIにかけての集落とみられる。内6棟

は、中期IIIとみられ、Loc．34A同様中期IIIの集落の繁栄が察知できる。なお、Loc．45の周辺には、

まだ多数の住居址が埋蔵されている可能性が非常に強く、その集落構成については多くの課題

第25表　後期に編入される住居址の時期区分

時　 期

地区 ・住居地 ．
中期 Ⅲ 後　 期　 I 後　 期　 Ⅱ 後　 期　 Ⅲ

L ．34 A

S　 T　 2

S　 T　 4

S　 T　 6

S　 T lO

S　T ll

ttttt°

S　 T 13

S　 T 14

S　 T 17

－

－
S　 T 18

－ －

L ．45

S　T l

S　 T　 2

S　 T　 3

tth－ ． tt－

L ．35 B 1S　 T　 2

L ．36 B S　 T l

L ．10 B S　 T　 3
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を残すものである。それと同時に、Loc．34Aと近摸していることから、一連の集落あるいは密

接な関連にある集落と考えてもおかしくないものである。Loc．35BのST2は、中期IIの住居

址（STl）を切っているが、Loc．34Aの北東約100mの地点で単独で検出された。L。C．34A

の集落とは直接結び付けることができないか、何らかの関連を持っていたのではなかろうか。

Loc・36Bから検出された住居址（STl）は、Loc．34Aで確認された集落とは自然流路（SR

l）を隔てて存在する。Loc．34Aの集落は、SRlに東側を区画された形で集落を構成してい

るとみられ、その住居址がこの集落の一環であった可能性を残すとしても、このような形での

住居址の存在が集落内においてどのような役割を果していたかは今後の問題点である。

次に、住居址の形態と規模についてみてみる。検出された住居址は、すべて円形ないし円形

に近い楕円形を呈し、その面積の平均は約27．2m2である。これら住居址のほとんどは、住居内

に壁溝や中央ピットを保有し、4～6個の主柱で棟を支えて＿いたとみられる。これらの内、建

替えが確認されたのは、Loc．34AのST13・14・17であり、Loc．10BのST13もその可能性が

ある。また、焼失家屋であったとみられるものは、Loc．34AのST14のみであった。これ

らのほとんどは、一般の住居とみられるが、特異な形態を示す住居址も数棟確認された。まず、

Loc・34Aでは、ST14がそれに該当し、同集落内では最大の規模を誇r上かつ、勾玉等他の住

第26表　調査区における後期竪穴住居地の規模

5．0　　　　　10m（短軸）

5．0　　　　10m（短軸）
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居址ではみられなかった遺物も出土している。このことは、ST14が集落内で中心的存在であ

ったことを示している。次に、Loc．45では、STlからベット状遺構が検出され、床面より方

格規矩四神鏡片が出土している。このような特異な住居址、特異な遺物の住居址内の出土は、
°

そこに比較的有力な（農業）共同体の存在を示唆していると考えてよかろう。また、同地区のS

T2は、推定径9．4mと後期の住居址の中では最大のものであり、Loc．34AのST14の例から

考えて集落の中心的存在であったとみられるが、出土遺物が他の住居址とほとんど同じであり、

その点で集落における兵同集会所等の共同的性格の濃いものであった可能性が強く感ぜられる。

Loc．36BのSTlは、規模及び出土遺物から特異な住居址とは考えられないが、小さな壇部を

有する点で他と異なる。ただ、この壇部がベット状遺構として把握できるかは今後の調査の課

題である。

これら後期の住居址に密接な関連を持つものとして、Loc．34BのSPlから出土した方格規

矩四神鏡片をあげることができる。これも破砕鏡であるが、Loc．45のSTlから出土した方格規

矩四神鏡片が破砕面を研磨しているのに対し、全く調整を加えていないものである。これは、

明らかに廃棄されたものであり、Loc．34Aの集落と密接に関連するとみられる。この集落の西

側は未調査であり、断言できないが、ST14が時期的に一応この集落において最後まで存した

住居と考えてよかろう。このことからして、この方格規矩四神鏡片は、ST14が廃絶する後期

II段階に廃棄されたとしなければならない。Loc．45のSTlが後期IIIの時期に属していること

から、この2つの鏡片の廃棄された時期は、後期II～IIIの時期であろう。ここで、いま少しこ

の2つの鏡片の意味について考えてみたい。高橋徹氏は「廃棄された鏡片」の中で「鏡片は比

較的有力な農業1共同体に少なくとも1～2点程度保有されており、ある種の権威の象徴と

して、あるいは、また、祭祀品としての機能を有す間伝世されたと考えてきた。そしてこれら

の鏡片に水系、あるいは平野単位での各共同体群の結合や統合の象徴としての機能までは想定

し得ないとした。」と述べている。これは豊後においてのものであり、集落の実体がまだ十分解
証2

明していない本地方へ直接結び付けて考えるのは危険であるが、将来的な予測としては十分参

考になり得る。そして、この2つの鏡片の存在は、Loc．34AとLoc．45で検出された集落が密接

な関連を持っていたことを示唆していると考えられる。しかし、それらがこの田村遺跡群の

存在する香長平野や物部川水系のどの範囲までを包指してい・たかは、今後の調査に期する

しかない。また、高橋氏は、同論文で「小地域共同体が平野的規模での強力な結合、統合の関

係に入るには、平野的規模で君臨する大形古墳（前方後円墳等）の出現を得たねばならないだ

う。」と記し、鏡片の廃棄は、弥生時代的なものの否定、そして新たな動きが開始された反映
註3

ではないかと考えている。この田村遺跡群の場合、後期III以降古墳時代にはいってからの遺構

はほとんど発見されていない状況であり、物部川水系全体でもこのことは言えることである。

しかも前期古墳はこの地域で全く発見されていない。この2つの破棄された鏡片により、高

橋氏所論の新たな動きは予測されるが、これを証明するには、今後この地域の前期古墳の調査
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が一つの鍵であると言えるのではなかろうか。

註1土佐山田町教育委員会『ヒビノキ遺跡』1977

註2　高橋徹「発棄された鏡片」『古文化談叢』第6集1979　P83

註3　2に同じ　P80
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10．総　括　I
－縄文・弥生時代－

田村遺跡群は南四国中央部の弥生時代の拠点的母村集落遺跡であるが、今次の発掘によって

発見された遺構は全てこれを裏付けるものである。実はそのような弥生遺跡群よりも更に古く、

この土地に縄文後期中葉の遺跡が検出されたのは驚くべき事であった。最近高知平野の低地に

も2～3の純文遺跡が発見されているが、Loc．47の純文遺跡はそれらの遺跡の中では、最も数

多く遺物の検出された遺跡である。特に多く検出されたのは彦崎KI式土器と、それに伴う打

製石斧である。四国地方で多量に打製石斧が出土するのは、この遺跡から検出されている彦崎

KI式土器の段階がその最上限であって、それ以前の槌文時代ではこれ程の打製石斧は検出さ

れない。この打製石斧の用途として、筆者は当時の平野部に繁茂したクズ・ワラビ・ユリ・カ

タクリ・ヒガンバナ・ヤマイモなどの地下茎・球根類の掘り棒と考える。また、この遺跡から

は多くの石錘も検出されている。この石錘は河川流域の漁網のものより大きく、海浜での漁網

のものと考えられる。縄文前期の海進が終り、以後の海過に伴って本遺跡の南部2キロの太平

洋岸にある砂丘の内側に広大な潟が、この当時存在していたと筆者はみる。この潟での漁網の

重りがこの石錘である。Loc．47の縄文遺跡で発見されている考古資料では、縄文後期稲作論を

証する事は出来難い。また、この遺跡は四国の山間部の大半の縄文遺跡と同様に、土器型式で
註1

言えば1型式の時期のみの短住・移動型の遺跡である。

弥生時代の遺構として注目すべきものにLoc．16・Loc．25における掘立柱建物址群と竪穴住居

址群の検出、Loc．23・Loc．37・Loc．39における弥生水田の発見、さらにLoc．34の弥生中期III～

後期I段階の竪穴住居址群の検出であろう。また弥生関係遺物の発見として重要なものはLoc．

35の土肱から検出された朝鮮式無文土器、Loc．34B検出の分銅形土製品等の祭祀遺物類、そし

てLoc・34B・Loc．45からの方格規矩四神鏡の破砕鏡の検出、さらにLoc．45を中心にみられる搬

入品とみられる弥生土器群の検出である。搬入の土器の時期は中期II・中期III、そして後期I

である。茶褐色の胎土に角閃石を含む土器で、なかに上東I式土器とみられるものもあり、そ

の大半は中部瀬戸内地方からの搬入とみられる。それらの搬入の土器は、生活址としての貯蔵
′°

穴から多く検出する事から特殊な品を土器に入れ運ばれて来たものと考えてよい。南四国では

製塩土器が全く検出されていないので、瀬戸内の塩がこれに収まっていた可能性は非常に強い。

田村遺跡群における前期Iの土器は注目さるべきものである。この土器が検出された当初、

これは南四国で未発見の前期弥生土器である所から、検出地の地名を取って東松木式土器と命

名した。その特徴は、特に1部の無形土器にみられ、蛮形土器の口縁に接して突帯文土器の突
註2

帯に近いものを付する。この東松木式土器の婆形土器は、東松木式土器よりやや先行すると考

えられる大田B式・大田I式土器を出土する大田遺跡からも検出されている。田村遺跡群そし
註3

てごく1部であるが入団遺跡で検出された東松木式土器は、現在までの発見状況からみて南四
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国で成立したものと考える。そしてその場合、その土器文化の系譜を筆者は亀の甲土器文化の
註4

中に求めたい。しかもそれは九州西海岸沿いに南下するものでなく、九州東海岸を南下する1

条突帯を特徴とする亀の甲土器を考える。東九州にみられる同土器文化系統の下城式土器より
註5

も早い段階に、それは成立したものである事は論を待たない。田村遺跡群における前期IIの弥

生土器は、これも筆者が西見当I式土器と称し、板付IIA式土器に近い特色を持つものとした

事がある。この前期IIの土器の成立についても、前期I（東松木式）土器の後、第2波として
註6

北九州からの影響を考える。

Loc．23・Loc．37・Loと．39の弥生水田について、その地理的位置、集落と水田の比高、水田へ

の潅水等々を考慮すると、西見当・カリヤ・北カリヤにまたがる環濠集落一前期IトIII段階－

の水田と考えるのが順当であると思う。そして同じ観点でLoc．16・Loc．25にみられる前期Iの

集落址に伴う水田を求めるとすれば、該当集落の東部から東北部の当時の低湿地「川原田」周

辺に常識的に的を絞る事になろう。山中三男教授の田村遺跡の花粉分析について、兎や角言う
註7

ものでないが、Loc．6の花粉分析資料に存するイネ花粉のあるものは弥生前期Iの段階のもの

であるかも知れない。しかし、この考え方は調査に当った発掘担当者の報告内容とは異なるも

のである。

Loc．10は前期Ⅳ段階のもの、この段階は県内諸遺跡をみても分村が盛んに行われる段階であ

る。特にbc．10で注目される事は、前期Ⅳ段階のみに限定されて集落が成立している事である。

県内各地のこの時期の集落は、中期Iの段階まで継続して営まれているのが普通であって、住

居址内や貯蔵穴で前期Ⅳと中期Iの弥生土器が混在して検出される事が多いが、Loc．10は前期

Ⅳの土器だけが検出されている。さらにLoc．10の住居址や土坊の中の土器を詳細に検討すると、

前期Ⅳ段階でも主体となるのは、その前半のものであって、Loc．10については前期Ⅳの前半段

階で分村し集落が形成され、その盛期はその段階であり、前期Ⅳ後半の段階ではすでに集落の

衰退期を迎えている事が察知できる。田村遺跡群の発掘で特に注意すべき事は、弥生時代の井

戸が1基を検出されていない事である。これは発掘で数多く．検出された溝状遺構がこれに代わる

ものであり、特に遺跡の南北を貫く自然流路SR2の存在は重要なものであろう。Loc．23・

Loc．37・Loc．39の弥生水田の潅漑用水の検出は出来なかったが、多分この旧田村川と称してよ

いSR2より引いたものであろうし、飲料水もこれから得たと考えられる。

弥生中期I・II期の住居址の検出は少ない。Loc．34AのSTlは中期IまたはII、そしてLoc．

45のST8、Loc．35BのSTlは中期IIである。この3地点に固まれる地区は未発掘であるが、

調査すれば中期II段階の住居址群が検出される可能性を持っている。しかし、それでも中期I

・IIの段階の住居址の検出は少ない。これは筆者のこれまでの分布調査の結果として、それら

の時期の土器片は西見当遺跡の東北部に多く集中して包蔵されており、今回の調査区外にそれ

らが存したためである。中期III～後期IIの住居址群はLoc．34・Loc．45において30棟近く検出さ

れている。うち大半は中期IIIと後期Iの時期のものである。しかもこれらの住居址群中にその
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型態や出土遺物によって、住居址群中の中心的なものが1棟～2棟存する。また住居址中に火

災に遭遇したものがあるが、集落全部の火災でなく計4棟の竪穴住居が火災に遭遇している。

うちST7・ST15・ST16の3棟は共に中期IIIの土器を出土し、中期IIIの段階で隣接する竪

穴住居である点から考えて、これらは類焼したものとみられる。しかも3棟の住居址とも、火

災後建て替えられている点を考慮すると、この火災は失火と推理せざるを得ない。これに対し、

出土遺物から特殊な住居址とみられるST14は後期I～IIの段階のものであるが、これと同時

期の住居址の広がりはその西部の未発掘区にあるとみられる。その点でST14の焼失原因等を

明確にする事は出来難いが、この住居址の焼失は後述する破砕鏡の放棄と関連させて考えてま

い問題であろう。

Loc．34Bからも重要な弥生中～後期の遺構群が検出されている。SK69からは壷・喪が各1

点とやや型態を異にする高杯2点が出土しているが、これらは中期IIIの土器で、筆者の言う典

型的な龍河洞式土器である。高杯の脚部内面と壷下胴部内面に箆削りが存する事は注目してよ

い。このSK69に接するSK70からは小型の挟りのある石製品が検出されている。筆者はこの

石製品の型態から岩偶の一種と考える。人面を表現していないが護符か祖霊像としての使用も

考えられる。いま1つ祭祀用の土砿とみられるものに、SK69とは12m程離れたSRlの中の

1土蛇がある。この中からは、筆者が古くから県西部の中期III段階の土器てみている神西

式土器が大子で2個検出されている。この2個の壷には箆削りはみられない。祖霊像を収めた

土蛇、そして龍河洞式土器4点を収めた土砿、さらに神西式土器2個を大子にして収めた土蛇、

後者の土器を収めた土蛇は祖霊像への供献の土器なのであろうか。また集団内の出自によって、

このような型式の異なる土器を供献したのであろうか。以上の3土蛇の他に、Loc．34Bからは

方格規矩四神鏡片が水溜り状遺構とみられるSPlから検出され、SRlの下部から分銅形土製

品が出土している。以上の如くLoc．34Bは、多くの祭祀のための土砿・遺物が出土し、いわば

弥生中～後期の祭祀のための場であったと考えてよかろう。

弥生後期の土器について、I・II・IIIと型式編年がなされている。うち後期IIはヒビノキI

式、後期IIIはヒビノキII式と呼称しているものである。そして、後期IはLoc．34の発掘によっ
註8

て検出され、龍河洞式土器からの系譜のもので、かつヒビノキI式・II式土器のように叩き技

法を持たない後期前半の土器で、検出当初横手II式土器と呼称したものである。このように南
註9

四国の後期弥生土器を3型式に分かち得たのも、田村遺跡群の発掘の成果である。弥生後期の

「小結」でも述べられているように、Loc．34の住居址20棟のうち、後期I段階の住居址は4棟、

そして後期IIの段階はST14の1棟のみ、しかも後期IIで以てこの集落は姿を消す。さらに

Loc．45においても中期II～後期IIIにかけての住居址はみられるが、その中で中期III段階の繁栄

の姿は把握出来ても、後期II・III段階の繁栄の姿を掴かむ事は困難だという。田村遺跡群にお

ける後期IトIII段階の集落の衰退は、同遺跡群が拠点的母村集落の役割を果し得なくなった事

を物語っていると同時に、またそれが故に後漠の2面の破砕鏡が放棄されているのである。
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註1縄文後期の宿毛貝塚では3－4型式の縄文土器が発見され、長期にわたって縄文人の

定住が考えられる。これを筆者は定住・定着型の遺跡と呼び、これに反して1世代ない

しはそれ以下の集落形成の遺跡を短住・移動型の遺跡と呼んでいる。県内の純文遺跡の

80％は後者の短住・移動型である。

註2　岡本健児「土佐考古学の諸問題」『高知の研究』1清文堂1983

註3　木村剛朗「高知県大田遺跡出土の大田B式土器」『遺跡』27　遺跡発行会1985

註4　刻目突帯文系の弥生整形土器を持つ土器型式群を総括して亀の甲土器文化と筆者は呼

称している。

註5　宮本工・村上久和・城戸誠「山国川下流域における縄文時代後・晩期の遺跡」『九州

考古学』59　九州考古学会1984

註6　岡本健児「西見当I式土器とその縄文的要素」『考古学ジャーナル』170　ニュー・

サイエンス社1979

註7　本報告書中に、山中三男「高知県南国市田村遺跡の沖積世後期堆積物の花粉分析学的

研究」がある。

註8　岡本健児・広田典夫『高知県ひびのき遺跡』土佐山田町教育委員会1977

註9　註2に同じ。
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執　筆　分　担

1．Loc．35B　　　　　　　下村

2．Loc．35C　　　　　　下村

3．Loc．36A　　　　　　角谷

4．Loc．36B　　　　　　　下村

5．Loc．41　　　　　　　下村

6．Loc．45　　　　　　　　出原

7．Loc．46　　　　　　　　森田

8．弥生時代中期小結　　角谷（遺物）、庸田（遺構）

9．弥生時代後期小結　　廣田

10．総括I　　　　　　　　岡本健児
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